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平成 21年 度文部科学省「組織的な大学院教育

改革推進プログラム」採択による高度博物館学

教育に至る経緯 と実践

Practice and process of the High Education Program on
Museology:AN Adoption Subject of the Program for

Enhancing Systematic Education in Graduate Schools by
Ministry of Education,Culture,Spots,Science and Technology

in 2009

青 木 山
皇

AOKI Yutaka

はじめに

我が国の博物館の現状は、低迷す る日本経済の中で、指定管理者制度の導入や

団塊の世代の集団 とも言える定年退職者 に対す る補充問題、更には市町村合併に

よる混乱、私立博物館 にあつては公益法人改革による一般社団法人 。一般財団法

人への移行等々で混迷 を来た しているのが現状である。

しか し、この博物館の混迷は社会の変革にのみ原因 とす るのではな く、次の二

点が抜本的原因であると考えられ るのである。

1、博物館法及び関係法規の不整備な点

2、博物館運営者の博物館学意識が脆弱である点

博物館法及び関係法規の不整備 な点は、社会教育法の精神 に基づ く社会教育機

関である博物館 に、費用対効果の判断基準が採 り入れ られ る唯
一
最大の原因であ

る博物館館法第 23条 (入館料等 )や 、第 2点 の根幹に関与す る問題で別稿許
1

で記 した無資格者の博物館への配置を可能 としている館法第 6条 の不適切 さは基

より、最大の原因は昭和 48年 の文部省告知の 「公立博物館の設置及び運営に関

す る基準」 (通称 48基 準)が 平成 15年 6月 に廃止 されたことに起因 しているも

の と考 えられ るのである。つま り、改正 された 「公立博物館の設置及び運営上の

望ま しい基準」の内容の空洞化が直裁的な原因となっていると看取されるのである。

1、博物館法及び関係法規の不整備な点

不具合を代表する条文として博物館法第 23条 (入館料等 )が、先ず挙げられる。公立

博物館の入館料等の施設の利用については、博物館法第 23条 の条文で記されているこ

とは周知の通りであるが再度確認すると下記の如くである。

(入館料等)

第 23条 公立博物館 は、入館料その他博物館資料の利用に対する対価を徴収し

てはならない。但し、博物館の維持運営のためにやむを得ない事情のある場
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合は、必要な対価を徴収することができる。

当該条文の構成は、法学で言う「原則と例外」の両面を合わせ持った条文である点を

最大の特徴とする。この意味で共に社会教育法を親法とする図書館法の第 17条 (入館

料等)とは基本的に異なる思想によるものと判断されるのである。当然のことながら、例外

を容認するには客観的合理性に基づく社会的相 当性 による許容が必要であることは確

認するまでもない。

しかし、これらの検証が無いまま例外が一般化し、社会通念化しているのが現状である。

社会教育施設としての公立博物館の有料化 に関しては、古くから数 々の反対論文があり、

有料化に伴う不具合についても多々議論されてきた論題であるところから、本論では仔細

については省略するが、基本的要件は以下の 2点 に集約されるものと考えられる。
一、博物館入館料の徴収は、博物館利用者 にとつては最大のバリアである。

二、博物館入館料の徴収は、生涯学習機 関としての博物館を自ら否定するもの

であり、その結果利潤を目的とする法人と同様に費用対効果の判断基準が適用さ

れることとなり、結果として博物館廃上にいたる原因を醸成するものが入館料なので

ある。

以上からも明確であるように博物館法23条 は、博物館の根幹に係わる条文であるにも拘

わらず博物館法改正をたからかに謳つた「これからの博物館の在り方に関する検討協

力者会議 Jでは、歯牙にもかけられなかったのは極めて残念である。

2、 博物館法第 4条 の不具合

次いで不具合な条文 として挙げねば成 らないのは 「博物館法J第 4条 3項 であ

り、当条文には、「博物館 に専門的職員 として学芸員 を置 く。」 と明示 されている

ことは周知の通 りである。 しか し、現実に学芸員に相 当す る専門職員 として現実

に従事 している人物が、学芸員資格 を持たない無資格者 である専門職 を多々 目に

する。ただ、具体的な統計は持 ち合わせていないので、以下の記述 に於いて適確

でない部分があれば容赦 を願 うものである。

例 えば、県立博物館 ・美術館 。自然博物館 の年報等の組織表 を見る限 り、学芸

員資格無資格者の学芸員 に相 当す る職員が多 く存在 していることは事実である。

この原因は、県立博物館 に於いてはその採用が学芸員採用ではな く、教員採用 し

た教育職員等の配置転換が常套化 している結果 と看取 され る。そ して、博物館学

芸員相 当職へ配置転換 された元教育職員の多 くは有資格者でない職員であるが故

に、当然なが ら 「学芸員」の職名 は使用できず、研究員 。主事等々の職名 を冠 し

ているのが常である。 しか し、その職務 内容は正に学芸に関す る仕事であろ うと

ころか らも、極言すれば無資格者の任命 と実務への従事 と言 うことになる。 この

不法 とも表現できる行為は 「博物館法J第 4条 5項 に記 された 「博物館 に、館長

及び学芸員のほか、学芸員補その他の職員 を置 くことができる。」 (傍線筆者 )と

明記 されている学芸員補その他の職員に相 当させ ることによ り、合法 としている

のであろ うが、如何なものであろ うか。 な らば、職名 を学芸員補 とすべきである

が、組織内での所謂配慮であろ うか、学芸員補の職名 を使用 していないの も事実

である。

また、教育職員か らの配転 とは別途に、博物館 自体が採用す る場合に於いても、

その採用条件 は要学芸員資格 (学芸員資格取得見込み)が 加 え られていないケー

スも決 して珍 しくはないのである。学芸員無資格者 を良 しとす る考え方は、是非
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博物館側 にご賢察戴 き是正願 わねばな らない点であ り、抜本的には、県立博物館

を始め とす る公立博物館の専門職の採用及び配置は、学芸員資格有資格者 に限定

す る旨の厳格 な指導を文科省 に切望す る次第である。

3、学芸員有資格者採用の要望に基づく博物館法第6条 の改正案

我が国の成熟 した社会では、車の運転は勿論の事、医師、教師、美容師等々の

いずれに於いても無免許、無資格 は許 されない社会情勢下にあつて、生涯教育
・

文化の拠点である博物館 に無法が存在す ること自体がゆゆ しき問題 なのである。

拠 つて、法の遵守か らしても有資格者の配置を徹底 して戴かねばな らない事は前

述の通 りである。

それが何故、かかる不具合な事態が出現 したのかを考 えると、具体的には下記

の博物館法第 6条 (学芸員補の資格)が 無資格者の博物館専門職 としての採用 を

許す法的根拠 となっていると見倣せ るのである。

(学芸員補の資格 )

第 6条  学 校教育法 (昭和 22年 法律第 26号 )第 56号 1項 の規定によ り

大学に入学す ることのできる者 は、学芸員補 となる資格 を有す る。

(傍線筆者 )

と明記 されてお り、「大学に入学す ることのできる者」、換言すれば即ち高等学校

を卒業 した者や大検に合格 した者 は学芸員補 に就 くことが出来 るのである。昭和

26年 の博物館法制定時か ら昭和 40年 頃までな ら兎 も角 として、今 日の社会で

は高校卒業者が学芸員補 として採用 され ることは、現実的ではない といつても過

言ではないであろ う。現在は、学芸員有資格者の少なかつた時代 とは異な り、年

間約 1万 人の有資格者 を養成 している現状では不必要な条文であることは 自明の

通 りであ り、本条文の存在が前述 した無資格者採用の温床であると指摘できるの

である。

拠 つて、当該条文の内容は今 日の社会情勢に鑑みても早急に撤廃 しなければな

らない条文であると考 えられ るものである。更に、短期大学での学芸員養成 に意

義 を持たせ る為にも、下記の如 くに第六条の改正を提案す るものである。

現行  (学 芸員補の資格 )

第 6条  学 校教 育法 (昭和 22年 法律 26号 )第 56条 第 1項 の規定によ り大

学に入学す ることのできる者 は、学芸員補の資格 を有す る。

改正案 (学芸員補の資格 )

第 6条  短 期大学を卒業 し、博物館 に関す る所定の科 目の単位 を取得 した者 は、

学芸員補 となる資格 を有す る。

以上例示 したよ うに改正す ることによ り、無資格者の採用及び配置に歯止めを

かけることと、短期大学での学芸員養成 を明確できるもの と考えるものである。

4、「公立博物館の設置及び運営に関する基準」廃上による博物館の混迷

当該基準に関 しては、昭和 48年 11月 30日 付で、各都道府県教育委員会教

育長宛 に出 された文部省社会教育局通達 (平成 15年 6月 廃止 )に よ
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48基準
(職員)

第1 2条 都道府県及び指定都 市の設置する博物館には、17人以上の学芸員又は学芸員補を置くものとし、市 (指定
都市を除く。)町村の設置する博物館には、6人以上の学芸員又は学芸員補を置くものとする。

同上別記

1 0第 1 2条関係

本条第1項の1 7人及び6人の職務内容別の内訳は、左の表に掲げるとおりである。

区   分
都道府県立・

指定都市立
市町村立

ア 第8条の教育活動及び資料に関する研究を担 当する者 8人 3ンヽ

イ 1次資料の収集、保管、展示等を担当する者 8人 3ンヽ

ウ 2次資料の収集、保管等を担当する者 1 人

現行
(職員)

第9条 博物館に、館長を置くとともに、事業を実施するために必要な数の学芸員を置くものとする。

48基準

(施設の面積)

第5条 博物館 (動物園、植物園及び水族館を除く。)の建物の述べ面積、都道府県及び指定都市の設置する博物館
にあっては6,000平方メートルを、市(指定都市を除く。)町村の設置する博物館にあつては、2,000平方メートルをそれ
ぞれ標準とする。
2動 物園、植物園及び水族館の施設の面積は、左の表に掲げる面積を標準とする。

博物館の種類 施 設 の 面 積

動物園

植物園

水族館

建物の延べ面積  2 0平 方メートルに平均同時利用者を乗じて得た面積

敷地面積  2 0万 平方メートル

敷地面積  4 , 0 0 0平方メートル

同上別記

5第 5条関係

( 1 )本条第1項の6 , 0 0 0平方メートル及び こ掲げるとおりである。ル及 び 2 , 0 0 0平方 メー トル の は、左の表|

市  田T 村  立

民示 ・教育活動関係

呆管 ・研究関係

旨理 ・そ の 他

2 . 5 0 0市

2,500  ″

1000 ″
輌
呻̈

(2)総合博物館にあつては、その性格にかんがみ、本条第1項に定める面積のおよそ15倍程度を確保することが望ましい

現 行 な し

48基 準

(資料)

第6条 博物館(動物園、植物園及び水族館を除く。)は、実物又は現象に関する資料(以下「一次資料」
という。)について、当該資料に関する学問分野、地域における当該資料の所在状況及び当該資料の展
示上の効果を考慮して、必要な数を収集し、保管し、及び展示するものとする。
2動 物園、植物園及び水族館は、おおむね、左の表に掲げる数の一次資料を収集し、育成し、及び展
示す の と

博物館の種類 資  料  数

園

園

館

物

物

権

動

植

永

6研重325点 ないし165種 825点

1,500種 6,000樹 木

150種 2.500点

同上別記

第6条関係

本条第2項の表に掲げる動物園、植物園及び水族館に示す「種」の収集に当つては、広い範囲にわたっ
て比較展示ができるように生物分類学上における複数の「綱」及び「目」にわたることが望ましい。

現 行

3第 3条関係 (資料)

(1)動 物園、植物園及び水族館を含め博物館は、各館園の創意工夫により、当該資料に関する学問
分野、地域における当該資料の所在状況及び当該資料の展示上の効果を考慮して必要な数の資料の
収集、保管及び展示に努めるものとすること。

48基 準 と現行の比較表
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る、 (別記 )「公 立博物館 の設 置及 び運営 に関す
る基準 Jの 取 り扱 い につ いてで、

下記 の通 り記 されてい る。

1、 第 11条 関係

(1)こ の基準 は、博 物館 法第人条
の規 定 に基づ き、公 立博物館 (以 下

「博 物館 」 とい う。)の 健全 な発達 を図 る
た めに博物館 の設 置及

び運 営上 の望 ま しい基準 と して定 めた も
ので あ る。

(2)こ の基準 は、博 物館 法 に定 め る登録 要件
に係 る審査 基準 で も、補

助金 の交付 基準で もない。

と明記 され てい るよ うに、何 らの規制 を 目的
と した もので は な く、 あ くまで博

物館 の健 全 な発達 を図 る 目的 で定 め られ た
基準で あつた に t)拘わ らず 、世 をあげ

ての規制緩和 の名 の も とに解 体 され た こ とは我
が国の博 物館 に とつて基本 的示 準

を無 くした もの となつた。

つま り、博物館 の混迷のほころびはここか ら始ま
った と言つても過言ではなか

ろ う。『公立博物館の設 置及び運営に関す る基準』
の 「別記取 り扱いについて」で

は、具体的には、博物館 の構成要素 と
一般 に称 され る

“
モ ノ 。人 ・場

"に
関す る

示準が 「規制緩和」の号令のもとに消滅 し去 り、結果
として博物館界は混迷期 に

突入 したもの と看取 され るのである。

したがって、当基準の改訂 に関与 した博物館関係者の責任 は極
めて重大である。

かかる状況の中で、更に博物館界に追い打ちをかけた
のは平成 21年 の秋 に出

された 「地方分権推進委員会による第二次勧告案 Jで 、博物館法第
12条 及び第

21条 の廃止または条例委任が勧告 された ことは未だ記憶 に新 し
い。第 21条 は、

博物館 協議会の委員に関す る内容であるか ら兎 も角 として、第
12条 の廃止また

は条例委任 の対象 となつた条文は下記の通 りである。

一 .第 2条 第 1項 に規定す る目的を達成す るために必要な博物館資料

があること。
一、第 2条 第 1項 に規定す る目的を達成す るために必要な学芸員そ

の

他の職員 を有す ること。
一、第 2条 第

一項 に規定す る目的を達成す るために必要な建物及び土

地があること。

当該 3項 は、第 12条 の登録要件の審査の要件 を明示 した条文であ り、前
述 し

た
“
モ ノ 。人 。場

"を
明示 したものである。、当該部分の廃止は世界に類 を見ない

博物館 の浮薄軽桃化 をもた らすであろ うし、先ず存続 に関わる基本的なも
のであ

った。

仝 日本博物館学会 ,全 国大学博物館学講座協議会をは じめ とす る各種
の学術団

体か らの反対により幸いに、朝 日新聞 (平成 22年 4月 9日 )で も報 じられ
た よ

うに博物館法に関す る勧告案は撤廃 された。撤廃は幸か当然かは兎 も角
として、

かかる機運が社会 に発生 して来た事 を博物館界は真摯 に受 け取 り社会が必要 とす

る博物館 を構築 しなければな らないのである。直載にその為には、結果 と
して原

因の 2で ある博物館学意識 を有 した熱心な学芸員 を養成す る事が必要なのである
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5、 博物館運営者の博物館学意識が脆
弱である点。

この博物館運営者の博物館学意識の

希薄な点は、熱心で博物館学意識のあ
る学芸員 を養成できなかった ことが直
接的な原因であった と看取 され る。
その理 由としては、下記の二点があ
げ られ る。

1、学芸員養成科 目の不足

2、 博物館学の体系的教授で

はなかった

先ず最初の学芸員の養成科 日の不足
については、昭和 30年 よ り現行の改
正にあたる平成 8年 までの 40余 年間
博物館学の専門科 目としては 「博物館
学J4単 位 と 「博物館実習」 3単 位 で

あつた。余 りに少な く 1951年 の博
物館法制定以来、今 日までの 60年 の うちの 42年 間 も占める厳然たる事実が、
現在博物館の実相の形成 となったので有 ろ うと考え られ る。
平成 9年 か らは従来の 「博物館学」4単 位 を 2単 位増加 させて 6単 位 とし、「博
物館経営論」。「博物館資料論 J。「博物館情報論」の 3科 目増 とな り、全体で従来
の 5科 目 10単 位 か ら 8科 目 12単 位 に引き上げ られたがまだまだ不充分で、博
物館学の体系の教授には程遠い改正であったことは明 白であった。
例 えば、博物館 を特徴づける機能であ り、博物館最大の機能である 「展示論」
です らこの時点で も欠如 していたのであった。 当該科 目の必要性 については別稿
註2で記 した通 りであるが、展示論が養成科 目に含まれていなかった事は、博物館
学意識形成 の上での大きな欠如であ り、明治五年 に始まる我が国の博物館展示が
何の改良もなく、社会情勢に呼応す ることな く今 日まで引き継がれ、博物館の低
迷の要因 となったもの と看取 され るのである。 つ ま り、展示は展示業者が行 う
ものであって、学芸員が行 うべき職務内容ではない とす る考え方が従来 よ り根強
く存在 しているのは事実であろ う。

6、博物館学の存否

この博物館運営者の博物館学意識の希薄な点は、博物館学を否定す る学芸員が
博物館 に存在す る事か らは じまる。また、否定まで も行かな くとも無関心である
学芸員が一般的であると言っても過言ではなかろ う。例 えば、 日本考古学協会や
地方史研究会等々の学会への参加者には圧倒的に学芸員が多いことは間違いのな
い事実である。 これに対 し博物館学会には何人の学芸員が会員 となっているだろ
うか。
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く現行科目〉

視聴覚教育

メディア論
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(5科目10単位) (8科目12単位)

法定科 目の推移表

博物館学の確立期は、明治時代 30年 代であろ うことは別稿註
3で指摘 した通 りで

ある。博物館学の存否 については、確認す るまでもな く厳然 と存在 しているので

ある。例 えば基盤 となる学会 に しても 「全 日本博物館学会」 をは じめ 「日本 ミュ
ージアム ・マネージメン ト学会J「 日本展示学会」

等々が存在 し、基本文献に しても新 旧 2版 の 『博物館学講座』があ り、事典 ・基

本文献 目録 な どの学術面でのイ ンフラも確立 されている。何 と言つても博物館学

を専門 とす る単行本が四百冊を凌駕 し、 2007・ 2008年 度 の両

年のみを とっても、この 2年 間に博物館 に関す る論文が 6,500余 編 を数 える事実

を博物館学否定者 は直視 しなければな らないのである。

また、平成 19年 度 よ り時限付 きであった科学研究費 も 2011年 よ り 「博物

館学」 として恒常化 されたことか らも、博物館学の存在 をもはや疑 う余地な どは

全 くないのである。

しか し、博物館学の体系 としての不足す る要件は、「博物館学史」と日本博物館

史 。欧米博物館史を合わせた 「博物館史」を基軸に据 え、従前 よ りの科 目や新設

科 目にあつても、先ずそれ らの歴史を確認す る事が必要なのである。中でも、「博

物館展示論Jや 「博物館資料論Jは 、博物館の発生に関与 した分野であるが故に、

その必要性 は大きい と考えられ る。温故知新の格 言が明示す るとお り、いずれの

学術分野でも先行研究 。先行事例 を確認の上での批判 と踏襲があって学問は成立

す るのであろ う。博物館学が学 として不明瞭であつたのは、その場その場の事例

報告的研究が一般的で学史に至 らなかった点が、軽薄感 を有す る原因 となった も

の と考えられ る。

〈昭和30年改正時科目〉

社会教育概論

〈平成24年 4月施行〉

(9科目19単位 )

博物館情報・

メディア論
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7、養成学芸員の資質の向上

学芸員養成の基本理念は、博物館学の体系的教授 による理解が 目標であること

は述べた通 りであ り、それは同時に博物館学研究者の育成 を第
一義 とす る

のである。学芸員は、資料 さえ扱 えれば良い といつた職人的職性 に決 して留まる

ものではない事を、再度確認 しなければな らないのである。それには博物館学意

識の涵養が重要なのである。

平成 19年 6月 15日 付で、これか らの博物館の在 り方に関す る検討協力者会

議 よ り、「新 しい時代の博物館制度の在 り方 について (報告)Jが 出 されたことは

周知の通 りである。当該報告の中の別紙に、「今後早期 に検討す る必要がある事項

について」の (二.)学 芸員制度関係が記 されてい る。その中の (一)学 芸員養成

科 目の見直 しについてでは、学芸員養成科 目の充実 と博物館実習の見直 しの二点

が明記 されてお り、詳細については下記の通 りである。

二 学芸員制度関係

1、 学芸員養成科 目の見直 しについて

大学の博物館 に関す る科 目は、従来か ら取得が求められていた資料の

取 り扱い等について基本的な技術 に加 え、「第 4章 2(1)学 芸員に求

め られ る専門性 Jで 述べ られている新たに求め られ る知識 。技術の習得

を加 える必要がある。このため、現行の科 目については、社会の変化 に

利用者 のニーズ、学芸員養成科 目の体系化に則 して内容 を見直 し、新た

な科 目の追加、単位数の拡充等を早急 に検討す る必要がある。

①学芸員養成科 目の充実

科 目編成や単位数 について見直 し、学芸業務 を遂行す るために最低限

必要 とされ る知識 ・技術 を明確 にす るとともに、新たな科 目編成 。内容

とす る場合は、各科 目に含 まれ るべ き内容 ・要素の例示が必要であ り、

また、大学関係者 によるモデル的なカ リキュラム作成の支援が必要であ

る。

②博物館実習の見直 し

博物館実習について も、これまで以上に大学 と博物館 の連携
・協力 を

緊密 に し、その内容 を精査す ることが求め られ る。特に、実習の実態に

ついては、その扱いが大学や受 け入れ先の博物館 によりかな り差があ り、

参考になる実習内容 を例示す る必要がある。ただ し、見直 しの際には、

年間約 1万 人の学生が実習 を行 うことを考慮 し、受 け入れ側である博物

館 に過度の負担がかかることのないよ うに、配慮 しなが ら検討す ること

が必要である。

以上①学芸員養成科 目の充実に記 された骨子に基づいて、養成学芸員の資

質向上を 目指すべ く現行の 8科 目 12単 位 か ら 9科 目 19単 位へ と、科 目数

と単位数の引き上げが決定 された。科 目数 に於いては 1科 目の増力日であるが、

従来の 「視聴覚教育メデ ィア論 J「教育学概論 Jを 、前者は 「博物館情報 メ

デ ィア論」へ、後者 を新 しく設 けた 「博物館教育論」の科 目内容の
一部へ組

み込む ことにより2科 目削除 し、新たに 「博物館資料保存論 J「博物館展示」

「博物館教育論」の 3科 目 6単 位 が新たに増設 された。

この ことは、博物館学の体系の上か らも不 可避であつた ことは事実であ り、当

該入科 目の新設 により養成学芸員の学術的資質向上は大きく推進 された もの と期
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待 で き るので あ る。

しか し、残念 なが ら大局 的 には博物館 学 を構成す る科 目群 には至 ってい ない と

考 え られ る。

また、博 物館 実習 に於 いて も 『博物館 実習 ガイ ドライ ン』
註4で 「学 内実習 」の

必要性 が明記 され た こ とは、曖味模糊 と した博物館 実習 に於 い て大 きな進展 とい

へ よ う。

つま り、歴史系博物館 に於いては、まだまだ資料の取 り扱い及び作法 としての

展示が間違 っている場面 も多々 日にす る。 このことは、学内での実習の不十分 さ

が蒼 した所産であろ うし、 したがつて逆にかかる博物館で館外実習 を受講 した場

合は、過 ちを踏襲す ることになるのである。

8、養成学芸員の資質向上の為の大学養成過程の改革

先ず、博物館学芸員 に要求 され る高度な学識は、それぞれの学術分野の専門知

識 と博物館学知識 の二者であることを忘れては らない。 前者の各学術分野に於 け

る専門知識 は、最高学府である大学卒業 と同時に確立 されているもの と見倣せ る。

またそ うでなければな らないのである。 この点は、学芸員の採用にあたつて も博

物館側が専門性 を重視 している点か らも明 白であ り、且つまた
一般的である。 確

かに、博物館 は研究機 関であ り、あ らねばな らない点に異論 を差 し挟む余地は無

いが、 しか し今 日の社会情勢下に置かれた博物館 を観た場合、博物館展示や教育

諸活動がその重要 さを増 して居 るところか らt)博物館経営の_Lでよ り必要 となる

のは、後者 の博物館学知識 と熱心な博物館意識なのである。

尚、人文系博物館、中で t)考古 。歴 史 。民俗等では、そ こに介在す る資料 は過

去の遺産であ り、未来へ伝 える保存行為 こそが、歴史 ・民俗系博物館 の第
一義で

あるところか らも博物館学意識 は不 百∫避 なのである。 この博物館知識の脆弱、意

識の希薄な点が今 日の社会下での博物館経営に影 を落 としているもの と看取 され

るところか ら、博物館学の研究者 の養成、学芸員の博物館学知識 ・意識 の向上に

直結すべき養成制度 と体制が必要で有 ると考 えねばな らない。それには、 ド 記 の

3点 が必要要件 と考え られ るのである。
一 博 物館学を専門 とす る専任教員の配置
一 大 学附属博物館の設置
一 法 定課 日 ・単位数の拡充に基づ くカ リキュラムの充実

一 博物館学を専門とする専任教員の配置

養成学芸員の資質向上には、博物館学の体系の教授 と理解 による博物館学意識

の涵養は述べた通 りであるが、それには先ず筆者 を含 めた大学教員の資質の向上

が必定であることは明記す るまで もない。

この件に関 しては、山種美術館の学芸課長か ら北海道立近代美術館館長へ転 じた

後、明治大学教授 とな り博物館学を講 じられた倉 田公裕は、その著 『博物館学』
註5

で次の如 く記 している。
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実際に博物館で観 られ る不具合な資料展示例
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その教授或いは講師に、過 去博物館 に勤務 していた とい う人な どを迎

え、その人の過去の博物館での体験 を博物館学 とか、博物館概論 と称 し

ているのではないか、 (略)こ れで果た して良い ものであろ うか。

勿論、中には優れた探究 と業績 をあげ られてい る人 も少な くないが、

それ に して も博物館学 に関す る研究発表 の少 ない ことを ど う説 明す る

のであろ うか。

博物館学 とはそんな狭い体験や ほんの片手間にできる浅薄なもので

あろ うか。

倉 田は博物館学を講ず る大学教員の資質に疑間を投げかけた ものであつた。 1

979年 、昭和 54年 の事である。それか ら 30余 年 、改善 された気配 は全 く認

め難い。

更にまた、博物館学界では最大の学会である 「全 日本博物館学会」は、約 四百

名の会員 を擁 しているが、 この うち大学に籍 を置 く者は 50余 名 である。全国大

学博物館協議会(以下、全博協)力日盟大学の 183大 学 を始 め とし、非加盟大学 1

52大 学 を合わせた博物館学課程開講大学は全国で 335大 学の多 きを数 えるの

が現状である。全博協は加盟大学は勿論、非加盟大学をも含 め約 5年 に
一度の割

合で開講講座実態調査 を実施 してお り、 2006年 3月 刊行の 『全国大学博物館

学講座実態調査報告書 (第十回)』によれば回答大学 217大 学で、そ こで博物館

学専門科 目の教鞭 を執 る非常勤講師を含めた教員数 は雑駁に数 えて約 700人 の

多 きを数 えるのである。大半の旧国立大学は全博協に非加盟であ り、アンケ
ー ト

調査にも無回答であるか ら教員実数 は更に加算 され る事 となる。諄い用であるが、

全 日本博物館学会員数 はこの中にあつて 50名 を数 えるのみなのである。

更にまた、全博協が 2007年 に創 立 50周 年事業の
一環 として刊行 した 『博物

館学文献 目録』によると、各大学で博物館学に関す る科 目を担 当す る教員で博物

館学に関す る著書 ・論文 を記 している人数 は驚 くほ ど少ないのも現状である。か

かる現実を鑑みると、先ず博物館学を専門分野に置 く専任教員の配置が必須要件

であ り、急務 なのである。ただ単に、博物館での館長経験や勤務経験、教育委員

会での文化財担 当 ・生涯学習担 当経験者 といった
一要件のみではな く、その上に

整合性のある論文審査 による教育資格審査 を実施す ることが直接 に受講生の資質

の向 上に結びつ くものであると考えられ る。

二 大学付属博物館の設置推進

文部科学省が今回の博物館法改正の中で重要視す る要件の
一つである学芸員の

資質向上の基本は、実務経験であることは
一貫 して明示 されてきた。実務経験、

即 ち養成大学では博物館実習の充実 と高度化 に他な らない。博物館実習の単位 と

具体的授業内容等の詳細 については後述す るが、実習の場 としての博物館が必要

であることは多 くの博物館研究者 によつて従来よ り指摘 されて来た通 りであ り、

至極 当然の事である。

この点に関 し岡田茂弘註
6は
、「学内に実習できる博物館 を持たない大学の学芸

員資格取得課程は、警 えて言えば附属病院をもたない大学医学部のよ うなもので、
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平成 21年度文部科学省 「組織的な大学院教育改革推進プログラム」採択による高度博物館学教育に至る経緯と実践

大学院の コース と学部の学芸員過程 との科 目比較表

論文指導演習

資料保存展示論研究・特殊研究

地域博物館論研究:特殊研究

博物館史特論

博物館学史特論

欧米博物館史特論

博物館関係法規特論

博物館資料論特論AI(金 工)

博物館資料論特論AI(有 職)

博物館資料論特論BI(民 俗)

博物館資料論特論BI(絵 画)

博物館経営特論

博物館教育活動特論

展示工学特論

博物館学専F号実習‐口■|

■   特 殊実習

卒業生が医師の国家試験に合格 していて も危な くて治療 を任せ るわけにはいきま

せん。その前にそのよ うな大学医学部は許可 されないで しょうが、学芸員資格取

得課程の場合にはまか り通つています。」と制度の不整備 を指摘 している通 りであ

る。医学部 を例 に持 ち出すまでもなく広 く教育 とい う意味で同類である教育学部

には附属小学校が必要である事は論 を待たないの と同様である。

大学直属施設、学部 ・学科付属施設を含 め、我が国の大学附属博物館数 は、伊

能秀明 ら註
7の
報告 によると 172大 学 260館 (平成 15年 )と報告 されて居 り、

今 日大学総数 734で あるか ら概ね 22%の 設置率である。博物館講座開設大学

での大学附属博物館の設置数 は、前述の 『全博協開講実態調査報告書』註
8に よれ

ば、回答大学 217大 学の内設置大学は 110大 学で、その中でも相 当施設は 5

3大 学であ り、まだまだ学内実習に供す るに足 るユニバーシテ ィ ・ミュージアム

の設置率は少ないよ うである。

大学附属博物館 の必要性 と特質は、博物館学講座開講大学に とつては先ず本稿

の主旨である博物館実務の基礎 を修得す る博物館実習施設の確保 を第
一
義 とす る。

当然また、地域研究の拠点 とし、地域に於 ける生涯学習の場 としての役割 を担 う

ものであ り、その多 くは郷土博物館的総合博物館 とは異な り大学 。学部 。学科の

特質に基づ く専門領域 を限定 した単科博物館であることも、地域 に於いては更な
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平成21年度文部科学省 「組織的な大学院教育改革推進プログラム」採択による高度博物館学教育に至る経緯と実践

る特徴 を有す るもので あ る。

また、そ の専 門性 が大学 ・学部 ・学科 その ものの具現 的展示 であ り、即 ち大学

の象徴 で あ り広告塔 とな るのであ る。

大学博物館 は、 これ ほ ど多岐 に亙 りその存在 を発揮 し、利用価値 の高い施設 であ

ることを再確認 し、少 な くとも学芸員養成課程 を開講 してい る大学 に於 ては、学術

審議会 に よる 『ユニバー シテ ィ ・ミュー ジアムの設置 について』註
9の
報告、『博物

館実習ガイ ドライン』 (2009年 4月 )の 「3、 実習施設」にも明記 されているよう

に鋭意推進 させ るべきであると考える。

9、高度博物館学教育プログラム

國學院大學大学院文学研究科史学専攻の中に、平成 21年 10月 よ り博物館学
コースが新設 されたの と時を同 じくして、「高度博物館学教育Jは 文部科学省の大

学院教育改革推進プログラムに採択 (平成 21・ 22・ 23年 度 の 3ヶ 年 )さ れ

た。

目的は、前述 して来た博物館及び学芸員養成 を踏まえた上で、博物館学に関す

る大学教育に携わることのできる研究教育者、な らびに高度博物館学知識 ・技能

を有す る上級学芸員の養成 を 目的 とす るものである。特質は、博物館学の体系を

意図 した科 目の充実で、本学学部の科 日との大きな違いは 「博物館学史特論 J。「博

物館史特論」。「欧米博物館史特論」の学史 ・館史に関す る科 目を設定す る一方で、
「資料保存展示論研究 ・特殊研究」。「地域博物館論研究 ・特殊研究Jの 二つの演

習科 日、更には 「博物館専門実習 ・特殊実習」・半講義半実習 タイプの 「展示工学

特論」の設定を特質 とす るものである。「博物館専門実習は」通年科 目の四単位 で、

海外インター ンシ ップ (約 30日 間)。学内外のイ ンターンシ ップ (15日 ～ 30

日)を 1単 位 、夏期の学外調査 (1週 間)1単 位 を含 めての 4単 位 である。

第二の特質は、複専修制度の設置であ り、 目的は、文学研究科の中での他専攻

(文学専攻 。神道 。宗教学専攻)及 び他 コース (日本史学 ・外国史学 。考古学 ・

美学/美術史)生 への博物館学知識 の涵養であ り、従来の学芸員養成か らの離脱 を

目的 とす る。国家資格の学芸員資格は学部卒業の資格である事は十分承知 してい

る。 しか し、学芸員採用要件 を見た場合、修士終了が一般的 となっている現在、

修士終了者 に博物館学意識 を涵養す ることが重要であるとす る考 えか らである。

当該プログラムの修了者 には、國學院大學独 自の資格 を授与す る。博士課程前期

修了者 には國學院大學 ミュージアム ・ア ドミニス トレー ターを、本資格 を取得 し

た上で博士課程後期 を修了 した者 には博士号の取得の有無に限 らず國學院大學 ミ

ュージアム ・キュレーターを授与す る。

10、実施の具体と現時点での成果

本プログラムの遂行 に当たっては、学校法人國學院大學 ・國學院大學大学院 ・

國學院大學研究開発推進機構 ・國學院大學文学部 といった全学的な支援体制の下

で取 り組んでいる。取 り組み実施担当者 は、下表で記 した 11名 よ り成 り立ち、
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平成 21年度文部科学省 「組織的な大学院教育改革推進プログラムJ採 択による高度博物館学教育に至る経緯と実践

取組 実施担 当者

氏  名 所 属 部 局 ・ 職 名 現在の専門 学 位 役割分担

青 木  豊

上 山 不日雄

岡 田 荘 司

小 川 直 之

辰 巳 正 明

谷 川  渥

林  和 生

吉 田 恵 二

小 池 寿 子

谷 口康 浩

落 合 知 子

文学研 究科 。史学専攻 ・教授

文学研 究科 ・史学専攻 ・教授

文学研究科・神道学/宗教学専攻・教授

文学研 究科 。文学専攻 ・教授

文学研 究科 ・文学専攻 ・教授

文学研 究科 ・史学専攻 ・教授

文学研 究科 ・史学専攻 ・教授

文学研究科 ・史学専攻 ・教授

文学研 究科 ・史学専攻 ・教授

文学研究科 ・史学専攻 ・准教授

文学研 究科 ・史学専攻 ・准教授

博物館 学

近現代史

神道学

民俗 学

上代文学

美学 ・美術 史

歴 史地理学 ・

地域研 究 (中国 )

歴 史 。中国考古学

比較文化 史

先 史考 占学

博物館学

博 士 ( 歴史 学 )

博 士 ( 文 学 )

博 上 ( 歴 史 学 )

博 士 (文学 )

博 士 (文学 )

博 士 (文学 )

文学修士

文学士

修士 (文学 )

博 士 ( 歴 史 学 )

博 士 (学術 )

代 表 者

副 代 表 者

神社 との教育連携

地 域 との 連 携

自立 的 教 育 支 援

欧米 との教育交流

地 域 研 究 支 援

中国との教育交流

国 際 広 報

広 報

インターンシップ

資 格 授 与 支 援

それぞれ を分担 している。実務の担当は、國學院大學大学院構成員 (文学部教授 )

1名 、文学部准教授 1名 ・助手 1名 、國學院大學研究開発推進機構博物館教育研

究セ ンター助教 1名 。RA2名 ・TA2名 と大学院事務課 〃長 ・課員 1名 である。

以 F実 施 の内容 と現在までの成果について報告す る。
一、大学院での高度博物館教育 と従来の過程 との違い

別表で明示 した様 に、博物館学の体系の理解 を 目的 とす る科 目群の構成 を意図

したものである。 中での特質は 「博物館学史」「博物館史Jと 「博物館専門実習J

である。本構成で十分であるとは決 して考えていないが、博士課程前期修了の単

位数は 「論文指導Jが 2年 間で 8単 位 を含 めて 30単 位 であるところか ら 15科 目

38単 位 が適 当であると考えた次第である。

平成 22年 度 は、設定科 目すべてを開講 した。

二、複専修制度設置の 目的と履修複状況

先ず、本学大学院文学研究科は、文学専攻 ・神道 /宗 教学専攻 。史学専攻の 3

専攻か ら成 る。 コース構成は文学専攻 3コ
ース、神道/宗 教学専攻は 2コ ース、

史学専攻は 日本史学 ・外国史学 。考古学 ・美学/美 術史 ・博物館学の 5コ
ースか

らなる。複専修制度は、 この博物館学を除 く他 コース及び他専攻生が博物館学 を

複専修す ることができるシステムで、所謂ダブル メジャーである。 当該制度の 目

的は、大学院教育受講生の博物館知識の涵養 を直接 に 目的 とす るもので、 これは

また従来の学芸員養成制度か らの離脱 を意図 したものでもある。

履修 の具体は、先ず博士課程前期では 2年 間で 「資料保存展示論研究 ・特殊研

究」(演習 通 年 4単 位 )を 含む博物館学専門科 目 16単 位 の取得である。尚、16

単位 の内、8単 位 はそれぞれの専攻 コースに於ける要終了単位 として認 め られ る。

博士課程後期では、前期 と同様であ り 3年 間で 12単 位 の博物館学専門科 目の取

得 を必要 とす る。それぞれの修了者 には、國學院大學ア ドミニス トレター ・國學
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平成 21年度文部科学省 「組織的な大学院教育改革推進プログラムJ採 択による高度博物館学教育に至る経緯と実践

成 22年 度  陣 物館学 コース受験状況

院大學 ミュージアム ・キ三レー ターを授与す ることは前述 した通 りである。 尚、

國學院大學ア ドミニス トレーターの資格 は、学部での国家資格である学芸員資格
の上に、国學院大學 ミュージアム 。キュー レターは國學院大學ア ドミニス トレー

ターの_Lに重なる資格である。

平成 22年 度の履修生は、 日本史学 コースか ら 2名 、考古学 コースか ら 1名 、

美学 /美 術史 コースか ら 1名 の都合 4名 であった。

平成 22年 度の博物館学コースヘの入学状況

平成 22年 度博物館学 コースヘの人学者は、博士課程前期 12名 。博士課程後

期 4名 であ り、詳細は表の通 りである。

3、 プログラムの具体

海外の博物館 との  博 物館学の共同研究 とインター ンシップを受け人れていた

連携の実績     だ く目的で、中国西安市に所在す る予右任記念館 と韓国釜

山広域市立博物館 と協定を締結 した。

ゲス ト講 師 十右任 記念館 か らは千大方館 長 を、釜 山広域 市立博物館 か ら

は 白承 工学芸研 究室長 と全前学芸研 究室長 のお 2人 をゲス

ト講師 として招聘 した。

中国西安 十右任記念館 で は、博 士課程後期 1年 生 1名 が平成

22年 7月 29日 ～ 8月 27日 までの lヶ 月 間従事 した。韓

国釜 山広域 市立博 物館 で は国釜 山広域 市立博物館 で は、 7月

28日 ～ 8月 26日 までの lヶ 月 間、博 士課程 2年 生 1名 が

就 業体験 に参加 した。

大英博物館 ア ジア部 日本 セ クシ ョン長 テ ィモ シー ・クラー ク

氏 を招聘 し、講演会 を開催 した。聴 講者 は、250名 以 上 を数

えた。特別講演会 では、仁 済大学教授 李永植 先 生 をお招 き し

インター ンシップ

講演会 ・

特別講演会

博1士課程前1期

1秋期受験1者
71般 11名 合格者|●名

社会1人‐2名 合‐格‐者 2名

春期
‐
受験‐者

τ搬 13‐名 合格 1者14名

社1会人 1名 合格1者 1名

4 1ヽ計 27名 12名

博士課程1後期
春期1受1験1者

‐
一般 4名 合格者0名

留学1生1名 合格者 1名

4 1ヽ計 5名 4名

孵31言十 32名 | 16名
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平成21年度文部科学省 「組織的な大学院教育改革推進プログラムJ採択による高度博物館学教育に
至る経緯と実践

「韓 国仁 済大学校博物館 の運 営 と社会教 育 プ ログラム Jと題

す るご講演 を戴 いた。聴講者約 60名 。

学内機関での

インターンシップ

学外機 関で の

イ ンター ンシ ップ

学外機 関 との協力

・連携大学 との協力

共 同研 究 山梨県立博物館  魔 鏡 の展示 を含 めた総合的研究

株式会社パス コとのバ
ーチャル 3次 元映像展示の研究

國學院大學研究推進機構学術資料館で、同資料館 の内川隆志

准教授の指導の下で、博士課程前期 2年 生 3名 が通年のイ

ンター ンシ ップに従事 した。

東京国立博物館 ・千葉市科学館
・廣池千九郎記念館 (麗澤大

学付属博物館 )・丹青総合研究所 (展示業界最大の丹青株式

会社のシンクタンク)の 以上 4機 関で受 け入れて戴いた。

上記の麗澤大学 (インタ
ー ンシ ップの受 け入れ)、お茶 の水

女子大学 。明治大学 (大学院教員来校 )、明治大学
。日白大

学 (大学院へ出校 )

加 古川市博物館

長野県木 島平村 。熊本 県市房 山神 宮 での夏期調査実習。

夏期調 査 実習 は、前述 した よ うに 「博 物館 学 専 門実習
。特殊

実習 4単 位 Jの 中の 1単 位 に位 置 づ けてい る授 業 で、野外 で

の博物館 学調査 の実践 を経験す る こ とを 目的 としてい る。

調 査 は、平成 22年 7月 19日
～ 25日 間で の 7日 間 に亙 り

実施 し、木 島平村 が打 ち出す 「農村 文 明 Jの 具現化 と しての

展示 の構成 を最 終 目的 に今 回は基礎調査 とな る、村 内の 3小

学校 で保 存 され ていた 民俗 資料 の整理 を実施 し、資料 台帳 の

作成 に努 めた。

調 査 は 、 平成 22年 9月 1日 ～ 7日 まで の 7日 間 に互 り実

施 した。奉 納絵馬 。奉納鳥居
。木製 高杯 ・懸仏 ・掛 け軸等 を

は じめ とす る歴 史資料 の 目録 作成 のた めの写真撮影
。実測 ・

拓本 に よる記録 を行 つた。

本 事業 で は、 4名 が海外 の博物館調 査 をお こなつた。行 き先

は、UK。 フ ランス ・トル コ 。韓 国で あつた。国内博物館調

査 は 、 15名 が 後 述 す る 『神 社 博 物 館 事 典 』 編 纂 を

目的の 1つ として、神 社博物館 を加 え得 て全 国各地 の博物館

を各 人 の意 図で調 査 した。

展示 の協力

資料調査

長 野県木 島平村 の

調 査

熊本 県市房 山神官

の調 査

学生 の研 究能 力 を

高 め る事業
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平成21年度文部科学省 「組織的な大学院教育改革推進プログラム」採択による高度博物館学教育に至る経緯と実践

博物館 学教 育研 究情報

セ ンター の事業   本 セ ンター では、上記事業 の全 ての準備 。調整 を担 うと同時

に、『神社博物館事典』『高度博物館学教育プログラムニュー

ス レター 2010』 及び リーフレッ トの成作 。刊行 を行なっ

た。

結語

以上述べてきた本大学院教育プログラムは、平成 23年 度の入学生 よ り適用 さ
れ る学芸員の資質向上 を 目的 とした新たな科 目の新設 と単位増 による 「博物館法
施行規則」の改正に伴 う 。博物館学大学教員の需要 と団塊の世代の退職 も相侯 っ
て博物館学芸員の需要 と言つた世の中のニーズに呼応す るもの と考えている。
また、基本的にはそれは我が国の博物館の改善に直結す るもの と考えている。
従 つて、基本 目的を完遂す るには博物館意識 を持った学芸員の雇用が先ずなけれ
ばな らない事は確認す るまでもない。それには、先ず学芸員有資格者の採用 と配
置が基本であることは繰 り返すまでもない。是には、文部科学省か ら各都道府県
教育委員会へ 「学芸員有資格者の採用 と配置に関す る通達J(仮 称 )等 による積極
的な指導をお願いす るものである。

註 1 青 木豊 2

註 2 青 木豊 2

註 3 青 木豊

註 4 20 0 9

註 5 倉 田公裕

註 6 岡 田茂 弘

009 「 学芸員有資格者の採用 を求めて」『全博協研究紀要』

第 11号 全国大学博物館学講座協議会
007 「 博物館法改正に伴な う資質向上を目的 とする学芸員養

成に関する考察」『博物館学雑誌』第 33巻  第 1号

2010「 博物館学史序論J『國學院大學博物館学紀要』第 34輯

『博物館実習ガイ ドライン』文部科学省

1979『 博物館学』東京堂出版

2003 「 大学博物館のすすめ」『学芸員』7 学 習院大学学

芸員資格取得に関する委員会

2007『 大学博物館事典』 日外アソシエーツ註 7

註 8

註 9

伊能秀明監修

2 0 0 6

1 9 9 6

『全 国大学博物館学講座 開講実態調査報告書』(第 10回 )

全国大学博物館学講座協議会

『ユニバーシティー ・ミュージアムの設置について』学術審議

会学術情報資料分科会
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千葉県の博物館 構想の推進と現状
Promotion and

a museum
state of established

Chiba Prefecture

前川 公 秀

MAEKAWA Masahide

l  は じめに

千葉県の博物館は、ごく
一
部の例外を除き 90%以 上が、戦後になつて設立されたものである。

しかも、昭和 40年 代に入つて急速に増力日している。それを背景として、昭和 43年 に 「県立博

物館設置構想」が立案 され、昭和 48年 に
一
部手直しが加えられ構想 として策定された。それは、

「千葉方式Jと 呼ばれ、全国でも類例のない博物館網の整備推進をめざしたもので、当時画期

的な構想 として注 目されたが、その実現に長い歳月を要 したため、現在では当初の計画から大

幅な変更が加えられるに至っている:

この稿では、千葉県内の博物館史の概要を振 り返 り、その流れの中から生み出された県立博

物館の設置構想の推進の経過 と当初の構想から変更された現状について紹介 したい。

2 県 内博物館の歴史的推移

はじめに、県内の博物館の推移について、述べておきたい。今回取 り上げようとする設置構

想が策定された昭和 48年 の 3月 31同 時点でのデータ
ーによれば、明治年間では 2館 、大正年

間に 2館 。昭和 1～9年 間に 1館 。昭和 10年 代に 1館 ・昭和 20年 代に 6館 。昭和 30年 代に

11館 が設置され、昭和 40年 代は 39館 であり、合計 63館 を数えることができる (設立年不明

1館 )。また、昭和を戦前、戦後に別けて設置状況をみると、戦前設立 6館 (9.5%)。 戦後設

立 56館 (90.5%)と なる。

以上をふまえ、歴史的に概観 してみたい。

(1)明 治期

千葉具における最初の博物館的施設は、明治 36年 の千葉県物産陳列館であったと思われる。

しかしこの館は、勧業政策の
一
環 として県内の産業の改良と発達をめざしたもので、厳密には

博物館施設 として位置づけることは困難である。 〔1〕その意味で、前述 した明治年間 2館 の中

には含まれていない。

この 2館 は、誕生寺霊宝館 と神野寺宝物拝観所である。双方と{)日蓮にゆか りのある寺院と

しての什物保存施設である。このような寺院の宝物館 としての博物館の出発は、日本全体の流

れに則 したものと言えるであろう。

この他に、明治 27年 に東京帝国大学の附属施設 として演習林が設置されているが、
一
般公開

を目的としたものではなく、博物館施設とは考え難い。

(2)大 正期

大正期にも 2館 の設置があつた。そのひとつは、鏡忍寺宝物館で、明治期 と同様寺院の什物
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千葉県の博物館設置構想の推進と現状

保存施設である。他のひとつは、大正 14年 4月 に開園した谷津海岸遊園地である。これは、
開園時は単なる遊興施設であったが、昭和 26年 から28年 にかけ動物園が整備され、翌 29年

には博物館相当施設としての指定を受けている。

(3)昭 和初期

昭和期に入り、10年代まで博物館は 2館 の設置があった。すなわち、昭和 7年東京水産大学
の小湊実験場に附属の水族館が設けられ、一般にも公開された。千葉県における最初の水族館

であつた。また昭和 10年 には宗吾霊宝館が開館している。これは、木内惣五郎 (佐倉宗五郎)

の遺品や関係資料を公開する目的で投置されたが、同時に郷土資料を集めて展示しており、こ

れまで県内にはなかつた博物館施設として注目すべきものである。因みに、この宗吾霊宝館は、

昭和 30年 に博物館相当施設としての指定をうけている。

(4)日 召不口20Z手イt

昭和 20年 代には、6館 の設置が確認できる。この頃においても、寺続の什物保存施設として

成田山霊光館 (昭和 22年 )、清澄寺宝物館 (昭和 24年 )の 2館 が設立されている。しかし、

特徴的なのはt観光施設としての博物館が建設されはじめたことであると思われる。たとえば、

昭和 10年 の銚子水族館や、やはり銚子のアシカ島付近に開設された私立の思号庵美術館などで

あり、これを契機として観光地での博物館に注目されることとなる。

しかしこれらの施設の中で、成田山霊光館は単なる寺院の宝物館という目的だけではなく、

下総地方を中心とする考古、民俗、近世文書などについて積極的な調査 ・収集 ・展示を行い先

駆的な役割を果たした。これにより、県内において本来の博物館の使命が示されることとなっ

た。

(5)昭 和 30年代

昭和 30年代の博物館の設置は 11館である。この頃になると、首都圏に近いという地理的条

件により地域開発が急速に進められ、全国有数の埋蔵文化財を保有する地として、発掘により

出土した文化財を保存 。公開する施設の整備が急務となつた。その結果、博物館として設置さ

れ、その代表的なものとして芝山はにわ博物館や金鈴塚保存館などがある。さらに地域開発に

伴 う自然保護施設として、野猿の保育を目的とした愛宕山自然動物園などの設置もある。

また人口の増加による県民構成の多様化も進み、郷土の歴史と伝統への認識が希薄化する傾

向が顕著になってきた。そのため郷土に根ざした博物館が検討され、昭和 34年 野田市郷土博物

館が開設されたのをはじめ、郷上の偉人を顕彰する伊能忠敬記念館や大原幽学遺物保存館など

か設立されている。

この他、観光的施設としても、行川アイランドや勝浦市猿ケ城遊園地などもある。

しかし、この 30年代で最も注目すべきことは、はじめての県立博物館としての県立富津海洋

資料館が開設されたことであろう。これは、「海洋に関する歴史、民俗、産業及び自然科学に関

する資料」を対象とする専門館的性質の総合館で、規模は敷地面積 3743.5ぽ 、資料館の建坪

は 455.05ど を有し、3棟 からなる施設であつた。この専門館としての発想は、後の県立博物

館設置構想の基になるものであり、ここで収集された資料は、その基礎となっている。

このような博物館の設置を受け、昭和 37年 6月 には 「千葉県博物館協会Jが 組織されるに

至った。出みに、設立当時の加盟館数は 10館 であった。〔2〕

(6)昭 和 40年 代―博物館設置ブームー

昭和 40年 代は、県内において博物館の設置が数多くなされた時期である。前述したよ
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昭和 48年 3月 の統計によれば県内の博物館総数は 63館 であり、そのうちこの 40年 代に 39館

設置され、半数以上の数となつている。全体的な傾向からみれば、30年代と同様、地域開発と

人口増加による郷土資料の保護に重′点が置かれ、その結果市町村立の博物館が急増している
の

が特徴である。これについては、昭和 45年度から2年 間の推移 (表1)を 見ても、種別では歴

史系博物館が 20館 増力日し、設置者別でも市町村立博物館が 19館増えていることからも裏付け

することができる。

あまりの数が多いため、ひとつひとつ館名をあげ記載することはできないが、このような背

景が、県立博物館の設置に大きな影響を与えて行く。

3 博 物館分布の傾向

昭和 48年 3月 時点での博物館を種類別にみると、総合博物館 5館 (8%)。人文系 39館 (62%)。

自然系 19館 (30%)に 分類することができる。この場合、総合博物館とは、2つ 以上の分野に

かかわった内容を有しているという意味であるが、全体的に 「郷土史的Jな 傾向が強く、人文

系に入れてもよいように思われる。全体的に人文系とくに歴史博物館的なt)のが、34館 (54%)

を占めているのに対し、自然系では動物園、植物園、水族館が主で自然史や理工学関係を専門

にあつかう博物館は皆無であり、極めてアンバランスな様相を呈している。

また、種類別分布状況をみると、その当時急速な都市化を遂げ、地域開発の著しかつた市川
・

船橋 。千葉等京葉工業地帯を中心に、市立の歴史博物館の設置が認められる。さらに成田市周

辺や水郷を中心とした北総地域では、とくに歴史的な市町村における歴史博物館が設置されて

いる。
一方、県南では、安房地方を中心として日蓮関係の寺院の宝物館や観光的目的で役立さ

れた館園が多く、首都圏の行楽地と結びついた施設が特徴的である。全体的に歴史系博物館は、

県下全般に広く分布し、動物園 ・植物園 ・水族館等の自然系博物館は、観光の中心である県南

部に設置されている。

昭和 40年 代の急速な博物館の設置は、全国各地で起こっていた。各県では博物館が連携する

ための方策が求められていた。このような課題を背景として、千葉県では県立の博物館を設置

するに際して、市町村の博物館との連携をめざし、県下の博物館綱の成立を目標とした県立博

物館設置構想が策定される

次に、「千葉方式」と呼ばれ、全国的に注目された県立博物館の設置構想について述べること

とする。

4 県 立博物館の設置

県立博物館の設置にあたっては、昭和 43年教育委員会社会教育課に博物館準備室が設けられ、

設置構想の作成が始められた。

同準備室では、当時の県内における博物館の設置状況、人口分布、観光客の動態、交通網、

文化財の分布状況などのデーターを分析検討して、昭和 43年 11月 に 「県立博物館設置構想

(案)」(以下、「第 1次構想」と記す)を 作成した。

この構想は、それまでに類例のない視点に立ったもので、まず県内数力所に専門館を設置し、

相互に関連を持たせながら運営しつっ、最後に総合館を設置して、県下全域に博物館の網を張

りめぐらすというものであった。その基本的なコンセプ トは、次のとおりである。
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千葉県の博物館設置構想の推進と現状

1 県 立博物館を博物館法に基づき設置し、県内における文化財資源の開発によつて得た 自 然
科学および人文科学に関する各種資料を収集、保管、展示して県民の利用に供し、その教養、
調査研究、。レクリエーション等に資するために必要な事業を行ない、実生活の向上に資する
とともに文化財保護を図る。

(1)県都には歴史中央総合博物館と科学博物館、美術博物館を設置し、県内博物館施設の総合
センターとする。

(2)県内数ケ所の地域に本県の豊富な埋蔵文化財や民俗資料等を保管展示する考古館、民俗資

料館等の専門館を設置し、郷土の理解と県民意識の高揚に役立てる。

2 各 市町村毎に郷上の歴史的、美術的、科学的資料等を展示する郷土資料室の設置を奨励促進

し、地域住民の利用に供し、地域文化に眼を開かせることに努める。

3 工 業地帯に進出する企業を中心とした生産的な各種の産業専門館の設置を奨励し、自然科学、

産業資料両面についての県民へのサービスを考える。

4 そ の他、私立の観光施設に併設された水族館、動物園、植物園等も充実させ、博物館めぐり

等による教育活動を盛んにする。・

〇以上の設置計画を立案するに際しては、次のような基本的な性格に留意する。

ア)博物館を単なる建造物としてのみ考えるのでなく機能的にとらえ、社会教育施設として、

また、資料ならびに情報 。学術及び文化、研究のセンターとしての役割と使命を考え、県

内における奉仕網の確立を図り、博物館相互の連絡提携によつて県民に対する奉仕体制を

整備することを充分考慮する。

イ)近 代の博物館を事業センターとして考えるならば、積極的なものであり動的なものとし

て、教育的配慮のもとに展示計画を密にして一般公衆ならびに児童、生徒、学生の利用の

便を考慮した拠点とする。

ウ)県 民の実生活ならびに一般教養の向上に資し、あわせて専門的、技術的な調査研究を助

長するために必要な施設および事業を考慮すること。

工)教 育 ・学術 。文化または産業振興等に関する各種機関団体と協力し、その活動を援助す

るために必要な事業または運営を考慮すること。

オ)資 料の展示内容 ・方法ならびに環境整備等については本県の文化的遺産等に特色をもた

せるように配慮すること。

▲   ▲

この第 1次 構想においての設置すべき博物館 として掲示されたのは、表 2の とお りである。

ここでは、県都に歴史中央総合博物館、科学博物館、美術博物館を設置し、県内数ヶ所に考古、

民俗などの専門館を配置することが提示 された。県内にいくつかの専門館を置くことにより、

博物館を社会教育施設 として、また、資料ならびに情報 。学術及び文化、研究のセンターとし

ての役割 と使命を持たせようとしている。

以上のような基本的なコンセプ トを基に、いよいよ本格的な構想作りに入ることとなった。

その結果、昭和 48年 3月 に 『千葉県の博物館設置構想』(以下、第 2次 構想と記す)と して、

構想が策定された。〔4〕

ここで、第 1次構想との比較をするために、第 2次構想の基本的コンセプ トについて記して

おく。(アンダーラインは、第 1次構想と表現が変わった部分)

- 2 2 -



千葉県の博物館設置構想の推進と現状

1 県 立博物館を博物館法に基づき設置し、県内に所在する文化財、または開発
によつて得た自

然科学および人文科学に関する各種資料を収集、保管、展示 して県民
の利用に供 し、その教養、

調査研究、レクリエ
ーシヨン等に資するために必要な事業を行ない、文化的な生活の内容を豊

かにし、本県に対する理解 と県民意識の高揚に役立てるとともに文化財保護を図る。

(1)県 の中央に中央総合博物館 と科学博物館、美術博物館を設置 し、県内博物館施設
の総合

センターとする。

(2)県 内数ケ所に、地域博物館を設置 し、その地域の特色ある資料を収集 し、これを保管
・

展示するとともに、
一
部専門性をもたせ、地域住民の利用に供する。

2 県 立博物館以外の博物館、同相当施設及び類似施設については、その新設を奨励促進 し、ま

た既設のものをさらに充実強化 して、地域住民の利用に供 し、その文化的向上に資する。

(1)各 市町村に所在する歴史的資料を収集
・保管 ・展示する施設の増設 と活動の活発化を図

る。

(2)県 内企業の公共的サ
ービスの一環 として、特に産業資料に重点をおく博物館等の新設 と

その充実を促す。

(3)既 設の私立博物館の充実、水族館、動物園、植物園等の教育活動を強化する。

▲    ▲

以上のように、第 2次 構想における基本的コンセプ トは、大筋では第 1次 構想を引き継いだ

ものであるが、さらに進んで第 1次 構想での専門館は、第 2次 構想では 「地域博物館を設置 し」

とあるように地域性が強調され、
一
部専門性も残 した性格付けとなつた。また地域の市町村立

博物館 との連携も指摘され、強固な博物館網の成立をめざし、県立博物館を中心とする県主導

型の構想であつた。

5 「 千葉方式」による設置構想の成立

第 2次 構想では、博物館がより多くの地域住民と結びつき、より効率的に定着 していくため

には、県立博物館は 1館 のみではなく、地域博物館 として県下に分散 して設置する (博物館分

散方式)こ とが最適であると強調 されている。その要因と具体的な推進について、第 2次 構想

の中で次のように記 している。

▼   ▼

(略)本 県では、(略)博 物館がより多くの地域住民と結びつき効率よく定着するには、県の中

央に 1館 のみでなく、分散方式が最良の方法であると判断 した。

分散方式とは、県内数力所に地域博物館 と、県の中央に総合博物館、美術館 とを設置 し、そ

れぞれを拠点として全県下に広く博物館施設のネットワ
ークを確立することにある。このシス

テムを通 して、県民が手近に博物館を活用できるように配慮する
一方、各地域の特色をもつ各

種資料をそれぞれの博物館で収集 ・保管 。展示 していこうとする考えであり、このように資料

の保存ならびに活用の二面対策に意義をもつものである。このため地域博物館を設置するにあ

たっては適正な配慮を考慮 しなければならない。本県は大別 して北から南へ下総
・上総 。安房

の 3国 からなつていたが、これらの各地域の交通 。人口 ・観光客 。文化財等の資料
。既設の博

物館施設等の実情を分析し、各地域に 1館 もしくは2館設置することとした。地域博物館は各

地域の文化 。自然を物語る展示館の色彩を出すとともに専門館としての要素をもたせる。(略)
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県立博物館の分散方式をめざす理由として、県民が手近に博物館を活用することができると
ともに、各地域の特色をもつ各種資料を収集、保管、展示できることをあげている。そして、
地域博物館の設置場所については、①千葉県が古代より下総 。上総 。安房の三国から成 り立っ
ていたこと。②県下の交通、人口、観光客、文化財等の調査結果。③既設の博物館の設置状況
などの分析により、三国のそれぞれに 1館 もしくは 2館 を設置するとしている。
これにより設置すべき博物館は表 3の とおりとされた。それらを地図上で示すと第 1図 とな
り、地域博物館の配置により、県下のどの地域に住んでいても、至便な交通機関により短時間
で到達し、気軽に活用できるという考えである。この考え方は、それまで全国的に実施されて
いた県都 1館方式とは大きく異なり新たな方策として、いわゅる 「千葉方式」として全国から

注目されることとなった。

「千葉方式」の推進にあたっては、県民の利便性を考慮して地域博物館から整備し、最終的
に中央総合博物館を設置するという方法が取られることになった。そのために中央総合博物館
は人文系 。自然系資料をあわせ持ち集中管理する収蔵な機能と、全県的な情報センターとして

の機能を兼ね備えた総合博物館とする必要がある。ここで収蔵され、整備された資料は各地域

博物館において活用するようにし、資料の流通の円滑化をはかることを特徴とした。
「千葉方式」による博物館の役割と機能を整理すれば、次のようになると思われる。

〔中央総合博物館〕

(1)全 県的な人文系 。自然系資料を対象とした県内博物館の総合センターとしての役割を果

たす。

(2)資 料の科学保存の研究センターとしての役割と機能をもたせる。

(3)全 県下の資料総目録を作成する。また各地域博物館、市町村立の博物館等と資料の相互

貸借の円滑化を図る。一方資料カー ドの統一により、コンピューターを導入し、資料の分

類 ・整理の中心的役割を果たすとともに、資料の情報センターとする。

(4)本 館、または地域博物館で企画した特別展を他の地域博物館等で巡画展示を行なう場合、

その企画の中心的役割を果たす。

(5)展 示に関する専門的な研究部門を確立し、展示の技術的な開発を行ない、その技術を地

域博物館にも役立てる。

(6)県 博物館協会等の各種機関 ・団体との相互協力を図る。

〔地域博物館〕

(1)各 地域の人文系 。自然系資料の収集 ・保管 ・調査研究し、展示する。

(2)地 域性のほか、一部に専門性をもたせた展示をする。

(3)展 示活動のほか、学級 。講座 。講演会 。講習会等を行ない地域住民の知的教養を高める

とともに、文化財愛護 。自然保護等の思想を啓蒙する。

(4)中 央総合博物館、または他の地域博物館で企画した特別展の巡回展示をする。

(5)教 育普及活動の一環として 「博物館友の会Jを 組織する。

以上の役割と機能により、中央総合博物館と地域博物館との関係には、中央総合博物館に、

地域博物館を統括する総合的なセンターとしての機能のほか、研究、情報、展示企画、展示技

術のセンターとしての役害」を持たせることになつた (センター機能)。また各々地域博物館は、

地域性のほか人文系あるいは自然系の専門性を兼ね備えた博物館として、展示室を中心に必要

最小限の博物館機能を果す施設として設置されることになった。これは、中央総合博物館のセ
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ンター機能により補填されるとともに、各館相互に機能を分担し、緊密な連携を図り、同等な

機能を持つ博物館のネットを張りめぐらして、県民が等しく、博物館を活用できることをめざ

した。さらに、各々市町村立 。私立の博物館と連絡を密にして、各館園の向上をめざすことに

より、県下の博物館の活動を活発化することができるとしている。

この構想は、従来にはない画期的な計画であり、その実現により特色のある博物館活動が期

待されるところであつた。

6 設 置構想の推進と検討

この構想に基づき、昭和 46年 1月 県立博物館の第 1号 館として、木更津市に県立上総博物

館が設置された。同館は、第 1次構想での考古専門館が、地域博物館として変更され、古代三

日の上総国に開館したものである。そして昭和 48年 には県立安房博物館 (館山市)、昭和 50

年に県立総南博物館 (大多喜町)、昭和 51年 に県立房総風上記の丘 (栄町)、昭和 54年 に県立

大利根博物館 (佐原市、現香取市)と 計画に従い設置が推進され、残すところ中央総合博物館

の設置のみとなった。(この間、昭和 49年 に千葉市に県立美術館が設置されている。)

しかし、ここに多少の問題が生じてきた。すなわち、第 1号 館が設置された昭和 46年 から

県立大利根博物館の設置まで、約 10年 が経過していたため、地域博物館は、各地域の文化、自

然を物語る展示館の色彩を出すことを性格づけられていたが、必然的に未設置の地域も対象と

することとなつた。

特に、県立第 1号館であった上総博物館は、西上総地方の地域博物館とその信仰、学芸、古

美術資料を対象とする専門館として設置されたが、次第に県内全域を対象とした総合的な歴史

博物館としての性格を有してきた。ところが、開館以来 10年 を経過し、その間に 5館 の県立

博物館が設置され、新たな各館は、上総博物館などの既設の博物館との地域の重複を避け、地

域の総合的な博物館ではなく、地域の特色を生かしたより専門館的な性格を強調し、全県下を

対象に活動を行う専門館となっていつた。

この背景には、地域住民の博物館に対する専門的要求が高まり、さらに市町村においても博

物館の建設が促進されてきたという点が要因となつていることが指摘できる。たとえば、館山

市において市立博物館の建設が計画されたため、同地域に設置されていた安房博物館では、地

域性は避け、海洋民俗をテーマとした全県的な専門館としての性格付けがなされた。

このような県立博物館の専門館的位置付けは、各地から新たな県立博物館誘致の要望が出さ

れる要因となり、構想にはなかつた地域への博物館設置が検討されることになり、中央総合博

物館の設置は次第に遅れ気味となって行つた。そこで昭和 55年 に 「千葉県の博物館設置構想検

討委員会」が設置され、県立博物館設置構想の再検討がなされた。その結果、現状では中央総

合博物館の設置に見通しが立たず、設置されたとしても資料の収蔵機能や展示企画機能などは、

既設の県立博物館の活動を制限するとの危惧が述べられ、既設博物館の専門性を尊重し、地域

性をさらに弱くして、全県を対象とした専門館として位置付けされることとなつた。それによ

り新たに検討された各博物館の専門性は、表 4の とおりである。

この専門性の強調により、地域に 1館 あるいは 2館 を設置するとした当初の構想にとらわれ

ることなく、新たな県立博物館について検討が可能となり、設置構想の改訂がなされた。ここ

では、第 2次構想での中央館と地域館による博物館網ではなく、複数の専門館でひとつの総合

博物館として活動する博物館網 (ネットワーク)と なるため、「県立博物館ネットワーク構想」
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と呼ばれている (以下、第 3次構想と記す)。この結果、第 2次 構想で述べたような中央総合博
物館が、地域博物館を総合的に統括して中心的役割を果たすという図式ではなく、中央総合博
物館も地域博物館と同一円周上に位置するここになったが、様々なセンター的な機能は、その
まま中央総合博物館に残されることになった。(第2図 )

フ 県 立博物館網の整備

第 3次構想では、中央総合博物館の設置促進をめざすとともに、新たに 「房総のむら」「現代
産業科学館」「関宿城博物館」の設置について検討された。この結果、中央総合博物館は、「中
央博物館」としてセンター機能の役割を担うとともに、既設館に欠けていた自然誌の専門性を

強調し、一部人文系 (歴史)を加えた総合博物館として、県都の千葉市に平成元年に開館した。
また、房総のむらは、江戸後期から明治初期の農家 。商家などを再現した博物館で、房総の伝

統的生活様式や風俗 ・習慣 ・儀礼等を保存、継承し、昔の生活を体験する体験博物館として、

昭和 61年 に開館した。この博物館は、地域住民の多様な要望に答えるため、従来の博物館には

なかった体験を主体とした博物館として、国際空港を有する成田市に隣接する栄町に設置され、

注目を浴びている。次に現代産業科学館は、京葉工業地帯を抱える立地条件を生かし、産業に

応用された科学技術や科学の原理を、子どもから大人までを対象に、体験を適して学ぶことが

できる理工系の専門博物館として、平成 6年 に開館した。同館は、第 2次構想の基本的コンセ

プ トに述べられていた科学博物館が実現されたものと言うことができる。さらに平成 7年度に

は、「河り||とそれにかかわる産業」をテーマにく千葉県の北端である関宿町 (現、野田市)に 、

関宿城博物館が開設された。その結果、表 5の とおり 10館 の県立博物館が設置され、全国に

誇り得る博物館ネットワークが整備されるに至った。さらに中央博物館の分館として海の博物

館が、「房総の海の自然誌」をテーマに平成 11年に勝浦市に開館し、「山の分館」もフィール ド

ミュージアムとして展開している。(表5、第 3図 )

8 博 物館設置構想の現状

県立博物館は、昭和 46年 に上総博物館が設置されてから18年近くが経過し、平成元年に中

央博物館が設置され、さらに11年を経て平成 11年に中央博物館分館海の博物館が開設された。

しかし、海の博物館の開設からわずか3年 で設置構想は終局に向かつて進むこととなる。その

最大の要因は、県の財政状況の悪化にある。千葉県は、バブル崩壊とその後の長期不況が影響

し、県税収入が激減し、財政が極度に悪化していた。そのため、平成 14年 3月 『千葉県行財政

システム改革指針』が出され、「行政システムを転換させることに遅れをとつてきたことも今日

の財政危機を招いた大きな要因」とし、組織構造の改革が重要施策のひとつとして掲げられた。

同年 10月、その行動計画のなかに 「県内 10か所ある博物館及び美術館について、市町村との

役割分担を明確にし、県内博物館ネットワークの再整備の観点から、統廃合や市町村への移譲

を進めるとともに、運営方法の見直しを行います (平成 16年 度から順次)J〔5〕と指摘され、

すべての県立博物館の統廃合あるいは市町村への移譲が明文化された。これにより、今まで推

進してきた県立博物館のネットワークの整備や県主導での市町村立の博物館との連携による博

物館網の推進を図るという姿勢は、県立と市町村立の博物館が協働して連携を図り推進すると

いう方向に変化し、県は主導的な役割を放棄することになつた。確かに、県下には市町村立の

博物館が多く設置され(第4図 )、それぞれが地域の拠点として活動するようになっており、県
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千葉県の博物館設置構想の推進と現状

主導で行う状況ではなくなつていた。それは、第
一次構想が立案された昭和 40年 代には予沢1さ

れないことであり、地方分権の意識の高まりからも、市町村立博物館の主導型、あるいは協働

型が期待されるところであつた。しかし、それまでに至る博物館の整備は、県の主導型で行
っ

てきたものであり、県立博物館の統廃合や市町村への移譲は、まさに 「県立博物館設置構想」

が終局に向つて歩みはじめたとしか思えない。それは、平成 16年 に、房総のむらが隣接する風

土記の丘を吸収統合し、「原始古代から近代までの衣食住技の移り変わりを体験することができ

る参加体験型博物館J〔6〕という新たな専門性がつくられ、さらに翌 17年 には指定管理者制

度が導入され、人員の削減と予算の減少がなされたことなどが終局
への歩みを端的に物語つて

いる。また県立博物館の市町村への移譲は、博物館が所在する市町村との協議が進められ、市

町村への移譲の可能性がない大利根博物館と総南博物館は、中央博物館の分館として再編成さ

れ、大利根分館、大多喜城分館となつた。また、平成 20年 には、上総博物館が木更津市
へ移譲

され、「木更津市郷土博物館金のすず」として平成 20年 10月 に再出発し、21年 には安房博物

館の館山市へ移譲され、観光施設として利用されることになつた。これにより、中央博物館に

は、当初のネットワークの地域博物館構想を残しながらも、自然誌重視の中央館に歴史系の分

館があるという奇妙な博物館網として残されることになつた。(第5図 )

9 お わりにかえて

千葉県における県立博物館の設置構想は、何度かの内容変更を行い推進されてきた。この構

想は、当初 「千葉方式」と称され、地方自治体の博物館設置の画期的な計画として注目された。

しかし、最初に設置された博物館から完成まで、約 30年 近い年数が経過し、その間に設置され

た博物館は、それぞれ独自の活動を展開していくことになった。それは、中央博物館の設置が

遅れたことが、最大の要因であつたと思われる。いみじくもこの構想について、いち早く紹介

された加藤有次は、「博物館が存在すればそれで目的が達せられた訳ではない。博物館は、社会

教育機関として、より有効な活動と普及に努力しなければならない。(略)そ れらのために、博

物館相互の緻密な連携が必要となる。そして、さらにそれらの小規模群を統括する中央館とい

うべき施設の必要性が問われるべきではなかろうかJと 博物館学的立場から中央館の重要性を

指摘されていた。〔7〕この中央館として、県立中央博物館が平成元年にようやく設置されたが、

当初の構想どおり総合館として設置されたものの、自然誌を重視し、人文系は機構のごく
一部

としてとどまった。そのため、それまで人文系に重点をおいて活動してきた地域博物館に対し

て、センター的な機能を果すことは不可能な状況となった。それでも全県下に博物館が配置さ

れたことは、「このシステムを通して、県民が手近に博物館を活用できるように配慮する」とい

う考えは達成されたと言えなくもない。しかし、その後の行財政システム改革で県立博物館の

統廃合がなされ、また市町村への移譲などにより整理された結果、構想でのネットワ
ークの拠

点となる地域博物館の役害1が難しくなつたことは言うまでもない。

この構想には、実に長い年月を要することとなった。その間に県下には市町村立の博物館を

はじめ、多くの博物館施設が設置された。また社会は急速に変貌を遂げ、社会における博物館

の役害1、あるいは博物館に対する人々の要望も変化して行つた。博物館は、そのような時流の

変化を受けとめながら、人々の身近に存在して日々の活動を行わねばならない。それは、特に

公立の博物館に課せられた使命である。確かに、県立博物館が主導して県下の博物館の連携を

図る時代は終つている。また公立の博物館が、当該白治体の財政状況により運営が影響される
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千葉県の博物館設置構想の推進と現状

ことは、ある意味仕方がないことかもしれない。しかし、財政的な理由で、博物館が設置され
た目的や運営方針まで変更されることは、本当に悲しいことである。少なくとも、『千葉県行財
政システム改革指針』の中で 「県内博物館ネットワークの再整備の観点」と述べている以上、
新たなネットワークの構想を提示した上で、統廃合や移譲が行われるべきであり、さらに 「市
町村との役割分担を明確」にするためにも、今後の県立博物館の果たす役割と新たなネットワ
ークのあり方が提示されることを期待している。それによって、博物館設置構想は新しい次の
ステージヘと歩み出すことができるものと思われる6

この設置構想は、今日から思えば ドリームプランであったかもしれない。しかし、当時の多
くの博物館関係者に夢を提示してくれた。最後に、この先駆的で、かつ雄大な構想の策定に関
わられた方々に敬意を表するものである。

(佐倉市立美術館館長)

〔註〕

1 拙 稿 「物産陳列館の一事例一千葉県における場合―J(「博物館学紀要」5、國學院大学博物

館学研究室、昭和 56年 )

2「 千葉県博物館協会のあゆみJ(「MUSEUMち ば」13、千葉県博物館協会、昭和 57年 )

3『 県立博物館設置構想 (案)』千葉県教育庁社会教育課博物館準備室、昭和 43年 11月

4『 千葉県の博物館設置構想』千葉県教育庁文化課、昭和 48年 3月

5「 千葉県行財政システム改革行動計画J千 葉県、平成 14年 10月 28日

6「 千葉県行財政システム改革行動計画フォローアップJ千 葉県、平成 17年 6月 14日

7 は じめ 『博物館講座』第 3巻 、雄山閣、昭和 55年 で紹介され、その後 『博物館学総論』雄

山閣、平成 8年 でも論じられている。

※なお、文中の引用箇所にはその前行に▼▼を、さらに終了の次行には▲▲を付し、著者の文

と区男りした。
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千葉県の博物館設置構想の推進と現状

詈覇え年度から2年間の博物館設置の推移

〔注〕博物館の設置の推移を昭和46年3月31日の時点と昭和48年3月31日の

時点との2年間で比較したものである。

種別 国立 公 立 私 立 計 増加数

総合 0 =→  0 3 =) 3 1 =) 2 4 ⇒  5 1

人文
歴 史 0 =→  0 8 =) 24 6 ⇒ 10 14 =→ 34 20

美術 0 =→  0 0 =→  0 2 =) 5 2 =) 5 3

自然

科学 0 =→  0 0 =→  0 0 =→  0 0 =→  0 0

動物 0 =⇒  0 2⇒ 2 1⇒ 2 3⇒ 4 1

植物 2⇒ 2 1⇒ 4 3⇒ 4 6 =)10 4

動植物 0 =) 0 0 =→  0 1  =→   1 1  =→   1 C

水族 1  二 う   1 1  =→   1 2 =) 2 4 ⇒  4 0

計 3=→ 3 15⇒ 34 16⇒ 26 34 ⇒
Ｑ
υ
ｒ
υ 29
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〔表2〕

1次構想による県立博 構想

分類 格性 地ネ甫候

総合館

専門館
(考古館)

専門館
(考古館)

専門館
(海洋 自然
会官)

歴史を中心とした総合博物館 とし歴
史、民俗、産業、自然科学等の各部門
より構成 し、保存機能と教育機能をあ
わせ有するものとする。
また、本県における博物館行政の総合
センターとして研究部門をも併せもつ
ものとする。

考古を中心とした専門館 とし、総合館
の歴史部門とダブルニアレンジメン ト
の関係にたち、考古資料を保管展示 し
研究機能をあわせ有する。

同上

植物園 ・歴史園など海浜自然をそのま
ま利用 し、敷地内に海洋民俗資料を保
管展示する施設を設けた海浜自然庭園
風の専門館 とする。

・県都で本県の文化の中心
である。
・交通事情と利用する県民
の行動圏からも最適地であ
る。

・歴史、考古学的にも由緒
がある。 (資料が多い)
・周辺の土地利用計画も発
展する見込

゛
ある。 (人口

ナ曽)

。人 口増加が著 しい。特に
流入人口に対する郷上の理
解と県民意識の高揚を図
る。
。重要遺跡の分布も濃い地
域である。 (資料も多い)
・観光客の人込が多い

。海浜自然をそのまま利用
することが可能である。
。来館のみの目的でなくて
も、ついでに利用する者も
多いことが予想 される。

千葉市

木更津市
上総

西下総

安房
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1彙珈耗鰺辮勁麟 (優称)

県立自然碑購刻鍍く薇燿ゆ‐

1県立安房博物館(顔称)

県窯大和機博物鑢|て披縁,

市立策計簿物館

県立上総博物館



千葉県の博物館設置構想の推進と現状

地域博物館の専門性

館  名 設 置 当 初 検 討 結 果

美 術 館 県内唯一の美術館
近代～現代美術資料を中心とする美
術館

房総風土記の丘

・史跡公園「風土記の丘」の

施設の一つとして、歴史・考
古資料等を主とする専門館
・下総地方の地域博物館

歴史公園的性格を持つ考古資料を

中心とする専門施設

大利根博物館

・県下全域の農村民俗資
料、利根川水運等河川資料
を対象とする専門館
。東下総の地域博物館

利根川と農業資料を中心とする専門
館

総南博物館

・県下全域の城郭、武家等
の歴史資料を対象とする博
物館
。東上総地方の地域博物館

武士と城郭資料を中心する専門館

安房博物館

・県下全域の漁村民俗を対
象とする専門館
・安房地方の地域博物館

海洋民俗を中心とする専門館

上総博物館

・県下全域を対象する信
仰、学芸、古美術資料を対
象とする専門館
・西上総地方の地域博物館

くらしと技術の資料を中心とする歴史
博物館
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千葉県の博物館設置構想の推進 と現状

県立博物館設置状況

施設名 設置地 規  模 期間設置年月日 開館年月 日 専 F電性

美術館 千葉市

剪d也  33,058ぷ

建4勿  10,664ぽ
RC造 平屋

一
部2階

日召和49年 4月 1日 日召禾日49年■0月 23日 近。現代美術

中央博物館 千葉市

敷地  13 , 1 7 8ぷ
建4勿  15,254“
SRC造 地上2階地下1階
生態園  6,6ha

平成元年1月 11日 平成元年2月 7日
自然誌に重点を置いた

歴史も加えた総合博物

館

中央博物館分
館
海の博物館

勝浦市
敷地  7,161ぷ
建物  3,919ピ
RC造 地上3階地下1階

平成 11年3月12日 平成11年3月12日 海と海辺の自然誌

現代産業科学鮮 市川市

敷地  1 8 , 1 8 2ポ
建4勿   8,493ピ
SRC造 地上2階地下1階

平成6年4月1日 平成6年6月15日
産業に応用された科学
技術

関宿城博物館
東葛飾郡
関宿町

敷地  11,135ぷ
建物  2,172髯
RC造 平屋

一部3層4階
平成7年11月10日 平成7年11月10日

河川とそれにかかわる

産業

房総風土記の丘
印藩郡
栄町

敷 地  315,242ぷ

建物    3,929ポ

RC造 2階
昭和50年9月 1日 日召禾口51年 6月 24日 考古

房総のむら
印播郡
栄町

力υ也 315,242ポ
建物   3,929ポ
商家、武家屋敷、農家、農
村、歌舞伎舞台、水車小屋

等

日召不日61年 4月 1日 昭禾口61年 4月 1日
伝統的技術・生活様式
の実演・体験

大利根博物館 佐原市

敷地  13,195耐
建物  1,769ぷ
RC造 平屋

一部2階
昭和54年4月 1日 昭和54年11月21日 利根川の自然と歴史

総南博物館
夷隅郡
大多喜町

敷地   5 , 6 7 3だ

建物  2,001だ
RC造 4階

昭和50年4月 1日 昭和50年9月10日 房総の城と城下町

安房博物館 館山市

敷地 10 , 3 2 1髯
建4勿   4,999ぷ
RC造 3階

昭和48年7月5日 日召不口48年■1月22日 房総の海と生活

上総博物館 木更津市

地
物
敷
建

2 , 6 3 9“

2 , 0 3 2ピ

RC造 3階
昭和45年4月1日 昭和46年 1月14日 くらしのなかの技術



千葉県の博物館設置構想の推進と現状

第3図
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千葉県の博物館設置構想の推進 と現状

第4図
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山高信離とその仕事

一博物館長になつた旗本
一

Yamataka Nobuakira and his Work

―Samurai became MuseunL I)irecto―

小寺 瑛 広

KODERAAkihiro

はじめに

山高信離は明治期の博覧会行政、および博物館行政に携わり、初代奈良 ・京都帝室博物館長

となった人物であるc彼の業績を端的に説明するとすれば、このような説明が
一般的だろうか。

しかし、彼が行つてきた仕事は、多岐にわたる。たとえば、近年、彼が明治時代の美術行政に

ついて重要な役害1を果たしてきたことが次々と指摘されている
(1)。これらの研究では、彼が博

物館行政 ・美術行政に関わり、政府として工芸制作や古物保存 ・活用を推進した中心人物であ

ったと指摘されている。また、龍池会 (のち、日本美術協会)の 設立に関わり、観古美術会を

開催するなど、日本の伝統的な美術を保護し、推進してきたことも知られている
。)。

ここ数年の研究では山高の仕事のうち、美術行政にウェイ トがおかれて注目が集まっている

ように思える。しかし彼の仕事③は博覧会 ・博物館行政にも及んでいる。博覧会については、

國雄行氏や角山幸洋氏、伊藤真実子氏らの
一連の研究があるのが、山高については万国博覧会

の経験者 ・担当者として名前が挙がつてくるものの、彼がそのなかでどのような位置付けにあ

ったのかは明確ではない印象を受ける。博物館史については、椎名仙卓氏や関秀夫氏の業績が

あり⑤、関氏は博物館の官内省移管への引き継ぎ役を果たしたとの指摘をしている。

このように見ていくと、各分野の研究において山高信離の名は挙がってくるものの、それぞ

れが緊密に結びついて、分析されているとは言い難い。それは、山高信離という人物について

の専論が存在せず、その実像が見えてきていないためではないだろうか。彼がどのような職歴

を経て、どのような仕事に携ってきたのか、それを見ずしては山高信離という人物の位置付け

ができないのではないか。本稿では、山高信離が具体的にどのような役職を歴任し、どのよう

な仕事に関わつてきたのかを 「山高信離関係文書」⑥をもとにして検証 。整理しながら、その

上で各分野との関わりを考えていきたい。

1 山 高信離、その前半生～旗本時代から官僚となるまで～

(1)生 い立ちと名前

山高信離は 2500石取りの旗本堀家に、6代 当主堀利堅の 8男 0と して天保 13年 2月 21日 (西

- 3 9 -



山高信離とその仕事

暦 1842年 3月 23日 )に 生まれ③、幼名を堀蘭之助⑨といった。母は側室の長谷川いほ(1のであ

る。安政 3年 12月 25日 (1857年 1月 20日 )、15歳で旗本山高家の養子となり(11)、同家 26代

当主となった。山高家は 1800石取りの旗本で、甲斐武田氏と同族の源氏の名門であった。養父

となった信厚は、蘭之助の異母兄 (堀利堅 5男 )で あり、彼が養子に入る前の 8月 22日 に死去

している(10。山高蘭之助は、のちに詳を信徳(1め、官職名を山高弾正 と名乗つた(10。

彼は元治元年 3月 16日 (1864年 4月 21日 )に 官職名を弾正から主計へと改名している(lD。

パリ万国博覧会に出発する直前の慶応 2年 12月 26日 (西暦 1867年 1月 31日 )に は、従五位

下石見守に叙任され、山高石見等と改めている(10。帰国後、明治元年 12月 28日 (1868年 2

月 9日 )ま でには山高人郎と改名している(1つ。その後、明治 2年 7月 までに山高慣人郎と改名

(l①している。明治5年 10月には詳であった山高信l諮(1のを戸籍名とし、以後この名前で通した。

なお、本稿ではでの表記は、彼が戸籍名とした山高信離で通すことにする。

(2)旗 本から官僚への道のり

山高信離は安政 3年 12月 25日 に旗本山高家の 26代 当主となったことで、小普請組 (無役

の旗本が入る制度)仙 石右近の支配に編入された。の。万延元年 12月 11日 (1861年 1月 21日 )

には小普請組岩瀬内記支配より中奥番に昇進している鬱1)。文久 3年正月 22日 (1863年 3月 11

日)に は将軍の身の回りの諸事を行 う小納戸に任じられ②、同年 2月 2日 (3月 20日 )に は六

位相当の布衣の格式となっているの。翌元治元年 3月 16日 (1864年4月 21日 )に は旗本 。御

家人の監察や勤務状況の検査をする日付となった。→ものの、2か月後の 5月 15日 (6月 18日)

には病気を理由に辞職している。D。

山高は慶応 2年 8月 18日 (1866年9月 26日 )、日付に復帰し。0、同年 10月、第二次長州征

伐の戦後処理のため、小倉 (現在の福岡県)へ 派遣を命じられた。つ。

慶応 2年 12月 26日 (1867年 1月 31日 )、山高は出張先の小倉から、幕府の出先機関であら

た京都の若狭屋敷に呼び出され。①、将軍慶喜の弟徳川昭武に随行して、パリ万国博覧会の参加

とヨーロッパ各国巡歴をするように、との内命を受けた。"。彼はこのとき、御小姓頭取 (将軍

の身の回りの世話をする)に 任じられ、諸大夫 (従五位の官位)。作事奉行格 (作事奉行と同じ

役高を賜る)に 昇進し、石見守の官職名を賜つた。この日、彼は昭武の博役 (教育掛)に 任 じ

られた。の。

こうして山高は昭武とともに慶応 3年正月 11日 (西暦 1867年 2月 15日)、フランスにむけ

て横浜を出発し、2月 29日 (4月 3日 )に フランスのマルセイユに到着した。
1)。この後、慶応

4年 9月 4日 (1868年 10月 19日)に マルセイユを出発するまでの間、山高はヨーロッパに滞

在し、パリ万国博覧会の参加や各国巡歴を行っているが●2)、この間、山高は昭武の博役を解任

され、留学生取締に任じられている(3の。ョ_ロ ッパ滞在中の山高の行動には幕府や清水家の職

制、幕府の終焉の様子をめぐって興味深い点が多々見受けられるが、本論の主題からは逸れる

ので、別の機会に譲りたい。

明治元年 11月 3日 (1868年 12月 16日)に 帰国した山高は、「前様付小姓頭取」として、70

万石の静岡藩主となつた徳川宗家 (旧将軍家)に 仕えた。→。彼は明治 2(1869)年 、徳川家が

- 4 0 -



山高信離とその仕事

領地支配のために置いた 11か所の奉行所のうち、現在の静岡県牧之原市相良
の支配を担当する

相良奉行に任 じられている
。う。やがて版籍奉還により、静岡藩は太政官制に組み込まれ、山高

は明治 3(1870)年 間 10月 に改めて太政官より静岡藩権少参事の辞令を受けた
°°。のちに彼が

作成 した履歴書には、この時任 じられた役職から職歴が記されて
いる。この時から、彼は明治

政府に仕える官僚 ・山高信離となつたのである。

次章以降では、官僚山高信離がどのような仕事に携ってきたのかを、いく
つかの時代にわけ

て分析 してみたい。

2.博 覧会事務局時代～万国博覧会への参加
～

(1)ウ ィーン万国博覧会 (1873年5月 1日
～11月 2日 )と 仏国船ニール号沈没事件

明治 4年 7月 14日に廃藩置県が行わると、山高は明治 5年 2月 10日 (1873年3月 18日)、

大蔵省に出仕し、大蔵省七等出仕 。博覧会御用掛を拝命 した
●つ。同年 10月 28日には博覧会書

記官となつている
。O。明治 6(1873)年 1月 7日 に大蔵省六等出仕に昇進し

0"、同月 22日 に

は嗅国博覧会
一級書記官となり、ウィ

ーンヘ派遣された。の。彼は博覧会副総裁である佐野常民

がオース トリアに到着するまでの間、その代理を任されている。

山高信離関係文書 90「辞令」(佐野の澳国到着まで代理心得とする件につき)

拙者澳国へ到着迄之間ハ代理之心得ヲ以テ
ー級事務官井翻訳課長と協議之上諸事可被取扱

候事、 明 治六年
一月十八日 佐 野冨1総裁 山 高信離殿

佐野も 1867年 のパリ万国博覧会の際には佐賀藩全権として参加している人物である。ウィ

ーン万国博覧会では田中芳男が
一級事務官として活躍していることは従来指摘されてきたが、

副総裁であつた佐野常民についても評価がなされてきている
。1)。ここで注目すべき点は佐野は

田中ではなく、山高を自身の代理心得としていることである。その具体的理由は、残念ながら

追うことはできないが、彼のパリ万国博覧会の経験が評価されたものと考えられる。山高はオ

ース トリア皇帝フランツ ・ヨゼフ 1世 からリッテルクロイツ勲章と賞牌を賜り、8月 に帰国し

た。"。

山高はその後もウィ
ーン万国博覧会の残務整理を行い、明治 8(1875)年 3月 30日、博覧会

事務局の業務を引き継いだ内務省から嗅国博覧会残務取調掛を命じられた
“い。明治 10(1877)

年 1月 15日、彼は内務省より再度嗅国博覧会残務取扱を命 じられ
“り、同年 12月 6日 に免官と

なっている“⇒。

明治 8(1875)年 4月 14日、山高は内務省から伊豆国妻良村へ出張を命じられているが、こ

れは前年3月 20日にウィーン万国博覧会出品物を積載した仏国船ニール号の沈没事件に関係す

るものと思われる●0。その後、7月 に彼は内務省よリニ
ール号沈没船取扱を命じられ

“つ、翌明

治 9(1876)年1月 13日に免官となるまで、その事務を行っている
ω。なお、彼は明治 10(1877)

年 10月 4日 、再び内務省より仏国沈没船ニ
ール号事件取扱兼務を命 じられている

。ω。

明治 11(1878)年 1月 24日、山高は元澳国博覧会総裁大隈重信 ・副総裁佐野常民より翌 25

- 4 1 -



山高信離とその仕事

日に芝離宮への出頭を命じられているCの。それは、ウィーン博覧会関係者に慰労として酒餃を
下賜する一席への招待であった。

(2)フ ィラデルフィア万国博覧会 (1876年 5月 10日～11月 10日 )

博覧会一等書記官職が廃止となった後、明治 8(1875)年 1月 10日、山高は従来の大蔵省六

等出仕に加えて、内務省所管の勧業寮六等出仕の兼勤を命じられた。1)。ついで、2月 8日 には

米国博覧会事務局長町田久成より米国博覧会事務取扱に任 じられている“幼。

同年 3月 30日 、博覧会事務局の博物館改称 。内務省移管とともに山高は大蔵省を離れ、勧業

寮六等出仕に専念することとなり“⇒、同国内務省より米国博覧会御用掛 ・博物館掛、および前

述の嗅国博覧会残務取調掛を命じられた6→。

さらに同年 5月 13日、太政官より山高は米国博覧会事務官に任じられ6め、12月 28日 には万

国博覧会に出品する茶の件で内務省の命により横浜へ出張している60。なお、彼は明治 9(1876)

年 3月 10日 にも内務省より横浜出張を命じられている0。

山高はフィラデルフィア万国博覧会の際には渡米することはなかった。しかし、明治 9年 6

月 10日 、彼はアメリカ合衆国独立百周年記念式典の招待状を受けている60。そして、ウィー

ン万博のときと同様に、内務卿大久保利通より米国博覧会委員に酒儀を下賜する場に呼ばれて

いる。9)。

3 内 国勧業博覧会時代～内務省と大蔵省のはざまで～

(1)第 1国 内国勧業博覧会 (1877年 8月 21日 ～11月 30日 )

話は前後するが、山高は万国博覧会だけでなく、内国勧業博覧会にも関わるようになる。明

治 9(1876)年 8月 1日 、山高は内務省より内国勧業博覧会事務兼勤を命じられた“O。同年 12

月 7日 には大政官より内務少丞に任じられたが“1)、翌 10(1877)年 1月 11日の大少丞廃上に

より、12日 には内務省より内務省御用掛を命じられ、月俸 100円、准奏任待遇となつている“"。

同じ日に山高は内務省より内国博覧会事務取扱を命じられている“⇒。

山高はこの時期、万国博覧会の業務に携つていたためもあつてか、第 1国 内国勧業博覧会に

関するこれ以上の動きは 「山高信離関係文書」から見出すことはできない。

(2)パ リ万国博覧会 (1878年 5月 1日～11月 10日 )

明治 10(1877)年 2月 12「1、山高は内務省より仏国博覧会事務取調を命じられ“り、ついで

6月 25日 には内務省より仏国博覧会事務官に任じられた“D。彼はこの時も渡仏はしていないが、

明治 11(1878)年 10月 21日 、博覧会の賞牌授与式において、仏国シハリエー勲章 (五等勲章)

を受章している●0。 さらに、明治 12(1879)年 5月 12日 には仏国万国博覧会より銅賞を授与

されたことが確認できる“つ。

(3)地 方勧業博覧会 (1878年)

山高は明治 11(1878)年 1月 7日 、内務省より勧商局事務兼勤を命じられた“0。ついで 2
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山高信離とその仕事

月 7日 には内務省より博覧会掛兼勤を命 じられている
“の。この他、3月 28日

・6月 6日 には内

務省の命により横浜へ出張していることが知 られる
。①。6月 28日 には勲五等に叙せ られている

(71)

同年 9月 20国内務省より愛知県博覧会列品審査のため、愛知県への出張を
“"、翌 21日には

愛知県出張のついでに二重県 ・岐阜県
・石川県 。京都府 。大阪府 ・兵庫県への出張を同様に命

じられている。の。これは地方勧業博覧会の業務と考えられる
。つ。彼はこの後、さまざまな審査

員を務めることになるが、列品審査を山高が務めていたことがわかる最初の事例である。

(4)シ ドニー万国博覧会 (1879年)

明治 12(1879)年 5月 22日、山高は内務省よリシドニ
ー万国博覧会事務官に任じられたが

。つ翌 13(1880)年10月 21日には内務省よリシドニ
ー万国博覧会事務官を免じられている

の。

シドニー万博については、この後、明治 14(1881)年 1月 23日、シドニ
ー万国博覧会より銀

賞を贈与されていることが確認できるのみである
。つ。

(5)メ ルボルン万国博覧会 (1880年)

明治 13(1880)年 2月 24日 、山高は内務省よリメルボルン万国博覧会事務官を命じられ、

“。翌 14(1881)年 5月 20日に、メルボルン万国博覧会より銀メダルを授与されたことが知ら

れるの。農商務省よリメルボルン府博覧会事務官を免じられたのは、同年 11月 9日 のことで

あつた。の。

(6)第 2回 内国勧業博覧会 (1881年3月 1日～6月 30日)

明治 12(1879)年 1月 15日、山高は大蔵省准奏任御用掛兼務となり01)、大蔵卿大隈重信よ

り商務局勤務を命じられた“"。同年 4月 23日 には太政官より内国勧業博覧会事務勉励の褒賞

として、日録を ド賜されている0。

翌明治 13(1880)年 4月 6日 には太政官より内務少書記官にもり、同月 14日には内国勧業博

覧会事務官に任じられている ●
5)。さらに同月 20日 には、太政官より大蔵少書記官兼任を命じ

られ m、 大蔵卿佐野常民より商務局勤務を命じられている。つ。

同年 5月 12日、山高は大蔵省より京都 。奈良出張を命じられ“め、5月 14日には大蔵省に命

じられた出張のついでに、内務卿松方正義より正倉院の仮封鎖を命じられている⑩。この時期、

勧業政策は大蔵省と内務省に分離していたことが指摘されているが①の、山高の職歴はその状態

を如実に物語つている。山高は
一
貫して博覧会行政に携っているにもかかわらず、指示を出す

べき管轄官庁が複雑化していることがわかる。

さて、この京都 。奈良への出張について、5月 21日付で大蔵卿佐野常民が山高に指示を出し

ている。少し長くなるが、史料を引用してみたい。

lll高信離関係文書 156「命令書J(京 都奈良出張につき)

今般京都及奈良へ出張甲付候二付テハ、左之条款篤 卜相心得取調可中事、
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第
一
条 東 大寺 ・正倉院御物井法隆寺其他京都 ・奈良両博物館等ノ蔵品中、製品画図ノ模範

トナルヘキモノ及ヒエ芸ノ沿革ヲ徴スヘキモノハ精粗見計、図取可致事、

第二条 輸 入品製造家ノ実況視察可致事、

第二条 輸 入代用品製産ノ数量及実地景況取調可致事、

第四条 輸 入品見本買上代及写図料 トシテ用意金百円携帯可致事、

第五条 随 行ノ画エニテ手不足ノ節ハ臨機賃写取計、帰京ノ上精算可致事、

右之通及命令候也、

明治十三年五月廿一日 大 蔵卿佐野常民 (印)

大蔵少書記官山高信離殿

佐野が命じた業務は内国勧業博覧会に関するものと思われるがωl)、この指示からは山高が美

術や工芸事業に従事していたことが推察できる。また、第一条からは、山高が奈良 。京都の古

美術調査に従事し、多くの作品を目にする機会があったことがわかる。また、山高が森川社園

の 『正倉院御物写』の制作に関わつていたことを稲田奈津子氏が既に指摘しているがω2)、その

制作のきつかけとなったのは、この出張調査と大蔵卿佐野常民の指示であつたのだろう。

その後、山高は明治 13(1880)年 5月 25日 、内国勧業博覧会事務局総裁北白川宮能久親王

より内国勧業博覧会出品課長 ・編輯課長を命じられた⑬⊃。業務に関わることでは、同年 7月 29

日には内国勧業博覧会事務局より千川上水引用の件で神奈川県への出張を命じられていること

がわかる①の。山高はこの間、6月 8日 に従六位に叙せられている⑬
5)。

明治 14(1881)年 6月 10日、山高は第 2回 内国勧業博覧会に室内什具図案を出品し、褒賞

を受けた
19bl。
博覧会終了後の 8月 31日 には太政官より第 2回 内国勧業博覧会事務勉励の慰労

金 100円および銀牌 1個が下賜されているωつ。

4 農 商務省時代

明治 14(1881)年 4月 7日 、博物館は農商務省の所管となった。山高は 2日後の 4月 9日 、

農商務少書記官に任じられたωめ。ついで 13日に博物局事務兼勤をωω、15日には書記局事務取

扱を命じられている(ЮO。

同年 7月 4日 、山高は農商務省より博覧会掛事務取扱を命じられ(101)、同月 22日 には博覧会

掛長を命 じられた(100。

(1)共 進会

農商務省時代に山高が関わつた仕事としては、万国博覧会 ・博物館のほかに、共進会事業が

挙げられる。明治 14(1881)年 9月 12日、山高は開拓使外四県米繭連合共進会褒賞授与のた

め、農商務省より北海道への出張を命じられた(1°"。 この時は褒賞授与のための出張であり、

彼が審査に関わることはなかつたが、この後山高は徐々に関与の度合いを強めていくことにな

る。

翌 15(1882)年1月 19日、山高は農商務省より農務山林両部編輯庶務科長を命じられた
(100。
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同年 4月 20日には、米
・麦 。大豆 ・姻草菜種及山林共進会の事務勉励につき、農商務省より慰

労金として 20円 を下賜されている
(10Dことから、共進会事業の事務に関与していたことが推察

できる。同年 12月 13日にも、内国絵画共進会事務勉励の慰労金として 50円を下賜され
ている

(100。同月 27日、山高は太政官より農商務権大書記官に任じられ
(10つ、明治 16(1883)年 2月

3日 、山高は正六位に叙任されている
(10°。

この後の動向としては、2月 21日 には農商務省より横浜出張を
(100、3月 3日 には埼玉県出

張を(11の、6月 13日には再度横浜出張を命じられた
(111)ことが確認できる。

同年 9月 28日 、山高は農商務省より大阪
。兵庫 。鹿児島 。長崎 。佐賀への出張を命じられ

た(112)。翌日には農商務省より畑草砂糖麻苧繭生糸織物聯合共進会審査長を命じられている
(110

が、これは鹿児島県外 7県聯合共進会の審査長としての出張であつた。その出張にあたつて、

10月 1日、農商務卿西郷従道は山高に以下のような指示を出した。

山高信離関係文書 196「命令書」(鹿児島県外七県連合煙草以下共進会審査長として派出につき)

農商務権大書記官山高信離

鹿児島県外七県連合煙草以下共進会審査長 トシテ派出申付候二付テハ左ノ件二可相心得事

明治十六年十月
一日 農 商務卿西郷従道 (印)

第
一条 地 方官 卜謀り、審査員ヲ撰挙シ、該会ノ規則二準シ、審査例則ヲ選定スヘキ事、

第二条 審 査官ノ褒賞薦告ヲ審按シ、至当卜認ル トキハ、各県令協議ノ上、褒賞金給与内記

二照シ、差等及ヒ人員ヲ定メ、卿ノ裁決ヲ仰ヘキ事、

第二条 若 シ審査官ノ薦告不穏当卜認ル トキハ再議セシムル事、

第四条 該 会出品二付、功労等アルモノニハ、各県令協議ノ上、相当ノ褒賞及ヒ追賞ヲ擬按

シ、卿ノ裁決ヲ仰ヘキ事、

第五条 審 査官ヨリ差出ス所ノ報告書ヲ熟閲シテ主催地方官へ附与スヘシ、

第六条 帰 京ノ上、該会ノ景況ヲ報告スル事、

右、命令スル条款ヲ領シ、総テ不都合無之様可取計事、

この史料からは、取りまとめ役としての審査長の性格が浮かび上がってくる。共進会審査に

おいて、山高はあくまでも農商務卿と地方官との間とをつなぐ役割が強かつたといえるだろう。

しかし、そのような中でも審査員の推薦が適切でないと判断した際には再議させることができ

る権限を山高が持っていたことが読み取れる。

この後、山高は明治 17(1884)年 2月 19日農商務省より第二回内国絵画共進会幹事を命じ

られ(11つ、10月 9日 には大阪府絵画品評会審査長として出張を命じられ、同様に農商務卿西郷

従道より指示を受けている(1lD。この時にも山高は、審査員の推薦が適切でないと判断した際

には再議させることができる権限を有していた。これは明治 18(1885)年 9月 12日に農商務

省より佐賀県外七県聯合綿茶砂糖賜繭生糸織物共進会出品審査長として佐賀県へ出張を命じら

れた際(110に、農商務卿西郷従道より受けた指示でも同様であった(11つ。

なお、山高は明治 18(1885)年 10月 19日、勲四等に叙せられている
(110。
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(2)ア ムステルダム万国博覧会 (1883年)・ニュルンベルク金工万国博覧会

明治 15(1882)年 6月 24日 、山高は農商務省よリアムステルダム万国博覧会事務官を命じ

られた(11の。

さらに、明治 17(1884)年 10月 6日 、農商務省よリドイツ帝国バイエルン王国ニュルンベ

ルク金工万国博覧会出品取調として京都。大坂・石川・富山。兵庫・愛知の巡回を命じられ(120、

翌 7日 には、同じく横浜への出張を命じられている (121)。同年 12月 24日 にも農商務省よリド

イツ金工万国博覧会の件で横浜へ出張を命じられてはいるが (122)、これ以上の彼の動向は追 う

ことができない。パリ万国博覧会以降、山高は日本にいながら賞牌を授与されていたが、メル

ボルン万国博覧会以降は賞牌授与のこともなくなってきている。山高の業務のウェイ トが内国

勧業博覧会へと移ってきていることも関連があるのかもしれない。

(3)亜 細亜大博覧会計画

このほか、農商務省時代に山高が関わつた仕事としては、亜細亜大博覧会計画が挙げられる。

この亜細亜大博覧会構想は大蔵卿佐野常民の計画によるものであるが(12め、明治 16(1883)年

5月 29日 に農商務卿西郷従道の上申によつて延期されたことが指摘されている(12つ。西郷は改

めて明治 18(1885)年 6月 5日 に開催の建議をし、それを受けて 7月 27日 に亜細亜大博覧会

組織取調委員会が設置された (12つ。

山高は同日、太政官より亜細亜大博覧会組織取調委員を命じられたものの (120翌19(1886)

年 10月 8日 にこの計画は頓挫し (12つ、同月 16日、内閣より亜細亜大博覧会組織取調委員を免

じられた (128)。

(4)皇 居造営事務局

山高は明治 18(1885)年 6月 9日 、皇居御造営事務局へ出仕している (12"。山高が明治宮殿

の造営や内部装飾に関わつたことは既に指摘されているので、(13の詳細は省略するが、明治 21

(1888)年10月 31日 、皇居御造営中の負担事務格別につき、官殿の竣功を迎えるにあたつて、

宮内省より目録を下賜されている (131)。

5 博 物館～宮内省博物館から帝室博物館まで～

(1)前 史～内務省 ・農商務省時代～

明治 8(1875)年 3月 30日 、博覧会事務局は博物館に改称し、内務省の所管となった。同日、

山高は内務省より博物館掛を命じられた(13"。これ以降、彼は従来の博覧会行政だけでなく、

博物館 (後に博物局と改称し、展示施設としての博物館と組織名を分離する)の 所管である博

物館行政にも携わっていくようになる。明治 10(1877)年 8月 4日 、山高は内務省より博物局

事務取扱兼勤を命じられた(133)。明治 14(1881)年 4月 7日 、前述したように博物館が内務省

より農商務省に管轄が変わつても、彼は同月 13日に博物局事務兼勤を命じられている。さらに、

8月 20日 には博物局より工芸課長兼芸術課長を命じられた(134)。
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明治 18(1885)年12月 28日 、山高は農商務省より博物局長心得に任 じられ
(13め、明治 19(1886)

年 3月 2日 には農商務省より博物館長心得を命 じられている
(130。

(2)官 内省博物館

明治 19(1886)年 3月 24日 、博物館の管轄省庁が農商務省から宮内省に変わると、
4月 1

日に山高は博物館長心得を命じられた
(13つ。明治 21(1888)年 1月 18日、博物館が官内省図書

寮に管轄が変わると、山高は博物館長に任じられた
(13め。この日より彼は奏任官二等となり、

年俸 2400円を給与される立場となつたのである
(13"。

この時期に山高が関わつた仕事としては、次に述べる第 3国 内国勧業博覧会のほか、明治 21

(1888)年 9月 27日に宮内省より任じられた臨時全国宝物取調掛が挙げられる
(14の。

(3)第 3回 内国勧業博覧会 (1890年4月 1日
～7月 31日)

山高は官内省博物館長となつていた明治 21(1888)年 3月 10日、再び内国勧業博覧会に関

わることとなつた。この日、彼は内閣より第二回内国勧業博覧会事務官を命じられたのである

(141)。同月 29日 には出品課長を命じられている
(14"

ところが、山高は明治 22(1889)年 5月 29日にも事務官を命じられ
(14つ、同様に 6月 3日 に

は出品課長を命じられている
(144)。

同年 12月 11日、彼は第二回内国勧業博覧会審査官を命じられてから
(14つ、同月 18日には第

二国内国勧業博覧会第二部勤務
(140ぉょび第二回内国勧業博覧会審査幹事心得と、立て続けに

内閣より役職を命じられた
(14つ。さらに、明治 23(1890)年 3月 5日 には第二回内国勧業博覧

会審査幹事を命じられている
(14め。

博覧会終了後の 10月 15日、山高には第二回内国勧業博覧会事務局より、職務
への褒賞とし

て、金 500円を下賜された
(14"。

ここでも山高は審査官や、それを取りまとめる審査幹事などの役職を担うこととなったので

ある。

(4)帝 国博物館理事

明治 22(1889)年 5月 16口、図書寮附属博物館が廃止となり、帝国博物館が誕生すると、

山高は帝国博物館理事 (奏任官二等 ・年俸 2400円)に 任 じられ
(150、翌 17日 には美術工芸部

兼工芸部長を命じられている
(151)。さらに、18日 には旧博物館の残務取扱も命じられたのであ

る(152)。

ついで、山高は 7月 18日に官内省より技芸員選択委員を命じられた
(150。8月 15日には米国

全権公使を兼任したままであつた帝国博物館総長九鬼隆
一の不在中に代理を務めるよう、宮内

省から命じられている(154)。理事 4人 のうち、専任であつたのが山高のみであつたこともある

が(155)、九鬼の次席としての山高の立場がうかがえる。

この後、明治 23(1890)年 11月 1日、山高は勲二等瑞宝章に叙せられる
(1おO。 12月 22日に

は奏任官
一等となり(15つ、年俸 2600 FJを給与されるようになつた

(15,。明治 24(1891)年 12月
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7日 には従五位に叙せられている。50。

なお官制改革により、明治 24(1891)年 12月 22日 に四等官、明治 25(1892)年 11月 19

日には二等官となっている(16の。

業務としては、明治 25(1892)年 10月 22日 に宮内省より臨時全国宝物取調掛として神奈り||

県への出張を命じられていることが知られる(161)

(5)シ カゴ万国博覧会 (1893年 5月 1日～10月 30日 )

明治 24(1891)年 7月 7日 、帝国博物館職員となっていた山高はしばらく振りに万国博覧会

に関わることになった。この日、内閣より臨時博覧会事務官を命じられたのである(16の。翌 25

年 5月 19日には、内閣より臨時博覧会事務局鑑査官の兼務を命じられている(160。同年 7月 9

日には米国大博覧会日本婦人会委員長毛利安子より、同会の事務補助員を依嘱された(160。

実務面では、明治 26(1893)年 4月 13日、山高は臨時博覧会事務局より京都府へ出張を命

じられたことが確認できる(16D。さらに、同年 6月 9日 には内閣より臨時博覧会事務のため米

国出張を命じられ、同月 14日には米国出張につき、明治天皇に拝謁している(160。

山高は渡米中の 12月 19日、内閣より臨時博覧会事務局鑑査官の兼務を免じられ(16つ、翌 27

(1894)年 2月 16日、帰国している(160。彼の帰国を待たずして、すでに2月 9日付で帝国京

都博物館長兼帝国奈良博物館長の座が用意されていた。翌 28年 8月 28日 、彼はシカゴ万国博

覧会に関し米国大統領名の感謝状を受領している(16の。

(6)第 4回 内国勧業博覧会 (1895年 4月 1日～7月 31日 )

明治 26(1893)年 4月 7日 、山高はまたも内閣より第 4国 内国勧業博覧会事務官に任命され
(17の、同月 15日 には事務局より出品課長を命じられている(171)。6月 15日 に彼は二旦出品課長

を免じられているが(17の、翌 27(1894)年 3月 16日に再度事務局より出品課長に任じられてい

る(17め。6月 には再び事務局より出品課長を免じられ(170、これで山高の内国勧業博覧会業務は

終わったかと思われた。

ところが彼は 7月 27日 に、事務局より勤務地の京都より上京を命じられ(17め、8月 6日 には

三たび出品課長を命じられたのである(170。この他、10月 15日にも事務局より上京を命じられ

たことが確認できる(17つ。この後の動向としては、会期中の明治 28(1895)年 7月 16日に事務

局より神戸市へ出張を命じられていることがわかる(170。

山高は博覧会終了後の明治 28(1895)年 11月 12日 に事務局より上京を命じられ(17の、同月

15日 に賞与として金 1000円を給与された(180。さらに、翌 29(1896)年 3月 2日 には銀牌を

授与され(181)、同月 26日 には第四国内国勧業博覧会における功績により、藍綬褒章を授与され

ている(180。

(7)帝 国奈良博物館長 ・帝国京都博物館長

明治 27(1894)年 2月 9日 、山高は宮内大臣より帝国京都博物館長 ・帝国奈良博物館長兼任

を命じられ、二等官に叙せられた(180。っぃで 5月 1日 には帝国博物館総長九鬼隆一より兼官
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の事務専務を命じられ、帝国博物館の美術工芸部長井工芸部長を当分免じられ
(18り、同月 11日

には九鬼より京都を勤務地とするよう命じられた
(180。ここに山高が帝国京都 ・奈良博物館長

として、両博物館の体制を整備するようになつたのである
(180。

山高が両博物館の館長を兼任する体制は、明治 28(1895)年 4月 29日 に
一旦彼が帝国奈良

博物館長の兼官を免ぜられ
(18つ、帝国奈良博物館評議員を命じられたことで終わるかに思われ

た(180。しかし、10月 10日には再び帝国奈良博物館長の兼任を命じられ
(180、帝国奈良博物館

評議員を免じられたことで復活することになつた
(190。同年 12月 10日 、山高は正五位に叙せ

られた(191)。

業務面では、明治 29(1896)年 2月 17日、

確認できる(19°。また、明治 31(1898)年 2月

命 じられたが(19め、この業務は明治 33(1900)

日まで行われている(190。

この後、彼は明治 31年 6月 30日 には年俸 2800円に昇給し、明治 32(1899)年 12月 27日

には旭日中綬章を受章している
(19め。

明治 33(1900)年 3月 24日 に山高は内務省より帝国京都博物館国宝監守兼帝国奈良博物館

国宝監守を命 じられ、帝室博物館発足直前の同年 6月 27日 には、帝国博物館評議員 (勅任待遇)

に任 じられている
(190。

展覧会に関わる業務では、明治 31(1898)年 4月 1日、山高は個人の資格で豊太閤墳墓修築
。

300年祭挙行に尽力したことにより、豊国会第二等章を贈られているが
(19つ、これは帝国京都博

物館の特別展覧会 「豊臣時代品展J(190との関係によるものと考えられる。

また、山高は帝国京都博物館 。帝国奈良博物館以外の仕事も依頼されている。明治 31(1898)

年 4月 13日、農商務省より全国漆器漆生産府県聯合共進会審査長を嘱託され
(19り、6月 17日に

はその手当として農商務省より金 100円が給与されている
。00。

明治 32(1899)年 3月 3日 、絵画を揮竃したことにより、羽織地 ・袴地を皇太子嘉仁親王 (の

ちの大正天皇)よ り賜つている。
01)。同年 8月 31日 には宮内省調度局より巴里万国大博覧会出

品鑑査委員を命じられているいの。

この他、二条離官の張付画の工事監督を依頼されている。Fll治32(1899)年 12月 20日 には

工事監督として尽力したため、100円を内匠寮より下賜されたことがわかる
。0"。翌 33(1900)

年 12月 21日 にも同様に 100円を内匠寮より下賜されている
い。。

(8)古 社寺保存会

明治 29(1896)年 5月 7日 、山高は内閣より古社寺保存会委員を命じられた
。0つ。同年 11月

21日 には、帝国博物館総長で古社寺保存会会頭であった九鬼隆
一より古社寺保存会委員として

召集を受け、006)同年 12月 23日 には内務省より明治 29年度の占社寺保存会手当金の支給を受

けている-0つ。翌 30(1897)年 12月 23日 には古社寺保存会事務勉励として、内務大臣より白

縮緬一疋を贈られていることがわかる(200。明治 31(1898)年 12月 27日 にも内務省より古社

寺保存会の明治 31年度分手当金として 100円の給与を受けている。
00。

宮内省より滋賀県出張を命じられていることが

12日、山高は官内省より帝国博物館鑑査委員を

年 6月 30日、つまり帝室博物館に改称される前
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明治 32(1899)年 2月 27日 には内務省より古社寺保存計画の調査を嘱託され。1の、同国内務

省より古社寺保存会の委員 として京都府 ・奈良界
への出張を命 じられたのD。3月 2日 には、古

社寺保存会京都奈良調査の人選について、内務属稲垣宗正より書状を受け、現地での人選が彼

に任 されているいの。

明治 34(1901)年 3月 27日 、古社寺保存会委員 として尽力 したことにより、内務大臣より

自羽二重一疋を賜つた。10。翌 35(1902)年 4月 1日 にも、同様に内務大臣より白縮緬一疋を

贈 られている。1の。

(9)臨 時博覧会

明治 27(1894)年 3月 8日 、山高はアメリカ帰国から程なく臨時博覧会事務局より京都府ヘ

出張を命じられた。10。この後、同年 6月 18日、事務局より事務官手当として金 375円が下賜

され。1の、12月 10日にも事務官手当300円が。1つ、同月 17日にも金 600円が事務局より 「事務

官山高信離」に給付されている。10。このことから、彼はシカゴ万博以降も臨時博覧会事務局

の仕事を行つていたことがわかる。

明治 29(1896)年 11月 14日には内閣より臨時博覧会評議員を命じられている。
10。12月 14

日には評議員事務格別として、事務局より金 100円が給与された。
2の
。明治 34(1901)年 5月

31日には再び事務局より、職務格別勉励として金 100円が贈られている。21)。

(10)帝 室博物館

明治 33(1900)年 7月 1日 に博物館官制が改正となり、帝国博物館は帝室博物館と改称され

た。山高は引き続き京都帝室博物館長を本官となし、奈良帝室博物館長を兼務することとなり
022)、_級 俸を給与されている°

20。
明治 34年 1月 21日 には従四位に叙せられた ゆ

2→
。

明治 35(1902)年 3月 19日、山高は前年より患った膀洸出血が回復せず、京都帝室博物館

長 ・奈良帝室博物館長の辞職願を宮内大臣に提出した。
2つ
。5月 2日 、辞職願が受理され、京都

帝室博物館長・奈良帝室博物館長を依願免官となった。20。特旨をもつて、位一級昇進となり。2つ、

正四位に叙せられた。
20。
明治天皇からはこの日、菊紋付七宝花瓶 1対が下賜されている。2の。

ここに、官僚山高信離の仕事は終わりを迎えたのである。

6「 個人」山高信離としての仕事

前章までは官僚山高信離としての仕事、いわば公的な立場で行つた業務について概観してき

た。最後に 「個人」山高信離として行ってきた業績をみていきたい。

(1)博 物館への資料寄贈

山高の個人としての業績では、博物館へ資料の寄贈を多く行つていることが挙げられる。彼

は明治 5年 5月 から明治 11年 5月 の間に所蔵品数種 ・雀 1羽 を博物館へ献納しており、明治

15(1882)年 12月 25日 に太政官より感謝状を受けている。
3の
。同年 9月 6日 には博物館に琵

琶 (僧満面葡萄揆面青皮)1面 。筆集 (太田道灌所持 卜云)1面 を献納している。
31)。
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この 「寄贈ラッシユJは 明治 17年 から20年
の間に顕著であり、明治 17(1884)年

1月 31

日には銀破 (自然銀ヲ付スルモノ、大和国産、
二十年前二掘採シモノ)1塊 と、仙巌別館江南

竹記摺本 1枚 を博物館
へ納めている

いの。同年 6月 20日 には遅羅国人所用針口権衡
1具 ・同国

人所用機を献納している
い⇒。

また明治 18(1885)年 12月 28日 には赤鬼蟹 1疋
。松葉蟹 1疋 ・鼈 (但活物肥前産)1疋 を

献納したほか
°30、3月 より12月の間に次々と10品 (加州金沢夕顔亭起シ図

1組 ほか)を 博物

館に献納し、明治 23(1890)年 7月 1日 に木盃 1箇 を下賜
されている

輸30。

ついで明治 19(1886)年 12月 11日には金明竹 1株 を
い0、同月 13日には下野国足利学校額

摺本 1枚 をそれぞれ献納し
いつ、22日 には蝦夷風俗彙纂 20冊 を博物館に献納して

いる 。
30。そ

の結果、山高は明治 23年 7月 1日 に感謝状を受けている
。3の。

さらに明治 20(1887)年 2月 4日 には筑後地誌略 (梅野多喜蔵
。三谷有信合著)1冊 を献納

しの4ω、7月 7日 には秩鶏 (但活物)2羽 を、同月 8日 には物品 40種 を献納
したことにより、

本盃 1組が下賜されている
。41)。

このような彼の行動は帝国博物館や帝室博物館長となつても変わることはなく、明治
23

(1890)年 7月 1日 には再び秩鶏活動 2羽 を帝国博物館に献納したことで、感謝状
が授与され

ているゆ4"。明治 25(1892)年 11月 21日 には鉄鍔外 24種 を帝国博物館
へ献納し、木杯 1個が

下賜されている
°4"。

また、退職後の明治 35(1902)年 5月 10日 にも聖教序摺本および僧雪舟
。僧周耕書を京都

帝室博物館に寄付し
。4つ、明治 39(1906)年 6月 15日には東京帝室博物館に樽仏像 (大和国山

田寺旧跡発掘)1個 を寄贈している
。4D。

(2)龍 池会 0日本美術協会

山高は明治 18(1885)年 10月 18日 に龍池会通常会員となっている
。40。龍池会 (のち日本

美術協会)と の関わりはすでに指摘されているため、詳細は省略するが、明治 20(1887)年 12

月 15日に龍池会が日本美術協会と改称すると、山高は日本美術協会第二部 (建築F~5治)委 員長

に任じられている
。4つ。山高は自らも出品を行い、明治 23(1890)年 1月 18日には日本美術協

会に出品した園庭用屋根塀が優等と査定され、褒賞として木盃を贈られている
。40。

(3)そ の他

山高は明治 29(1896)年 7月 19日、南禅寺事務本部より、本堂再建寄附金割納証を受け取

っており。40、南禅寺の本堂再建のために寄付金を支払つたことが確認できる。

おわりに

山高信離は明治 40(1907)年3月 16日、東京市本郷龍岡町の自宅で亡くなつた。享年 66歳。

3月 23日、侍従北條氏恭子爵が勅使として山高を訪れ、白絹二匹を下賜している。彼の死につ

いて、『明治天皇紀』はこのように記している。
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山高信離とその仕事

『明治天皇紀』二十一日

(中略)帝室博物館評議員正四位勲二等山高信離卒せるを以て、多年博覧会の事務に尽力し、
且帝室博物館の事業に執掌し、勤労砂からざりしを追思し、是の日祭資金五百円を賜ひ、尋
いで二十三日侍従北條氏恭を勅使として其の第に遣はし、白絹二匹を賜ふ。

この記事は山高の仕事を端的に表している。明治天皇にとって、山高の数多くの仕事のうち
で、まず思い出されたのは 「多年博覧会の事務に尽力」した姿と、「帝室博物館の事業Jで あっ
たのだろう。

以上、長くなったが山高信離の職歴 と携ってきた仕事を 「山高信離関係文書」からみてきた
が、浮かび上がってきたのは彼の仕事の骨格のみである。これは明治期の 「山高信離関係文書」
が辞令などの行政文書が大多数であり、具体的な内容は知ることができないためである。 しか
し、たとえ骨格だけであっても、以下のようなことが読み取れるだろう。

彼の職歴 と仕事で特徴的なのは、管轄省庁の変化に左右されることなく (もちろん新 しい仕
事もしているが)、一貫 して博覧会 ・博物館に関わり続けている点である。なかでも、博物館の

管轄省庁が宮内省に変わり、博覧会の管轄省庁と分かれてからも、山高が博覧会の際に呼ばれ

ていることは、彼の役害Jを考える上で示唆的に思われる。つまり、単なる 「その立場にある者J

ではなく、何 らかの役害Jが彼に期待 されていたと評価することができるのではないか。

また、これまで指摘されていた山高の美術工芸分野における役割は、「山高信離関係文書」

からは浮かび上がってはこない。これまでのように特化 して考えるのではなく、山高の多彩な

仕事の うちのひとつとして捉えてみることで、まだ見出されていない多くの役割があった可能

性を想起することができるのではないだろうか。

これらの問いへの答えは、今後の課題 としたい。
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ター、小沢朝江氏 2008『 明治の皇室建築 国 家が求めた<和 風>像 』吉川弘文館、などがある。

(2)博物館史では椎名仙卓氏 1989『明治博物館事始め』 思 文閣 P206～212。美術史では、佐藤道

信氏 1999.4(初 出 1991.3)「明治美術と美術行政J 『 明治国家と近代美術』所収 占 川弘文館、

および同氏 1991.10「日本画画壇の再編成と明治官殿J 博 物館明治村『明治宮殿の杉戸絵』所収、

などの研究で言及されている。
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(3)史料としては社団法人日本博物館協会編 1963『わが国の近代博物館施設発達資料
の集成とその

研究 明 治編 1』P349～355所収の 「勅仕奏任准奏任履歴 山 高信離J、および社団法人日本博物館

協会編 1964『わが国の近代博物館施設発達資料の集成とその研究 明 治編 2・補遺』 P306～
314

所収の 「山高信離履歴書」がある。また、史料をもとに作成されたものとしては松戸市戸定歴史館

編 1992「山高信離略年譜」 『 戸定論叢』2号 P87～94所収、が現在読めるものとしては最も詳

細である。ただし今回 「山高信離関係文書」をもとに検証した結果、数か所の異lplが認められた。

(4)國雄行氏 2005『博覧会の時代』 岩EE書院、および同氏 2010『博覧会と明治の日本』吉川弘

文館、角山幸洋氏 1999.3『ウィ
ーン万国博の研究』 関 西大学経済 。政治研究所、

伊藤真実子氏 2008『 明治日本と万国博覧会』 吉 川弘文館、など。

(5)椎名仙卓氏 2005『 日本博物館成立史』 雄 山閣、関秀夫氏 2005『 博物館の誕生』(岩波新書

953)岩 波書店。

(6)山高信離関係文書 (山高登氏所蔵、松戸市戸定歴史館寄託)。日録は 松 戸市戸定歴史館編

1992『戸定論叢』2号 に所収。概略については同書所収の柏木
一
朗氏 「山高信離関係文書解説」

を参照のこと。

(7)堀利堅墓碑銘 ・堀喜之助 (文政 7年 9月 16日死去)墓 碑銘 ・堀陽次郎 (天保 3年 12月 9日 死去)

墓碑銘 ・堀利熙墓碑銘 ・堀六二郎 (天保 5年 7月 29日死去)墓 碑銘
・堀氏女麗 (文政 5年 12月 7

日死去)墓 碑銘 。堀氏女 (天保 12年 8月 7日死去)墓 碑銘 (すべて東京都文京区源覚寺所在)お よ

び市橋長賢夫人山高為 (弘化 4年 6月 29日死去、享年 27歳 )墓 碑銘 (東京都台東区瑞輪寺所在)

による。実父堀利堅の墓碑銘から、9男 6女 の子女が確認できる。また、信離の兄弟姉妹の墓碑銘

の検証から、信離の出生順序は 8男 と考えられる。

(8)山高信離関係文書 367「恩給請求書写」(付山高信離履歴書)に記載の生年月日による。

(9)山高信離関係文書 386「山高信離墓誌案」

(10)前掲註(7)堀利堅墓碑銘には長谷川氏とのみあり、詳細は不明であつた。しかし、山高信離関係

文書 254「約定証書」(長谷川いほ墓所、供養等につき)から、実母の名前がいほ (明治 22年 12月

26日死去)、その父の名が長谷川丑松 (明治 17年 3月 17日死去)と 判明した。なお、本文書によ

れば生家墓地である吸江寺 (現在の渋谷区東 41033所 在)に 供養のため石碑を建立したことが知

られる。筆者が訪れたところ、現在もその石碑は現存することがわかった。ご教示頂いた吸江寺ご

住職にこの場を借りてお礼を申し上げたい。

(11)小西四郎監修 1990『江戸幕府人名事典』4 新 人物往来社 P229

(12)武川村誌編纂委員会編 1989『武川村誌』資料編 P373～ 374

(13)前掲註 (7)堀利堅墓碑銘では信徳と記されており、少なくとも実父の墓碑が建立された時までは

諄が信徳であったということがいえるだろう。諄が信離となった時期については註 (15)参照。

(14)『柳営補任』2(大 日本近世史料)東 京大学出版会 P294。本史料には山高蘭之助の脇に弾正

の傍注があり、この時に改名 した可能性がある。

(15)山高信離関係文書 28「改名伺」(弾正改め主計)および 『柳営補任』3 P129。なお、『柳営補任』

には信離との傍注があり、この時から諄が信離となった、あるいはなつていたことが考えられる。

ただし、原本を確認していないため、後筆の可能性も否定できない。諄が信離となつた時期につい
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ては後の課題 としたい。

(16)山高信離関係文書 40「渉涛 日誌」慶応 2年 12月 27日 条。

(17)山高信離関係文書 59。この改名には官位は慶応 4年 6月 の時点で旗本の官位は総督府から下さ

れるとの指示があり (山高信離関係文書 57)、今までの官職名を名乗れなくなったことが考えられ

る。

(18)山高信離関係文書 73「預証書」 (預り金につき)。

(19)山高信離関係文書86「辞令」(博覧会書記官長被仰付候事)。公文書での 「信離」の初見となる。

ただし、これ以前の明治 2年 2月 6日 に山高は養曾祖母の富 (山高家 22代当主信求夫人)の 墓碑銘

を書いている (山高信離関係文書63)が 、その文面には 「曽孫山高人郎信離識」と記しており、明

治 2年 2月時点で諄としての使用実態はあったことがわかる。また、彼の名前の読みについては、

従来 「のぶつら」とされ、それが近年に至るまで踏襲されている例が見受けられる。しかし、前掲

註 (6)柏本一朗論文により、「のぶあきらJで あることが判明している。彼は明治 5年 10月 28日

以降、戸籍名を講として用いていた 「信離」としており、「信離」が 「のぶあきら」と読まれていた

ことはほぼ確実と思われる。

(20)『江戸幕府人名事典』4 P229

(21)『柳営補任』2 P294お よび 『江戸幕府人名事典』4 P229

(22)『柳営補任』2 P294お よび 『柳営補任』6 P213、『続徳川実紀』4 P516

(23)『江戸幕府人名事典』4 P229

(24)『柳営補任』3 P129、『続徳川実紀』4 P630、『江戸幕府人名事典』4 P229

(25)山高信離関係文書 29「辞職願」、『柳営補任』3 P129、『江戸幕府人名事典』4 P229

(26)『柳営補任』3 P134、山高信離関係文書 15「渉涛日誌」慶応 2年 8月 18日条

(27)『柳営補任』3 P134、『続徳川実紀』5 P44、

(28)山高信離関係文書41「達書」(御旅館への出頭命令)、山高信離関係文書 15「渉涛日誌J慶 応 2

年 12月 26日条

(29)山高信離関係文書 15「渉涛日誌J慶 応 2年 12月 26日条

(30)山高信離関係文書 15「渉涛日誌」慶応 2年 12月 27日条、『柳営補任』3 P134、『続徳川実紀』

5  P128

(31)官地正人監修 1997『 徳川昭武幕末滞欧日記』 松 戸市戸定歴史館。

(32)史料集としては日本史籍協会編  『徳川昭武滞欧記録』1～3 東 京大学出版会、および同会編

『澁澤榮
一
滞仏日記』 東京大学出版会、文章として読めるものでは、須見裕氏 1984『徳川昭武』

(中公新書 750) 中 央公論社、がある。

(33)山高は皇帝ナポレオン 3世 から昭武の博役 (教育責任者)と して任命されたレオポル ト・ヴィ

レット中佐との折り合いが悪く、どちらが上位かを巡って争いが絶えなかった。史料には 「極不和

にて日々議論不絶、始終いぢり合又は愚弄致J「戦争Jとまで記される状態で、駐仏公使栗本鯉は 「外

国交際が不慣れのため頑固に私見を押し通すJと して、山高の解任を幕府に進言した。その結果、

幕府は慶応 3年 12月 18日付で山高の博役を解任し、留学生取締に任 じた。辞令がパリに届いたの

は翌年 2月 13日であつた。
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(34)山高信離関係文書 59「達書」(御殿
への出頭命令)

(35)山高信離関係文書 66「達書」0日良奉行に任命につき)

(36)山高信離関係文書 79「宣旨」(任静岡藩権少参事 右 宣下候事)

(37)山高信離関係文書 84「辞令」(大蔵省七等出仕被仰付候事)、および同文書
85「辞令」(博覧会

御用掛被仰付候事)

(38)山高信離関係文書 86「辞令J(博 覧会書記官長被仰付候事)

(39)山高信離関係文書 88「辞令」(六等出仕被仰付候事但博覧会書記官是迄通タ
ルヘキ事)

(40)山高信離関係文書 89「辞令J(博 覧会
一級書記官兼勤澳国被差遣候事)

(41)角山幸洋氏 1999「 佐野常民と田中芳男」 『 ウィ
ーン万国博の研究』所収 関 西大学経済

・

政治研究所。

(42)山高信離関係文書 92「リッテルクロイツ (Ritterkreuz)勲章勲記J

(43)山高信離関係文書 98「辞令」(澳国維納博覧会残務取調掛被仰付候事)

(44)山高信離関係文書 120「辞令J(澳 国博覧会残務取扱申付候事)

(45)山高信離関係文書 129「辞令」(澳国博覧会残務取調掛差免候事)

(46)山高信離関係文書 100「命令書J(伊 豆国妻良村江出張被仰付候事)。なお、
ニール号沈没事件

については、角山幸洋氏 1999「 仏国船ニ
ール号の沈没J 『 ウイ

ーン万国博の研究』所収 関 西

大学経済 。政治研究所、に詳しい。

(47)山高信離関係文書 103「辞令J(ニ ュ
ール号沈没船取扱被仰付候事)

(48)山高信離関係文書 106「辞令J(仏 国ニ
ール号沈没船御用取扱被差免候事)。なお、同文書 105

「辞令J(仏 国ニュール号沈没船御用取扱被差免候事)では 「明治八年十二月十八日Jに 免じられた

とあり、1か月違いで司様の辞令が 2通 出されていることになる。

(49)山高信離関係文書 126「辞令」(仏国沈没船ニ
ール号事件取扱兼務申付候事)

(50)山高信離関係文書 133「出頭命令書」(澳国博覧会関係者に酒儀を下賜につき)

(51)山高信離関係文書 94「辞令J(兼 補勧業寮六等出仕)

(52)山高信離関係文書 95「辞令」(米国博覧会事務取扱申付候事)

(53)山高家文書 96「辞令J(免 出仕専補勧業寮六等出仕)

(54)山高信離関係文書 97「辞令J(博 物館掛被仰付候事)および同文書 99「辞令」(米国費拉特費府

博覧会御用掛被仰付候事)

(55)山高信離関係文書 102「辞令J(米 国博覧会事務官被仰付候事)

(56)山高信離関係文書 104「命令書」(米国博覧会出品茶之儀二付横浜出張被仰付候事)

(57)山高信離関係文書 107「命令書J(横 浜出張申付候事)

(58)山高信離関係文書 108「招待状J(ア メリカ合衆国独立百周年記念式典出席につき)[英 文]

(59)山高信離関係文書 124「出頭命令書」(米国博覧会出張官員等へ酒骰下賜につき)。同文書 125

「通知書」(米国博覧会委員に酒餞下賜につき)

(60)山高信離関係文書 112「辞令J(内 国勧業博覧会事務兼勤申付候事)

(61)山高信離関係文書 115「辞令」(任内務少丞)

(62)山高信離関係文書 118「辞令」(内務省御用掛申付月俸百円給与侯事、但取扱准奏任候事)
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(63)山高信離関係文書 119「辞令」(内国博覧会事務取扱申付候事)

(64)山高信離関係文書 121「辞令」(仏国博覧会事務取調申付候事)

(65)山高信離関係文書 122「辞令」(仏国博覧会事務官申付候事)

(66)山高信離関係文書 139「仏国シハリ平―勲章証書J(フ ランス語)

(67)山高信離関係文書 367「恩給請求書写」(付山高信離履歴書)

(68)山高信離関係文書 132「辞令」(勧商局事務兼勤申付候事)

(69)山高信離関係文書 134「辞令」(博覧会掛兼勤申付候事)

(70)山高信離関係文書 135「命令書」(横浜出張申付候事)、同文書 136「命令書」(横浜出張申付候

事)

(71)山高信離関係文書 367「恩給請求書写」(付山高信離履歴書)

(72)山高信離関係文書 137「命令書」(愛知県博覧会列品審査のため出張につき)

(73)山高信離関係文書 138「命令書」(愛知県出張ノ序ヲ以左之府県江出張申付候事)

(74)國雄行氏 2005「 第二国内国勧業博覧会J 『 博覧会の時代』所収 岩 田書院

(75)山高信離関係文書 146「辞令J(濠 州シトニー府博覧会事務官中付候事)

(76)山高信離関係文書 161「辞令J(濠 州シドニー府博覧会事務官差免候事)

(77)山高信離関係文書 367「恩給請求書写J(付 山高信離履歴書)

(78)山高信離関係文書 147「辞令J(豪 州メルボルン府博覧会事務官申付候事)

(79)山高信離関係文書 168「通知書」(メルボルン万国博覧会より銀メダル授与につき)[英 文]

(80)山高信離関係文書 176「辞令J(免 豪洲メルボルン府博覧会事務官)

(81)山高信離関係文書 141「辞令J(准 奏任御用掛兼務申付候事)

(82)山高信離関係文書 142「辞令」(商務局勤務申付候事)

(83)山高信離関係文書 144「通知書J(内 国勧業博覧会事務勉励につき)

(84)山高信離関係文書 149「辞令J(任 内務少書記官)

(85)山高信離関係文書 150「辞令」(内国勧業博覧会事務官被仰付候事)

(86)山高信離関係文書 152「辞令J(兼 任大蔵少書記官)

(87)山高信離関係文書 153「辞令」(商務局勤務申付侯事)

(88)山高信離関係文書 154「命令書J(御 用有之京都及奈良出張中付侯事)

(89)山高信離関係文書 155「命令書」(正倉院宝庫仮封鎖可取計右命令候也)

(90)御厨貴氏 1981「大久保没後体制―統治機構改革と財政転換」 近 代日本研究会編 『幕末 ・維

新の日本』 山 川出版社。

(91)註(74)國雄行氏論文によれば、大蔵卿佐野常民は内国勧業博覧会事務局副総裁であった。

(92)註(1)稲田奈津子氏論文。

(93)山高信離関係文書 158「辞令J(出 品 ・編輯課長申付候事)。また、同文書 158「辞令」(出品 。

編輯課長中付候事)では、内国勧業博覧会事務局名で辞令が別に発給されている。

(94)山高信離関係文書 160「命令書」(千り|1上水引用之義二付神奈川県へ出張申付候事)

(95)山高信離関係文書 157「辞令」(叙従六位)

(96)山高信離関係文書 367「恩給請求書写」(付山高信離履歴書)
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(97)山高信離関係文書 172「通知書J(第 二回内国勧業博覧会事務勉
励候二付為慰労金百円下賜候

事)。1司文書 173「通知書」(第二国内国勧業博覧会事務勉励候
二付其賞銀牌

一個下賜候事)

(98)山高信離関係文書 164「辞令」(任農商務少書記官)

(99)山高信離関係文書 165「辞令J(博 物局事務兼勤申付候事)

(100)山高信離関係文書 166「辞令」(書記局事務取扱申付候事)

(101)山高信離関係文書 169「辞令」(博覧会掛事務取扱申付候事)

(102)山高信離関係文書 170「辞令」(博覧会掛長申付候事)

(103)山高信離関係文書 174「命令書」(開拓使外四県米繭連合共進会褒賞授与
二付北海道出張申付

候事)

(104)山高信離関係文書 178「辞令」(任農務山林両部編輯庶務科長)

(105)山高信離関係文書 180「通知書J(米
・麦 。大豆 ・畑草菜種及山林共進会事務勉励候二付慰労

金 トシテニ拾円下賜候事)

(106)山高信離関係文書 183「通知書」(内国絵画共進会事務勉励候二付慰労金 トシテ五拾円下賜候

事)

(107)山高信離関係文書 187「辞令」(任農商務権大書記官)

(108)山高信離関係文書 189「辞令」(叙正六位)

(109)山高信離関係文書 190「命令書」鮨「用有之横浜出張中付候事)

(110)山高信離関係文書 191「命令書J飾 「用有之埼玉県出張中付候事)

(111)山高信離関係文書 193「命令書J(御 用有之横浜出張申付候事)

(112)山高信離関係文書 194「命令書J(大 坂
・兵庫 ・鹿児島 ・長崎 。佐賀巡回につき)

(113)山高信離関係文書 195「辞令」(任姻草砂糖麻苧繭生糸織物聯合共進会審査長)

(114)山高信離関係文書 198「辞令」(第二国内国絵画共進会幹事申付候事)

(115)山高信離関係文書 202「命令書」(大阪府絵画品評会審査長として派出につき)

(116)山高信離関係文書 207「辞令」(佐賀県外七県聯合綿茶砂糖賜繭生糸織物共進会出品審査長と

して佐賀県へ出張につき)

(117)山高信離関係文書 208「命令書」(佐賀県外七県実綿以下共進会審査長として派出につき)

(118)山高信離関係文書 367「恩給請求書写」(付山高信離履歴書)

(H9)山 高信離関係文書 181「辞令」(任和蘭国安特堤府万国博覧会事務官)

(120)山高信離関係文書 200「辞令」(独逸聯邦バウアリヤ国ノ
ーレンバルク府金工万国博覧会出品

取調として京都 。大坂 。石川 ・富山 ・兵庫 。愛知を巡回につき)

(121)山高信離関係文書 201「命令書J(独 逸聯邦ハウアリヤ国ニュウレンハルク府金工万国博覧会

御用二付横浜出張中付候事)

(122)山高信離関係文書 203「命令書」(独逸金工万国博覧会御用二付横浜出張申付候事)

(123)國雄行氏 2005「 第二国内国勧業博覧会」 『 博覧会の時代』所収 岩 田書院

(124)註(123)國 雄行氏論文

(125)註(123)國 雄行氏論文

(126)山高信離関係文書 206「辞令」(任亜細亜大博覧会組織取調委員)
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(127)註(123)國雄行氏論文

(128)山高信離関係文書 215「辞令J(亜 細亜大博覧会組織取調委員被免)

(129)山高信離関係文書 367「恩給請求書写」(付山高信離履歴書)

(130)註 (1)恵美千鶴子氏論文および小沢朝江氏著書などがある。

(131)山高信離関係文書 226「通知書」(皇居御造営中負担事務格別勉励今般竣功候段奇特二付別紙

目録ノ通り下賜候事)

(132)山高信離関係文書 97「辞令」(博物館掛被仰付候事)

(133)山高信離関係文書 123「辞令J(博 物局事務取扱兼勤申付候事)

(134)山高信離関係文書 171「辞令」(任工芸課兼芸術課長)

(135)山高信離関係文書 210「辞令J(任 博物局長心得)。なお、山高信離関係文書 367「恩給請求書

写」(付山高信離履歴書)には、明治 18(1885)年 12月 28日頃に 「博物局フ廃、更二博物局ヲ被置」

と記載され、その直後にF・l日のこととして 「博物局長被仰付候事」と記されている。

(136)山高信離関係文書 211「辞令」(博物館長心得被仰付)

(137)山高信離関係文書 213「辞令J(博 物館長心得被仰付候事)

(138)山高信離関係文書 221「辞令」(任博物館長)

(139)山高信離関係文書 222「辞令J(奏 任二等年俸弐千四百円下賜)

(140)山高信離関係文書 225「辞令J(臨 時全国宝物取調掛被仰付候事)

(141)山高信離関係文書 223「辞令」(第二回内国勧業博覧会事務官被仰付)

(142)山高信離関係文書 224「辞令」(出品課長ヲ命ス)

(143)山高信離関係文書 232「辞令」(第二国内国勧業博覧会事務官被仰付)

(144)山高信離関係文書 234「辞令J(出 品課長ヲ命ス)

(145)山高信離関係文書 240「辞令J(第 二国内国勧業博覧会審査官被仰付)

(146)山高信離関係文書 241「辞令J(第 二部勤務ヲ命ス)

(147)山高信離関係文書 242「辞令」(第二回内国勧業博覧会審査幹事心得ヲ命ス)

(148)山高信離関係文書 244「辞令」(第二回内国勧業博覧会審査幹事ヲ命ス)

(149)山高信離関係文書 251「通知書J(格 別勉励二付其賞 トシテ金五百円下賜)

(150)山高信離関係文書 228「辞令」(任帝国博物館理事)。同文書 229「辞令」(叙奏任官二等年俸弐

千四百円下賜)

(151)山高信離関係文書 230「辞令J(美 術工芸部兼工芸部長ヲ命ス)

(152)山高信離関係文書 231「辞令」(旧博物館残務取扱ヲ命ス)

(153)山高信離関係文書 238「辞令J(技 芸員選択委員ヲ命ス)

(154)山高信離関係文書 239「辞令」(帝国博物館総長九鬼隆一不在中代理ヲ命ス)

(155)東京国立博物館編 1973『 東京国立博物館百年史』 東 京国立博物館 P258

(156)山高信離関係文書 367「恩給請求書写J(付 山高信離履歴書)

(157)山高信離関係文書 252「辞令J(叙 奏任官
一
等)

(158)山高信離関係文書 253「辞令」(年俸弐千六百円下賜)

(159)山高信離関係文書 256「辞令J(叙 従五位)
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(160)山高信離関係文書 367「恩給請求書写J(付 山高信離履歴書)

(161)山高信離関係文書 263「命令書」(神奈り|1県下
へ出張ヲ命ス)

(162)山高信離関係文書 255「辞令J(臨 時博覧会事務官被仰付)。なお、1893年シカ
ゴ・コロンブス

世界博覧会については、東京国立博物館編 1997『海を渡った明治の美術 再 見 !1893年シカ
ゴ・

コロンブス世界博覧会』 東 京国立博物館、の研究がある。このなかで古田亮氏は事務局の依頼し

た 「御用品」に関しては事務局の最高権威であった山高信離の意向が色濃く反映されていたと指摘

している。(同書所収 「閣龍世界博覧会独案内J P90～94)

(163)山高信離関係文書 260「辞令J(臨 時博覧会事務局鑑査官兼務被仰付)

(164)山高信離関係文書 262「依頼状」(米国大博覧会日本婦人会設立二付同会事務補助員依嘱につ

き)

(165)山高信離関係文書 267「命令書」(京都府へ出張ヲ命ス)

(166)山高信離関係文書 270「命令書」(御用有之米国へ被差遣)。『明治天皇紀』8 P260

(167)山高信離関係文書 275「辞令J(免 臨時博覧会事務局鑑査官兼務)

(168)山高信離関係文書 367「恩給請求書写」(付山高信離履歴書)

(169)山高信離関係文書 302「通知書J(シ カゴ万博より送付の感謝状につき)

(170)山高信離関係文書 266「辞令J(第 四回内国勧業博覧会事務官被仰付)

(171)山高信離関係文書 268「辞令J(任 出品課長)

(172)山高信離関係文書 271「辞令」(出品課長ヲ免ス)

(173)山高信離関係文書 279「辞令J(任 出品課長)

(174)山高信離関係文書 367「恩給請求書写J(付 山高信離履歴書)

(175)山高信離関係文書 287「命令書」(上京ヲ命ス)

(176)山高信離関係文書 288「辞令」(任出品課長)

(177)山高信離関係文書 291「命令書J(上 京ヲ命ス)

(178)山高信離関係文書 299「命令書」(ネ申戸市へ出張ヲ命ス)

(179)山高信離関係文書 307「命令書J(上 京ヲ命ス)

(180)山高信離関係文書 308「通知書」(事務格別勉励二付金千円賞与ス)

(181)山高信離関係文書 313「受領書写」(第四回内国勧業博覧会における銀牌授与につき)

(182)山高信離関係文書 314「御届写J(藍 綬褒章受章につき)

(183)山高信離関係文書 276「辞令J(兼 任帝国京都博物館長帝国奈良博物館長叙二等)

(184)山高信離関係文書 283「辞令」(兼官ノ事務専務ヲ命ス、依テ当分美術工芸部長井工芸部長ヲ

免ス)

(185)山高信離関係文書 284「命令書」(京都ヲ以テ在勤ノ地 卜心得ヘシ)

(186)京都国立博物館編 1997『京都国立博物館百年史』 京 都国立博物館 P120～121

(187)山高信離関係文書 297「辞令」(免兼官)

(188)山高信離関係文書 298「辞令J(帝 国奈良博物館評議員ヲ命ス)

(189)山高信離関係文書 305「辞令J(兼 任帝国奈良博物館長)

(190)山高信離関係文書 306「辞令」(帝国奈良博物館評議員被免)
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(191)山高信離関係文書 309「辞令」(叙正五位)

(192)山高信離関係文書 312「命令書」(滋賀県へ出張ヲ命ス)

(193)山高信離関係文書 325「辞令J(帝 国博物館鑑査委員被仰付)

(194)山高信離関係文書 367「恩給請求書写」(付山高信離履歴書)

(195)山高信離関係文書 329「通知書」(賜年俸弐千人百円)。同文書 367「恩給請求書写」(付山高信

離履歴書)

(196)山高信離関係文書 342「辞令」(帝国京都博物館国宝監守兼帝国奈良博物館国宝監守ヲ命ズ)・

同文書 345「辞令」(帝国博物館評議員被仰付 但 任勅任待遇)

(197)山高信離関係文書 326「賞状」(豊大閤墳墓修築等の功労を表彰するにつき)

(198)京都国立博物館編 1997『京都国立博物館百年史』 京 都国立博物館 P135～136

(199)山高信離関係文書 327「辞令J(全 国漆器漆生産府県聯合共進会審査長フ嘱託)

(200)山高信離関係文書 328「通知書」(全国漆器漆生産府県聯合共進会審査長嘱託手当 トシテ金百

円給与)

(201)山高信離関係文書 337「通知書J(羽 織地、袴地下賜につき)

(202)山高信離関係文書 339「辞令」(任巴里万国大博覧会出品鑑査委員)

(203)山高信離関係文書 340「通知書」(京都二条離官御殿向張付の工事監督としての尽力に対して

百円下賜につき)

(204)山高信離関係文書 350「通知書」(京都二条離官御殿向張付の工事監督としての尽力に対して

百円下賜につき)

(205)山高信離関係文書 318「辞令J(古 社寺保存会委員被仰付)

(206)山高信離関係文書 367「恩給請求書写」(付山高信離履歴書)

(207)山高信離関係文書 322「通知書」(手当金百五拾円支給)

(208)山高信離関係文書 367「恩給請求書写」(付山高信離履歴書)

(209)山高信離関係文書 331「通知書J(明 治三十 一年度分手当金百円給与ス)

(210)山高信離関係文書 334「辞令」(古社寺保存計画ノ調査ヲ嘱託)

(211)山高信離関係文書 335「命令書」(京都府奈良県へ出張ヲ命ズ)

(212)山高信離関係文書 336「書状」(京都奈良調査の人選につき)

(213)山高信離関係文書 367「恩給請求書写」(付山高信離履歴書)

(214)山高信離関係文書 367「恩給請求書写」(付山高信離履歴書)

(215)山高信離関係文書 277「命令書」(京都府へ出張につき)

(216)山高信離関係文書 286「通知書J(手 当 トシテ金参百七拾五円下賜)

(217)山高信離関係文書 292「通知書」(手当トシテ金三百円下賜)

(218)山高信離関係文書 293「通知書」(事務格別勉励二付金六百円賞与ス)

(219)山高信離関係文書 320「辞令」(臨時博覧会評議員被仰付)

(220)山高信離関係文書 321「通知書」(事務格別勉励二付金百円賞与ス)

(221)山高信離関係文書 367「恩給請求書写」(付山高信離履歴書)

(222)山高信離関係文書 347「辞令」(京都帝室博物館長ヲ本官 卜心得ヘシ)
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(223)山高信離関係文書 348「辞令」(賜
一級俸)

(224)山高信離関係文書 352「位記」(叙従四位)

(225)山高信離関係文書 362「辞職願写J

(226)山高信離関係文書 365「辞令」(依願免本官並兼官)。なお ドイツ人女性美術史家
フリーダ 。フ

ィッシャーは明治 35(1902)年 夏に奈良を訪れ、山高について以下のように言及して
いる。「奈良

の堂塔伽藍のまんなか、なだらかな丘陵がゆるゆると上り勾配になつている林苑にかこまれて奈良

帝室博物館がたつている。(中略)館 長は尊敬すべき山高信離氏だ。山高氏は 1873(明治 6)年
のウ

イーン万国博覧会に派遣され日本の展示を担当したひとりであり、東京上野の博物館の設立にも貢

献した。わたしたちの精神的な指導者であり、詳細な研究のさまざまにあらゆる可能性をあたえて

くれた。J(フリーダ。フイッシャ
ー著、安藤勉氏訳 2002『明治日本美術紀行』 講談社学術文庫 P82

～83)。この記述は山高の役割を考えるにあたつて重要であるが、彼の辞職は明治 35年 5月 3日 で

あり、「夏Jと いう時期には若千の疑間がある。

(227)山高信離関係文書 364「通知書」(特旨ヲ以テ位
一級被進)

(228)山高信離関係文書 363「位記J(叙 正四位)

(229)山高信離関係文書 366「通知書」(辞令の送付等につき)

(230)山高信離関係文書 184「感謝状J(明 治五年二月ヨリ同十
一年五月マテ所蔵ノ物品数種井雀

一

羽博物館へ献納候段奇特二候事)

(231)山高信離関係文書 182「献納品受領書J

(232)山高信離関係文書 182「献納品受領書J

(233)山高信離関係文書 182「献納品受領書」

(234)山高信離関係文書 182「献納品受領書J

(235)山高信離関係文書 247「通知書」(明治十八年二月ヨリ十二月ノ間二於テ加州金沢夕顔亭起シ

図一組外十品、博物館へ献納候段奇特二付其賞 トシテ木盃
^箇下賜候事)

(236)山高信離関係文書 182「献納品受領書J

(237)山高信離関係文書 182「献納品受領書J

(238)山高信離関係文書 182「献納品受領書」

(239)山高信離関係文書 249「感謝状」(明治十九年十二月キンメイチク外三品博物館へ献納候段奇

特二候事)

(240)山高信離関係文書 182「献納品受領書J

(241)山高信離関係文書 217「通知書J(博 物館へ物品四十種献納候段奇特二付其賞 トシテ木盃
一組

下賜候事)

(242)山高信離関係文書 250「感謝状」(秩鶏活動二羽帝国博物館へ献納候段殊勝二候事)

(243)山高信離関係文書 264「通知書J(鉄 鍔外二十四種帝国博物館へ献納候段奇特二付其賞 トシテ

木杯壼一個下賜候事)

(244)山高信離関係文書 368「受領書J(聖 教序摺本 。僧雪舟与僧周耕書寄付につき)

(245)山高信離関係文書 384「ネL状J(仏 像寄贈につき)

(246)山高信離関係文書 209「証書」鯖自池会通常会員タルヲ証ス)
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(247)浦崎永錫氏 1974『 日本近代美術発達史』

(248)山高信離関係文書 243「通知書」(褒賞証

因テ褒賞 トシテ木盃ヲ贈与ス)

(249)山高信離関係文書 319「本堂再建寄附金割納証」

本稿は 2008年に松戸市戸定歴史館で行った 「徳川昭武の博役 ・山高信離展」をでの成果をもとにし

てまとめたものである。展覧会に関わる機会を与えてくださった戸定歴史館の皆さま、資料使用の

許可を与えてくださった山高登氏にお礼を申し上げる。

(松戸市戸定歴史館研究員)

東京美術 P195

園庭用屋根塀 右 本国出品中優等ノモノト査定ス
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宮本馨太郎先生と博物館学

KEITARO MIYAMOTO and Musedogy

落合 知 子

OCHIAI Tomoko

はじめに

宮本馨太郎は幾多の業績を残し、博物館を始めとする多岐に亘る文化財関連事業に携わり尽力

したことは、次に挙げる略歴からも容易に理解できる。その‐つ
一つの事績を挙げるなら、 1冊

の書物を書くまでになるとさえ言われている。宮本の業績の中でも民俗資料の研究と文化財保護

法及び博物館法制定に於ける役割、そして我が国初の博物館学講座を立教大学に開講したことは、

特筆すべき業績であろう。

宮本が専門とした民俗学は、やがて学としての博物館学へと形成されていつた。現代社会にお

いても一般に見受けられるような、民俗学や考古学、歴史学等に傾注した博物館学とは意を異に

するものであつた。その理念はまさに博物館学を主軸とした理念から成り立っていたのである。

本稿は宮本の博物館学思想を中心に、宮本の果たした博物館学の功績と博物館学理念の形成の理

角牢を目的とする。

略歴

宮本馨太郎の年譜は 「宮本馨太郎先生年譜」(『MOUSE10N』 第 23号 )註1及び、『民俗博物館

論考』註2に詳しいので、以下略述する。

明治44年 7月 30日、東京市下谷区池之端七軒町66番地にて宮本勢助の長男として生まれた。

父勢助が服飾 ・民俗学の研究者であったことから、北関東 。東北地方の民俗調査にも同伴し、早

くからフィール ドワークを身に付けていた。昭和 4年 、大学予科に進んだ宮本は、勢助と共に、

澁澤敬三の下に出入りを始める。澁澤が主宰したアチック・ミュ
ーゼアムの同人となつて、民俗

学 ・民族学の調査研究に従事し、父と澁澤の影響を大きく受けて民具研究を志すことになる。昭

和 10年 3月 、立教大学文学部史学科を卒業する。同年 4月 、立教大学文学部助手に就任する。

昭和 12年 11月、日本民族学会附属民族学博物館研究員及び同附属民族学研究所研究員を兼務す

る。昭和 17年 4月 、立教大学文学部講師に就任する。同年 10月、財団法人日本民族学会協会調

査部主任、同附属民族学博物館主任を兼務する。昭和 19年 4月 、立教大学予科講師に就任する。

同年 9月、立教大学経済学部講師となる。昭和 20年 4月 、立教大学工業理科専門学校講師とな

る。昭和 21年 12月、財団法人日本民族学会協会評議員を兼務する。昭和 22年 4月 、立教大学

予科教授に着任する。昭和 24年 4月 、立教大学文学部教授に就任する。昭和 25年 4月 、財団法

人日本常民文化研究所創設理事を兼務する。昭和 26年 11月、社団法人日本博物館協会理事を兼

務する。同年 12月、博物館法施行規則原案を作成する。昭和 27年 7月 、文部省第
一回学芸員講
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習の講師を担当する。同年 9月 、立教大学に我が国初の博物館学講座を開講する。同年 10月 、
文化財保護委員会調査員を兼務する。昭和28年 11月、財団法人日本民族学協会理事を兼務する。
昭和 30年 2月 、東京都文化財専門委員を兼務する。昭和 31年 2月 、文部省学芸員試験認定試験
委員、学芸員無試験認定審査委員、博物館相当施設審査委員を兼務する。同年 11月 、日本人類

学会評議員を兼務する。昭和 36年 4月 、日本風俗史学会創設理事を兼務する。同年 7月 、文部

省史料館専門委員を兼務する。同年 10月 、日本民俗学会評議員を兼務する。昭和 37年 10月 、

品川区文化財認定委員を兼務する。昭和 38年 2月 、物質文化研究会代表委員になる。同年 4月 、
立教大学文学部史学科長を兼務する。同年 11月 、NHK放 送博物館専門委員を兼務する。昭和

39年 2月 、日本民族学会創設理事 。評議員を兼務する。同年 4月 、財団法人民族学振興会改組評

議員を兼務する。同年 8月 、東京都近代文学博物館建設調査研究員を兼務する。昭和 41年 4月 、

立教大学総務部長を兼務する。昭和 42年 3月 、文化財保護審議会専門委員を兼務する。同年 7

月、国立歴史博物館設立準備懇談会委員を兼務する。昭和 43年 3月 、川崎市立日本民家園専門

委員を兼務する。同年 4月 、立教大学大学院文学研究科日本史専攻博士課程の主任となる。同年

10月 、小川原湖民俗博物館館長を兼務する。昭和 44年 4月 、財団法人観光資源保護財団専門委

員を兼務する。昭和 45年 2月 、山形県立博物館資料展示等研究協議会委員を兼務する。同年 9

月、東京都歴史博物館資料収集調査会委員を兼務する。同年 10月 、高田市立博物館建設委員を

兼務する。昭和 46年 1月 、国立歴史民俗博物館基本構想委員会委員を兼務する。同年 4月 、国

際博物館会議 (ICOM)日 本委員会委員を兼務する。同年 10月 、文部省社会教育審議会専門委員

を兼務する。昭和 47年 11月、国立科学博物館理工学関係資料委員会専門委員を兼務する。昭和

48年 6月 、人丈町立博物館建設委員を兼務する。昭和 49年 4月 、長野県文化財専門委員を兼務

する。同年 6月 、千代田区文化財専門調査委員を兼務する。同年 11月 、日本古文書学会評議員

を兼務する。同年 12月 、日本民俗建築学会評議員を兼務する。昭和 50年 5月 、葛飾区文化財専

門委員を兼務する。同年 7月 、台東区文化財調査委員を兼務する。同年 8月 、国立歴史民俗博物

館設立準備委員会委員を兼務、群馬県立博物館建設計画を監修する。同年 11月 、日本民具学会

創設幹事を兼務する。昭和 51年 4月 、台東区文化財専門委員を兼務する。同年 5月 、長野県文

化財保護審議会委員を兼務する。同年 11月、日本風俗学会評議員を兼務する。同年 12月 、富山

県科学文化センター設立委員兼専門委員を兼務する。昭和 52年 2月 、台東区立下町博物館調査

研究協議会委員を兼務する。同年 3月 、立教大学文学部教授を定年退職する。同年 4月 、立教大

学文学部講師、駒沢大学文学部講師に着任する。同年 6月 、栃木県立博物館設置専門委員を兼務

する。同年 7月 、立教大学名誉教授となる。昭和 53年 5月 、多年に亘る民具研究および文化財

保護に関する功績により、紫綬衷章を受章する。同年 9月 、国立民族学博物館評議員を兼務する。

同年 10月、東京都文化功労者に選ばれる。同年 11月、多年に亘る博物館活動の振興に関する功

績により、文部大臣より表彰される。昭和 54年 4月 12日 、胆のう癌のため永眠。享年 67。法

名温徳院繹馨信。同年 5月 、正五位勲二等瑞宝章追賜。

以上が宮本の略歴である。立教大学の教員を主軸としながらも、多岐に亘る委員や講師を引き

受け、我が国の博物館学 。博物館界に大きく貢献してきた人物である。
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宮本とアチック ・ミュ
ーゼアム

戦中から戦後にかけての宮本は、日本民族学協会附属民族学博物館に於いて、資料
の収集、調

査研究、保管、展示等を任され、多くの問題にも直面したという。このように民具
の研究を基盤

とした宮本は、民具研究の必要性を主張し、のちに文化財保護法や博物館法の制定にも参画し、

民具の保護 。保存事業の推進を図るとともに、民俗博物館の建設、さらには学芸員養成の必要性

を唱えることになる。

宮本は澁澤敬三を主宰者とするアチック
・ミューゼアム (後の日本常民文化研究所)の 同人と

して澁澤に師事し、澁澤のお供として国内はもとより、朝鮮、台湾にも派遣されて民俗資料の調

査研究、民具収集に従事したのであつた。そもそも宮本が初めて澁澤に会つたのは、父勢助に連

れられてアチック・ミューゼアムの例会に出席した昭和 4年 3月 8日 とされる。その後勢助は顧

問格として、馨太郎はアチックの同人として、民具の共同研究に関わつていくことになる。昭和

5年 1月 に花祭を見学して澁澤と二人で豊橋から帰京したのがお供の最初で、その後は総合調査
・

採訪旅行に加えられたが、毎日アチック・ミュ
ーゼアムに通うようになるのは、大学卒業後の昭

和 10年 4月 以降のことであつた。

アチック・ミューゼアム民具研究室では、澁澤の指導のもとに足半草履、紡績技術、絵巻物の

共同研究を行い、『民具門答集』の編纂や 『民具蒐集調査要目』の改訂などに携わった。昭和 12

年、保谷町に日本民族学会附属民族学研究所が、翌 13年 には民族学博物館が建設され、アチッ

クの収蔵資料が寄贈されて、宮本は民族学研究所研究員として迎えられた。次いで学会改組にあ

たって澁澤から博物館収蔵民具の台帳作成を命ぜられ、宮本常
一の協力のもとこれを完成させた。

昭和 17年 、財団法人日本民族学協会が設立され、博物館は協会に引き継がれ、宮本は協会調査

部主任と博物館主任を兼務し、以来民族学博物館の責任者となった。戦中は閉館したものの、昭

和 24年 頃から館内整備にあたり、民具の展示を再開し、昭和 27年 5月 には、博物館法の施行を

契機に民族学博物館を再開するに至った。

宮本は 「私が澁澤先生のご指導を得るようになってから既に 35年 にはなるだろう。想えば、

私の研究は、大学の講義よりも、また父の学問よりも、何にまして澁澤先生のご指導を最も強力

に受けて成立している。日本および周囲諸民族の生活文化 。物質文化の研究という私の研究課題

はアチック・ミューゼアムの民具研究にはじまるものであり、また、私のやっている博物館学も

アチック・ミューゼアムから民族学博物館にいたる民具研究のうちにできあがつたものである。」

註3とし、澁澤との信頼関係が絶大なものであったことは容易に理解できるのである。宮本の博物

館学意識は、澁澤と共に歩んだ長年の地道な民具の調査によつて培われたものであり、博物館学

が机上の学問ではないことの証明ともいえよう。

昭和 30年 に勢助 ・馨太郎による山袴コレクションが重要有形民俗文化財に指定された。昭和

53年 には、宮本は民具研究と文化財保護に関する功績により紫綬褒章を受章する。また、昭和

54年 、民具や服飾などの物質文化研究のパイオニアとして活躍した、宮本勢助と宮本馨太郎の業

績を記念して、財団法人宮本記念財団が設立され、現在に至っている。
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宮本の博物館学思想

宮本は民俗資料をその研究対象とする中で、博物館資料分類の問題を提起し、その必要性を強

く訴えたのであった。「博物館資料は、自然 。人文にわたり、また東西 ・古今におよぶ、あらゆる

物資を含んでいる。(中略)博 物館の設立の目的。使命を達成するために体系的に収集整備 。研究

調査。保存管理・展示公開さるべき物資である。そしてこのように物資が体系的に収集整備され、

研究調査され、保存管理され、展示公開され、博物館資料として活用されるためには、まず以つ

て資料分類が前提されねばならない。(中略)博物館資料の分類は博物館にとって欠くことのでき

ない最も重要な基礎的作業であって、これなくしては博物館の目的 。使命の達成は不可能といわ

ざるを得ないのである。J言主4とし、「全国の博物館が共通の分類法をもつことは、全国の博物館が

共通の立場に立って、ものを考え行動することができる基盤がつくられる」という論を展開した。

さらに今日なお全国共通の資料分類法が確立していない原因を国立博物館に求め、厳しい批判を

力日えている。

昭和 26年 12月 、我が国ではじめて博物館法が制定され、その施行に従つて、立教大学で博物

館学の講義を行なった際と、昭和 28年 3月 、文部省から学芸員講習講義要綱原案の執筆依頼を

受けた際にこの分類法の問題に直面することになる。そして、機会あるごとに、博物館資料の一

般分類法の制定と専門分野の資料細分法の展開を提唱したのであった。

同じく日本の国立博物館に対して、美術偏重の施策が続いている美術博物館であることに批判

を述べて、国立の歴史博物館の必要性を説いて、日本の博物館の整備と建設と発展のために一石

を投じたのであった。しかし、歴史博物館の分類試案とその例示を執筆したにもかかわらず、そ

れは博物館関係者の目に触れることなく、文部大臣に提出した歴史博物館の設置と充実は完全に

無視され、政府と文部省の美術偏重の施策に一層不満を募らせることとなった。

また、昭和 29年 7月 1日 の文化財保護法の改正により、民俗資料が独立の
一部門として確立

され、有形民俗資料と無形民俗資料は別箇の保護規定が設けられたが、急速に湮滅する民俗資料

に対して、その収集 ・保存の急務と調査 ・研究、さらに公開 。活用を強く論じた。また調査 。研

究と公開 。活用のためには国立の民俗博物館の建設を早急に実現されなければならないとし、刻

下の急務は既存の地方公立郷土博物館で民俗資料部門を育成することが、今日の重要課題である

と強く訴えたのであった。

棚橋源太郎との対談は、「わが国博物館界の当面する問題は、まず、博物館法を改正して国立博

物館をも包含するものとし、国立博物館以下の全国公私博物館を指導 ・監督する国家機関をつく

り、美術博物館以外の科学 ・歴史 ・民俗など国立博物館の設置 。拡充をはかり、また各博物館は

展示と研究の確立と整備を行い、社会教育と共に学術研究の使命達成をはかるといつた諸点にあ

る」言主5とぃぅ内容を含むものであった。このように博物館法案審議会委員であった棚橋と密接に

関わる中で、棚橋の影響を大きく受けていたことは明白であろう。民俗を専門分野としながらも、

宮本の主たる概念はもはや博物館学に置かれていたと言っても過言ではない。

日本博物館協会と博物館法施行規則の原案審議

日本博物館協会は棚橋源太郎が長年に互り専務理事としてその運営にあたり、戦後の混乱から
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一時活動が困難となつたものの、博物館法制定促進運動に伴つて、日本博物館協会
の改組と再建

の気運が強まつていつた。宮本が日本博物館協会の会合に出席し始めた
のは、昭和 23年 4月 に

開催された第
一回博物館問題研究会からで、昭和 26年 12月 に改組

。再建の実現に伴ない、理事

の一人として日本博物館協会に関与することとなる。

昭和 26年 12月、博物館法が公布
・施行されるにあたり、博物館法に規定されている学芸員の

資格取得と必要科目の単位、博物館の設置
。運営基準の二′気を規制する博物館法施行規則の原案

作成が進められ、日本博物館協会に特別委員会が設けられ、協会内部で原案作成が行なわれ
た。

宮本は第
一部会で学芸員の資格取得に関する科目と単位、履修、および学芸員資格講習会で修得

すべき科目の単位についての原案作成にあたつた。その後五回の審議を重ねて翌 27年 に日本博

物館協会より 「博物館法に伴う学芸員の講習、博物館の基準に関する意見」として文部省に提出

された。この原案に沿つて、学芸員の修得すべき博物館に関する科目の単位を規定した博物館法

施行規則が公布され、同年、東京藝術大学で第
一回学芸員講習が開催されたのである。

宮本はこの第
一回の学芸員講習の際に、文部省から博物館学の講義の

一部を担当するように命

ぜられたが、博物館学の担当は棚橋源太郎以外にはいないとして棚橋を推薦して宮本自身は選択

科日である民俗学の講義を担当したのであつた。そして講習終了後に、文部省の川崎繁事務官か

ら 「国立大学では大学設置法の法律改正を行なわなければ、学芸員養成のための博物館に関する

科目の単位を開講することはできないので、まず先生のような私学大学で博物館学講座をはじめ

て下さいませんかJと 依頼を受けることになつたのである。

立教大学に我が国初の博物館学講座開講

宮本の幾多の業績の中でも、我が国で初めて博物館学講座を開講したことの意義はとりわけ大

きい。昭和 26年 12月の博物館法の公布に伴い、立教大学は全国の大学に先駆けて、博物館専門

職員である学芸員養成のコ
ースを立ち上げ、翌 27年 より日本の大学に於いて初めて 「博物館学」

の講義を開講したのであつた。当時の宮本は将来の見通しなど全く持ち合わせておらず、ただ博

物館法の実施に応えて、大学で博物館学講座を開設したいという念願だけであつたという。

博物館法の制定に伴い文部省では、大学に於いて修得すべき博物館に関する科日の単位や、学

芸員資格認定の試験科日、および博物館法施行規則の原案審議が進められ、文部省の会議に出席

した宮本は、参加者のほとんどが博物館関係者で、大学関係者は自身
^人と知るのである。これ

では博物館法が施行され、博物館に大学出身の学芸員を置くことが博物館登録の要件として規定

されても、全国どの大学にも学芸員養成の博物館学講座が設置されそうにないと危惧し、わが立

教大学で博物館学講座を率先して開講せねばならないと痛感したのであった。さらに川崎事務官

からの要望も相侯って、文学部長に博物館学講座新設案を相談し、教授会に諮られることとなっ

た。教授会に於いても、博物館学講座は学術研究の上からも、国民の生涯教育に奉仕する人材を

養成する点からも、新制大学で開講するのにふさわしい講座であるということで大賛成を得て、

昭和 27年 の後期の授業開始とともに博物館学講座が開講されたのである。しかし、スタ
ート当

初から棚橋源太郎を招聘することは、大学事務手続き上困難であった。棚橋が教壇に立うまでの

間を、宮本自身が何とか切り抜けたということである。
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翌 28年 には 85歳 になる棚橋源太郎を招き、博物館学の講義を委嘱され、棚橋は爾来 35年 ま

で教壇に立つことになった。その間、宮本は棚橋と幾度かの対談の機会を得て、その記録は 『棚
橋先生の生涯と博物館』註6として刊行された。

立教大学の博物館学講座は単に文学部の学生のみならず、広く全学部の学生に開放され、各々

の専攻学問以外に、博物館学的教養を与え、学芸員の立場から博物館活動に必要な技術、知識を

修得することに力を注いだものであった。特に実習 。見学に重きを置いて、出来る限り博物館を

理解するように指導したものであった。必修科目の博物館学は棚橋源太郎、博物館実習を宮本、

棚橋、石島渉 (地学)、中川成夫 (考古学)が 担当した。現在でおよそ三百程の大学が学芸員養成
コースを開講するに至った、その道筋を付けた功績は特筆すべきであろう。

また、文部省学芸員講義要綱草案の博物館の問題′点の章に於いて、「文部省に博物館委員会を設

けて各局所管の博物館を規制するか、博物館局を置いて学術資料の収集 。保管 。調査 ・研究をは

じめ、そこで文化財保護行政も行い、社会教育も担当する局の必要性Jを 執筆したところ、文部

省側から削除を求められたという。この考えは 「文部省に文化局とか学術局とかの一局をこしら

えるべき」と説いた棚橋源太郎の理念と同じものであった。このように宮本の博物館学概念は棚

橋との関わりの中から形成された要素が強いといえるのである。
一方棚橋は、立教大学の博物館学講座に対して註7

日本の博物館の発達がこんなに遅れた事情にはいろいろあろうが、国立の博物館が明治十

九年以来六十余年間、政府の手を離れて官内省の所管に帰し、中央に全国博物館を指導する

機関をもたなかったことも、有力な原因の一つであるが、最近まで我が邦に博物館員養成の

機関をもたなかつたため、博物館に博物館事業の専門家が殆どいなかつたことが、とくに大

きな原因を成している。(中略)独 り博物館員養成機関のみが今日まで全然閑却されていたの

である。

とし、博物館の専門職員の育成が皆無であったことに批判を加え、さらに、博物館法の公布

を受けて我が国の博物館建設拡充の兆しが見えるに及んで、

しかし博物館の重要性が認められて、立派な建物が出来たとしても、(中略)博 物館事業は

頗る複雑で、これが経営にはその方面に関する専門的知識技能を有する館長学芸員が絶対に

必要である。非役の官吏や退職の学校長などの素人では、決してやつてゆけるものでない、

博物館に専門家の館長学芸員のないのは、恰も船に老練の船長がなく、病院に医事専門の院

長がないのと同様である。

というように、天下りによる館長の採用を否定し、専門知識を有した学芸員の絶対なる必要

性を強く訴えたのであった。さらに立教大学に対しては、

大学の学芸員養成科では選択科目は別として人文自然の区別をしないでどの博物館へでも

融通のきくような教養を与うべきであろう。これは博物館学の性質上からも、また無理のな

い話である。立教大学では博物館学講座へは、文学部の学生ばかりでなく、理学部その他の

学部の学生をも、一緒に開放することになつている。

と論じ、学問領域を問わずに多くの学生に対して、学芸員養成課程が開かれていることを紹

介している。このような棚橋の博物館学理念が宮本に大きな影響を与えたことは言うまでもな
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い。宮本は澁澤敬三、棚橋源太郎といつた、我が国
の博物館界に大きな功績を残した人物と関

わり、絶大なる信頼関係を築き上げ、自らも博物館学に傾注
したのであつた。

宮本の横顔

宮本は風俗史家 ・服飾史家の宮本勢助を父に持ち、学者としても恵まれ
た環境に育った8先 代

の研究を継承するためか、大学の卒業論文のテ
ーマは、「朝鮮半島に於る白衣着用の習俗について」

であり、書庫には万巻の書物を蔵していたという。

宮本は早く勢助の下で、物質文化の研究を深め、調査に同行する傍ら、生来
の機械好きから調

査の様子や資料を写真や映像で記録することを心掛けていた。宮本瑞夫も
「馨太郎の民具と映像

への深い関心は、渋沢先生とも共通するところがあり、そんなところから、先生に親しく
ご指導

を受けることになつたのではないかと思われるJ註
8と述べており、調査の際の映画撮影の多くを

任されていたという。

宮本は下町育ちで和服に角帯が似合う、律儀で折日正しく、礼儀深い几帳面な性格で、感情を

容易に表に出すことがなく、計画を立てて着実に実行に移す、大学総務部長に就任するほど
の実

務にも長けた人物であつた。また、宮本の話術は長く醇々として説き、相手が納得するまでそ
の

話を終わらせなかつたという逸話も残る。

元駒澤大学教授小川徹は、「宮本馨太郎さんの横顔J註
9の中で、薩南 トカラ列島の調査は、総

勢 20名 の調査団で、九大、北大、東大の教授陣と学者は
一等船室に納まり、宮本や小川といつ

た若輩組は船底の二等船室を占領して賑やかであつたことや、昭和 11年 の越後三面の
マタギの

家の庭先で、ロライの二眼レフを手にした探訪姿の宮本を回想している。

その頃の宮本の探訪は服飾に傾注していたらしく、

被調査者を前後から慎重にカメラで撮影し、髪型、着衣を
一つ一つ尋ねて、下着に至るま

で聞き漏らすことはなかつた。態度は温厚、物腰も穏やかだから、婦人でも喜んで質問に答

えるのだつた。宮本さんの人徳がそうさせたに違いない。メモは入念に、繰り返して正確を

期する。出発直前になつても、昨夜の間き取りを確かめて出かけゆくなど、毎度のことであ

った。メモの文字がまた
一画一点をゆるがせにせぬ几帳面なもので、どんなに急いでも左傾

斜の楷書体が崩れることがない。

と記され、この文面からも宮本の性格が見て取れるようである。さらに、駒沢大学に宮本が出

講することの奇遇さに喜び合ったという。宮本は 「学生が非常に熱心に聴いてくれるし、民具の

リポー トを書かせると、
一夏で全国の資料が集まるといつて、大へん御満悦の態であつたJの も

束の間、思いがけない長逝を小川のみならず、多くの者が残念に思つたにちがいない。

註
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註 1宮 本馨太郎 1977「博物館法施行規則 の制定か ら博物館学講座 開講に至 る経過」
『MOUSE10N』 第 23号  立 教大学博物館学講座
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座
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言純

註 8 宮 本瑞夫 2003「 宮本勢助 ・馨太郎民具研究の軌跡J『歴史と民俗』19 神 奈川大学日本

常民文化研究所論集

註9 小 り|1徹 1979「 宮本馨太郎さんの横顔―アチック時代―」財団法人宮本記念財団

(國學院大學文学部 落 合知子)



資料の伝統的保存法

一曝書 ・曝涼を中心に
一

TYaditional preseⅣation method of material

大谷 歩

OHTANI Ayumi

はじめに

博物館の役割は、博物館法第二条において、「歴史、芸術、民俗、産業、自然科学等に関する

資料を収集し、保管 (育成を含む。以下同じ。)し 、展示して教育的配慮の下に
一般公衆の利用

に供し、その教養、調査研究、レクリエ
ーション等に資するために必要な事業を行い、あわせ

てこれらの資料に関する調査研究をすることを目的とする機関Jと定義付けられているように、

「資料の保管」がその
一つの柱を担っている。その保管方法は、資料の種類や状態によつてさ

まざまに対応してゆかねばならないことは、言うまでもないことである。

博物館資料は、数百年、あるいは
一千年を越える時間を経て現代に伝わっているものが少な

くない。考古資料のように、発掘によつて、資料が生きていた当時の姿が明らかになるものも

ある。或いは、書物のように、人々に読み継がれ書き継がれながら、大切に保管されて現在に

至っている資料も数多く存在する。現在は、科学技術の進歩により、科学的な見地から、各資

料に適した保存の在 り方が検討され、実行されている。しかしながら、科学的根拠に基づく保

存方法は近代以降のことである。今後数十年、数百年、それらの資料を後世に伝えるためには、

近代以前にいかにして保存管理されてきたかという歴史を把握する必要があると考える。本稿

では 「書物」に注目し、古代から近代まで、書物がいかなる保存方法のもとで保管されて現在

に至ったのかを検討するものである。中でも、「曝書 ・曝涼」という方法について、その歴史を

概観することを目的とする。

「曝」の字義は日光や風雨にさらすことであり、「曝書」とは書物を日や風に当てることであ

る。「曝」に類似する語としては 「
―イ
(晒)」という字もある。「曝涼」の 「涼 (涼)Jの 字義は

風にあてることであり、「曝書」も 「曝涼Jも 、日や風に書物や衣類などをさらして湿気を飛ば

し、虫干しすることと定義付けられる。後に述べてゆくが、日本における 「曝書Jと いう語の

最も早い例は、『懐風藻』であると思われ、『懐風藻』にみえる記事は、中国の漢詩文や典籍が

もとになっている。従って、日本における曝書 ・曝涼の検討に入る前に、中国の文献における

曝書 ・曝涼の在り方を確認する必要がある。まずは、中国の文献を追った後に、日本の文献ヘ

と進んでゆきたい。

1 古 代中国における曝書 口曝涼

■
■
■
■
■
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
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中国の文献で確認できる最も早いと思われる例は、『後漢書』逸民列伝の高鳳の記事である(1)。

高鳳、字は文通、南陽葉の人なり。少 くして書生と為 り、家は農畝を以て業と為すも、而
れども精を専らにして誦読 し、昼夜息まず。妻嘗つて田に之き、麦を庭に曝 して鳳をして
鶏を護せ しむ。時に天暴かに雨ふるも、而れ ども鳳は竿を持ちて経を誦 し、涼水の麦を流
すに覚かず。妻還 りて怪 しみて問い、鳳方めて之を悟る。其の後、遂に名儒 と為 り、乃ち

業を西唐山中に教授す。 (列伝 7・逸民 73)

高鳳は 「曝」 していた麦が雨に濡れ、ついに大水に流 してしまったことに気が付かなかった

とある。つまり、麦を 「曝」するとい うことは、麦を乾燥させていたものと考えられ、庭に並
べて日干しし、風通しすることと理解できる。次の 『晋書』②の三例は、衣や髪を日や風にあ
てる意で用いられている記述である。

①咸字仲容。父熙、武都太守。咸任達不拘、典叔父籍鶯竹林之済、営世趙法者識其所篤。

咸興籍居道南、諸院居道北、北院富而南院貧。七月七日、北院盛曜衣服、皆錦綺楽目。

咸以竿桂大布債鼻於庭、人或怪之、答日 「未能免俗、り「復爾耳 !」(列伝 49・院籍 19)

②悟字敬豫。少好武、不鶯公門所重。導見llf軋喜、見悟便有怒色。州辟別駕、不行、襲爵

即丘子。性傲誕、不拘祀法。謝萬嘗造悟、既坐、少頃、llI便入内。高以鶯必厚待己、殊

有喜色。llI久之乃沐頭散髪而出、抜胡沐於庭中曜髪、神氣llt邁、党無賓主之程。高張然

而婦。晩節更好士、多技藝、善奔菓、馬中興第一。(列伝 65。王導 35)

③後其母病篤、乃詣洛市薬。會二月上巳、洛中王公已下並至浮橋、士女餅填、車服燭路。

統時在船中曝所市薬、諸貴人車乗来者如雲、統並不之顧。(列伝 94・隠逸 ・夏統 64)

①は『芸文類衆』にもみえる記事であり、「竹林の七賢」の一人、院咸にまつわる記述である。

七月七日、隣人が錦の衣を干しているのを見た院咸は、竿を掲げて自らの 「憤鼻 (=下着)」を

干したという。この故事は『懐風藻』の詩にも登場するもので、ここでは衣服を干すことが「曜」

と表現される。②は王llIの記事で、髪を洗つた後に庭で 「曜髪」したとある。この 「曜髪」は

髪を風にあてて乾かすことを意味する。③は夏統が病気の母のために洛陽まで薬を求めにゆき、

船の中で求めた薬を 「曝」した、とある。

曝書の例については、『周書』131に、幼いころより学問を好んだ柳慶の記事がみえる。

慶幼聰敏、有器量。博渉早書、不治章句。好飲酒、閑於占封。年十三、因曝書、僧習謂慶

曰 「汝雖聰敏、吾未経特試。」乃令慶於雑賦集中取賦一篇、千有餘言、慶立讀三偏、便即誦

之、無所遺漏。(列伝 22・柳慶 14)

このほか、『宋史』④には 「曝書」の語が多くみえる。『宋史』巻 164・志 H7・職官 4・秘書

省には 「歳於仲夏曝書、則給酒食費、尚書、學士、侍郎、待制、両省諫官、御史並赴。」とあり、

「仲夏」の頃、すなわち旧暦の四月後半から六月前半にかけての時期に曝書を行うことが定め

られている。同じく職官 4・秘閣の項では、「十三年、詔復毎歳曝書會。」とあり、衛尉寺の項

には 「時其曝涼而封籍其数、若進御及頒給、則按籍而出之。」とある。また、志 150。兵 11・器

甲之制の項には 「至和元年、詔河北、河東、険西路毎歳夏曝器甲、有損断者、悉令完備。」とあ
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り、毎年夏に武器を曝涼する
べきことが記されている。

以上が、中国の正史における曝書
・曝涼の記事の代表的なものである。

「曝」する対象 として

は、麦や衣類、髪、薬、書物など様
々であり、いずれも日に当てたり風を通した り、或

いは乾

燥させるという意味が認められる。曝涼の時期は、『宋史』
によれば、夏に行われることが通例

であったように見受けられる。

それでは次に、中国の正史以外の、主に年中行事を記した文献を確認
してみる。

④曝書表衣服四段固障書籍毎、晴明則曜直至人月。 (『四時纂要』
③)

⑤雌黄治書法 〔
……五月十五日以後、七月二十日以前、必須三度舒而巻之須。須要晴時、

於大屋下風涼虎、不見日庭、日曝書。令書色喝。熱巻、生轟爾速、陰雨潤気。尤須
避之、

慎書如此。則数百年実。〕(買思網 『斉民要術』雑説第 300)

④の 『四時纂要』では、書物と衣類の曝涼について、人月までの晴れた日に行う
ことが記さ

れている。⑤の 『斉民要術』では、曝書は五月十五日から七月二十日まで、三回行う
こと、必

ず晴れた時に行い、屋根の下の風が通る涼しいところで、直接日に当てずに陰干しする
ことな

ど、書物の曝涼について詳述されている。④と⑤では曝涼の時期は異なるが、晴天
の日に行 う

ことから、日干しによつて湿気を飛ばし、虫から書物や衣類を守るための行為とみなされる。

書物に湿気や熱がこもることが虫害の原因であり、それを除去することで書物が数百年を経て

も保存できるという知識が既にあつたことを物語つている。

曝涼が行事として定着していた形跡が確認できるのが、次の 『四民月令』と 『荊楚歳時記』

の記事である。

⑥七日、遂に麹を作る。是の日や、藍丸及蜀漆丸を合わすべし。経書及び衣裳を曝し、乾

根を作り、恵耳を采るなり。(在是 『四民月令』「七月」条
0)

⑦荊楚の俗、七月、経書及び衣裳を曝す。以為へらく巻軸久しければ則ち白魚有り。漢の

在是曰く。七日、経書及び衣裳を曝するは習俗然るなり、と。『穆天子伝』に書を羽陵に

壼しすとは是れなり。 (宗慎 『荊楚歳時記』「七月」条
③)

⑥⑦共に経書と衣類を曝涼することが記されており、⑥の記事について渡辺武氏
③ は 「七

月七日に曝涼を行う記録としては本条が最も古」いことを指摘している。⑥⑦以後、中国の文

献でも七月七日に曝涼をおこなう記述が散見されるようになる。この七月七日は、牽牛と織女

の伝説でも知られるように七夕の日であり、曝涼もまた七月七日の行事として、日本に受け入

れられることとなったのである。七月七日の曝書の例としては、宋代の小説集 『世説新語』
(1の

に 「赤「隆は七月七日、日中に出でて仰臥す。人其の故を問ふ。答へて日はく、我は書を曜せり、

と。Jと あり、七月七日に赤「隆が腹を日にさらして、自分の腹の中の書物を曝涼しているのだ、

と言つたという説話である。この説話は 『懐風藻』にも登場する。

また、時代はかなり下るが、韓国の浜錫漢の 『東国歳時記』
(11)(1894年・李朝朝鮮)に は、

七夕の日に 「人家曜衣裳。蓋古俗也。Jと いう記事があり、曝涼は東アジアに共通する行事の
一

つであつたともいえる。

中国の正史においては夏の期間に、麦や衣類、髪や薬など様々なものを 「曝」しており、年

中行事書において、殊に『四民月令』『荊楚歳時記』においては七夕の日の行事の
一つとして 「経

■
■
■
■
■
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―
―
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―
―
１
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

- 73 -



■
■
■
■
■
■
■
■
―
―
―
―
目
目
日
―
日
日
―
目
―
‥
‥
日
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

資料の伝統的保存法

書 ・衣服」を 「曝」することが広 く行われていたことが理解できる。 日本におけるIIn書・曝涼
は、この七月七 日に行われるものとして受容されてゅくのである。

2.古 代日本における曝書 ・曝涼

続いては、日本の曝書 ・曝涼についてみてゆきたい。 日本で確認できる文献で最も早く曝書
の記述があるのが、日本最古の漢詩集である 『懐風藻』(1のであると思われる。この 『懐風藻』
の中の曝書の記載は二箇所あるので、以下に引用する。

①太后天皇の世に、師本朝に向かふ。同伴陸に登り、経書を曝涼す。法師襟を開き風に封か
ひて日はく、「我も亦経典の奥義を曝涼す」といふ。衆皆噴笑り、妖言と以鶯へり。試業に
臨み、座に昇りて敷演す。辞義峻遠、音詞雅麗。論峰のごとくに起れりと雖も、應封流る
るが如し。皆屈服し驚骸せずといふこと莫し。帝嘉みしたまひ、僧正に弄したまふ。時に

歳七十三。 (釈智蔵 ・序文)

② 大 宰府大式正四位下紀朝臣男人 「五言。七夕。一首。」

憤鼻標竿日。隆腹曜書秋。  憤 鼻を竿に標ぐる日、隆が腹に書を曜す秋。

鳳亭悦仙會。針閣賞神遊。  鳳 亭仙會を悦び、針閣神遊を賞す。

月斜孫岳嶺。波激子池流。  月 は斜く孫岳の嶺、波は激つ子池の流。

歎情未充半。天漢暁光浮。  歎 情も未だ半ばにも充たねば、天漢暁光浮かぶ。

①は釈智蔵が経書を曝涼していると、自分も風に当たって、自らの腹の中の奥義を曝涼する

のだ、と言つたという。②の波線部は、前項 (1.古代中国における曝書 ・ll■涼)の 『晋書』①

の院咸の故事を踏まえたものであり、次の 「隆が腹」は前項に掲げた 『世説新語』の赤『隆の故

事で、①の釈智蔵も同源の故事を踏まえていると考えられる。この二つの例からは、書物や衣

類に風を通し、或いは日光を当てて干した後に保存するということ、あるいはそのような知識

が、持統朝以降の日本では留学僧を通して既に知られていたことを示している。さらに、ここ

にあらわれる曝涼は、① 「法師襟を開き風に封かひ」とあるように、直接日光にあてるという

よりも、風を通すことに主たる目的があったものと推察されるのである。

『懐風藻』に続いて古い文献に、『正倉院御物出納文書』(13)が挙げられる。正倉院に納めら

れた御物の出納が記録されている文書で、その開錠は勅命で行われ、納められた宝物は厳重に

管理されていた。次に挙げる二つの記事は、曝涼を命じられた東大寺使の 「曝涼」の記録であ

る。以下に簡略に引用しておく。

③ 「東大寺使解」

延暦六年六月十六日跡財帳 萱 巻

(目録中略)

以前、依太政官今月十三日符、曝涼香薬井雑物亦簡澤之、即以槍称財帳篤本、時有疑以引

厭物帳改正、亦依出帳定数、具件如前、謹解、

(以下略)延暦六年六月 「廿六 日」
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④ 「東大寺使解」

曝涼目録

東大寺使解  申 曝涼香薬等≡

合壼栢肇拾伍種 納 厨子式口韓積参拾合 〔牧納麻院西雙蔵北端〕

御書十五巻

(目録中略)

記書五巻

右、被大政官今月
一日符俗、被右大臣去五月十九日宣偶、奉 勅 、篤曝涼在彼寺香薬、宜

遣件人等者、例依宣旨令向彼寺、宜知此状、幕使庭分、其少僧都玄憐及三綱、与使共加捻

校者、謹奉符旨、曝涼如件、謹解、

延暦十二年六月十
一 日 (以下略)

「解」とは役人が上級官人に提出する報告書を意味し、曝涼を命じられた役人がその目録と

曝涼 。点検の結果を記し、報告したものである。いずれも延暦年間 (782-806年)の 六月の記

録である。③では 「香薬井雑物」とあり、香薬の曝涼が主たる目的であったことがうかがえる。

日録には仏具や調度品も含まれ、④の目録には 「御書」「記書」などの書物名や経典の名もみえ

ることから、曝涼の対象となったものの中には、書物も多く含まれていたことが推測される。

この二つの記事の他に、斉衡三 (856)年六月にも 「曝涼使解」なる記述があり、倉に納められ

た品々を曝涼。点検したことが報告されている。正倉院の曝涼は、単なる風通しだけではなく、

宝物の点検 。管理方法としても機能していたのである。

同じ平安前期の文献に、今
一つ曝書に関する作品がある。菅原道真の 『菅家文草』

(1→(昌泰

三 (900)年)に 、書物の_Lを遊ぶ紙魚にまつわる詩が
一編ある。

『菅家文章』 巻 五 「壁魚」

白魚浮紙上 済 泳九流中  白 魚紙の上に浮かぶ 済泳す九流の中に

続軸高低去 随 書遠近通  軸 を続りて高く低く去る  書 に随ひて遠く近く通ふ

豊嫌漁父業 唯 妨學人功  豊 漁夫の業を嫌はめや   た だ學人の功りを妨ぐらくのみ

若得風前拳 鱗 飛道豊空  若 し風の前に基ぐること得なば 鱗 飛びて道あに空しからめや

一首の大意は、自魚 (=紙魚)は 紙の上を泳ぎまわり、巻子や冊子本の間をうろうろする。

もし書物を風に曝すことができたならば、白魚の鱗は飛び去って (=死 んで)書 物は無事に保

護され、学問の道も空しくなることが無いであろう、というものである。書物に巣食 う紙魚に

悩まされる学者の姿が描かれている作品である。書物を 「風の前に基ぐること得なばJと する

ように、この曝涼は直接日光にあてるというよりも、書物に風を通して湿気を除去することで

あり、更に虫も駆除する行為であることが認識されていたことを示すものである。

時代は下るが、南北朝時代の東福寺の僧 ・虎関師錬の『済北集』
(15)(1346年頃成立か)に も、

夏の暑さと湿気により紙魚が発生し、書物に被害が及んだことを嘆いた詩がある。

平安期の文献で、最も詳細かつ具体的に曝涼についての記載があるのが、『延喜式』
(10の図

書寮に関する巻である。図書寮は国家の経典及び書物を取り扱 う部署で、書物の曝涼とその管

理法が記されている。

⑤凡暴涼佛像経典者。起七月上旬。蓋人月上旬。其所須綿紙井鋪設等。臨時請受。
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⑥几御書及固給者。六年一度暴凍。勅使耕官簡差諸司判官以下及舎人學生等堪事者分番検凍。
其雑使取散位位子等。駈使充左右衛士各十人。掃部寮設座席。所司朝夕給百度食。衛士人
別日飯二升。若御書井雑調度有損破者。仰所司令繕補。事詑之後。惣取諸番日記。勅使署
名奉進。其蔵鍮者。寮申内侍奏請。検凍之間。勅使封鍮納寮。

以上の内容を要約すると、1.仏像 。経典の曝涼の時期は毎年七月上旬より人月上旬までの約
一
ヶ月間で行 うこと (⑤)、2。それ以外の図書寮の所蔵品については、勅命によって六年に一

度曝涼すること (以下⑥)、3.番 (二人の組)ご とに作業分担をすること、4.破 損箇所があっ

たら修補すること、5.作 業が終わったら番ごとに日記をつけ、勅使が署名した後に奏上するこ

と、6.曝 涼中の蔵の輸は勅使が管理すること、などが挙げられる。また雅楽寮に関する巻には
「凡毎年六月曝凍林邑井雑楽具。寮預申省。省申官令監物就検。省丞録各一人相共検校。」とあ

り、毎年六月に楽器類の曝涼を行 うことが記されている。

図書寮の⑤で示された曝涼の時期について、沓掛伊左吉氏 (17)は「大体 7月 7日 は新暦では

土用の大暑の候であり、7月 下旬から8月 中旬にかけては、天候も比較的安定しており、湿度

も低く、日光も強烈で、陽足も長い。 し たがって、書中の除湿、駆虫、殺菌等日光消毒をする

には、最適の気候である」と述べている。先にみた 『正倉院御物出納文書』の曝涼の時期は、

延暦 ・斉衡年間の六月であったが、新暦に換算するとおおよそ七月下旬から人月中旬の時期で

あり、沓掛氏の指摘する時期とも一致する。また、曝涼の対象となるのは、経典などの書物に

限らず、仏像や絵画、調度品も含まれている点、『正倉院御物出納文書』とも共通する。六年に
一度という根拠は不明であるが、その修補や、記録による管理を徹底させようとした意図が読

み取れる。

ここまでは平安前 。中期にかけての文献をみてきたが、平安後期の有職故実書である、大江

匡房の 『江家次第』(10によると、曝涼の時期が七月七日と定められるようになる。

『江家次第』巻人 「七月J条

同日 (七日 :引用者注)排 拭御物事

鋪廣蓬於清涼殿孫庇、風戻御物等良久排拭、後如元返置、又披清涼 。仁壽・宜陽殿等御物。

この記事からは、清涼殿の孫庇 (庇のさらに外側に出ている庇)に 進を広げて、御物を風に

当てていたことがわかる。沓掛伊左吉氏 (1"は、「『江家次第』以後に書かれた年中行事書では、

曝書の開始時期を七月七日としているJと 指摘 し、「曝涼の日を七月七日としたのは、『江家次

第』が始めてである。この 『江家次第』が有職故実の軌範とされたところから、それ以後の年

中行事書は、これらによつたものと思われるJと 述べている。この七月七日は、先に確認した

ように中国文献の影響を受けたものである。その
一例として、鎌倉時代の藤原定家の 『明月記』

(2のをみてみると、1.嘉 禄二年、2.寛 喜元年、3.寛 喜二年、4.寛 喜三年、5.天 福元年の五

例の記録が存する。いずれも七月七日の晴天の口に文書や文庫の曝涼を行ったことが記されて

いる。2の寛喜元年の記事を挙げると、「七日、壬中、天晴、開文庫令排書Jと あり、また 4の

寛喜三年では 「七日、辛卯、天晴、…令沸文書、是綾閑人之所携也」、閑人が携わることだと言

つており、かなり時間のかかる作業であったことが想像される。このように、曝涼は七月七日

の行事として定着していったことがうかがえるのである。
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3 近 世 ・近代における曝書
・曝涼

『江家次第』によつて曝涼の日は七月七日として定着したが、江戸時代の文献によると、必

ずしも七月七日に限られた行事ではなくなつてくる。はじめに、黒川道祐の 『衆州府志』
(21)

をみてみたい。『売州府志』は江戸前期の貞享三 (1686)年に刊行された山城国の地誌であり、

北野天満官の行事として、宝物の曝涼が記載されている。

『宛州府志』 北 野宮

七月六日、外陣にあるところの神宝を西の間ならびに幣殿および会所に出し、これを曝す。

その間に、宮司、内外陣の煤塵を掃ふ。同じく七日の暁、松梅院主、
一人内々陣に入り、

御手水を献ず。神宝の中、松風の硯筒の上に穀の葉を置きて、これを供ず。七夕祭の歌を

詠ぜられんためなり。

宝物を曝涼し、同時に宮司によつて庫内の清掃が行われていることが読み取れる。『明月記』

にもあつたように、資料の状態維持と管理、また保存場所の環境の維持という二つの機能があ

る。なお、現在の北野天満宮では秋に宝物殿の害虫駆除を行つており、平成二十二年は十月十

四日から十一月二日の三週間をかけて作業を行つている。
2)。『奔州府志』にみえる時代では、

未だ『江家次第』からの流れを受けており、七夕の
一行事としての意味合いが強いようである。

明治期に、曝涼に適した季節は秋であることが示されてから (後述)、近現代の曝涼は十月から

十一月にかけて行われるようになったのであろう。

次に、『衆州府志』とほぼ同時期に刊行された、貝原益軒Wll補。貝原好古編録の『日本歳時記』

9つ (貞享五 〈1688〉年)を みてみる。

『日本歳時記』巻之四 六 月

梅雨審て後、書を日に晒すべし、新薦にひろげ、表紙を下にして乾す。苧縄に懸て晒せば

表紙損ず。天気好日なりとも、
一日に一度なるべし。朝より晒し、午未の時lllむ。晩には

暴雨の憂ありのはやく牧むべし。屋下にならべて熱をさまし、一夜置て、明朝笥に納む。

凡書を晒す事、
一度に多晒すべからず、暴雨のをそれあり。又多ければ、家奴厭ひ倦て心

を用ひず、書をそこなふ事あり。損壊あるは修補し、断たるとぢ糸を補ひ縫て、各故のご

とく積中に納、各其所を得せしめて、蓋を開べし。屋中に久しく晒さんより、かくの如く

烈日に一度晒したるが、贔はまず。湿なくしてよし。毎年久しくさらせども、いさゝか書

の損壊なし。古人も書を外にさらせると見えたり。もえぎ色などの表紙も、表紙を下にす

るゆへに色かはらず。居家必用にいはく、古人書を蔵るに、多く芸香を用て壼をさく。今

の七里香これなり。又藤香を書厨の中に入置ば、轟をさく、
一法に樟脳を用いるも又よし。

『日本歳時記』によると、曝涼の時期は、梅雨開けの六月がよしとされている。午後二時ま

でに取り込むというのは、夕立を避けるという点では合理的であろう。しかし、陰千しよりも

強い日に当てたほうが虫はつかないというが、紫外線の影響を考慮すると、やはり直射日光は

避けるべきである。また、現代の感覚では、梅雨明けの蒸し暑い夏の外気に干すよりは、乾燥

した秋に行つた方が湿気は避けやすいのではないかとも考えられる。しかし、当時の曝涼が梅

雨明けに行われた理由としては、梅雨の時期に溜まった湿気をいち早く飛ばすことが最も優先
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されたためであろう。『日本歳時記』は 『売州府志』と同時期の刊行であり、神社などの祭りの

行事としては七月七日、民間の行事としては六月 (梅雨明け)と いう意識の差が読み取れる。

「苧縄に懸て晒せば表紙損ず。」とは、縄を軒下などに張り、洗濯物のように書物を開いてか

けるという方法が採られていた場合もあつたようで、そのことに関して注意を促している。当

然、落下による破損が考えられ、書物の安全上あまり好ましくない方法である。また 「損壊あ

るは修補し、断たるとぢ糸を補ひ縫て、各故のごとく積中に納」の指摘は、書物の錯簡など、

これ以上の破損を防ぎ、現状を維持するための行為であり、現代の古典籍修補の基本姿勢に通

じるものである。

次の貝原益軒の 『萬費部事記』。。 (宝永二 (1705)年)に も、曝書の方法が詳細に記述され

ている。少々長いが、以下に引用しておく。

『萬費部事記』巻之二

①書董をさらすに、今和俗には土用ぼしとて、夏の上用にさらす。是梅雨晴て後、日はげし

く照とき也。月令廣義には、四月の天氣よき時、日に晒して箱におさめ入、紙にて透間を

張、梅雨の後にひらく。かくのごとくすれば、かび出ずといへり。衣服なども、又爾なり。

いまだ梅雨の瀑氣にあたらぬ前にはせばかひ生ぜず。

②書をさらすに、家中に久しく接げて、自然に乾かす人有り。書すくなき家にはさも有りぬ

べし。但書少くとも、烈しき日に干たるにしくはなし。苧縄を多く張りて書をかけ千べし。

是書よく乾る。又地上に新しき薦を布て、其上に書をひろげほす、和表紙は、営時そりて、

かさ高くなれども、後は然らず、表紙を下にして干すべし。朝より晒して、午未の時に早

く屋の内に納む。又六七月の晩景は暴雨のうれへ有り。早く納めて屋中にひろげ、明朝箱

に納むべし。我敷十年の間、如此に書をさらすといへども、いまだ書損ぜず。況や書多き

家は、屋下に久しく晒しがたし。豊軸は殊に烈しき日に晒さ れゞばむしばむ。但豊は裏を

上に、表を下にし、上に紙か布をおほひて千べし。

③書籍に雨のふりかゝり、又道中船中などにて、水に浸れるを、大きなる甑の内に入て蒸、

日に干、おもりを懸て置ば損ぜず。王氏談録

要約すると、①では、当時は夏の土用に曝書が行われているが、『月令広義』(明代の年中行

事の解説書。『ネL記』月令の注 ・補足的な内容。)に よると、梅雨入り前、四月の天気の良い日

に一度曝書した方がよいとされることを述べている。②は、曝書にあたつては直射日光は避け、

家の中にただ広げるのではなく、縄にかけて千す、或いは新しい薦を引いて広げて干すこと、

表紙は下にして干すこと、朝に干して正午から午後二時の間には取り込むこと、六月七月は夕

立があるので、早めに取り込んで翌朝片付けること、絵画は裏を上、画面を下にして、紙か布

をあてて画面を保護しながら千すことなどが記される。③では雨や旅行、船旅などで書物が水

に濡れてしまった場合の対処法が述べられ、大きい甑 (=蒸 し器)に 入れて蒸し、干して、お

もりを乗せてカロ圧することが推奨されている。これらは益軒の数十年に及ぶ経験からの教えで

あり、この方法によつて虫害が発生したことはないという。

②では陰干しをすすめており、その干し方も二種類提示している。苧縄にかけて千す方法は

『日本歳時記』にもみえる方法である。現在は落下による損傷の危険性があるため、書物を紐
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に掛けて干すことはないであろうが、当時は
一般的な方法であつたのだろうか。時代は少し下

るが、津村涼庵の 『諄海』
00(寛 政七 (1795)年)に は、書物を立てて風通しするべきことが

述べられている。

『諄海』巻の十三

書物轟千するには、和紙の本は二つに開けて、其ま 畳ゝのう
へにたてて干べし、風よく通

りて便宜よろし。唐紙の本は如レ此すればたふる 故ゝ、心あるべし。

書物を立てて風通しするということであるが、ある程度厚みのある本ならば可能であるが、

薄い本ではかなり倒れやすくなる状態が予想される。その意味で、薄い唐紙の本は注意す
べき

と言つているのであろう。しかし江戸時代で主流であった袋綴じの和本も、立てたまま置いて

おくのは難しいのではないだろうか。或いは、ここでいう 「たてて千Jす というのは、単に本

を開いた状態を言つているのであろうか。実際どのような状況であつたのか、この記述からは

判断がつかないが、このような方法もあつたようである。

益軒の記事に話を戻すと、曝書の時期だけではなく時間帯まで提示され、絵画では画面の日

焼けにも注意が払われている。書物をいかに管理し、保護するかという詳細な記述は、今回の

調査では益軒以前にはみられなかつた。しかし、益軒以前からこのような方法で書物を管理
・

保存することが行なわれていたと考えるのが妥当であろう。益軒が記した方法は、先人の知恵

を活かした伝統的な管理 ・保存法であると言える。江戸時代の具体的な曝書の方法を知る、貴

重な資料である。

続いては、速水春暁斎の 『諸国図会 年 中行事大成』
(20(文化二 (1806)年)を みてみたい。

ここには、京都の寺社仏閣の虫払いの記事が多く記載されている。

『諸国図会 年 中行事大成』 巻 之四 「六月之部」

京師 。日不定 ○ 今月、諸寺院及び諸名家に蔵する所、霊宝書画軸物の虫払ひあり。大抵

天気晴爽の日を侯て、辰刻より午亥1迄曝す。諸人拝見を許さる。(以下、東

寺、東福寺、妙心寺、建仁寺、天龍寺、智恩院、二尊院、大雲院の宝物の

紹介 :引用者注)

此外諸寺院等枚挙に違あらず。又諸人拝見許されざるあり。悉略之。

京師三 日

京師十五 日

京師廿 日

京師十二日

○高雄山神護寺虫払 今 日より九日に至る。

○浄華院虫払 京 極今出川の南三町にあり。浄土宗の
一本寺なり。……

○十念寺虫払 京 極今出川の北にあり。昨今の間、晴天を待て出さる。・……

○栂尾虫払 今 日より十七日に到る。山城国愛宕郡梅ヶ畑郷中にあり。

今日より仁和寺院家の僧二人、当寺に来て監之。顕密の聖教若

干筐あり。故に顕密部の二書隔年に虫払あり。……

○大徳寺方丈虫払 洛 北紫野にあり。龍宝山と号す。

○四条道場金蓮寺虫払 四 条寺町にあり。錦綾山と号す。

○聖光寺虫払 寺 町綾小路の南にあり。今日清海の曼陀羅を懸る。……

○報恩寺虫払 小 川上立売の北にあり。……

京師十三日
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京師十五日 ○ 建仁寺霊洞院虫払 二 十人祖画像南堂手書の賛あり。……

○黒谷金戒光明寺虫払 法 然上人、一枚起請及霊法挙るに違あらず。

○誓願寺虫払 当 寺の縁起三幅、又貝多羅葉其長五尺ばかりあり。……

○妙顕寺、本能寺、要法寺虫払 各 国蓮上人の曼陀羅井書数篇あり。・……

○百万遍智恩寺虫払 大 珠数出る事は二月 条 下にしるす。

京師十七日 ○ 本国寺虫払 日 蓮上人自筆の曼陀羅あり。……虫払隔年なり。

江戸後期の京都の寺社仏閣の曝涼 (虫払い)の 記事である。『諸国図会 年 中行事大成』は六

月までしか発刊されていないため、秋以降、特に七月七日の曝涼の有無を知ることはできない

が、一月から五月までの間で虫払いが行われた寺社はなかった。六月に取り上げられたものだ

けで二十四の寺社が確認でき、六月の行事として定着している様子がうかがえる。

「日不定」の項では、虫払いの際に陳列される宝物の拝観が許されていたことがわかる。展

覧会の先駆として位置付けられるであろう。また二十一日と二十七日では虫払いが隔年である

ことが付記されている。曝涼の頻度は、各寺社によつて異なっていたのであろう。江戸の人々

にとっては、曝涼の時期に合わせて各寺社の宝物を見物することが、行楽の一つであったのか

もしれない。

江戸時代の最後の文献は、滝沢馬琴の 『燕石雑志』。つ (文化人 (1811)年)で ある。

書籍の破れ轟たるを修補に、或は編粽糊、或は生雄糊をもてすれば、ふた びゝその処より

轟て破損はじめに倍す。只海薙を用ふべし。海蒸にてすれば白魚生ぜず。○白魚は多く徽

雨の時節に生ず。四月のはじめに書を晒して箱におさめ、その隙をふたぎて徹雨の中の風

にあてざれば白魚なし。又寒中に書を晒せば春轟ず。又暑中に書を晒すによくその冷るを

侯て箱に蔵めざれば、却て白魚を生ず。 (修書)

誤つて冊子に油を沃ぎかけたるには、屋上の漆灰を取りて末となし、紙の裏よりふりかけ、

焚斗て一宿を経れば、油悉く脱けて述なし。衣裳へ油をかけたるも、この方を用ふべし。

屋上の漆灰は風雨にうたれて灰汁なければ、これに用ふるに堪たり。…… (除油汚書)

修補に 「生数糊」や 「海嘉」(海藻を板状に干し、煮て用いたもの)を 使用していることがみ

られる。生数糊は現在でも古典籍の修補に用いられる糊である。海幕に紙魚を防ぐ効果がある

のかは不明であるが、曝涼の時期によつてその効果が異なることを記しているのは興味深い。

梅雨の湿気対策として四月に、あたたかくなる春に生じる紙魚の対策としては冬に曝書するこ

とがよしとされている。また、夏に虫干しした場合、よく冷やさないで箱にしまうとかえって

紙魚発生の原因となるようで、書物をよく冷やすことは『日本歳時記よこもあつた教えである。

最後に、明治期の文献を確認しておきたい。文部省編 『図書館管理法 全 』。のに曝書に関す

る記事がある。

『図書館管理法 全 』 第 十五 書 籍調査及ビ曝書

①在庫ノ書籍ハ時々調査ヲ篤シ少クモ毎年一回ハ之ヲ行フベシ

②書籍ハ規則通リノ整頓ヲ篤シ第
一分類第二書籍番琥順二函架二陳列シアルヲ以テ調査ノ方

法ハ先ヅ函架目録ヲ讀ミテ函架ノ書籍二封照スルニアリ是函架目録ハ書籍陳列順二整頓又

ハ記帳セラレザルベカラザル所以ナリ (第十
一函架目録ノ部参考)
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③調査ノ時期ハ出納ノ少キ時即事務少キ時ヲ可トシ
ー時ニー部分ヅツヲ調査スル時ハ全部ヲ

閉鎖スルノ必要ナカルベシ但シ帝國固書館ニテハ十月十
一月ノ交空気尤モ乾燥セル時二於

テ凡一週 ヲ鶯シ和漢書 アル者ハ特二風二曝シ且平

セザル者ニハ樟 ノ類 ヲ 二入レテ壼魚ヲ防グコト

ヲ生ズルフ以テ時々之ヲ掃拭スルコトトセリ

明治の図書館管理法の中の文章である。曝書に関する下線部を要約すると、十月十
一月の空

気が乾燥している時期に調査を行うこと、調査と同時に曝書を行い、虫害のある本は風にあて

ること、頻繁に使用される資料については、「樟脳」や 「殺轟菊」などの防虫斉Jを入れ、虫害を

防ぐこと、洋書も徹が発生するため、徹を拭き取ることなどが明記されている。明治期に入る

と洋書の取り扱いにも注意が払われている。橋本義彦氏
ゆ"に よると、昭和二十

一 (1951)年

の正倉院の曝涼では、防虫斉1に樟脳、沈香、白檀、丁子、甘松を調合して白絹に包んだ裏衣香

が用いられており、奈良時代に調製した裏衣香が九包伝存していたことが記されている。当時

の哀衣香も、伝存する奈良時代の調合を基準にして調製されていたようである。明治に入ると、

伝統的に夏に行われていた曝書 ・曝涼は、夕立も少なく、湿度も気候も安定する秋に行うもの

として定められ、現在にも引き継がれることとなる。しかし、曝涼が同時に宝物の点検作業で

あることは、『正倉院御物出納文書』の記録で既に行われていたことがわかるように、曝涼が担

う役割は千年以上を経ても変わらないのである。

おわりに

曝涼の時期は、奈良朝から平安前 。中期にかけては、六月から人月にかけてと
一定していな

かつたが、中国大陸では七夕に際して行われることも影響して、平安後期の 『江家次第』によ

り、七月七日の行事となり、中世から近世の
一部にまで引き継がれた。そのため、今回確認で

きた江戸前期の史料では、神社の行事では七月七日、民間の行事では六月の梅雨明けに行 うも

のとしての差がみられた。これは伝統行事としての在り方と、現実に即した書物の保存方法と

の差であり、江戸後期になると寺社でも六月の行事として定着するようになる。さらには、季

節ごとに発生する虫害や徽害を考慮して曝涼を行 う考え方も登場する。明治期になると、現在

と同じく、十月から十
一月の天気が安定し、空気の乾燥する時期に曝涼を行うことが、規範と

されるようになる。

現在でも行われている曝書の行事としては、毎年七月二十
一日に奈良県の明日香村にある向

原寺、愛知県碧南市の貞照院で大蔵経の虫干し供養が行われている。栃木県の足利学校では、

九月中旬から十二月上旬にかけての湿度の安定した時期を選び、座敷で和紙の上に
一冊一冊書

を広げ、約千五百冊を曝涼している。この曝涼では書物に風を通すほかに、蔵書の糸切れや虫

喰いの′点検も同時に行われている。この曝涼の行事は、江戸中期以降に記された 『足利学校記

録』という文献の中にたびたび登場するもので
(30)、江戸時代から続く伝統の行事が今なお続

いている例である。今回調査した 「曝書 ・曝涼」は、書物 ・宝物の長期利用 ・保存の観点から、

持統朝にはその知識が伝わっており、日本人がいかにして書物を湿気や虫害、その他の災害か

ら守ろうとしてきたのかを理解し、後世に伝えてゆく必要があるのではないだろうか。
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(11)雀大林訳注  『新訳東國歳時記』

(12)小 島憲之校注 1964『 日本古典文学大系 69 懐 風藻』 岩 波書店

(13)東京大学史料編纂所編 1970『 大日本古文書』編年 25(補 遺 2) 東 京大学出版会 (覆刊)

(14)川 口久雄校注 1966『 日本古典文学大系 72 菅 家文章』 岩 波書店

(15)虎 閑師練 『済北集』古律詩 「曝書」(上村観光編 1973『 五山文学全集』1 思 文閣)

夏暑苦炊蒸。慣因思移換。課童教曝書。排布在几案。日照耕打畳。風来作経看。時又開一函。

壼魚相逃遭。簡策多穿透。標軸皆零乱。轟痕字雖壊。蝕述文還集。高撃山川曲。悟塾地泳断。

夏姫坐深官。裂餘羅畠搭。越巫入古廟。儘残紙銭散。嵯轟何馬者。生涯良可嘆。文字当饉食。

書篇鶯舎舘。函中尤闇黒。生成不鶯難。函開偉逢明。煉燿争蔵竃。几下及窓隙。身首成分段。

宛似誦文徒。字句作味玩。唯知貪紙墨。義理転漫痣。或本分宗師。憐慈烹鍛。心目共眩晃。

辟易生驚愧。不菅乖大道。却又失故翫。昏迷入苦輸。長夜何時且。

(16)黒板勝美編 1974『 新訂増補国史大系 延 喜式』中編 吉 川弘文館

(17)沓掛伊左吉 1969「 むかしの曝書といまの曝書J 『 図書館雑誌』63巻 4号

(18)渡辺直彦校注 1991『 神道大系 朝 儀祭祀編』4 精 興社

(19)沓掛伊左吉 1970「 曝書史稿―書籍保存の歴史―」 二 官山房

(20)文停正興ほか編 1969『 明月記』2・3 国 書刊行会

(21)立川美彦編 1997『 訓読売州府志』 臨 川書店

(22)北野天満宮ホームページ (http:/んw.kitanOtenmangu.or.jp/) 但 し宝物庫の曝涼 。点検
の掲示は秋のみ (2010年現在)。

(23)益軒会編 1900『 益軒全集』1 益 軒全集刊行部

(24)註 23に 同じ

(25)原田伴彦ほか編 1969『 日本庶民生活史料集成 8 見 間記』 三 一書房

(26)儀礼文化研究所編 1978『諸国図会 年 中行事大成』 桜 楓社

(27)日本随筆大成編集部 1975『 日本随筆大成』19 吉川弘文館

(28)日本図書館協会編 1978『復刻図書館学古典資料集』

(29)橋本義彦 1995「正倉院曝涼の記J 『 日本歴史』560号

(30)足利学校の曝書に関しては、足利学校ホームページ (http://wⅧ.ashikagagakko.jp/)。また
文献に関しては職員の方にご教示を賜つた。

(國學院大學大学院博士課程後期)
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巻子本展示序論
An introduction to scroll display

河合 奈々瀬

KAWAI Nanase

はじめに

飛鳥 ・奈良時代の遺品を最占に、巻 子本は書物の原始的形態 として絵巻
。経典 ・古文書など

の装訂に用いられ、現在でも各博物館施設に数多く収蔵 されている。 しかしながらその展示法

は美術館などの事例をみてもわかるように、いまだに主要となる場面を広げて見せているだけ

の、非常に古典的かつ単純なものである。ではどうすれば本来巻子本に内蔵 されているはずの

様々な情報を、観覧者に過不足なく上手に伝達できるのか。筆者はその展示法の改善を試みて

いくつもりである。本稿はこの序論 として、巻子本に対する基礎的な見識を深めるため、その

定義 ・博物館展示資料 としての位置 。研究史 。展示法の実態などについて概説を述べていくも

のである。

1巻 子本の定義

1-1 巻 子本の起源

日本文化に関する遺物の多くがそ うであるように、巻子本もまたその起源は中国に求めるこ

とができる。無論はじめから現在のような装訂であつたわけではない。この前段階として普及

していたのが、竹簡 。木簡である。

竹簡 。木簡とは、細長い木や竹の札に文字を書き、これを麻糸またはなめし皮で東ねて
一編

ずつまとめた、書物の始祖とも呼べる装訂のことである。現存する竹簡は中国の戦国時代から

のもので、湖南省 ・湖北省 。河南省などの楚墓から多く出上しているが、内容は遣策と呼ばれ

る副葬品の品名を記したものである。一方日本では現在まで竹簡が出土されたという報告はな

い。また木簡は中国では公文書や私文書及び地図を含む絵画などの出上品が多く、先述した遺

策や書翰の封印をするための検、つけ札の掲 (けつ)。証明書の繁 (けい)。割符の符など、使

用目的や形態によつて名称がつけられている。こちらは日本でも正倉院に伝来した整理用付け

札や文書木簡が現存するほか、平城京の古代都城址や地方官衛跡などから多数の本簡が出土し

ている。内容は文書や記録的なもの租税の貢進付け札などに大別されるが、ほかにも習字とし

て書かれた 「千字文Jや 詩歌の落書及び使用済みの木簡の削り屑が出土している。

しかし、これらは読み継いでゆくうちに簡の角がすり切れバラバラになり、簡が抜ける断簡

や順序が狂つた錯簡になってしまう恐れがある上に、非常にかさばつた。そこで次に普及した

のが、かさばらず持ち運びのしやすい畠書である。畠書とは絹布に書かれた書物のことを指し、

そもそも巻子本はこの装訂として用いられたのが起源である。(1)なお現在最占の畠書もまた戦
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国時代、湖南省の楚墓から出土したもので、「楚絹書 (そそうしょ)」または 「絹書 (そうしょ)」

と呼ばれる、楚の祖先神を絵画と文字で描いたものである。そのつくり方は書き終わった絹布

を断ち切り、心にぐるぐると巻きつけるという単純なものだったが、これならば長短を融通で

き便利であった。しかし畠書は竹簡 。木簡とは異なり文字の訂正ができない上に、高価である

という欠点があった。そこで登場したのが紙による巻子本である。

紙は畠書とは異なり長短の融通が利かず、巻子本装訂にする際は何枚も継ぎ合わせなければ

ならなかったが、後漢の葵侯紙の登場以後、次第に串書に代わって広く使用されるようになる。

現存する巻子本もほとんどは紙を用いたもので、我が国最古の典籍である聖徳太子の 「法華義

疏」もまた紙本である。このように巻子本は紙の時代に入つた書物の装訂なかでは、もつとも

古い形態を有するものであり、とくに現存する飛鳥 。奈良時代の典籍 ・記録 。文書は全てこの

装訂である。(2)では具体的にどのような装訂でもつて、巻子本は巻子本と呼ばれていたか、次

節ではこれについてふれていきたい。

1-2 巻 子本の装訂

前節でふれたように、巻子本とは要するに絹や紙を軸に巻きつけた書物のことである。当初

末尾に取りつけられた軸は細い竹や木に過ぎなかったが、後に紫檀・黒檀や漆を塗った塗り軸 。

模様を描いた画軸、さらには蒔絵を施した蒔絵軸 。金属に彫刻した彫刻軸など、実に様々な材

料を用いたものがつくられるようになつた。形態は銀杏型 。撥型 。丸型 。四角型 ・六角型 。人

角型などがあり、日本では長さを調節できるレディメイ ドの合わせ軸というものまでつくられ

た。

巻子本を広げたはじめの何も描かれていない余自の部分は標と呼ばれ、本文の保護のために

この部分には厚紙 ・絹布を使用した。この標は後世の表紙の起源であるとされ、日本では標の

端におさえ竹と呼ばれる細長い竹片を巻きつけたものが多い。(3)標端の外側には書名が記され

ており、それは今日の本のように直接外題を書いた場合もあれば、わざわざ小型の紙や布へ書

名を書いて貼り付けた題察の場合もあつた。また高い棚の上に並べる 。積み重ねて置くなどの

場合は、製條 (察條)と 呼ばれる竹や象牙でつくられた札がつけられ、書名がわかるようにな

っていた。

なお、先述したように長短を融通できる畠書とは異なり、紙の場合は料紙を糊で何枚も継ぎ

合わせてつくられる関係上、年月が経つと糊が老化してバラバラにはがれてしまうことがあっ

た。そこで、継ぎ目に印を捺したり、花押を書いたり、書名したりすることで、いざ継ぎ目が

はがれたときに正しく継ぎ合わせられるようにされていた。これを印が捺されたものを印縫、

書名されたものを款縫と呼んだ。

1-3 巻 子本の短所

このように巻子本はかさばらないで持ち運びが容易な上に、軸に料紙を巻き込み標で全体を

包むことから、本文面が空気にふれず保存上最も有効な装訂となっている。しかしその反面、

途中や巻末を見たいときもわざわざ始めから広げていかなければならない上に、見終わつた後
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も丁寧に巻き戻さなければ巻き癖が悪くなり、本自体が痛んでしまう恐れがある。また裏表両

側を使 うことができないという欠点もある。

そこで新たに登場してきたのが折本 (帖装本)と 呼ばれる装訂で、これは要するに巻子本を

折り畳んだ形態である。巻子本から軸を取り外し、料紙を本文の行数にして四行または五行幅

ごとに折り畳み、最初と最後にやや厚手の紙で表紙を取りつけたもので、閲覧
・検索には便利

な上に開いた状態も安定していて、長さが自由に調節できるという利点がある。これには類似

の装訂として、経摺装 。旋風葉 。画帖仕立 (折帖)と いうものも存在し、主に仏教経典類など

に用いられた。中国で本格的に普及するようになつたのは、11世紀初頭の北宋時代からであり、

宋版
一切経の版本類の装訂として活用された。この経典は平安時代後期以降日本にも数多く輸

入されたが、平安 ・鎌倉時代の古写本 ・古版本でこの折本装訂が積極的に用いられた形跡はあ

まりなく、むしろ鎌倉時代後期～南北朝 。室町時代前期にかけ、奈良 ・平安時代の古写本とく

に古写経の修理する際に、披見の便を計って巻子本から折本に改装したという例があるとのこ

とである。(4)

1-4 巻 子本の特質

以上のように巻子本は次第に折本に取つて代わられ、折本はさらに冊子形式の粘葉装に、粘

葉装は糸で綴る列帖装へと発展し、その後もいくつかの変遷を経て、現在我々が使用する書物

に近い形態となっていくのである。しかしそれでもこの装訂が日本文化から完全に消え去るこ

とはなかつた。むしろ書物の原始的形態として、権威的・神秘的というイメージが付与され、
(5)

特定の地位を占めるようになってくる。例えば、金沢文庫本として有名な出光美術館の漢籍 「古

文孝経」は、巻末に寛元五年 (1247)づ けの清原教盛の伝授奥書と、嘉元二年 (1304)づ けの

金沢貞顕の校合奥書のある巻子物装訂だが、これはいかにも 「古文孝経Jを 家学とした清原家

の証本らしい姿をしているとのことである。またこれに対し、建久六年 (1195)づ けの書写奥

書のある、現存最古本として有名な愛知県は猿投神社の 「古文孝経Jは 粘葉装訂で、これもま

たいかにも書写者が自分の勉強のために書写した手控え本の姿をしているとのことである。(6)

このように巻子本とは、「自ずから特定の目的を持つて書写された本Jに用いられる装訂のこと

であり、書物はこの装訂にされることで 「古典的で格式が高い雰囲気を持つ」ことができたの

である。

2博 物館資料としての巻子本

2-1 博 物館展示資料に必要とされる要素

数ある書物の装訂のなかでも、特定の地位を占めている巻子本だが、では博物館資料、とく

に展示のための資料としてみた場合、そこにはどのような要素が介在しているのだろうか。『新

版博物館学講座 5 博 物館学資料論』の 「Ⅱ博物館資料の分類」の 「4目 的別資料の種類Jに

おいて、青木豊は博物館展示資料に必要とされる要素を次のように述べている。

博物館展示は前述しているごとく広義の展示の一形態であり、それゆえに博物館展示資

料といえども見世物としての要素を多分に必要とされるのであることを忘れてはならない。
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つまり、学術情報の内蔵とその伝達は、博物館展示であるがゆえに当然置き去りにできな

い基本要素であるが、人を魅了する広義の展示とした場合、さらなる展示要素が加味され

なければならないのである。すなわち、それは見世物という展示が専有するともいえる要

素であり、それはまた博物館展示であろうとも保存しなければならない、広義の展示に含

まれるすべての種類の展示に共通する基本要件なのである。(7)

つまり博物館展示資料は、学術的情報の内蔵とそこからできる伝達を期待すると同時に、「人

間の種々の感性を刺激し、かつ希求される要素が必要」とされているのである。このように博

物館資料に人を魅了する要素を求めたとき、巻子本もまた多分にその要素を含んだ資料である

と考えられる。それはこの主張を軸に青木が挙げている、博物館展示資料に介在する人らの要

素のうち、三つの項目に巻子本が該当することからもわかる。

青木は博物館展示資料に介在する要素として

1.珍奇姓 ・稀少性を有する資料

2.金銭的欲望を刺激する資料

3.残虐さ・卑猥さで人間のある種の感性を刺激する資料

4.美的で鑑賞の対象となる資料

5.臨場感に富む資料

6.楽しみながら理解度が深められる資料

7.知的欲求を満たす資料

8.代替二次資料 (8)

という人つの項目を挙げ、それぞれについての解説をしている。このうち巻子本は 1・4・ 6

に該当すると考えられ、これらの要素についての解説文と実際の巻子本展示の事例を照合する

と、博物館展示資料としての巻子物に観覧者が希求していることが明らかになる。

2-2 珍 奇姓 。稀少性を有する資料

まず、1.珍奇姓 ・稀少性を有する資料について青木は、「一般的に世の常として付加価値であ

る経済価値が必ず発生し、珍奇性 。稀少性が高ければ高いほど経済価値もそれに比例し高まる

ことは必定である。」(9)とし、この要素が 2.金銭的欲望を刺激する資料としての要素も多分に

含みながら、両要素が相まって人寄せ効果を有する展示のための資料になる場合が多いと述ベ

ている。さらに青木はこのうちとくに稀少性についての例として、「国宝」。「重要文化財」と

いう等級づけが学術価値とは別途の価値として、見学者の注意を喚起すると述べている。この

点に関して巻子本は、末尾の
一
覧表 1東京国立博物館所蔵の、① 「白氏詩巻J(国 宝)や ② 「土

蛛1蛛草紙絵巻」(重要文化財)の ように、複数の国宝 。重要文化財の登録を受けている。

とくに国宝は特別展の目玉として大々的な宣伝がなされ、まさに人寄せ効果となって博物館

の集客に多大な貢献をしてくれる。例えば平成十九年 (2007)に 東京ミッドタウンに移転開館

したサントリー美術館は、「開館記念特別展 鳥 獣戯画がやつてきた !一国宝 『鳥獣人物戯画

絵巻』の全貌」(11月 3日～12月 16日)と いう展覧会を開催したが、このときの一日の平均

入場者数は約 3500人で、結局会期全体では約 13万 3000人にまで達したそうである。(1°)こ
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のように国宝 ・重要文化財作品は、「国宝」
。「重要文化財」という名称が持つ稀少性によつて、

人々を強く引きつけ、ときには度が過ぎるほどの集客を生み出してくれるが、そのなかでも巻

子本は美麗な絵巻類の登録が多い分、とくにその傾向が強いと考えられる。

2-3 美 的で鑑賞の対象となる資料

4.美的で鑑賞の対象となる資料については、美術資料に代表されるような鑑賞を目的として

制作されたもののみならず、伝世品や復元または賠葉標本
・封入標本の展示を加えることで、

美しさを演出した歴史資料や民具資料 。自然系資料も含まれると述べられている。
(11)もつと

も巻子本の場合は彩色の鮮やかな絵巻類や、料紙や表紙
・巻き軸が凝つた経典類など、見た目

に華やかな装訂なされているものが多いことから、ほぼ単純に鑑賞目的の美術資料としてこれ

に該当すると考えられる。

例えば末尾の
一覧表にもある、13根 津美術館所蔵の② 「華厳経 巻 四十六 (二月堂焼経)」

は、焼損という悲劇に遭いながらも、紺紙に銀泥で書写された経文が大変美しく、どちらかと

いえば地味なイメージの強い経典類にしては、多くの観覧者が立ち止まりじつと注視していた。

このように巻子本は美術資料とまではいかずとも、丁寧なつくりで大勢の人々を魅了する作品

が多い。そもそもこの装訂自体が、前章でふれたように特定の目的を持つたときに用いられる

ものであり、粘葉装訂のように
一個人の手控え本ではなく、大勢の人々に見て受け継いでもら

うことを前提としているのだから、鑑賞目的の作品が多いのはある意味こと当たり前のことな

のである。いずれにしても美術館などに展示されている巻子本は、概ねこの 4.美的で鑑賞の対

象となる資料に該当するものと考えられ、それらは数ある巻子本資料のなかでもいわば花形と

言つていいのだろう。

2-4 楽 しみながら理解度が深められる資料

6.楽しみながら理解度が深められる資料については、「見ることにより発生する楽しみと、展

示に参加することで発生する楽しみの両者が存在するJと 述べられ (12)、パノラマ 。ジオラマ

など見ることにより楽しめ、さらに理解が深められる資料を挙げられたほか、参加型展示にお

ける楽しみについて詳しく解説されている。そのなかでも知的参加型展示の種類として挙げら

れる、クイズ形式展示やミュージアム ・ワークシー トの活用は、とくに絵巻類などの巻子本資

料展示にみられる手法であり、これによつて子どもの観覧者が楽しく展示に参加している姿も

実際に見たことがある。

それは末尾の一覧表 8名 古屋市立博物館の② 「享元絵巻」の複製展示のことで、この絵巻が

展示されていたウォールケース前の台座には、ボランティアが手ずから制作した 「さがしてみ

よう享元絵巻Jと いう、主に子どもの観覧者向けのファイルが用意されていた。なかには絵巻

に描かれているたくさんの人物たちのうち、何人かが拡大印刷された用紙が数枚挟み込まれて

おり、子どもたちはこのファイルと絵巻を交互に見比べながら、実際その人物たちが画中の何

処に描かれているのかを探すというクイズ形式の展示法である。

絵巻類はその色鮮やかな彩色や物語性から、数ある巻子本資料のなかでもとくに視覚効果が
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期待できるため、実物だけでなく複製や印刷からでも、多大な情報を伝達することができる。

そういった意味では、楽しみながら理解度が深められる資料の最たる例といえるのではないだ

ろうか。

このように巻子本はどの博物館展示資料よりも、人を魅了する要素を含んでいる。とくに絵

巻類は国宝指定などによって稀少性が付加されることで、大勢の人々の注意を喚起してくれる

だけでなく、これが有する物語性は、誰もが楽しみながら理解を深める展示法を可能にしてく

れる。つまり絵巻類はその美麗さから単体展示としても通用する一方、描かれたヒト・モノあ

るいは物語と関連したほかの展示物との組み合わせも可能であるという、非常に融通の利く資

料なのである。

そしてこの絵巻類の利′点に関しては、学芸員をはじめとする博物館関係者も評価しているよ

うである。なぜならば巻子本の展示について言及した論文はあまり多くはないが、それらの論

文のなかでも主軸となっているのは、絵巻類をいかに効果的に展示するかという問題だからで

ある。では、具体的にどのようなことが論じられてきたのか。次章で辿つてみることにする。

3.巻 子本展示の先行研究

3-1 秋 山光夫の絵巻展示論

管見のかぎり、現在巻子本とくに絵巻類の展示について言及した論文は、秋山光夫の 「絵巻

陳列箱の考察J(13)が 晴矢であると思われる。秋山光夫は東京国立博物館がまだ帝室博物館と

称していた頃の美術課の鑑査官 (学芸員)で あり、昭和 17～20(1942～ 45)年 には同館の学

芸課長も歴任した人物である。著書に 『日本美術論孜』(1943年/第一書房)が あることからも

わかるように、とくに専門としたのは日本美術であり、その関係からか今回取り挙げるような

論文も記したようである。彼はこの論文のなかで絵巻の鑑賞の仕方について、

実際、絵巻の興味は展舒するに従い、事件が発展し、いろいろの場面が展開するにある

のである。その興味は恰も現代に於ける活動写真と似たところがある。されば、始めから

終りまで開いて置いて眺めたのでは観賞の楽しみは余程減ずるのである。然し博物館等に

於いて絵巻を公衆の観賞に供する場合に、 一々観覧者に巻きながら見せると云うことは事

実不可能である。

と述べ、そのため安全な陳列箱に展示するときは、観覧者が満足するよう、なるべく多くの

場面を広げて見せるべきであると述べている。秋山のこの主張は非常に正鵠を得たものであり、

絵巻類展示は現在でもなお彼の述べたような問題を抱えている。つまり本来絵巻は床に座り込

み広げて巻くという動作を繰り返しながら鑑賞するものであって、現在のケースいっぱいに大

きく広げたところを上から覗き込んでもらうという鑑賞法では、秋山の述べる 「活動写真と似

た」機能が発揮しきれておらず、充分に鑑賞を楽しんだことにはならないということである。

しかしながら秋山もここで述べているように、よもや実際に広げて巻くという鑑賞法などさ

せられるはずもないので、結局なるべく多くの場面を広げて陳列箱に展示するしかないのだが、

この陳列箱とくにローケース (論文中は 「のぞきJと 呼ばれている)展 示についても秋山は実

に的確な意見を述べている。
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この 「のぞきJ内 に於いて、絵巻は殆んど平面的に展げられているので、観覧者は上か

ら見下し、適宜の位置に於いて、随意の距離に眼を置いて観賞し得るので、誠に便利であ

る。それのみならず、この方法は絵巻本来の観賞法に近いためか、落ちついた気分で見ら

れる。また絵巻自体のためには、箱の底部に僅かの傾斜があるのみの所へ殆ど平面的に展

べられているであるから、最も安全である。而して絵巻自身楽に体を休めているのである

から、保存上にもよく、従つて絵巻に狂いが来る心配もない。

ここではローケース展示における、観覧者と絵巻自身の利点がそれぞれ述べられ、ロ
ーケー

スが絵巻を展示する上で最も適当である理由が説明されている。しかし続けて秋山はこのロ
ー

ケース展示における欠点にもふれている。

この 「のぞき式陳列箱Jの 絵巻を見て行く場合、観覧者の姿勢は自然前屈みになってい

る。この前屈みになることは平素の習慣で、日本人には大した疲労の原因にもならないと

思われるが、直立的姿勢を常態とする欧米人にとつては 「のぞきJは 可なり苦痛であり、

「博物館に於いて覚える疲労」の大部分は 「のぞきJを 観る骨折りが原因だと云つている

くらいである。

この意見も大いに共感し得るものであるが、しかし 「のぞき式陳列箱Jつ まリローケース展

示が欧米人のみにとつて苦痛の対象であるという考えにはいささか賛同しかねる。なぜならば

いまや欧米人でなくとも、我々日本人も長時間ローケース展示ばかり見続けていては、やはり

結構な疲労感を感 じることが多いからである。とくに現代の日本人は床に座る習慣もほぼなく

なった上に、平均身長が伸びたことで、少なくともこの論文が記されたときよりは、日線が高

くなつているはずである。従つて欧米人はどではないかもしれないが、現代の日本人もローケ

ース展示を鑑賞すればそれなりの疲労感は感じているのであり、秋山が指摘した問題はなおの

こと検討されるべき問題となつていると考えられる。

3-2 近 年の先行研究

そのほか近年の論文には、①渡辺明義 「ニューヨークにおける絵巻物展J(14)、②坂根厳夫

「電子絵本から電子絵巻物まで 文 化遺産のデジタル化」(15)、③林延哉 「本版刷 り絵巻物の

デジタル化について一 「複製メディアで見る絵巻物展Jに 際しての試み―」(16)などが確認で

きている。いずれもとくに絵巻類の展示活用に主軸をおいたものであり、やはり現在巻子本資

料のなかでは絵巻類が情報媒体として最も注目を集めているようである。

①の論文は文化庁の海外文化交流事業のひとつとして、アジア ・ソサェテイとの共同主催で

実施された、ニューヨークでの絵巻物展の活動報告で、文化庁主任文化財調査官の渡辺明義が

記したものである。このなかで渡辺は前章の秋山の論文でも述べられていたのぞきケースにつ

いて、展示する角度が急傾斜になるものの、わざわざ欧米人向けに位置を高くしたものを新造

したと述べている。また 3.8mの 大ケースが 9台 と小ケースが 4台 であつたが、出品作品の主

要な場面はほぼ示すことができた上に、絵巻物ごとに、全体の解説と示された場面の説明をつ

けたことが好評だったとも述べている。そして展覧会が大きな成功を得たと評価する一方、絵

巻物の持つ内容の全体を総合的に娯しみ、味わうのは決して容易ではないとし、展覧会の評価
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は多層構造として見なければならないと主張している。

②の論文は本のデジタル化現象への賛否両論に対し、むしろ 「本」と 「デジタル本」は相互

に影響し合って、新しいハイブリット・メディアヘと進化していく可能性があると述べられて

いる。そして現代のデジタル化技術が文化遺産のすばらしい内容と雰囲気を再生し、遺産の保

存を図ると同時に、現代人が読解できなくなってしまったものを、現代人の意識や感覚に読み

替え 。読み直す、現代的復元メディアにもなる可能性があると主張している。またこれによっ

て原典に忠実な展示をうたっていた、博物館や美術館の文化財 。文化遺産の展示を、現代人の

視点から再発見した知恵や感動に溢れる印象に読み替え、音やイメージ ・様々なインターフェ

イスによつて追体験できる、電子メディア作品として蘇えらせてはどうだろうと提案をしてい

る。

③の論文では、1997年 茨城大学付属図書館において開催された、「複製メディアで見る絵巻

物展」で試みた、本版刷りの絵巻物のデジタル化についての報告である。林は収蔵品をデジタ

ル化する意義として、破損・磨耗に配慮し閲覧。展示が制限されるような収蔵品の代替として、

できるかぎり多くの人々にオープンにする一方法になるだけでなく、ネットワークを通じて場

所や時間に制限されず閲覧が可能になり、利用可能な人々の範囲を広げることができると述ベ

ている。またデジタルデータがオリジナル作品の完全な代替にはならないとしながらも、オリ

ジナル作品では不可能なこと、例えば経年変化によるひび割れ 。退色 ・変色を補正して描画当

時の状態に絵を復元するなどが、デジタルデータに対しては行 うことができると述べている。

以上のように、近年の論文では絵巻類を介しての海外交流や、現代テクノロジーを活用した

新しい絵巻類の表現方法などが論じられている。また青木豊も実物資料を展示した傍らに、そ

の資料全体を収録したロータリービジョンを設置することで、見学者が自分の意思で当該絵巻

の全て見られるようにする必要性を説いており(17)、今後ますますこの方面での絵巻類の展示

表現は、増加していくだろうということが予想される。

しかしながらやはり依然として、巻子本展示は②の論文で述べられているように、原典に忠

実な展示が中心であり、そのなかでも展示法はまたいくつかの傾向にわかれていると考えられ

る。だがこれまで博物館展示論のなかで、巻子本の展示法を個別的に論じ、体系化した研究は

みられない。そこで次章では見学調査した博物館施設について、
一覧表にしたものを参照しな

がら、どのような展示法の傾向があるのかを考察していくこととしたい。

4巻 子本展示の実態調査

4-1 調 査方法と分類

今回調査した博物館施設は、国立 2館 。都立/県 立 3館 。公設民営 1館 ・市立 5館 。私立 3

館 ・私立大 2館 の計 16館 である。主に私立系の施設などで企画展がメインのところもあるた

め、企画展の資料も含むことにしたが、その博物館の設立目的 ・理念がより反映されているの

は、やはり恒常性のある常設展示であると考えたため、原則は常設展の資料を調査対象とした。

なお、基本的にその博物館にある全ての巻子本を記載するよう努めたが、規模の大きい施設

は多いところで十数巻の資料を展示している場合もあつたため、僣越ながらその場合はとくに
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特徴的だと思われた資料や、工夫された展示演出がなされていた資料のみを取り挙げることと

した、ご寛恕いただきたい。

調査内容は、巻子本の名称とその内容の概略にはじまり (これらは題箋
。キャプシヨンを参

考にした)、資料が展示されていたエリア
・コーナーの展示内容や、題箋 。キャプション ・解

説パネルなどの解説手段の充実ぶりと左右動線の向き、そしてとくに特徴的な展示技法などを

備考として書きとめるというものである。またこれに加え末尾の
一
覧表には、その博物館の設

立年 ・運営主体 ・設立目的と理念も付記し、その巻子本資料がいかなる意図から展示されたも

のであるのかを分析する参考とした。まだまだ調査件数は少ないが、暫定的な展示傾向を把握

できる程度にはなったと思われる。そこで作成した末尾の
一覧表から、巻子本展示は下記の表

のような分類でもつて、体系化できると考察した。

4-2 資 料の基本的性格による分類

まず資料の基本的性格による分類とは、『新版博物館学講座 9 博 物館展示法』の 「Ⅱ展示の

分類と形態」の 「2分 類と形態
一展示論史的考察Jに おいて、

美術 ・工芸資料は、制作目的が第二者に見せる点に重点が置かれた資料であるところか

ら、自ずと展示要素を内蔵しているものであるゆえに、自らが展示物なのである。したが

って、美術 ・工芸資料は
一般的には提示型展示が好ましく、他の学術資料は該当資料が内

蔵する学術情報を見学者に伝達する説示型展示が不可避となるのである。
(18)

と述べられているように、美術 。工芸資料として扱われているか否かによる分類法である。

ここで述べる美術 ・工芸資料とは、要するに2-3で ふれたような美的で鑑賞の対象となる資

料のことであり、末尾の
一覧表では 12大倉集古館や 13根津美術館など、主に私立系の美術館

の資料全体がこれに該当すると考えられる。

一方学術情報を伝達する説示型展示の例としては、2国 立歴史民俗博物館の③ 「琉球人登城

之行列図」で行われていた題箋 。キャプション ・パネル ・機械端末を駆使した展示や、4神 奈

川県立歴史博物館 ・6江 戸東京博物館 。9四 日市市立博物館など、複数の施設でみられた 「五

街道分間延絵図」を活用した宿場についての展示が挙げられるであろう。こちらは博物館とく

に歴史展示をしている施設に事例が多く、その説示の展示法も解説手段によつて大まかにまた

分類表

分類基準 分類名 該当資料

資料の基本的性格による分類
巻子本提示型展示 10/34巻

巻子本説示型展示 23/34巻

資料の組み合わせによる分類
巻子本単体展示 11/34巻

巻子本組み合わせ展示 12/34巻

配置場所による分類
巻子本ウォールケ

ース展示 15/34巻

巻子本 ローケース展示 14/34巻

実物か複製かによる分類
巻子本実物展示 14/34巻

巻子本複製展示 20/34巻
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い くつかの段階に分けられ る。

まず最も詳細な展示法としては、先述した国立歴史民俗博物館の題箋 。キャプション・パネ

ル ・機械端末を駆使した展示が挙げられる。これに続くのが機械端末を減らした、題箋 。キャ

プション・パネルを使つた展示法で、パネルはときに写真 。絵 ・地図などが記載されている場

合もある。そして最後が題箋とキャプションによる展示で、こちらはさらに簡略化されると、

題箋に解説も
一
緒に明記され、キャプションが省かれる場合もある。なおその場合末尾の一覧

表の方は、題箋 (作品解説も明記)と 記載するようにした。

当然ながらこれらの展示法のなかで、最も観覧者の感性に訴えてくるのは、やはり機械端末

を導入した展示法であり、これによる映像展示は前章で紹介した坂根の論文に述べられている

ような魅力がある。しかしその一方で、進歩した映像技術をどのように駆使してソフトを制作

するのか、対象者 。ジャンルをどこに絞るのか、そして時代の趨勢などによる受け手の意識変

化へどう対応するのかなど、粕谷崇は映像の利用に対し多数の問題を指摘している。とくに博

物館の映像展示の場合、そのほとんどは観覧者が一方的に映像を見なければならない一方通行

型で、内容に魅力がなければその場を離れてしまう行為が見られるため、映像も展示ス トーリ
ーの一部であることを意識した上で、ソフト制作をすべきだと論じている。(19)確かに粕谷の

述べるように、安易なソフト利用をしたところで、逆にそれが人寄せ効果になるどころか、展

示の形骸化を招くことになってしまう恐れもある。従つて映像展示をする場合は、その展示内

容 ・意図に基づき、きちんとした制作目的をもつて、ソフトづくりに心がけねばなるまい。

4-3 資 料の組み合わせによる分類

資料の組み合わせによる分類とは、同じく 「2分 類と形態―展示論史的考察―」にある、

単体展示と組み合わせ展示のことである。

単体展示とは 「独立体で展示する一般的な展示形態Jの ことであり、その館の特性を強調す

ることが目的の象徴展示や、先述した私立系の美術館の提示型展示がこれに該当するとされて

いる。(20)_覧 表に挙げられた展示例のなかでは、とくに 5斎 官歴史博物館の① 「斎王群行絵

巻」などが好例で、この絵巻は最初の展示室を入つてすぐの正面に展示されていたのだが、わ

ざわざ大和絵画家に依頼して描かせたという華麗な斎王行列は、まだまだ新しく色鮮やかで展

示室全体の見事な象徴展示となつていた。
一方組み合わせ展示とは一次資料と二次資料を組み合わせた展示のことで、この場合の二次

資料とは模式図 (復元図 ・想像図)。写真 ・模型 。映像などのことをさしている。(21)従ってこ

ちらは説示型展示のなかでも、そのような内容が表記された解説パネルや、機械端末を導入し

ている展示法が該当すると考えられる。ほかには 7横浜市歴史博物館の① 「東大寺薬院文書J

が、題箋 (作品解説も明記)に 電子パネルという解説手段の展示だが、こちらも組み合わせ展

示に該当するとみられる。この文書は当時の地方―京間の交流を理解する資料として展示され

ていたのだが、資料が展示された後ろの壁面には日本の古代地図が描かれた電子パネルが掛け

られ、具体的にどのような人や物の流れがあつたのかを図示してくれていた。このようにとく

に文書類の巻子本資料は、絵巻類とは異なり具体的なイメージをしづらいことから、写真・絵 ・
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地図などが記載されたパネルなどを
一緒に展示しなければ、本質的な情報伝達をしたことにな

らないのではないかと思われる。

4-4 配 置場所による分類

配置場所による分類とは、要するに展示されているケ
ースがウォールケ

ースかローケー

スかの違いである。こちらは前章の秋山の論文にあるように、いささかの不便はあるもの

の、現在のところロ
ーケースが観覧者 と巻子本資料の双方に最も都合のいい展示ケ

ースで

あると考えられる。 しかしながら、ウォ
ールケース展示 ・ローケース展示のいずれも、動

線の問題を抱えていることにかわりはない。

ことにウォールケース展示の場合、中央に設置することで動線をやや曖味化することの

できるローケース展示 とは異なり、
一度動線を確定すると変更 。融通が利かないという欠

点がある。これは基本的に左方向に読み進める巻子本資料にとつてはいささか不便なこと

である。つまり右回り動線のウォ
ールケース展示などで巻子本資料を展示すると、当然観

覧者は右方向 (逆向き)か ら資料を鑑賞しなければならなくなるのである。

しかしながら中央にローケースを設置し、そこへ展示することで、本来の動線から
一
度

離れて鑑賞 してもらうにしても、それは 「見学者に展示ス ト
ーリーの追跡を願 うものであ

ることと、展示を熟覧するにあたり他の見学者 との接触や衝突を回避する意味で、クロス

や重複することのない所謂
一
筆書きであらねばならない」という

(22)、 「見学者導線」の

原則から反する行為となってしまうのである。

従って
一
覧表においても、右回り動線になつている施設全てはもちろん、たとえ左回り

動線であっても、5斎 官歴史博物館の② 「延喜式 (一条家本)」のように中央のロ
ーケース展

示であるならば、動線の問題は抱えていることになるのであり、これらの問題については何ら

かの対策を講じなければならないと考える。

4-5 実 物か複製かによる分類

最後の実物か複製かによる分類 とは、文字通 り実物展示か複製展示かの分類である。実

物展示は4-1で 述べた提示ItJ展示や、 4-2で 述べた単体展示に該当する、私立系の美

術館の資料がまず挙げられるが、ほかにも
一
覧表では東京国立博物館の資料なども全て実

物展示である。

またこれらの巻子本資料はいずれも2-2で ふれた珍奇姓 ・稀少性を有する資料や、 2-

3で ふれた美的で鑑賞の対象となる資料にも該当する。つまり実物展示とは複製による代替が

通用しない、実物であることそのものに展示 ・鑑賞される目的が集約されてしまっている、あ

る意味硬直的な展示ともいえよう。無論このことは長所にもなりうるが、資料保存論の観′点か

らすると、例え_ば日本画を含む水彩画あるいは彩色写本が、光に対して最も脆弱な資料で、TCOM

など数々の機関が、50ル クス以下の照度を推奨していることを考えれば
(23)、当然長時間の展

示照明は避けなければならない。ことに巻子本資料を展示する場合は、観覧者の要望に配慮し

て、いつも同じ主要な場面を広げざるを得ないことから、その部分だけ退色劣化が進行してし
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まうというデメリットがある。しかしその反面、このような展示と保存に横たわる矛盾もまた、
実物展示の魅力のひとつになっていることは否定できない。

そして複製展示はやはり説示型展示の例としても挙げた、歴史展示をしている博物館を

中心に行われている。従つて一覧表で該当する事例も、説示型のそれとほぼ同じなのだが、
そのなかでもいささか変わった事例が、3消 防博物館の① 「鎮火安心図巻」と 11松 阪市立

歴史民俗資料館の① 「茶屋新六交跡貿易渡海図」である。このふたつはボー ドに絵巻を印

刷 した形式で展示されていたので、厳密に言えば巻子本展示とはいえないのだろうが、 3
-2で ふれた現代テクノロジーでの新しい表現方法と同様、とくに説示型展示のなかではひ

とつの有効的な展示法になっている。

しかし、このように学術資料として巻子本資料を捉え、説示型展示に取り入れるという事例

は、なかなか増えていかないのが現状である。だが例えば映像展示がどのように忠実であって

も、あくまで現代人が想像した再現でしかないのに対し、こと絵巻類などは多少の脚色があっ

たとしても、当時の人の実体験が強く反映されているものである。従つてむしろこれらはもつ

と優秀な説示型展示資料となれる可能性を秘めているはずである。そこで今後博物館展示資料

として巻子本資料を展示する場合は、この説示型展示方面での活用の拡大をはかるべきだと考

える。

おわりに

以上、巻子本展示の実態を把握 。分類し、その展示法の問題点や展望の言及を試みた次第で

ある。今後は文化財保存学の視点から、具体的に巻子本装訂に使われる和紙が何だったのか把

握し、それが保存 ・劣化にどのように関係しているのか調査しながら、他方では日本美術史の

視′点から、いかなる主題が巻子本作品に選ばれたのか概観し、これらがほかの作品に与えた影

響について考察することで、さらに基礎的な研究視野を広げていかなければならないと思うが、

それらについて述べるのは後日に期したい。

また今回は調査件数も少数だった上に、展示傾向も暫定的な見通しを述べることに終始して

しまった。従つて引き続き調査を重ね、体系化した展示法の分類について、いま少し考察を深

めるほか、これらの展示法に観覧者がいかなる反応をしているのか、その展示効果についても

明らかにしていきたい。そして最終的には、これまで博物館展示論に依拠するだけで、あまり

検討されることのなかった、効果的な巻子本資料の展示法について、提唱を試みるつもりであ

る。
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教育普及活動と特殊ボランティア育成の試み

一特に鉄砲隊と武者行列を通して
一

The Activities for Spereading Education at museunl and the lbial of

Raising Partlcular Volunteers

―Especially through Matchlock Gun Party and Samurai Parade―

小西 雅 徳

KONISHI NIasanori

l.は じめに

板橋区立郷上資料館は昭和 47年 (1972)7月 、東京都の城北地域にある板橋区の西端部、赤

塚地域に開館して以来早 39年 目を迎えようとしている。都区内では2番 目の古さと伝統を持つ

博物館であり、平成 24年 度には開館 40周 年を迎え、今後も将来を担える東京の公立博物館とし

て歴史ある博物館像を目指していきたい
は1)。

さて、当館ではこのような長年の活動を通じて、館運営上の様々な課題も見えてきた。しかし、

より重要なのは将来への構想、即ち展望をどう示して活動を行つていくかという、占くて新しい

課題への新たな対処と行動局面を迎えている。これは当館に限らず全国の博物館が抱える永久の

悩みでt)あろう。
一言で理想とすべき展望を示すことは易い。しかし、具体的な処方箋を見出せ

ずに汲々としているのが昨今の博物館事情でなかろうか。

本稿は、板橋区立郷上資料館が今までに行ってきた博物館活動の中で、特に展示 (常設
・企画

特別展)と 連動する形で進められてきた教育普及活動に焦点をあて、比較的ユニ
ークな試みと考

えられている人材育成と、活動の延長線上にあるボランティア活動の実例を提示し、その活動を

通じて当館への影響と、他館への新たな取り組み方を示すものである。今回は2事例を中心に紹

介し、他館において類似した活動を行う際の参考となる部分を、煩瑣ながら極力資料例示してそ

の過程を説明する。尚、当館の運営上の実態について既に2編 ほど紹介しているので参照された

ぃ (註2)。

2.展 示活動の可能性と限界

1)旧 館から新館 (改築)へ の時代的推移

昭和 47年 夏に現在の地に開館した当館は、都市近郊の大型開発の
一つとされた高島平団地の

出現と、昭和 44年 に全国で盛んに行われた明治 100年 記念の延長で急遂開館した。実は既に高

島平の団地造成が本格化する前の昭和 30年 代後半には、都立赤塚公園の
一画にあつた中世戦国

期の赤塚城を活用した地域の博物館として構想されており、かつての板橋の農村域を考労とさせ

る赤塚地域への郷上資料館建設によつて、この地域から新たな文化情報発信を期待したのであっ

た い」。しかし、都市公園内での制約等諸種の条件を受ける中で、決して博物館機能を充分に備

えているとは言い難い中途半端な小規模施設として開館した。小規模館であるが故に運営する組

織も度々組織替えとなり、要するに存在感の薄い、行政上の用語で言うなら文化情報発信という
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名を冠せられた出先機関であったのである。それでも、まだ都内では数少ない郷土 ・歴史系の博
物館であったため学校等の郊外学習施設としてそれなりに賑わっていた。敷地内にある茅葺の古
民家も郷愁を誘ったのであろう。

特別区内で世田谷に次いで 2番 目に開館となった郷土資料館は、開館間もなくから施設の狭除
性と建物自体が溜池側へ傾くという構造上の問題を抱えていたため、昭和 60年 代に入 り施設の

建替えが検討される。平成と年号が変わるや日本経済はバブルを迎え、民間も行政も資金的余裕
を抱え、それこそ湯水のような状態でお金が沸き上がっていた時代である。懸案であった郷土資
料館の改築 (新館建設)も 承認され、急邊立て替えられる事となった。その間2年 という短期日
の慌ただしさで、今から思うと検討時間が少な過ぎたという悔いを残しつつ、これに関しては区
の上層部で決定する事であり、時間的な余裕や土地環境から見ても、理想とする改築構想段階か

らの大規模館へのステップアップを諦めざるを得ない状況であつた。それでも旧館に比べ約 7倍

の規模 (1370ポ )、予算も 10倍 以上となれば無いよりましと諦念、ただ改築早々将来に亘る懸

念材料を残しながらの船出であった Ctt υ。
バブル崩壊後、全国で多くの博物館 ・美術館等が建設あるいは計画中止に追い込まれた情勢と

比べ、格段に良くなった現状に安息を見出したのも事実である Qp。 改築前と以後との相違が何

処にあるのかとの比較で言うなら、現在の状態の方が断然良かったと言い切ることができる。そ

れは体制と予算面とで大きく飛躍し得たからである。人的な面で言えば専属学芸員枠が2名 とな

り、展示予算以外にも購入費や教育普及に関わる予算的な裏づけを得た事が大きい。また、狭い

ながらも常設展示室、企画 ・特別展示室や収蔵庫 ・講義室を確保できたのであるが、これらは博

物館施設として機能上当然であり、以前がそうでなかった環境を考えると隔世の感がある。しか

も収蔵庫を確保して資料寄贈等の受け入れ態勢が取れたのは大きい。当たり前と思われることが

できる、それが新旧の違いである。

2)活 動の重点施策と組織の硬直化 。活動の不活性化

平成 2年 1月改築新規開館時の展示構想や収蔵資料について、前述したように種々の懸案材料

があって充分機能する形で館運営を行っていたわけではない。しかし、活動の重点施策として特

別展 ・企画展の回数を多くして集客化を図り、常設展も含めたリピーターの増加をも企図した。

特徴ある収蔵品の充実化と他の博物館施設との差別化を考え、特に資料収集費を増額する方針を

取つていた。次に組織運営に関わる点では、二つの側面として新たな行動規範と内容とが求めら

れた。一つは従来所属していた社会教育課文化財係から資料収集 。研究 。展示という機能を備え

た博物館組織として独立、埋蔵文化財行政との兼務状態から解放された事。二つめが新たに第二

者機関の郷上資料館運営協議会を設置した事である。特に運営協議会は文字通り館運営に対する

意見徴集機関であり、その構成員には学識経験者以外に地元の文化財保持者や民間人、小中学校

関係者で構成、学芸員が提示する年間展示予定及び内容を審議して第二者からのアドバイス機能

を設置したことで、展示を主体とした館活動に対してある一定のバランスを保持する事ができた。

それによって将来的なビジョンを繰り返し審議、今日までの 20年 間を軌道に乗せることができ

たのである Q∂。

運協の存在は、学芸員 2名 が専属で展示活動に専念できる環境を整えることが出来た要因の一つ

である。開館後の郷土資料館における展示活動は、年 5回の企画 ・特別展を中心に資料収集及び研

究と教育普及を行うものであるが、所詮 2名 の体制では無理があり、文化財専門という学芸研究職

とは相違する非常勤職員を展示企画への参画が可能な状況を画策し若返りを図っているは'。これ
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は常勤学芸職の負担軽減を図ると同時に、学芸員補的な色彩を専門員に持たせたのである。現在、

年間 4～5回 の展示企画を学芸員 2名 、文化財専門員 2名 がそれぞれ専門とする領域で企画立案

し、運営協議会の審議を経て展示を実施している。但し、時間の経過と共にこれには良い側面と

悪い側面が露見した。例えば専門系職員がほぼ固定化された事による企画展内容の類似性や偏り、

創意工夫といつた展示の変化性が乏しいという問題点が指摘されている。人事固定化の弊害であ

る。原因として人事流動性の少なさが、将来性を見据えた展示企画
への展望と方向性を見失って

いるというものである。
一方でそうでないとの意見もあるが、これについては筆者も思いあたる

所があり、何らかのアクションが必要と考えている。しかし、人事的な面で固定されている状況

下での選択肢は限定的で大幅な変化を望み得ず、また人事面で
一新した体制を組むというのも現

実的でない はD。

以上のような内部的事情を抱えながら、展示以外での新たな集客方法としての教育普及活動再

検証となつたのである。この方面での学芸職及び文化財専門員の関わり方は限定的である。展示

企画に専念するばかりに、教育普及に手が廻らない実態が確かにあるが、担当する展示の時に講

演会や展示説明等を行えば充分という雰囲気が蔓延している事も否定できない。筆者から見れば、

展示企画において最先端的なあるいは研究成果を提示することに汲々としていて、それ以外にま

で手が廻りかねるという側面は学芸員の世界では日常的であり、要はやる気の問題である。専門

性へのこだわりと、博物館運営上での博物館学的手法とは本来別個のものである。その原因とし

て考えられるのは、端的に言うと博物館界 (国内外)で の時流への情報収集及び研究が欠けてい

るためと言わねばならない。

確かに、昨今の博物館界は経済の動向と連動して必ずしも景気の良い話が出ているわけでなく、

しかも人員増どころか削減や組織の分離 (指定管理者制度の導入や民営化)や 、職員の高齢化と

いう負の部分が大きくなりつつある。今の時勢を照らして見て、いろいろな部分で博物館界の過

渡期という話もある。社会的 ・組織的な変化移行期にあつてベテランといえば聞こえがいいが、

学芸員自身が独善的という批判を良く耳にする。館内に閉じこもるのではなく、館外に打って出

る気構えや姿勢が今求められている。PCの 普及以降、どうも机の前に張り付く傾向が強くなっ

ていると感じるのは筆者ばかりでなかろう。因みに都区内の学芸員採用は、昭和 50年 台以降が

多く、今ちょうど定年世代を迎え、新旧の世代交代の時期にさしかかつている。その意味で転換

期に立っているのである。

当館の平成 22年 度の館活動の
一
覧を次に提示しておきたい。ほぼ毎年このようなスケジュ

ー

ルとなつており、表で見る限り日程面を含め棚密である。これ以外に小学校を中心とした団体見

学が 50件 程度あり、主として文化財専門員が古民家体験 (石自による黄粉作り等)や 展示説明

を行う。寄贈申し込み対応や窓口相談、資料貸し出し対応等、日常的な博物館活動の上での話で

ある。このような内容は他館も同様と思われる。

主な教育普及活動の場は、講義室 ・古民家、その他館外である。講義室は普段資料整理等に使

う場合が多いので、土日を中心に行事を入れるが、前後の片付け等の手間を考え優先順位をつけ

対応している。一定期間集中的に資料整理を優先して、他の行事を入れない事も配慮しているい

い。このような効率面で見た弊害は、施設の狭除性と関連している。当初から資料整理空間を充

分確保していないため起こるので、これは建物のハード面と関わる問題であり、簡単に改善する

余地は少ない。それでも、色々工夫しながら講義室利用度の向上に努めている。
一
時期職員間の

コミュニケーションが取れず、講義室利用で揉めた事も度々ある。現在、区施設の多くは有効活

用を目的として会議室等の有料貸し出しが
一般的であるが、当館では対応していない。
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3.教 育普及活動の可能性と限界

当館の活動重点が特別展 ・企画展示にある事を先に述べた。これは特徴ある博物館活動を強調

しつつ、また地域密着型にして常に全国に向けて情報発信するためである。こうした活動方針も

適宜、時代の推移や特に予算の減少化の中にあつて方向を若千修正することも必要である。方針

転換ではないが、時宜に応じた体市1作りやヒットエンドラン的な企画の打ち出し方による即応性

である。かつてのように何が何でも展示中心という姿勢には限界がある。それが惰性を生んでい

た可能性を否定できない。ややノルマ的な展示の進め方にも問題があつたかもしれない。展示が

花形であることに相違はないが、理想とする展示 (大規模化)に は多額の予算処置を必要とし、

それがないと出来ないのも展示の宿命である。実際、展示にかかる予算は、当館においても改築

当初と比べ半減している。臨時に特別展経費を計上しない限り大幅な増加は見込めない。よく少

ない予算で効率的という話を提示する事は簡単であるが、実際は中々難しい。

そこで注目されているのが教育普及の充実化である。展示経費に比べて少なくて済むという話を

聞くがそれは誤解である。確かに経費は展示よりはるかに少なくて済む。今、当館の教育普及経費

は予算配分比率からすると、展示を含む文化財展示経費と比べ約 7分の 1の 287万 円 (平成 22年

度)で ある。講演会関係費用がオ干文化財展示予算に組み込まれているので、比率的にはもう少し

高くなる。それでも決して多い予算ではないが、かといって少ないという数字でもない
輛10。

公立博物館の予算は、数年平均により予算枠が固定化する傾向が強い。それでも当館では、必

要に応じて 1000万 円程度の経費を臨時に計上できる余裕があり、他館よりも恵まれているはず

である。普通全国を見渡しても充分な予算のある時物館というものが少ないはずで、活動費どこ

ろか維持管理の運営費の捻出もままならない話も間く。当館は他館と比較した事がないので分か

らないが、概ね平均より上ではあるらしい。

日玉展示の企画 ・特別展経費が削減される中で、恒常的にしかも少ない費用で効果が期待され

るものに教育普及があるが、それは博物館運営の実情を見てない見方であって、物事そう単純で

簡単な事柄でないことは多くの学芸員が経験しているはずある。例えばそれこそ学習効果到達点

がなかなか見えてこない、成果の程が充分に伝わらない等、手間隙が懸かる割りに効率的 (人数

動員という意味で)で ないというジレンマを往々にして抱える。運営経費の中で教育普及は少な

い予算で済むと考えるとしたら、それは大いなる誤解である。

写真 1 特別展展示風景

(平成22年度特別展 「中山道と加賀藩下屋敷J)

1)古 民家

都内でも数少ない茅葺農家を昭和 47年 に移築

区高島平に巨大な集合団地 (高島平団地)が 開発

写真2 冬 の古民家と納屋

(平成 19年撮影)

した、江戸時代後期 (幕末)の 農家建築。板橋

された際、隣接する農家の多くが開発の恩恵を
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受け新たな家屋を新築したが、そうした中でかつての農家を移築し保存するために板橋区徳丸の

田中家住宅を移築したのである。当初移築して公開した際には、民具展示 (生活感を提示するた
め)を 中心とした生活空間として活用していた。平成 2年 に本館が新たに改築 (新築であるが)
してからは、体験学習の場として活用する方向性を打ち出し、特に四季折々の年中行事を中心と

して、ゆとり教室や工作教室、講談落語の会場として開放し、稀に一部テレビ公開活用も行う。

但し古民家は板橋区の登録文化財という側面もあるため、竃炊きの常態化を通して維持管理の徹

底化を図つている。特に防災への配慮が強く求められる。

古民家では農村における年中行事空間として活用することで、メリハリ感が出て却って維持管

理に都合が良い場合がある。畳のある座敷を中心に正月の荒神様、繭玉飾り、3月 の雛節句、5

月端午の節句 (五月飾りと中庭の鯉職)、7月 のマコモ馬七夕、9月 。10月 の月見、12月 注連縄

作りと続き、時折、体験学習として随時利用している。今、区民サークルから作品展の会場とし

て古民家を利用したいとの要望が出ているが、施設維持 。景観を損なわない条件であればなるベ

く対応するようにしている。また、最近行っていないが、夏の夜に怪談 。講談会場として使用し

たこともある。

写真 4 3月  雛 の節句 雛 飾 り

写真5 5月  端 午の節句 鯉 幡             写 真6 7月  マ コモ馬作りと七夕飾り

(古民家内では二月人形を飾る)

2)講 義室

特別展 ・企画展に伴う講演会を中心に、ゆとり教室、博物館講座、古文書講座、兜作り等の体

験講座等のために使用する。椅子席定員 100～120名。机講習では最大 50名 程度とし、映写会も

随時行う。使用公開日は土日が多く、平日は資料整理室がないため専ら資料整理等に使用する。

講演会は 100名 を定員とし、平均 50名 ～80名 程度が多い。150名 以上が詰め掛けた事もある。

写真 3 1月  ま ゆ玉飾り

写真6 7月  マ コモ馬作りと七夕飾り
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ゆとり教室では、所謂、/1・中学校でのゆとり教育導入に合わせた事業である。学校
で土曜日に行

っていた授業を廃止する代わりに、児童の受け皿として博物館等
へ体験学習等について要請がき

たのが記憶に新しい。今ではむしろゆとり教育の弊害を指摘されるご時勢である。当館
では年 10

回程度を季節性に合わせた教室を開催、夏休み期間中には子供専用の日を設けてき
め細かい対応

を心がけている。子供は普通親と
一緒に来る場合が多いが、受講害J合は大人圧倒的に多い為気後

れするようである。大人と子供が混在して参カロする姿は
一
見微笑ましいが、できる事なら年齢構

成的に分けたほうが指導もしやすい。参加者の感想を、折り紙教室でのアンケ
ー ト結果で示して

おきたい はlp。

3)館 外活動

ここ 10年 程は館外活動に
一定の力を入れている。最近では博物館の館外活動が叫ばれて久し

いが、当館がこの取り組みを開始したのは、集客効果を狙つたからである。立地条件も関係して

いる。当館への交通アクセスが必ずしも至便という環境でないため、自然と年間を通した来館者

数に限界が見えていたからである。開館当初 7万人を越えていたものが、ここ数年 5万 ～ 6万人

で推移しており、この辺が
一つの限界点かと勘案している。そのため当館が立地する赤塚溜池公

園や赤塚城 (中世の城館跡、都立赤塚城址公園)周 辺を取り込みつつ、尚かつ美術館と連携
一体

化して集客を図る方策を模索する機運を模索しているが、まだその糸口を掴みかねている。来館

者増加のための情報発信を常に心がけていく、そのため1ケ所 (地′像あるいは館園)の みに固定

しては限界がある、他のセクションと連携を図ることで活路を見出そうと考えるのは自然の流れ

でもあつた。この考え方をとる背景には、内部事情として行政効率化判定を目的とした予算査定

写真 7 折 り紙教室による紙雛つくり 写真8 夏 休み自由研究 万 華鏡作り

写真 9 博 物館講座 「表具入門―掛け軸作リ
ーJ 写真 10 国 際交流のカナダ人中学生と武者姿体験
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上の入館者数への評価基準 ・重′点化がある。当館は基本的に無料公開施設であり、評価基準とし
て入館者数を当てるのは仕方ない。しかし、数字だけでは推し量れない何かを常に住民及び行政
に対して説明責任や行動が伴うのであれば、館に籠もる作戦でなく、外に打って出る事が必要な
のである。それが区の政策企画及び財政への説明として (区民への説明としての意味)、当館がよ
り積極姿勢であることを示す格好ともなる。最近では内部の行政監査だけでなく、外部の関係者
からもこうした館外活動実績を高く評価されつつある。因みに館外活動での利用者数は概ね3万

人前後である。来館者数と合計すると8万から9万人となる 孵1'。

その館外での活動は主に4カ 所で行っており、1カ所目が夏に総務課と共同で行う平和展 (板

橋区平和実行委員会主催)の 展示で、8月 15日の終戦記念日に合わせた事業。区役所のホールで

約 2週 間。2カ所目が板橋区最大のまつりである10月の区民まつり。板橋区伝統工芸士会と連携
した工芸展を開催、匠の技の伝承を普及する事に目的を置き一部チャリテイ販売を行う。土日の

2日 間行い、およそ 7000人前後の利用者がある。3カ所目が 11月の農業まつり。収穫祭に合わ

せた宝船の行進に子供たちの武者行列や農機具の展示を土日の2日 間実施する。4カ所目が 3月

の梅まつりに開催するもので、当館に隣接する赤塚城址公園で赤塚城戦国絵巻武者行列及び鷹匠

や居合い等の古武道を披露する。これは当館の展示に合わせて鉄砲隊、武者行列等と連携する行

事であり、今では梅まつりと共に定番化、地域住民や区外からも大勢の見学者が訪れる。何れも

各種まつり等とタイアップした展開であるが、これが今回紹介する鉄砲隊と武者行列である。

4.新 たな教育普及活動と専門性ボランテイア育成の試み

展示以外の活動や展示と連携する形での教育普及活動には多種多様な内容がある。それこそ博

物館の数ほどをあるとも言える。日本の博物館における教育普及活動事例は枚挙にいとまない。

近年では文部科学省からの事例研究補助金を得て博物館 ・美術館からいろいろな提案が出されて

いる は19。学校教育との連携を示すもの は1つ、やや批判的に博物館における教育普及姿勢を取

り上げるもの等多数散見する は1'。当館での普段の教育普及活動について前述したが、これだけ

ではまだまだ弱いのは確かである。種類や回数を増やす事はそう難しい事ではないが、特徴ある

ものとなると中々名案が浮かばない。展示との連携、展示とは別の博物館事業としての教育普及

の充実、他館と連携しつつ何か行動を起せるか。そうした気持ちの発露、発案が鉄砲隊創設と武

者行列の再現である。

この2種類のグループの存在は、従来から当館が進めていた教育普及活動と別の次元を想定し

ていた。展示充実の延長として考えていたといっても良い。しかし、この2グループの成立背景

を異にしているので、一見似ていても同一性格の団体という訳ではない。共通しているのは、当

写真 11 区 民まつりでの伝統工芸展 写真 12 農 業まつりでの農機具展
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館と密接に関連し行動を共にする
という′点である

Lぅ ボランテイアが担 う体制をと
つており、こ

鉄砲隊も武者行列も、運営主体が善意
の有志が

れは
一種の文化団体であるが、この団体は常

に当館が行 う事業と協同して行動する事
を先に紹介

した。今では外部活動 (館外活動)場 面
で活動する重要なパ

ー トナー的存在であり、また当館の

活動サポ
ート以外で、区が他の交流都市との文化交流団体

としての存在性も増している。相互作

用して互いの利点を引き出しているのである。次
に設立経過を含め両団体の紹介をする。

1)西 洋流火術鉄砲隊保存会

板橋区高島平地名発祥の人物、幕末の長崎町年寄
にして西洋砲術家高島秋帆

Ql∂ を顕彰し、

高島平を全国にアピ
ールする団体として発足しキ。当館

では特別展等で度々高島秋帆を取り上げ

た展示会を行ってきたが、展示終了後図録以外何も残らな
いという印象を、学芸員自身や展示を

見に来た多くの来館者が持つていたのである。これは高島秋帆
に限らず展示の多くがそうなので

あるが、より地域
′性とあいまった思い入れのある展示では尚更である。何か他

には方法はないも

のかという素朴な疑間である。極端な言い方をすると展示とは静的なも
のであり、ほかに動的な

表現方法として何かないかとの発想が鉄砲隊を作ると
いう考えを生んだ。鉄砲隊によつて高島平

や板橋区全体の地域起こし街起こしにも繋げたいという考えで、あ
る意味では男的な発想かもし

れない。戦争をイメ
ージしている訳ではないが、鉄砲というものは迫力があるのではな

いかとの

半分不純な動機もあつた。

博物館の展示は、出展する資料が文化財的な側面があるため、館外
へ裸で出すという事は現実

的にありえない。それならば展示物に代わるものを動的行動として出す、それ
が鉄砲隊を

一つの

展示デモストレ
ーションとして設定、展示の延長線上で捉えようとする考え方である。人間展示

である。人間が許せば何時でも展示、行動ができるのではないか。長崎の町人であ
つた異色の人

物高島秋帆が幕末の天保十二年二月九日 (1841年 )、武州徳丸原と呼ばれた現在
の板橋区高島平

にあつた幕府大砲場で行った、日本最初のオランダ式洋式砲術調練を鉄砲隊が再現し、動く絵画、

動く展示として活用するである。空砲ながら実際に火薬を使つて撃つのだから迫力
があるという

ものである。

次にやや長文となるが、鉄砲隊設立の趣旨と経過を紹介した文章があるので紹介した
い。

西洋流火術鉄砲隊保存会設立経緯と今後の活動方針

平成 14年 3月 2日 、日本古武道振興会会員で森重流古式砲術の島津兼治氏、日本銃砲史

学会の峯田元治氏、板橋区常盤台倹1友会の成瀬和夫氏らと、板橋区での鉄砲隊結成に
ついて

会合を持つた。発起人は郷土資料館の小西である。

板橋区の鉄砲隊結成の理由として、平成 15年 度予定の特別展
「日本の砲術一和流砲術から

西洋流砲術ヘー」に伴う砲術演武と、高島秋帆に代表される西洋流砲術の伝習及び実際論を

町 (地域)起 こしの
一環として立ち上げたいと考えたからである。演武場所として赤塚城が

最適であり、梅まつり開催期間中での実施を想定した。

4月 6日 、(仮称)江 戸鉄砲組
―高[鳥流西洋砲術隊

一の結成式を開催、今後の活動方針につ

いて意見交換を行った。会は平成 15年度に向けて準備を行うとし、ボランティアに基
づく活

動とした。しかし、夏前に高島平警察署から、9月 中旬に交通パレ
ードを行うので、高島秋

帆の徳丸原洋式調練を再現した行進を実施して欲しいとの依頼があつた。準備資金もなく、

段取りの見通しも立たなかつたが、島津先生から①警察に協力すると火薬使用による発砲許
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可が取れやすぃ。②新規の鉄砲隊の結成を公安・警察を含めて平成 14年 4月 以降認めない方針にある。③館のような公立機関が学術的側面で支援する体制であることが必須条件、これをクリアするため早急な準備を必要とするというものでした。この時には資金面でも人力の
面でも会としての形の体をなしてぃなかったため、一人島津先生に多大なる負担をお願いし
たような次代です。しかしながら、郷土資料館からは切地の提供を、顧問 ・賛助会員 。その
他から旗や衣装 。足袋等の資金 。現物援助を受け鉄砲隊の衣装及び道具製作等にあたった。
また、会の名称も 「西洋流火術鉄砲隊保存会」と正式に命名した。
9月 14日 (土)午 前、早朝より郷土資料館に集合して衣装を整え、成増スキップ村での高
島秋帆徳丸原洋式調練の再現を目指した行進を行い、地域から多大なる声援を頂くことがで
きた。同時にNHK放 送による取材と放映もあり、幸先良い発会ともなったのである。
10月 27日 、高島平まつりに協力、警察からの火薬使用による発砲許可を得て、東京都内
では、森重流古式砲術、新宿区百人町鉄砲隊に次ぐ鉄砲隊との位置付けを得た。また、西洋
流の鉄砲隊としても全国的にも珍しい出陣式となった。
この後、東京新聞 ・読売新聞等からの取材があり、特に読売新間の紹介から新規の入会希
望者が相次ぎ、会員の層を厚くすることができた。このため新規会員の紹介と年初の活動報
告のため、2月 16日 (日)総 会及び会員紹介を行い、平成 15年度活動の方針を提示した。
3月 2日 (日)に は梅まつりに合せ、郷土資料館市民家前にて会員 7名 による演武を2回 披
露した。

会の趣旨 板 橋区には、西洋砲術家の高島秋帆が演武を行った歴史的な経緯がある。その
歴史的な事跡を評価するとともに、板橋区の名を広め、また地域活`性化の一助として
西洋流火術鉄砲隊保存会 (江戸鉄砲組)を 結成し、板橋区及び区外での積極的な演武
及び広報活動を行う。

活動目標 東 京には古式銃 (火縄銃)に よる演武を行う団体が2団 体ある。本会は日本古
来の古式銃の伝統に則りながら、高島秋帆による西洋流砲術という、日本で唯一の西
洋流鉄砲演武の会として活動する。

会は、板橋区住民及び関係者によって結成され、板橋区の事業に積極的に関わり、地
域活性化のため活動する。会員は基本的にボランティアである。しかし会は、要請のあ
る場合、道具の運搬 ・火薬使用等による実費負担を求めるが、営利を目的としない。
また、会は、資金的な援助なしでも、会の活動目的に合致する場合は積極的に関与
し、板橋区と高島秋帆による西洋流砲術の名を広げることに努める。年会費制。

先述したように、鉄砲隊創設には当館での展示活動の延長線上という伏線がある。主たる活動
が特別展等の展示活動にある事は繰り返し述べてきた。常設展示及び収集資料の柱として高島平
地名発祥の人物高島秋帆に焦′点を当て、それが平成 6年 2月 の特別展 「高島秋帆」に開花したが、
その際展示に伴う特別講演やシンポジウム、展示解説、都内にある高島秋帆ゆかりの地に史跡散
歩等、思い付く範囲での教育普及活動を行ってきた。それでも物足りない部分が残った。これら
はある意味において普通というと失礼かもしれないが、当たり前の事業なのである。もつとイン
パクトのあるものが欲しいと思いながら、平成 10年 秋、高島秋帆生誕 200年 と高島平団地入居
26年 (30周年を念頭において)を 記念する特別展 「高島平」を開催する。四半世紀を経て人口6

万人の街のアイデンティティーを再考する狙いがあった。地方では人口数で比較すると立派な都
市の部類となるが、板橋の人口 50数 万人でみると一つの地域を構成しているのに過ぎない。ヘ
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そのない住宅地である。この時期の高島平では、既に日本の将来像を見透かしたかのような都市

病の兆候が出ていた。高島平は果たして住民にとつて故郷なのか、町としての愛着感や歴史の浅

さを問われつつあつた時期であり、それを象徴するかのように高島平住民の約 6割 が地名由来さ

え知らない調査結果が出ている
は1'。特別展はその事への問いかけであつた。しかし、展示だけ

では一過性に過ぎず、実際大きなインパクトとなり得なかつたのである。そこで町 (街)興 しと

地域の歴史再確認を兼ねながら、当館の活動の
一端を紹介する意味においても、またその象徴と

して高島秋帆が幕末にここで歴史上日本最初の西洋式調練を再現する意味から鉄砲隊創設
へ結び

ついたのである。繰り返し述べるが、展示が 「静」であれば、鉄砲隊は 「動」というより行動力

のある展示手法。これに携わるメンバ
ーを当館の

一種のボランティアとして育み、広義の教育普

及活動の
一環へ糸巳み入れたのである。

1)-2 立 ち上げ費用の問題

鉄砲隊を捨J設にするにあたつては、地元の有志に加え鉄砲指導の人物を探す必要があつた。板

橋区内に居ないことがわかっていたので、都内で誰が適任かという相談を剣術及び銃砲史関係者

に当たりをつけ、そこで候補に上がったのが品川区在住で森重流砲術研究会を主催し、柳生心眼

流兵法術の古武道家島津兼治氏である。島津氏は新宿百人町鉄砲隊創設にも関わつたベテランで

あり、占武道の面から砲術を継承していたのである。当館への来館時に赤塚城に登り、この場所

は稽占や演武にも素晴らしいと感想を漏らされ、同時に筆者への覚悟を確認したのである。

平成 14年 春、数人の仲間内で鉄砲隊創設への準備を進める事としたが、問題はどれだけの費

用がかかるかという問題であつた。筆者は 14年度中に費用概算を算出し、15年度において館の

事業の一環として組み込むことを想定していたが、たまたま 14年 5月 に地元を所轄する高島平

警察署へ相談した折、警察署長さんからの熱心な薦めと秋に行う交通安全パレ
ー ドに高島の鉄砲

隊として参加しないかとの誘いを受け、急速前倒しで準備することとなつた。当時、当館が負担

できるのは消耗品程度であり、これだけでは充分な体市1を作ることが出来ないので延期して時期

を待ちたいと筆者は島津氏を説得、反対の意志を示したのであるが、島津氏は自分で負担するの

で警察からの誘いのチャンスは逃すべきでないとの頑な姿勢に終始した。その結果、衣装材料の

布地と工作するスペースを提供、あとは関係者をまわり諸道具を揃えるための寄付活動を始めた。

ほとんど公的な資金援助によらない、民間有志からなる鉄砲隊立ち上げとなったのである。会則

を設け G主lυ、参加者をつのり、秋の交通安全パレー ドや、高島平団地で開催されるまつりに高島

鉄砲隊として参加、初めての演武を披露した。

鉄砲隊参加はマスコミにも大々的に取り上げられ、難産の害Jには比較的順調なスタートを切る

ことができた。島津氏から再々にわたつて、鉄砲隊は大人の遊びと思つてもらいたと念押しされ

たのが印象に残つている。実際は古武道の流儀としてマスターした上での話であるが、要は個人

的な負担が馬鹿にならないという意味である。因みに個人所持する火糸電銃は1挺 35万 円前後し、

整備ッ像検費用や小道具揃えを含めると結構な金額となる。これは、博物館が負担するものと別世

界の話であり、結果として個人有志による鉄砲隊創設というスタンスが、この場合向いていたと

いうことになる。ボランティアといっても、個人負担が大きい団体なのである。それを当館の活

動方針と ^体化させるのが学芸員の役害1である。お金ではない公的な援助を最大限博物館側が行

うが、運用は純粋に鉄砲隊が行うという役割分担としたのである。

高島秋帆の西洋流の鉄砲隊は、江戸時代に隆盛した和流砲術の武芸という個々人の所作とは異

質な、集団行動が西洋流の特徴である。18世紀後半ヨーロッパのナポレオン戦争で編み出された
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集団戦法が高島流の特徴であり、この流派はやがて西洋流と名を変え全国の諸藩で導入した歴史
を持っている。 日本最初の西洋流スタイルの鉄砲演武を行う団体として、その特徴ある団体を板
橋の地から発祥させたのである。会発足に当たっての島津氏の役割は非常に重要なものであり、
それを支援した頂いた各種団体、特に日本銃砲史学会とのつながりが 15年 度以降の鉄砲展等に

重大な影響を与えてくることになるは1り。

個人負担の大きな鉄砲隊創設にあったって、一体どれだけの概算費用がかかるのかというと鉄

砲流派のスタイルによっても異なるが、西洋流では 15名 の演武構成 (旗持ち、見分役、指揮、

道具方、銃士)で 400万 ～500万位である。

翌 15年 4月 に会報 「高島秋帆研究―西洋流火術鉄砲隊保存会会報―」を発行、活動記録と会

員間のコミュニケーションを掲載する。研究的な性格を持たせ気持ちの高揚を狙つてもいる。冒

頭で私事ながら以下のようなあいさつ文を掲載した。

あいさつ 鉄 砲隊発足にあたって

西洋流火術鉄砲隊保存会会長 小 西雅徳

昨年の平成 14年 3月 2日 に島津兼治先生を、峯田。成瀬両会員から紹介して頂き、板橋

区での念願であった西洋流の鉄砲隊を立ち上げることができました。この日は赤塚梅まつり

の初日で、2年後の特別展 「日本の砲術」に伴う鉄砲演武に向けたよき日でもありました。

板橋区高島平は、江戸時代には徳丸原と呼ばれ、幕府の砲術場であると共に、天保十二年

五月九日に長崎の西洋流砲術家高島秋帆が日本初の西洋式砲術調練を行つた地として、歴史

及び砲術史上にその名を留めている所です。板橋区立郷土資料館では、高島秋帆を顕彰する

意味で幾度かの展示会を開催し、その業績を評価してきましたが、ただ展示活動のみに拘泥

することなく、その再現とその実践とを渇望していたところ、成瀬 ・峯田両会員の紹介によ

り島津先生の知遇と協力を得ることができました。そして、都内のみならず全国的にも珍し

い西洋流の火術 (砲術)を 再現 。実践する団体を立ち上げることができました。

今から思うと予算的にも時間的にも不十分な中、一人島津先生の献身によつて、この西洋

流火術鉄砲隊保存会を立ち上げることが出来たと言つても過言ではありません。発足後の2

年目の今日には、連絡誌であると共に研究的な色彩を持つ会報を発行することもできました。

単に鉄砲を打つのではなく、また空疎な精ネ中性のみに重点を置くのでもなく、高島秋帆の精

神とその先進性を受け継ぎながら、地元板橋区の歴史的団体として活動して、やがてはその

名を全国区に広めるべく精進したいものです。この団体は会員によるボランティア団体であ

り、短期間で終わることなく次代を受け継ぐ糸区承性のある団体として維持しつつ、そのため

写真 13 区 民まつりでの鉄砲隊演武 写真 14 鉄 砲隊の会報

-108-



教育普及活動と特殊ボランティア育成の試み

には、会員相互の連絡 ・連携を密にしながら、息の長い会として活動したいと考えておりま

す。会員諸氏からの忌憚のない意見を賜りながら、会報発行の継続を切に願 うものです。

1)-3 活 動実績について

鉄砲隊は 20名 程で構成し、まつりの時期や演武内容により適宜応援者を加えている。秋の区

民まつ りの時には、当館へ博物館実習に来ている学生に鎧や西洋流の服装で参加させている。学

生の中には感動してそのまま鉄砲隊に加入する者もいる。多数の区民等が注目する中で初めて行

進 ・演武するのは緊張するであろうが、その体験は他の博物館では決して味わうことが出来ない

ものである。ユニ
ークな実習と思 う。

主な年間スケジュールは 1月 のお払いと新年会、3月 上旬の梅まつり、4月 の総会、5月 の端午

の節句鎧着付け体験応援、同じく5月 に日野市新撰組まつ り、7月 の射撃場訓練、10月 区民まつ

り。高島平まつり、11月農業まつりとなり、昨年の 10月 には福井県大野市の大野城開城 430年

祭に参加 している。今年も長野市松代での参加が決定している。練習は第 2、第 4日 曜である。

練習は赤塚城址公園で行 う。小道具作りも当館の講義室を借 りて行い、昨年は′く火用の口薬入れ

を伝統工芸の根付士の指導を得て作つている。鉄砲隊の練習基本について
停L2∂を参照された。

演武で発砲するのは各自5発 である。この 5と いう数字は、戦国時代以降の鉄砲足軽が携帯する

胴乱に納められた数と共通し、通常は倍の 10発 を収納する。戦場では鉄砲足軽は 100発 までの

発射を求められたという。今、国内で行われている和流流派による砲術 (鉄砲演武)も 打つ発射

数は普通 5発 である。

写真 15 福 井県大野市大野城開城 430年祭での演武       写 真 16 赤 塚梅まつり古武道での鉄砲隊演武

(平成 22年 10月 9日 )

2)赤 塚城戦国絵巻武者行列

平成 14年 春に鉄砲隊を立ち上げる時、演武場所として当館裏にある中世の平山城 (武蔵千葉

氏の居城。戦国期)赤 塚城を想定していた。武蔵野台地の荒り||を望む縁にある赤塚城のある赤塚

城址公園は都立公園であり勝手に使うことは出来ないが、抜群のロケーションであり、この地で

の活動を祈願し続けていた。特に2月 から3月 にかけて赤塚溜池公園や赤塚城址周辺は梅が咲き

誇る名所で、3月 上旬には必ず梅まつりを毎回開催する。板橋区としてもこの周辺
一帯の観光化

を度々企図していたが、交通アクセス上問題があって集客性という点でも苦心していた。これ

は当館にとつても重要課題である。

西洋流スタイルの鉄砲隊が、鎧を身に付けて鉄砲を打つ事は既に会則にうたつていた所である。

それを実際に行動に移す何らかのきっかけを必要としていた。出来ることなら当館の自主事業で

考慮すべきであつたが、企画説明及び予算面での根拠を示すのが難しかったのである。

写真 16 赤 塚梅まつり古武道での鉄砲隊演武
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ところが、平成 17・18年 頃の板橋区を始めとする東京都及び特別区において、金融 。IT関 係
産業 (輸出産業を含む)の 景況感の好結果を受け大幅な増収となり、その恩恵が税の配分となっ

て特別区に回つてきたのであるは2p。地方では夢と思 うような話である。余った税を何に使 うか。
これらは基本的に教育関係配分となった。当時の板橋区だけで 70億 円の配当額である。学校設

備に使 うには、大々的であればまたハコモノという批判を浴びかねず限界があるが、学校連携の

ソフ ト事業へは積極的な投資する動きを示していたので、当館では赤塚城という観光立地 ・遺産

を活用する方法をベースに、学校と連携 して鎧作 りや鎧着付け体験を行い、赤塚城で子供たちが

主体となった武者行列を組む。それには地域の人々との協力及びボランティアを募る旨の以下の

企画 (案)を 提出した。

赤塚城戦国絵巻体験学習と武者行列

趣 旨

赤塚周辺の小学校や地域の人々らとの連係によって、赤塚城の歴史を学びつつ、戦国時代

の武者行列再現を試みる。赤塚城を中心とした新たな文化創出を企図し、また、区が推進す

る文化芸術振興に関わる文化 ・観光創出事業の観光振興策とも連係したい。

赤塚城跡は 「自然と歴史と文化の里 。赤塚Jの 拠点である。城跡を中心とした地域的なつな

がりを深め、町興しのような地域活性化を試みる。最初に、次代を担う児童達に学校教育の

場で、赤塚城の歴史を学び、鎧や着物をまとう子供を中心とした武者行列を再現する。この

事業では、全ての鎧 。衣装を取り揃えるのは困難なので、
一
部を指導者の助言を得ながら児

童用の武者装束及び女性用衣装を手作りするなどをして、学校教育の場での手工芸の楽しみ

を同時に学ぶ。その成果を、11月 の農業まつりと3月 の梅まつりに赤塚城戦国時代絵巻再現

として実演する。時代設定は、戦国時代の上杉謙信が小田原城攻めの際、赤塚大堂を焼き払

ったと伝えられる永禄 4年 (1561)か 、あるいは豊臣秀吉による小田原攻めのため、後北条

氏と関係した千葉氏居城の赤塚城が廃城となった天正 18年 (1590)春 を想定する。

内 容

1)赤 塚城の歴史を学ぶ (ワークシートの作成)

2)鎧 (衣装)を 作ってみる。着てみる (体験学習)

3)武 者行列 (本陣 。出陣 ・帰陣 ・祝宴)⇒ 農業まつり。梅まつりへの参加

対 象

(当初協力学校)赤 塚 。三園 ・成増ケ丘 ・高島第二の赤塚城跡近隣小学校の希望者及び

区全体からの希望者をつのる(人数未定)。赤塚城跡の近隣小学校は「まつり」

の核となるもので、準じその範囲を広げてゆきたい。

期 間

平成 18年 11月 11日 (土)初 出陣 (準備は 5月 下旬より開始)、3月 3日 (土)

場 所

赤塚城跡及び溜池周辺 (赤塚農業まつりの場合は、赤塚体育館周辺)

将来的展望

①武者行列 (本陣 。出陣 ・帰陣 ・祝宴)の 定型化

②楽市楽座 (マーケット)

③古武道演武 (居合、柔術、鉄砲等)

協賛 0人的資源
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赤塚地域の企業 ・商店街
。」Aあ おば、寺社等にカロえ、「和文化の創出」という視′はで全

国規模企業の協賛を得たい。着物に代表される呉服商の全面的な協力も得る。
また、人的

資源では、観光協会及び観光ボランティア、シエアの人々や古武道の分野で区内在住及
び

その他の団体活用をはかる。

協力者

甲冑師 三 浦 公 法氏 (板橋区伝統工芸保持者)

歴史家 西 ヶ谷恭弘氏 (戦国史研究家)

その他 鎧 模造製作者 (うさぎ塾)、西洋流火術鉄砲隊保存会 (赤塚城鉄砲隊)、呉服商、

着付師、旗屋、裁縫、その他

次に学校との連携を示すために、以下のような企画書を用意して学校長
・担当教員との相談を

行つた。紙鎧作りなどは自由研究で恰好の素材だが、授業で使うのは時間の関係上難しいかもし

れない。しかし、武者行列参加児童への案内には協力したいとの返事を受け、夏休み期間中の紙

鎧作り体制準備に着手している。

赤塚城戦国絵巻体験学習と武者行列における学校との連係

実施主旨

赤塚城戦国絵巻体験学習と武者行列再現への第
一歩として、赤塚周辺の小学校や地域の

人々らと連係してその実現に取り組みたい。そこで、学校側が行い得る内容を、郷土資料館

側がプログラムして、学校教育の場で赤塚城あるいは鎧兜の着付けなど、歴史教育にも興味

を持てる教材活用として実践する。また、武者行列実施校には、希望があれば鎧セットを配

布して、教材活用に役立てる事ができるようにする。

体験学習は、学校教育の場で鎧の
一部なりを作る事により、手工芸の楽しさと歴史とを同

時に学ぶことができる。そうした成果を、11月 の農業まつりや 3月 の梅まつりで実施する赤

塚城戦国時代絵巻武者行列 (姫役を含む)再 現の
一
員として参加実演する。時代設定は、戦

国時代の上杉謙信が小田原城攻めの際、赤塚大堂を焼き払つたと伝えられる永禄 4年 (1561)

か、あるいは豊臣秀吉による小田原攻めのため、後北条氏と関係した千葉氏居城の赤塚城が

廃城となつた天正 18年 (1590)春 を想定する。

対応内容

1)赤 塚城の歴史を学ぶワ
ークシー トの配布 (自由配布 小 学校 6年 生程度)

・歴史単元あるいは郷土学習の
一
助として役立てられるもの (今年度は内容検討の余地

を残し、次年度早々に教材として希望する学校に配布する)

2)鎧 (衣装)を 作ってみる。着てみる (体験学習)

・鎧兜を最初から手作りするためには、相当の時間を要する (半日×12回程度)。これ

は学校側対応として現実的でないため、ある程度の完成品を作り、それを連結 (威し紐

を通す)し たり、鎧の各パーツ (部材)名 称を覚えながら、実際に着付け (着用)を す

るなどの対応は可能と思われる。1教室で数領の鎧を用意し、全員が着用体験できるよ

うにする。
・試着用鎧兜の配布は、希望校に郷土資料館が届けるか、あるいは学校側が取りに来る

ことで対応 (協議の上)。
。鎧着付け講習をボランティアあるいは郷土資料館職員が行うが、希望する先生がいれ
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ば 1時 間程度の講習で先生自身で着付けることができる。そうした講習の場を設けるこ
とは可能である (実施校教師の積極的な着付け講習参加を促す)。
。赤塚城の歴史や鎧の歴史 (着用時)に ついての講師派遣。

3年 後には40名 程度まで拡充する。

対 象

(当初協力学校) 赤 塚 ・三園 ・成増ケ丘 。高島第二の赤塚城跡近隣小学校の希望者

中心に行い、1贋次実施校の範囲を拡張する。

夏休み鎧作り講習会の案内

平成 18年 7月 下旬から数名程度の希望者を募集。参加費無料。親子体験も可能。

武者行列実施日

平成 18年 11月 11日 (土)初 出陣平成 19年 3月 3日 (土)

この企画に対して教育委員会は、総額 1000万 の予算処置を講じてくれた。初年度 18年 400

万、19年 。20年 度が各 300万 である。もつと予算を付けるといわれたが、体制的に対応できる

範囲に限度があり断った経緯がある。特に紙鎧作り等は相当手間がかかると予測されたのである。

未体験であり、どう転がるか蓋を開けてみないとわからない部分であり、むしろ煩雑と予測でき

るものへ無理に多額の予算をつけないのが鉄則である。しかしながら鉄砲隊の時と違い予算が付

いたのは夢のようであった。

2)-2 手 作り鎧工作と武者行列

初年度の武者行列の参加人数を30名 程度とし、残り2年 間で 30人 を追加、最大で 60人 前後

の武者行列体制を作ることとした。大人のサイズには市販の鉄製の鎧 (当世具足)が あるので購

入で済むが、問題は小学生の体型にあつた鎧が無いために作る必要がある事である。そこで販売

用として小田原市にある 「うさぎ塾」製の大人向け、子供向け紙製鎧キットを購入、試しに作る

こととした。作成にはうさぎ塾が指導に来て、館職員やボランティアがそのノウハウを学ぶので

ある。数をこなすためには、紙鎧作りの指導者を最初に養成する必要があった。これは夏前から

準備し、夏休み期間中に一般公募した親子紙鎧作り教室を開いている。5組 の募集に対して 3組

の応募があった。子供が自主的に応募したというより、親が熱心である。歴女の走りであろう。

女性の方が鎧に興味を持っているようである。男親は意外と積極的でない。

結論からすると、うさぎ塾の教材で子供が作るのはとても困難であることがわかつた。大人で

さえ大変なのに、子供ではとても工程の点や根気の部分を見ても難度が高すぎるように思われる。

これでは、学校全体で鎧を作ることなど土台無理であることを実感した。経験し́てみないとわか

らないことである。2年 目からは板橋区内在住の甲冑師三浦氏の指導を仰ぎ、技術面での修正を

加えるなど、徐々に製作技術の向上が図られている。性格によるのか上手な人と下手な人 (雑か

否か)と がいて、鎧作りにも個性が出るものだと感じた。ベテランともなると、兜の前立てに凝

つたものを作り、胴の出来栄えも細工を加え素晴らしいものを作る。これこそが鎧作りから学ん

だ経験である。鎧作リボランティアが現在の武者行列行進の裏方、サポー トの面々となっている。

彼らには一切の謝礼を払つていない純粋のボランティアであり、鉄砲隊と違つて自己負担がない

ものの、当館の事業には献身的に参力日しており大変ありがたい。
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武者行列の陣形は、日本武道館が正月早々に開催する鏡開き式
・武道始めを参考に構成した

C

2'。武道館では鎌倉様式の鎧を身にまとうが、板橋では時代を戦国に
しているので、当世具足中

心である。しかし、うさぎ塾の紙鎧が鎌倉風であるため、若千のア
ンバランス感がある。しかし、

子供にはこの方が似合うようである。小学校上級生や高校生クラ
スでは当世具足がぴたりと合う。

更に行列には着物を着た姫様役も参カロする。本来出陣に際して姫が参加する
ことは歴史的事実と

してありえないが、そこは
一種の華として行列に組み入れている。女子は圧倒的に着物を着た

い

と願っている。姫に限らず、役付きを毎回じやんけんで決める慣わしである。負け
て泣く子もい

て準備会場は大変である。児童用の着物は全て特注であり、それはいろ
いろな人々の協力による

賜物である。レンタルで武者行列を組むことは易い。しかし、ノウ
ハウの蓄積が出来ない欠′点が

ある。手作り武者行列は大変であるが、日に見えない蓄積が出来る。それこそが財産
となるので

ある。

行列内容は、①行進、②着至1状、③二献の儀、④勝どき、⑤行進の順で行う。奉行役と警備を

兼ねた人人衆が鎧を着て脇に付き添う。主体は子供である。構成は主として黒鎧 (黒備
え)の 武

蔵千葉氏、赤鎧 (赤備え)の 後北条氏の 2軍 からなり、間に姫
・腰元等の女子を挟む。平成 19

年 3月 の最初の出陣式では30名 強の編成であったが、22年 11月の農業まつりでは54人
の大編

成となつた。準備する方としては30名 から40名 程度がちょうど良い。少人数だと行列があまり

見栄えしないので 40名 前後に揃えるのが良い。毎年応募人数が違うので参加人数を予沢1する
の

は難しいが、最近では武者行列が定着化しているのか応募者も増加傾向にある。

大人の時代まつり的なイベントは数多い。しかし、当館のように子供主体の武者行列は珍しい

と思う。子供が参加すると、両親に限らず祖父母や親戚まで見に来るので、動員効果がすこぶる

大きいのである。今は低学年・幼稚園クラスの参加を見据えて鎧作りに励んでいるところである。

この鎧作りのノウハウを、素材を含めて福井県大野市での武者行列に提供するまでになつている。

武者行列を公開するのは 11月 と3月 の2回 だけであるが、5月 の節句でも鎧着用を行い、学校教

材としても貸し出している。

写真 17 武 者行列行進 写真 18 着 到状 (赤塚城での梅まつり風景)
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与ヨ‐lV 二臥の儀 (晨栗まつり,            写 真 20 農 業まつり武者行列参加者集合写真

(平成 22年 11月)

5。 おわりに一博物館活動の多様性と人材育成を求めて一

板橋では、他館にない独特のボランティア団体の育成をはかり、今では一定の成果を生みつつ、
将来を担える団体への躍進を期待できるまでになった。彼らは特殊技能の持ち主である。鉄砲隊
と武者行列とは、成立経緯やお金のかけ方がまったく対照的でありながら、面白いことに、そこ
に集う面々の性格や人材が多様でユニークな雰囲気を醸成しそれぞれ大変個性的である。両者は
協同して郷土資料館運営 ・活動を支える裏方的な存在であり、当館にとって大変な財産を得た喜
びを素直に感謝の念で表したいと思っている。

さて、高橋裕は 「地域博物館への提言」は2」の中で、博物館づくりは人づくりであると述べた
が、まったくその通りである。博物館を作ったらあとは勝手にというわけにいかない。人作りに
は そ こからいかに学芸員自身も含め、地域の中から人を作っていくかという本当の宿題を負わ
される。地域文化の核 (コア)に なるためには、人の連携を含め人材ネットワークにかかってい

るのである。一言でいうと愛される博物館とは何かということになる。その第一が人作りであろ

う。学芸員に会って話しを聞こう、聞いてもらおうという環境作り雰囲気作りが、やがて人作り
と愛される博物館に繋がるのである。来客万歳。それこそが原点であろう。

例えば企画展や特別展のような展示準備 。開催という一連の作業の中で、いろいろの人々の協

力 ・連携があって公開されるのであるが、その範囲 。パイというものは得てして限定的になりが

ちである。所言胃専門家集団の中で収束している感を否定できない。それに対して、教育普及の世

界ではより広範な世界の広がり、無限といっても良い可能性の余地をそこに見出すことができる。
しかし、可育レ性があっても待っていたのでは駄目である。積極的なアプローチを掛ける必要があ

る。これに関して鉄砲隊や武者行列を見ていると、何となく筆者の経験からすればタイミングと

いうか機運が待っていたようにも思える。それには時間と経験と、多くの人々との繋がりを持っ

ていなくてはならないが、鉄砲隊や武者行列はそうした人作りへの試みの過程で生まれたものと

考えている。そこに人が集まる、そうした環境つくりが博物館の役目であり、学芸員の裁量でも

ある。単純ながら彼ら博物館応援隊が活躍 。安′息できる場 (応接室 ・講義室や簡単な机と椅子だ

けでも良い)を 提供するだけで輪が広がるのである。サークルを作る、専門集団を作る事の半分

は思いつきから来る。しかし、それを実行に移すには時間 。資金 ・体力根性と学芸員の度胸 。人

物像も求められる。きらわれ者の学芸員には人は集まらない。教育普及のための手法と方法はた

くさんある、しかしその事への対処にあたって自分自身も覚悟を決める必要がある。

写真 19 三 献の儀 (農業まつり)
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註 1 小 林保男 昭 和 62年 「郷土資料館十五年のあゆみ」開館
15周年特別展 「中山道と板橋宿

一夜明け前の世界
一」所収 板 橋区立郷土資料館

板橋区立郷土資料館 平 成 3年 「郷土資料館のあゆみ
一改築 。沿革 。所属の変遷」、小林

保男 「郷土資料館雑考」板橋区立郷上資料館年報第 3号

註 2 小 西雅徳 昭 和 61年  「東京都板橋区における博物館
のあり方」国学院大学博物館紀要

第 10輯、小西ほか 平 成 14年 「板橋区における文化施設の課題」国学院大学博物館
学紀

要 26輯

註 3 註 1小林保男論文2編 による。

柱4 当 時教育委員会社会教育課文化財係が運営していた郷土資料館 (組織は館内にあ
つた)で

は、昭和 58年 頃から建物の傾斜による施設管理不都合を理由に、新たな施設
の建設を求

めていた。昭和 62年 末に建設計画が具体化し、急邊対応が求められていたが、文化財係

は出先で赤塚の郷土史料館にあつた関係で本庁と意志の疎通に欠けていた。建設費用全般

や敷地 ・建物面積も本庁主導で進められ、担当する学芸員もあいまいなままであつた。筆

者が埋蔵文化財等を担当しながら兼務で計画を立案した経緯がある。

註 5 平 成 5年 以降、特に 10年 前後には全国各地で博物館、美術館等の中止及び延期計画が博

物館界の話題をさらつた。同時に学芸員採用を控えたのもこの時期である。しかし、現実

には博物館数は減少どころか増加している実態がある。平成 17年 度社会教育調査報告書

「博物館の現状Jによると、平成 5年度が 3704館 に対して平成 17年度は5614館である。

12年間で 2000館 の増力日であつた。

註 6 改 築前は文化財係が所管であったため、館運営の行事報告は板橋区文化財保護審議会に対

して行つていた。郷11資料館として独立後は条例により板橋区立郷上資料館運営協議会を

設けた (委員定数 10名 )。運協は館運営全般に亘る審議機関であり、ある意味学芸員の独

走を押さえる機能も働いていると思うが、当館の運協は行政組織においても非常に活発で

バランスが良いとの評判である。

註 7 1日館の郷土資料館ができた時には学芸員制度がなく、社会教育主事あるいは文化財専門員

という非常勤職員を置いていた。当初は大学を出た若い学芸員資格者を専門員として置い

ていたが、やがて他の博物館や教育委員会へ就職、学校長退職ポス トとして文化財専門員

を設置して、主に郷土全般や小学校及び団体見学の説明を行っていた。改築後の新組織で

もこの制度が受け糸区がれたが、5年任期を機に学校長ではなく若い学芸員有資格者を当て、

ある意味学芸員の補助として機能している。実際には、常勤と非常勤の仕事内容が同
一で

ありながら、給与体系等に大きなアンバランスがある。所謂格差の問題が当館にもある。

註 8 学 芸員と文化財専門員との待遇面是正は、重要かつ緊急性をはらむが、現実的には年齢や

専門性の課題があつて残念ながら是正は困難である。任用面で大きな利点を見出したいが、

これは郷土資料館だけの問題でなく、例えば板橋区全体で非常勤職員だけで 1000人 以上

がいる中で、他の組織との整合性が求められる。特別区の博物館施設にはこうした非常勤

職員が大変多い。

註 9 年 平均の寄贈申し込み件数は 304有 i後である。分量も年によつて相違する。多い時は 1

件あたりの分量がトラック2台 となることも珍しくない。首都圏近郊といいながら、まだ

まだ農家の納屋等が多い。最近の傾向として江戸明治期の資料は珍しくなつてきた。だい

たい古い家の把握は終了し、それらも相続等で解体される際に大量の資料が出てくるので

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
ロ
ロ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

- 1 1 5 -



教育普及活動と特殊ボランティア育成の試み

ある。当館ではアルバイ ト2名 を雇用 し整理に専従する。
註 10 開 館当初 (平成 2年 度)の 教育普及を含めた文化財展示予算は 5000万 円強であったが、
今では 2000万 円強と五分の二程度に減少 している (平成 22年 度予算との比較)。註 2の
「板橋区における文化施設の課題J国 学院大学博物館学紀要 26輯 を参照されたい。

註 11 行 事ごとに必ずアンケー トを集める。内容は一般公開していないが、行政文書での公開請
求は可能である。当館では適宜問題のある部分を改善するように心がけている。因み、現
在の受講者の費用は実費負担が原則で、子供 (中学生以下)100円 。大人が 300円 である。
博物館講座のように、掛け軸を作る高度な内容の場合、講師謝ネL及び材料代として一人
3000円 を徴収 している。講演会は基本的に無料。以下にアンケー ト例を示すと、

平成 22年 度ゆとり教室 ア ンケー ト集計結果

1.事 業概要

(1)日時

平成 22年 8月 8日  13時 30分 から15時 30分  講 義室

(2)参加者

受講者 34名 (定員 40名 ) (申 込者 80名 、辞退者 6名 )

(3)内容

和紙折り紙講座 「花火」(講師 :山田史子ほか3名 )

2.ア ンケー ト結果 (回答率=94% 32名 /34名 )

問 1 資 料館の講座を以前からご存知でしたか。

知っていた 知らなかった 無口答

1 7 1 5 0

5 3 % 4 6 % 0 %

その理由

・先生たちが親切でよかつた(大変良)4件  ・ 夢中で覚えた。(大変良)

・頭の体操になった (大変良)。シンプルな折 り方で、見栄えがする(大変良)

。介護で使いたい (大変良)

問 2 当 館講座への参加は何回目ですか。

初回 2回 目 3回 目 4回 目 5回 以上 無回答

2 1 5 3 0 4 O

6 5 % 1 5 % 9% 0% 1 1% 0%

問 3 今 回の講座をどのようにしてお知 りになりましたかc

広 報 チラシ 友人家族 区 HP 他の用件 無口答

3 1 0 1 O 0 O

9 7 % 0% 3 % 0% 0% 0%

問4 今 回の教室の内容はいかがでしたか。

大変良 良 普通 亜
心 大変悪 無回答

2 5 4 0 0 0 3

78% 12% 〇% 0% 0% 9 %
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参力日したい 興味のあるものなら参加 したい 無回答

2 4 8 0

7 5 % 25% 0 %

教育普及活動と特殊ボランティア育成の試み

問 5 今 後も、当館の教室に参加 したいと思いますか。

問 6 今 後、当館で開催 してほしい教室はありますか。

・和紙人形  ・ クリスマス、お正月用の折 り紙 (2件 )

。季節の折 り紙  ・ 表具入門 ・ 手まり 。 手芸、小物

問 7 受 付などにおける職員の対応はいかがでしたか。

。日本の美しさを表現できるもの

・切り絵  。組みひも、絵手紙

問 8 あ なたのお住まいは

板橋区内 都内他区 他府県

3 1 0 1

9 7 % 0% 3 %

問9 当 館への感想 。お気づきの点

・交通の便がよくない 。家でおさらいできるような資料がほしい。
。もう少し時間がほしい。未完成だった。

註 12 費 用対効果の簡単な算定基準に使われるのが施設維持管理総額 (人件費 ・運営費)を 利用

者数で割る方式である。そうすると一人当たりの利用者経費が出てくる。区民はこれだけ

の税負担をこの施設のためにしているとの論法である。納得できないが、現実的な数字と

して肝に銘じる必要はある。因みに当館の平成 21年 度利用者維持費は 1,600円である。

註 13 博 物館と学校をむすぶ研究会 平 成 12年 「学ぶ心を育てる博物館―総合的な学習の時間

への最新実戦例―」閉ミュゼ

文部省生涯学習局社会教育課 平 成 12年～ 「親しむ博物館づくり事業実施報告書」、平成

16年 「科学系博物館教育機能活用推進事業実施事例」等による。

註 14 大 堀哲編著 平 成 9年 「教師のための博物館の効果的利用法」東京堂出版。全国の博物館

でも地域の学校と連携した専用テキストを作成している所が多数ある。小中学校との連携

は重要な要素であるが、果たして効果的か否か検証する必要があるように思う。

註 15 水 藤真 平 成 13年 「博物館を考えるⅡ」の教育普及活動の実態の中で、日本の博物館に

おける教育普及のあり方について感想文的な言い回しながら批半J的に見ている。確かに当

たつている部分もあるが、何もしないよりはマシとするのは筆者だけではないと思う。水

藤氏が言わんとする所は、皆同じような事をしている、あるいはもつと工夫の余地がある

という事であるが、現場ではこれが出来ていない日本の博物館事情がある。

註 16 高 島秋帆の秋帆は号。名は茂敦、字が子厚 ・舜臣、通称四郎太夫。長崎町年寄家の三男に

生まれ四郎兵衛の家督を継ぐ。寛政十年 (1798)一慶応二年 (1866)の人。文政年間以降

オランダヘ書籍 ・銃砲を注文し天保年間に高島流砲術を完成、天保十二年老中水野忠邦の

命によリオランダ式三兵 (砲兵 ・騎兵 ・歩兵)戦 術の実際を徳丸原で調練した。

註 17 平 成元年に立ち上げた板橋区史編さん委員会によるアンケー ト結果による。郷土資料館の

利用者の半分以上は高島平団地周辺が多く、区外からの来館者は2割程度である。

大変良 良 普通 亜
心 大変悪 無回答

1 2 1 2 6 0 0 2

38% 3 8 % 1 8 % 0 % 0% 6 %
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註 18 鉄 砲隊の会則は川越城鉄砲隊の 「獅子の会会貝J」を参照に しなが ら、郷土資料館 の後背地

にある赤塚城 での鎧武者行列を想定 して定めている。最近では名誉顧間の追加その他によ

り、平成 20年 に会則変更を行っている。

西 洋 流 火 術 鉄 砲 隊 保 存 会 会 則 (併  赤 塚 城 鉄 砲 隊 )

平成 14年 03月 02日 制定 平 成 14年 12月 15日改定

平成 17年 05月 08日 再改定 平 成 20年 04月 13日再再改定

総  貝 J

第 1条 名称

本会は 『西洋流火術鉄砲隊保存会』(併 赤 塚城鉄砲隊)と 称する。

第 2条  事 務所

本会の事務所は、事務局長宅に置く。但し、連絡先として板橋区立郷土資料館にも置く。

第 3条  目 的

本会は、日本における西洋流火術の導入と、その指導に大きな役割を担った高島秋帆の事跡を評価する

と共に、徳丸原での日本最初の洋式砲術調練を研究し、それを後世に伝える。また、西洋流火a手装東 (洋

式調練服 ・緒道具を含む。但し、西洋式銃の使用は現在の法律上使用できないため火縄銃に替える)の

歴史、制作技術の研究、学習を行い、日本最初の西洋流火術鉄砲隊を結成して、徳丸原洋式調練を再現、

普及することを日的とする。更に、赤塚城鉄砲隊を併設 ・組織し、占来からの武具甲冑による火縄銃研

究を行い、和流と西洋流火術の比較研究 。普及を行う。

第 4条  活 動の原則l

本会は高島秋帆を祖とする西洋流火術愛好家の集まりで、火砲 (火縄銃)及 び甲冑を着用する伝統行事

等には積極的に参加する。また、板橋区の行事にも積極的に参加する。情報連絡誌として会誌 (年 1

回)を 発行する。

第 5条  運 営

(1)本 会は原則として年会費を徴収する。また、会員及び会員外からの寄付金、謝礼金等は拒まない。

(2)年 会費は5千 円とする。銃士隊員は別途 7千 円を徴収する。会費はいかなる理由があれ返還しない。

会  員

第6条  資 格

(1)本 会の会員資格は高島秋帆の西洋流火術愛好家であれば、年齢、

但し、未成年にあつては親権者の同意を必要とする。

国籍は間わない

(2)入 会については、会員の推薦を必要とする。

第7条  入 会、退会

(1)本 会への入会は入会中し込みを行い、役員会で認めたときとする。

(2)退 会は退会を申し出たときとする (貸与品は速やかに返還すること)。

(3)本 会の趣旨に反し、また、品位を汚したときは役員会で協議し除名する事がある。

第8条  役 員

本会の組織は、次の役員を置き会の運営を行う。但し、任期は定めない。

(1)名 誉顧問 ・顧門 3名   (2)会  長  1名   (3)冨 」会長 2名

(4)事 務局長 1名   (5)賛 助会員 4名

第 9条  総 会

本会の総会は、年 1回 開催するものとする。議決は会員の半数以上を必要とし、役員の賛成を以つて

- 118 -



教育普及活動と特殊ボランテイア育成の試み

本会の議決とする。

付員1

第 10条  行 事参加

(1)本 会が実施する行事には、会員は参加するものとする。

(2)衣 装道具類は、本会が指定したものを着用する。

(3)『火縄銃』を使用する場合には、登録証を常に携帯し、会が登録する以外の銃の使用を禁■する。
ま

た、鉄砲検査を受けた者以外の使用を禁止する。

(4)本 会は、火縄銃使用の会員について戸籍抄本 (住民票にも替えることが出来る)。履
歴書等の提出を

求めることができる。

第 11条  そ の他

不測の事態が発生したときには、必要に応じて役員会を開き決定し、重要事項に
ついても、総会を開き

議決する。

註 19 日 本銃砲史学会は日本ライフル射撃連盟傘下にあり、古式銃砲に取り組む前装銃射撃連盟

とも連携する。今の銃砲史学会は独立機関となつているが、国内では古くから古式銃砲研

究会である。平成 16年 2月 当館が開催 した特別展 「日本の砲術Jで シンポジュムを含め多

大な支援を得た。同時に当館が平成 19年度に西洋兵学書の所荘古
コレクションを入手する

きっかけを作ってくれた。

註 20

西洋流火術鉄砲隊保存会 西洋銃陣の型

3人 一糸巳 (4人
一組)、三列 9名 (12名 )で の銃陣を基本として説明する。

(1)基 本単位

一列 目

_列 目

↑(進行方向)

①   ②    ③

Jリ ロ   ⑦  ③  ⑨

各列の①、④、⑦が各列毎の号令者である。また、三列全体の総合号令者を⑦が務める。

(2)号 令詞について

前へ進め (ホールワルツ マ ルス〉 進  め (マルス) 止 まれ (ハル ト〉

右向け右 (レキション キ リヒ〉 休 め (リュス ト)銃 を右手に下げ 〈オムラ
ーフ)

奉げ筒 (ネームオップ〉 構  え (斜めに構える)(セ ットアフ〉 弾 込め (ラ
ージンフ〉

火縄付け (ハアルジフ〉※ 狙  え (アン)※

火蓋を切れ (スコイセン 本 来の意味は銃を左右に振り狙いを定める〉※  放  て (ヒュ
ール〉※

(3)銃 陣型について

一列日から二列目まで同じ動作の繰返しが基本となる。 ―列日の発射後、 1列 日が前へ進み、二列目の発

射後は三列目が前に進み出る。発射後はその場を動かず、火薬装填 (火薬入れ後の索丈は使用しない)と 、

口薬入れを速やかに行う。右手の隊員の動きを確認しながら、各列が同じ所作で行うことが望ましい。

西洋銃陣の最大の特徴は、すばやい行動を繰り返すことにあり、各人、各列が同
一の均整のとれた整然とし

た行動様式を求められる。

⑥⑤④

-1 1 9 -
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(4)基 本型 1(前 進方向を主体動作として)

①行進隊形 銃 を右肩に乗せ、左手は腰に付けて (腰刀を押さえる)行 進する。一歩日は必ず左足から。
前身 。構えも左足から踏み出すこと。笛 (強いピー音)で 行進、再度の笛 (ピー、ピ)で 停止。三歩目で停
止。※あるいは指揮者のハル ト (止まれ)の 号令で停止。

②行進後の隊列静止状態 (銃を右肩にのせて行進、笛 (ハル トの号令)止 まれ―足踏みしながら静lL(3歩

目で)。リュス ト (休め)、ネームオップ (捧げ筒)、オムラーフ (銃を右手に下げ、休めの指示において

銃を右側足元に置く)⇒ 指示待ちの状態

一
列 目

二列目

↑(進行方向)

①立   ② 立   ③ 立

④立 ⑤立 ⑥立

三列目    ⑦ 立   ③ 立   ⑨ 立

③隊形構えの状態 (指揮官の号令により、銃構え―斜めに構える)

一
列 目

二列 目

=列
目

↑(進行方向)

①立   ② 立   ③ 立

⑤立 ⑥立

⑦立   ③ 立   ⑨ 立

④l発目の発射 (各列毎の一斉射撃 ※ 三列同時の斉射ではない)

↑ (進行方向)

①立   ② 立   ③ 立

↑   ↑    ↑   (一 列目発射後、

④立   ⑤ 立   ⑥ 立

↑   ↑    ↑ (二列目発射後、

⑦立   ③ 立   ⑨ 立

⑤2発 目の発射 (③、⑥、⑨が右膝着の構えで、各列連発射撃)

④立

↑ (進行方向)

②立   ③ 右膝着

↑   ↑   (一 列目発射後、

⑤立   ⑥ 右膝着

↑   ↑    ↑ (二列目発射後、

③立   ⑨ 右膝着⑦立

一列 目

二列 目

=列
目

一
列 目

_列 目

三列目

①立

↑

右手前に出る)

右手前に出る)

右手前に出る)

右手前に出る)
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⑥ 3発 目の発射

一列目

二列日

三列目

⑦4発 目の発射

一列目

二列目

=夕J目

③ 5発 目の発射

二列目 ④ 立

教育普及活動と特殊ボランティア育成の試み

(全員が右膝着の構えで、各列連発射撃)

↑ (進行方向)

①右膝着 ② 右膝着 ③ 右膝着

↑   ↑    ↑   (一 列目発射後、右手前に出る)

④右膝着 ⑤右膝着 ⑥ 右膝着

↑   ↑    ↑ (二列目発射後、右手前に出る)

⑦右膝着 ③右膝着 ⑨ 右膝着

(全員が立ちの状態で、各夕1連発射撃)

↑ (進行方向)

①立   ② 立   ③ 立

↑   ↑    ↑   (一 列目発射後、右手前に出る)

④立  ⑤ 立  ⑥ 立

↑   ↑    ↑ (二列日発射後、右手前に出る)

⑦立   ③ 立   ⑨ 立

(一斉射撃)

↑ (進行方向)

③立

⑥立 三列目 ⑦ 立    ⑨ 立 一列目 ① 立

⑧立

最後の列の4発 目が終了した時点で、次列は左側へ、後列が右側へ扇状になるように進行
・展開する

⑨退場行進 (③か④のいずれか方向へ、
一列銃陣で行進退場する。ここでは③の例で)

↑ (進行方向)

二列目④                       ③

⑥ 三列目⑦ ⑨ 一列目①

③  (進 行方向)→

西洋流火術鉄砲隊保存会 練習心得

当会は、幕末の西洋砲術家高島秋帆が提唱した高島流砲術 (西洋流)を 再現し、銃陣編成して演武を行う

ことにあるc高 島流 (西洋流)が 、使用した小銃及び大砲はオランダ経由で輸入された隧石式小銃 (インハ

ンテリー ・ゲヴェール)等 であり、現在当会が使用する和式の火縄銃とは相違する。日本の法律上、空砲射

撃が火縄銃にほぼ限定されている関係上、高島秋帆が使用した小銃は使用できず、また人手困難である。そ

のために、当会は火縄銃による銃陣展開を前提として練習、演武しなければならない。演武での事故防l卜の

ためには、完全なる火縄銃の扱いをマスタ
ーする必要がある。

当会は、練習及び演武を行うための火縄銃の扱いと練習の上に、高島秋帆が提唱した西洋流銃陣を展開す

る。使用銃が異なる上での西洋式銃陣には困難が伴い、完全なる再現は無理としても、
一定の銃陣展開を行

⑤

③

⑦⑥
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うことは可能であろうし、努力したい。会員にはこの,点をよく理解していただきたい。

(1)練 習始め

①練習場所に参加者が集合したら、一礼後、練習メニュウの確認を行う。銃と胴乱は必ず持参する。着物
は各自自由であるが、総合練習の場合全員持参して行う場合がある。

②銃 (必ず登録証持参―如何なる場合にも登録証提示できること)の 状態確認をおこなう。作動不良及び

銃付属品の落脱等がないか確認する。

③銃の発砲所作確認 (参加者全員で行う)。胸構え、火縄付け、銃構え (標的に向けて―斜め上空に向けて)、

火蓋を切る、放つ。この動作を1回行い、改めて作動不良等の確認を行い、安全確認する。

④練習―西洋流銃陣の反復練習の開始

(2)西 洋流銃陣練習

①銃陣基本形 1の反復練習。

②銃陣基本形の練習の場合、参加者人数により編成数が異なる。二人 1編 成の場合もあり、また、二人 2

編成の場合もある。ここでの練習は、各編成の中にあっても、決められた所作を完全にこなすことが求

められる。繰返しの練習の中で、臨機応変の対応が出来ることが求められる。固定位置での自分の役割

以外、号令一下で銃陣編成して行動できるようにしたい。

③各編成には号令者がいる。全体号令と、各編成号令とが一体となって銃陣行進 ・演武。

(3)練 習終わり

①全体集合後、練習上の反省を行い、一礼して終了。

②銃の′点検確認を行う。

註 21 平 成 17年度の東京や板橋区を含む 23区 特別区は、国内の不況とは無縁の金融及びIT関

連を含めた都下企業の好成績につられ膨大な納税額が納められた。これは一時板橋区の財政

を潤し潤沢な予算配分となるが、バブル後の不景気と緊縮予算経験してきた行政組織にして

みると、自由で使い勝ってのよい予算編成を組むといっても、それを使う発想と運用する組

織 。人材が育っていなかつたのである。当時、教育委員会生涯学習課に所属していた郷土資

料では、従来の秋季予算編成枠に加え数年間別途予算を加えるという臨時経費の使い方につ

いてどう提案すべきか具体的な内容を固めていたわけではなかったが、鉄砲隊の事もあつて

すぐに名乗りを上げたのである。

註 22 (財 )日 本武道館、日本武道協議会、(社)日 本甲冑武具研究保存会等の共同主催による

古武道演武。この内容を参考に行列 ・内容を構成した。

註 23 川 添登監修 平 成 13年 「地域博物館への提言」ぎょうせい

(板橋区立郷土資料館館長)
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一 「遺跡 0史跡野外博物館」と 「民家野外博物館」の峻別
一

The reconsideration of an open alr inuseum
―Making a clear distinction between`1メm open ar mllseum of

remains"and`1缶 open alr museum ofpnvate housd'―

齊藤 千 秋

SAITOU Chiaki

はじめに

日本における本格的な野外博物館の始まりは、昭和 31年 (1956)に大阪府豊中市の服部緑地公

園内に建設された日本民家集落博物館であるとされている。
(1)この日本民家集落博物館が、民家

を中心とした展示を行つている野外博物館であることは、館名からも明らかである。野外博物館

において、民家は主な展示資料であり、多くの博物館で取り扱われている。

本稿で筆者は、特に民家を展示する野外博物館を遺跡 ・史跡等を主題とする 「遺跡
・史跡野外

博物館」と峻別し、その呼称を 「民家野外博物館」として提唱するものである。さらに、「民家野

外博物館」の性格を明確にするとともに、「民家野外博物館Jが 、地域における伝統的生活様式を

保存し、将来に伝えていくための最適な施設であることを再度明らかにするものである。

「民家野外博物館」の概念史

1.藤 島亥治郎の民家野外博物館

野外博物館については、新井重二をはじめとして多くの研究者によつてその概念や分類が規定

されてきた。しかし、その中で、「民家野外博物館」という分類を行ったのは、藤島亥治郎が哨矢

であると看取される。藤島は、昭和 53年 (1978)に著した 「野外博物館展示の家」
(2)において、

野外博物館を3つ に分類した。

①近代野外博物館

幕末から明治 。大正から昭和に至る日本近代建築とその他の文化史料を展示する博物館で

ある。Ex)明 治村 (愛知)

②近世野外博物館

寺社から町家 ・農家に至るまで江戸時代の建築を綜合する施設である。Ex)江戸村 (金沢)

③民家野外博物館 (以下、下線部は筆者が付したものである。)

「民家といえばすぐ草深い里の草葺家のような連想を伴うが、ここでいう民家はそのような

ものばかりではない。およそ住宅として建てられたものから、宮殿 ・殿舎 ・寺社の庫裏 。方

丈 ・客殿等を除き、家族構成をなした人々が常住生活をする住宅を指すもので、したがって

その階層の面では中流以 下、社会的面では都市村落のすべてに及び、構造的面では、木造が
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主体であるが、れんが造 。石造等の家も差別なく含まれる。また、一民家の範囲内には屋敷

地内のすべてが籠められてはじめてその家の生活機能が完璧であるといえる。」(3)

藤島は、主に伝統的建造物を展示している野外博物館について、その収集 。展示された建物の

時代またその性格によって、①近代野外博物館 。②近世野外博物館 。③民家野外博物館とした分

類を行った。

さらに、筆者が下線部を付した③民家野外博物館については、詳細な事項が述べられている。
「(前略)民 家が博物館となる理由は種々あるであろう。(中略)い ずれにしろ民家は現地

でそのまま博物館となっている場合は最も好ましい手段として歓迎すべきである。ただし、

これらの家は文化財指定の家ならもとよりのことであるが、そうでないものがあっても、で

きるだけその家の旧態を残しておくことを心掛けるべきである。(後略)事情上可能ならば'瞑

重な調査の上で、出来るだけその家の建った時の状態のままで復原すべきである。」(4)

つまり、下線部の通り、民家は現地において、博物館となって保存することが最も望ましいと

している。また、可能であれば、建築された姿のままで復原することが必要であるとしている。

2.杉 本尚次の野外民家博物館

杉本尚次は、海外や日本における野外博物館の研究をする中で、野外博物館の定義を行つてい

る。特に民俗建築である民家の研究において、野外民家博物館 (民家園を含む)に注目している。

そして、平成 14年 (2002)「野外民家博物館の 100年一民家の生活復原展示をめぐって」(5)の中

で、野外民家博物館 (民家園)の 定義を明記している。以下にまとめると、

①人文系野外博物館である。

②主として伝統的建築物 (民家―民俗建築など)や 、生活用具類などを収集し、セットにし

て野外に移築し展示 (収集 ・移築型展示)し た施設。

③広義には伝統的建造物群保存地区や伝統的民家 (町家)な どによつて構成される景観 (町

並み)お よび修景を施した地区 (現地保存型)も 含まれる。

④民家や史跡、産業遺跡などを含んだ環境を保存し公園化した施設や、広い地域を含むすベ

ての伝統文化と周囲の自然環境とが結びついた、地域環境ともいえるエコミュージアム (現

地保存型)も 含まれる。

また、「現地保存型は環境と共に生きていた直接体験からくる生きている姿やその迫力、強い利

点も多い」としているが、
一方で 「失われてゆく伝統文化が激増している現状では、現地での保

存が難しい場合、保存の手段として収集展示型、移築復元型野外博物館も重要」であると言及し

ている。

すなわち、野外民家博物館 (民家園)と は、人文系の野外博物館で、主として民家を生活用具

類とセットにして展示を行っている施設であるとした。また、杉本は藤島と同様に、現地保存出

来ない場合の移築復元の重要性を説いている。

3.落 合知子の民家 ・集落博物館

次ぎに、落合知子の 『野外博物館の研究』(6)における野外博物館の分類について紹介する。落
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合は、野外博物館の分類として 「民家野外博物館」というカテ
ゴリーは示していない。しかし、

今後、「民家野外博物館」力`重要視される可育旨性を示唆する分類を行っている。

以下が、落合の野外博物館分類をまとめたものである。

①現地保存型野外博物館

最も理想的なタイプの野外博物館である。完全な情報発信ができ、臨場感
・迫力 ・保存に

おいて最も優れている。

②移設 。収集型野外博物館

原位置から他の場所に移して、復元および建築する。そのため、環境復元が大きな用件と

なる。

③復元 ・建設型野外博物館

一部に実物資料の移築も見られるが、基本的に実物資料を移築保存するのではなく、あく

までも新たに創造建築するタイプ。テーマパーク的野外博物館に多くみられる。

野外博物館の分類は、平成元年 (1989)に新井重三の 「野外博物館総論」
(7)において、系統化

された。しかし、落合が提唱した③復元 ・建設型野外博物館は、新井が行つた分類項目には存在

しない新たな分野であつた。この分類は、落合が 「新たに建設された形態」
(8)を有する野外博物

館の実在からはじめて提唱したものである。また、復元 ・建設型野外博物館の種類として、

1)歴 史博物館

2)野 外美術館

3)テ ーマパーク、逍遥 。体験博物館

4)集 落 。民家博物館、回想館

以上の4つ に分類している。

ここで、下線部を付した4)集 落 。民家博物館に注目したい。落合は、事例として 「千葉県立

房総のむらJ(以下、房総のむらと表記)を取り上げている。当該博物館は、現地保存型でもなく、

移築復元型 (一部を建築物を除いて)の 野外博物館でもない。しかし、これからの野外博物館、

そして 「民家野外博物館」を考える上で、落合の復元 。建築型の野外博物館という分類は重要性

を帯びてくるものと考える。

以上の藤島、杉本、そして、落合の定義を踏まえ、「民家野外博物館Jの 必要条件を提示してい

きたい。

まず、「民家野外博物館」とは、人文系野外博物館である。そして、展示の主体になる民家は、

「家族構成を成した人々が常住生活をする住宅Jを 指すものとする。民家においては、現地保存

が望ましいが、ほとんどの野外博物館では移築復元の民家が多い。しかし、地域の特色を考慮し

た場合、現時点においてその特色を示す民家が消失している場合が多い。この時、伝統ある建築

技術によつて、当時の民家を建設し、その姿を後世に残し伝える必要性も往々にして生ずる。つ

まり、落合が示した復元 ・建築型の民家野外博物館も定義として含まれると考える。さらに、民

家野外博物館における展示は、民家とそこで使用されていた生活用具 (民具)を セットにしなけ

ればならない。また、「
一民家の範囲内には屋敷地内のすべてが籠められてはじめてその家の生活

機能」(9)が表現される。つまり、一民家を取り巻く環境も展示する必要があるのである。
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文化財保護法からみる「民家野外博物館」

他の野外博物館から 「民家野外博物館」を峻別する際に、昭和 25(1950)年 公布の文化財保

護法について考える必要がある。以下、引用する。

文化財保護法(10(昭和 25年  憲 法第 214号 )

第 1章  総 則

(この法律の目的)

第 1条   こ の法律は、文化財を保存し、且つ、その活用を図り、もつて国民の文化的工場

に資するとともに、世界文化の進歩に貢献することを目的とする。

(文化財の定義)

第 2条   こ の法律で 「文化財」とは、次ぎに掲げるものをいう。

① 建 造物、絵画、彫刻、工芸品、書跡、典籍、古文書其の他の有形の文化的所産で我が国

にとつて歴史上又は芸術上価値の高いもの (これらのものと一体をなしてその価値を形成し

ている土地その他の物件を含む。)並 びに考古資料及びその他の学術上価値の高い歴史資料

(以下、「有形文化財Jと いう。)

② 演 劇、音楽、工芸技術その他の無形の文化的所産で我が国にとって歴史上又は美術上価

値の高いもの (以下 「無形文化財Jと いう。)

③ 衣 食住、生業、信仰、年中行事等に関する風俗習慣、民俗芸能及びこれらに用いられる

衣服、器具、家屋、その他の物件で我が国民の生活の推移の理解のために欠くことのできな

いもの (以下 「民俗文化材Jと いう。)

④ 貝 づか、古墳、都城跡、城跡、1日宅その他の遺跡で我が国にとつて歴史上又は学術上価

値の高いもの、庭園、橋梁、峡谷、海浜、山岳、その他の名勝地で我が国にとつて芸術上又

は観賞上価値の高いもの並びに動物 (生息地、繁殖地及び渡来地を含む。)、植物 (自生地を

含む。)及 び地質鉱物 (特異な自然現象の生じている土地を含む。)で 我が国にとつて学術上

価値の高いもの (以下 「記念物」という。)

⑤ 周 囲の環境と
一体をなして歴史的風致を形成している伝統的な建造物群で、価値の高い

もの (以下 「伝統的建造物群」という。)

2  (略 )

3  こ の法律の規定 (略)の 中 「史跡名勝天然記念物」には、特別史跡名勝天然記念物を

含むものとする。

文化財保護法は、従来の国宝保存法 (1929年)。史蹟名勝天然記念物保存法 (1871年)。重要

美術品等ノ保存二関スル法律 (1933年)を 廃して、下線部を引いた建物 ・美術工芸御 ・遺跡 。自

然物 。景勝地などを含めた有形文化財 。無形文化財 。民俗文化財 ・記念物の保護活用のために統

一的な法規として定められた。こうした文化財を所有している施設の多くは、博物館法の規定に

則した博物館である。しかし、建造物や遺跡 ・史跡等においては、博物館法にその用語がない野
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外博物館を中心に保存や展示が行われてきた。

日本における野外博物館の萌芽とされる大阪府の日本民家集落博物館
は、博物館法にもとづい

た施設であり、また、川崎市立日本民家園も同様である。
つまり、民家を扱 う施設については博

物館法に従つて設立されており、野外博物館の中でも特に博物館法に則
した施設であるといえる。

また、遺跡 ・史跡等については、整備され、付随する施設で展示や当該史跡
についての情報発

信が行われている所もある。しかし、整備
・保存のみで終わつてしまい、情報を発信するための

施設を備えていない遺跡
・史跡も少なくない。つまり、多くの遺跡

・史跡は、博物館法に規定さ

れる施設はなく、文化財保護法の規定の中でとどまつているといえる。

すなわち、民家野外博物館とは、博物館法に則した野外博物館として区分する
ことが可能であ

る。

日本における野外博物館の中の「民家野外博物館」

1.野 外博物館の設立から

周知のように、世界で初めての野外博物館は、1891年 に設立されたスウェ
ーデンのストックホ

ルムにあるスカンセン野外博物館
(H)である。先述したが、日本における晴矢となる民家野外博物

館は、大阪府豊中市に所在する日本民家集落博物館である。創立は昭和 31年 (1956)で、
スカン

セン野外博物館よりもおよそ60年遅れて設置された。

ここでは、野外博物館または民家園となつている博物館の
一
覧表 (表 1)か ら民家野外博物館

を考察する。この表は、設立順に、各館に収集
。展示されている資料の年代や地域、種類の欄を

設けている。

まず、野外博物館の設立年についてであるが、1960年代において各地に 「博物館」「資料館」

と称した野外博物館が設置されはじめる。ここで、設置された野外博物館の展示資料の地域につ

いて注目したい。愛知県の博物館明治村や、神奈川県の川崎市立日本民家園の地域設定は全国と

なっている。全国各地において伝統ある建造物を移築
。収集し、展示を行つている。つまり、当

時設置された野外博物館は、日本各地における代表的な民家の避難場所であつたともいえる。こ

の点は前述した、大阪府の日本民家集落博物館も同様である。

日本民家集落博物館の案内図を見ると、広大な敷地の中に各地の民家は隣接して移築されてい

ることが分かる。これは、野外博物館の条件である、資料 (民家)を 取り巻く環境の再現がされ

ていない。つまり、野外博物館においての展示としては成立していないと考える。また、川崎市

立日本民家園も同様であるが、敷地内において、「宿場J「信越の村」「関東の村」「神奈川の村J

「東北の村Jの 5つ のエリアを設け、各地域別にまとめて配置している点が高く評価できる。こ

れは、「同
一地方の民家を集めるように工夫J(1"されたもので、日本民家集落博物館よりも、展

示に関する1工夫が窺える。また、川崎市立日本民家園において特筆すべきは、民家を見学する前

に導入部として展示室を設けていることである。

1970年 代に入ると、館名においては 1960年 代と変わらず 「博物館」「資料館」とする野外博

物館が多いが、全国から資料を収集し、展示を行っている館は設置されていない。これは、民家
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を収集 。展示する野外博物館が増加していく中で、単に伝統ある建築物を全国から集めるめでは
なく、各地域において、その環境下に建築された建物を保存していくことが定着していったこと
が窺える。

博物館の名称での変化が顕著に現れるのが 1980年 代である。それまで日本で野外博物館が設

置されてきたが、その多くが 「博物館」「資料館」であったことは前述した。しかし、1960年 代
から 「明治村Jや 「り|1崎市立民家園」というような 「村」「民家園」と称した野外博物館も設置さ

れていた。この 「村Jや 「民家園Jと した野外博物館が増加するのが 1980年 代であることが分
かる。筆者は、「村」「民家園」とすることで、当該野外博物館に設定された空間の理解が深まる

と考える。

さらに、1990年 代では、館名として 「ふるさと」「みちのくJ「暮らし (くらし)」といった言

葉を用いた野外博物館が登場してくる。これは、伝統ある郷上の生活を表現した館名であると捉

えることができる。すなわち、各地において郷上の伝統ある文化を観覧者に見せることを目的と

していることが窺える。

各年代において、館名は、当該博物館の設置目的やその性格を表すものであると考える。野外

博物館が設置されていく中で、徐々に、それらが設置された地域の生活や文化に焦′点をあてた館

が増加していくのが分かる。つまり、館名からも民家野外博物館としての役割が、明らかになり

つつあると分析できる。

2.民 家野外博物館の 「建物」資料

野外博物館の主たる資料は、建物である。その中でも、ほとんどの野外博物館において 「民家」

が収集 。展示されている。しかし、民家のみで展示しているのではなく、一民家の範囲内に存在

した建物も併せて展示されている。つまり、民家が存在した環境を含めて展示を行っている館が

多い。

また、民家のみではなく、民家以外の建物を収集 。展示している野外博物館としては、明治村

や北海道開拓の村が挙げられる。明治村は、明治年間においての建物を収集し展示を行っている

ため、「帝国ホテル」や 「教会Jな どの公共的な建物や宗教に関する建物が民家と併せて展示され

ている。また、北海道開拓の村では、開拓時代における建物として銀行や工場などが展示されて

いる。

ここで、民家とそれ以外の建物について考えたい。「民家野外博物館Jと した場合、民家が主た

る展示資料であることは言うまでもない。先に紹介した杉本においても、建物資料の分類が行わ

れており以下に示すと⊂め、

A)農 家 ・町家 。漁家などの主屋と穀倉 ・倉庫 。家畜舎などの付属建物

B)農 村工業や伝統技術に関する建物

…陶器工房 ・搾油小屋 ・製材所 。製粉小屋 ・鍛冶屋 ・水車 ・風車など

C)宗 教的な建物

…教会 ・十宇架堂 。小祠など

D)公 共的建物
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…小学校 ・役場 。徴税小屋 ・郵便局
。消防署 。刑務所 ・ホテル ・小濠1場など

上記の分類からも分かるが、民家である農家
。田I家 ・漁家の主屋と、ホテルや小学校などの公

共的建築物は異なつた機能を持つ。この機能の異なる資料同士を、野外博物館の同敷地内におい

て展示することは、違和感を持たざるを得ない。それは、野外博物館とは 「それぞれの資料が歴

史的なものであつたり、そこに加えられる自然的要素、要するに風土です。風土が現場に息づい

ているということに意義を持たせるJは。ことが最大の特徴であるが故であると考える。例えば、

房総のむらにおいて
一民家を展示する際、建物資料である民家とそれに付随する建物、さらに農

作地をも併せて展示を行つている。つまり、民家が主となりそれを取り巻く自然的環境が再現さ

れていることが重要である。自然環境下において民家を配し、さらにその生活を展示することが

「民家野外博物館」の条件になると考える。

そのため、民家以外のホテルや教会、小学校などの建物を併せて展示する野外博物館において

は、環境の異なつたものが同じ空間に現出してしまうことで、観覧者に違和感を与えると考える。

3.民 家における展示

また、「民家野外博物館Jと して峻別する際に必要な事項となるのが、民家とその生活用品 (民

具)を セットで展示していることであると考える。

多くの野外博物館において、民家の内外部に生活用品 (民具)を セットにした展示が行われて

いる。筆者の訪れた、日本民家集落博物館 。り|1崎市立日本民家F4~l・房総のむらでは、どの館にお

いても民家と生活用品 (民具)を 併せての展示を行つていた。また、実演や体験、催し物につい

ても、各館において取り扱っている地域に応じて行われており、これについても 「民家野外博物

館」とする必要な条件として視野に入れる必要があると考える。

つまり、民家を展示することは、建築物のみとして捉えるのではないcそ の民家を取り巻く生

活 (生活用I島である民:具の展示や、当時の生活を示す実演や体験)や 環境を合わせることで、生

きた資料になると考える。つまり、建物 (民家)を めぐる 「生活Jを も展示し再現する必要があ

るのである。民家での展示の詳細については別稿で記す事にする。

「民家野外博物館」の必要性

野外博物館は現地保存のものが最も理想的であることは確認するまでもない。本稿において峻

別を試みた 「民家野外博物館」t)また例外ではない。現地において保存された民家は、環境や景

観が十分に伝承されている場合において、その姿は説得力と迫力を得る。しかし、戦後から現在

に至るまで、人々の生活や取り巻く環境は大きく変化していった。そのため、伝統技術が施され

た民家は姿を消していつた。こうした状況を憂える人々によって、各地の伝統ある民家が
一
部に

収集 ・保存され、野外博物館としての機能を持つようになつていった。これが、1960年代の 「民

家野外博物館」の特徴であると考える。そして、各地において、民家を収集 ・保存した 「民家野

外博物館」が設置され 「民家園J「民俗村Jと いう名の施設が増加していった。しかし、移築 ・保

存する以前に姿を消してしまつた伝統ある民家も存在していたことは言うまでもない。こうした
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問題から、千葉県の房総のむらは、現在において姿なき民家を当時の伝統ある技術に従って復元・

建設をし、その姿を後世に残そうとした 「民家野外博物館」であるといえる。
「民家野外博物館Jは 、設置された年代によってそれを取り巻く問題は様々である。その現状

に応じて、民家野外博物館の性格は異なるものとなる。しかし、「家族構成をなした人々が常住生

活をする住宅」である民家を展示していることに変わりはない。

展示については前述したが、生活用品である民具を民家において展示することで、その民家を

めぐる 「生活」をも再現することが可能である。民具は、単体では、その資料の情報を得ること

が難しく、使用目的別にまとめて展示されることが多い。例えば、稲作において用いられる民具

を工程順に並べる展示がある。つまり、複数の民具資料を組み合わせることで、単体では分かり

づらい使用法が相乗効果により自ずと理解できるようになる。

こうした民具の性格を踏まえた際、民家においての民具展示とは、大規模な構造展示になると

いえる。民家の土間に、調理に使用する用具類が適切な場所に置かれ、居間には、衣類などを収

納した棚や、机が配置される。これにより、資料一つ一つの使用方法 ・場所が理解できるのであ

る。また、このような展示は、屋内の博物館での部屋の一場面を切り取った再現展示と比べ臨場

感に富むことは言うまでもないことである。

つまり、「民家野外博物館」は民具展示にふさわしい場であると考える。民家とは、生活の場で

あり、そこで生活用品である民具を効果的に展示することができ、最も情報を発信できる場なの

である。民具展示には欠かせない展示空間である。

現在、各地域博物館には雑多に収集された民具が溢れている。主体となる 「観るJ型 の美術的

展示法では、こうした民具を生かすことが不可能であるため、展示をされず死蔵されている。こ

のような民具を生かし、過去の経験側に基づく 「民家野外博物館」で、構造的に展示が行われれ

ば、地域の民俗を理解する上で多大な効果を生むものと考える。

この 「民家Jを 主体とした野外博物館を、分類として 「民家野外博物館Jと 位置付ける必要を

唱えたい。

最後に 「民家野外博物館」の必要条件をまとめて提示したい。

1)人 文系野外博物館

2)展 示資料は民家が主体であり、一民家に付随する建造物も含める。

また、農村歌舞伎舞台や水車などの建物については、民家が展示された環境下において不自然

でないものであれば含める。

3)民 家の内外部において、生活用品を併せて展示される。

さらに、敷地内において、展示されている民家の生活に併せた実演や体験などが出来る。

以上の大きく3つ の要素を備えた野外博物館を 「民家野外博物館」として野外博物館から峻別

したい。
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野外博物館のバリアフリ
ーについての一考察

A study of the barrier-free design for Open Air Museum

中村 千 恵

NAKAWIURA Chie

はじめに

博物館とは、市民の生涯学習を支える社会教育施設のひとつである。そうである為には、年

齢や国籍、しようがい等、個人が有する特性に関わらず、あらゆる人が楽しく快適に利用でき

る場所でなくてはならない。筆者が現在研究を進めるハンズ
。オン展示を含め、各地の博物館

において様々な取り組みが行われているが、未だ明確な形を示すには至っていないように思わ

れる。

博物館におけるバリアフリ
ー関係の文献を読むにあたり、野外博物館について論じられたも

のが少ないと考え、今回これをテ
ーマとして設定した。屋内に資料を収集するタイプの博物館

に比べ、野外博物館は野外へ自らが足を運び、周囲の雰囲気
・環境を含めた展示全体を体感し

てもらうことに、大きな意味があると考えられる。その為に、野外博物館は特にバリアフリ
ー

やユニバーサル ・デザインといつた観点を重視するべきなのである。本稿は、筆者が実際に見

学した事例を交え、野外博物館に限定したバリアフリ
ーの必要要件や今後のあり方について考

察するものである。

尚、しょうがい者の表記については、引用部分や、註釈等以外はひらがなでの表記に統
一す

る。これは、
一部のバリアフリー論者が指摘している、「障りのある

。害のある」という漢字の

意味を除外するという考え方に賛同する為である。

1.バ リアフリーについて

バリアフリーの概念

野外博物館におけるバリアフリ
ーについて記述する前に、ここでは博物館に関わるいくつか

のバリアフリーの概念について述べておきたい。すでに周知のものばかりではあるが、筆者の

バリアフリー自体に対する考え方を明らかにする目的で、ここに今
一度の説明を行 うものであ

る。

ノーマライゼーシヨじ ノーマライゼーシヨン (normalization)とは、「
一
般的には、障害

者を含む社会的支援の必要なすべての人たちに普通の市民の通常の生活状態を提供することを

目的として掲げている」(1)概念である。しょうがい者も健常者も共に生きる社会こそノ
ーマル

であり、そのハンディキャップを特別視せずに、お互いの権利を尊重し合って普通に暮らすこ

とを目指す考え方であり、方法とされる。1950年代のデンマ
ークで起こつた、知的しょうがい

者への収容施設保護への批半J運動の中から誕生し、1960年代後半にはアメリカでも導入された。
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日本では 1975年 (昭和 50)前 後から知的しょうがい者に対するサービスの分野で当該用語が

使用されるようになり、現在では社会福祉分野全体の基本的理念となっている(2)。

バリアフリー バ リアフリー (barrier‐free design)とは、「身体障害などの何らかの原因に

よつて、ある社会や環境においては何らかの行為を達成するために障壁 (バリア)が 存在する
ことがある。一中略…このバリアが取り除かれた状態をバリアフリーと言い、そのために環境

や道具、日用品などを適正なものに改変すること」(3)でぁる。この概念は、身体しょうがい者
の移動環境についての議論を中心に普及してきており、主にハード面での対策を考える上で、

重要なキーワードとされるが、近年では人々の行動や心理的側面から観た 「日に見えないバリ

アJと いった社会的環境についても当該用語が使用され、物理的環境と共に注目される。
ニバーサル ・デザイ バリアが存在することを前提としているバリアフリーの概念は、

アメリカの専門家の中には消極的であるとして批判的な見方もあり、賛否が分かれる所である。

これに対して 「後から改造や特殊解のデザインをしなくとも、最初からすべての人にとって最

大限の拡張性を持った使いやすい環境や家具、道具類をデザインする」(註 3)こ とを目指す、
ユニバーサル ・デザイン (universal design)という概念が生まれた。この概念を提唱したア

メリカのロン ・メイス (Ron Mace)は 、建築家であり製品デザイナーでもあつた。上記の定

義にはものづくりからの視′点が見られるが、特筆すべきなのは、彼自身が車椅子使用者であっ

た事も相侯って、ここで初めてある領域の専門家の視′点と共に、使用者としての視′点を持ち合

わせた概念が誕生した事なのであった。この分野の博物館についての研究は、神奈川県立生命

の星 。地球博物館元学芸員の奥野花代子が詳しく、後述する青森県 。三内丸山遺跡時遊館のユ

ニバーサル ・デザイン導入に際して指導を行っている(4ゝ

以上の 3項 が、大まかではあるが現在主に使用されている専門用語であり、概念である。日

本でもこれらの考え方が広まり、博物館でも多くの試みが行われているが、まだまだバリアの

除去は不十分であると看取されるのである。

また、現在とられている措置が本当に適切なものかどうかを、継続的に見直していく必要が

あるであろう。ノーマライゼーションやバリアフリーという考え方では、十分に使用者の目線

に立っているとは言い難く、「普通の状態に標準化する」という考えの下に行われた措置は、逆

にしょうがい等を特殊化し浮き彫りにさえしている実情もある。こうした事態は、使用者にと

つては不快感を抱くものであり、避けねばならない要件なのである。以上の観点から、筆者は

今後のバリアフリー対策を行う上では、ュニバーサル ・デザインの視点に立った措置をとるこ

とが常套手段であると考えるのである。

しかし、現状ではユニバーサル ・デザインという言葉のみが先行し、独り歩きしている感が

否めないことも事実である。当該用語を使用する者の解釈も、様々であるように思われるので、

ここで今一度、ユニバーサル ・デザインの 「7つ の原則」を以下に確認する(5、(日本語訳 :筆

者)

1.公 平な利用 (Equitable use)

2.利 用にあたっての柔軟′性 Oexibility in use)

3.単 純かつ直観的 (simple and intuitive)
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4.知 覚に訴える情報 (perceptive information)

5.ミ スを許容する寛大さ (tolerance for error)

6.身 体的能力に制限されないこと (low physical effort)

7.利 用 し易い寸法と空間 (size and space for approach and use)

これはあくまで製品デザインが元になつた概念であり、それを丸ごとそのまま博物館の中に

応用することは難 しいであろう。だが、この考え方を基本 として、施設のハ
ー ド面に限らず博

物館が行 う展示を含む教育活動にも、ユニバ
ーサル ・デザインを取 り入れることは可能である

と考える。

2博 物館におけるバリアフリー

博物館 としょうがい者についての先行研究

博物館 としょうがい者についての研究史は、山本哲也の 「博物館のバ リアフリ
ー計画J(註 2)

に詳 しい。 日本で最初にしょうがい者への教育活動に関する記述が認められるのは、山本によ

ると1938年 (昭和 13)の 『博物館研究』第 11巻第 2号 「海外事情 ◇ 植物園の教育行事」

である。ここでは、ニューヨークのブルックリン植物園を取り上げ、視覚しょうがい者への特

別講座という形の対応が述べられているのが嘱矢である。その後は、戦争で混乱の時期でもあ

り論じられる事はなかつたようである。再度目にするのは、1961年 (昭和 36)の 『国立博物

館ニュース』第 166号所収の岩崎友吉による 「身体の不自由な人にも美術鑑賞の機会を」が戦

後初出である。この中では、身体の不自由な人への対応として、「車つきの椅子」を用意するこ

とを提案しているものとされるが、山本はこの表現について 「「車椅子Jと いう言葉すら普及し

ていないことが読み取れるものであり、当時の日本のしょうがい者福社の状況も見えてしまう

ような観がある」と断じている(6)。

更に山本は、総合的な見地からの最初の成果として、「学校教育と博物館 (3)」と題する特

集が組まれている、1964年 (昭和 39)発 行の 『博物館研究』第 37巻 第 5号 (7)について論じ

ている。これを取り上げた理由として、以下のように述べているc

最も評価すべき,点は、養護学校 ・盲学校のそれぞれの教員の意見を取り入れていること

にある。それは、自らがしょうがい者でなかったり、また、教育上 。生活上やその他の場

面においてしょうがい者の意見に耳を傾けられる立場になければ、所謂健常者からのお仕

着せに陥る恐れを考えなければならないからであり、教育現場にいる者の見解は重要視さ

れてしかるべきと考えるからである。 (註6)

これは博物館の設計にあたる時や、教育プログラムを開発する際に必要な視点である。前述

したようにユニバーサル ・デザインには 「利用者の視点」が含まれており、こうした利用者の

近くにおり、その特性や対応を熟知している者の意見は貴重であり、大いに参考にすべきであ

る。また、可能な限りしょうがい者や高齢者から、利用当事者としての意見を直接組み入れる

ことも、ハー ド面に限らず博物館で行われる教育活動には必要である。

その後も、数多くの研究が発表されているが、そのほとんどが視覚しょうがい者か、肢体し

ょうがい者に対する展示や対応について論じるに留まっている。聴覚しょうがいや内疾患等、
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その他のしょうがいについては駒見和夫が(8)に総論的にまとめているが、今後も継続 して研究

していく必要があるであろう。1996年 (平成 8)以 降の、近年に発表 された文献についても、

同じく山本の研究に詳 しく述べられている(9)。また、山本は、バ リアフリーや■ニバーサル ・

デザインを考える上で、今までのようにしょうがい別に対応策を考えるのではなく、「4つ の障

壁」ごとに考えるべきであるとしている。4つ の障壁とは、『障害者白書 (平成 7年 度版)』に

おいて、しょうがい者を取り巻く社会環境に存在するバリアとして挙げられた 「①物理的な障

壁、②制度的な障壁、③文化 ・情報面での障壁、④意識上の障壁Jで ある。社会教育施設であ

る博物館での場合を考える際に、最も問題となるのは、展示されている資料の情報を伝達する

際の③文化 ・情報面での障壁であると見倣される。その為、視覚等特定の感覚のみによる観察

ではなく、複数の感覚を活用した観察が可能である展示を行うことが望ましいと考える。勿論

しょうがい別の特性も考慮すべき,点であるが、それらは既に多くの先行研究で論述されている

ことと、本編は五感を使用した展示の観察や、人による見学サポー トいう点に重点を置くとい

うことから、本編で詳しく述べることは行わないこととする。

野外博物館の概念

まず、ここで述べる 「野外博物館Jと はどのようなものであるか、その定義 ・概念について

述べ、その後に野外博物館のバリアフリーに関する先行研究を幾つか挙げることとする。

野外博物館の定義 ・概念について、発祥の地である欧州では、ヨーロッパ ・オープンエアー

博物館協会 (AssOciatiOn Of EurOpean Open Air Museum=以下AEOMと 記述)に おいて示

されているものが唯一の例である(10ヽAEOMは 、1957年 国際博物館会議 (ICOM)に 対し、

Open Air Museumす なわち野外博物館を提唱し、1959年 ICOM第 5回 総会において承認さ

れた博物館協会組織である。

当協会が提唱した、Open Air Museumの 定義 ・概念は、以下の通りである。(落合 2009よ

り引用)

(A)文 化財及び文化地域にある移動不可能なもの、及び移動可能な文化遺産を保存す

る。

(B)文 化財及び文化地域の科学的調査を実施し記録する。

(C)教 育に関連して、文化財及び文化空間自体の歴史を
一般市民や民俗研究者に対し

て公開し普及する。

[定義]

(抄)

Open Air Museumは 歴史的に正確な絵になるように自然的、文化的環境を取り入れた

展示を通して、夫々の建造物がお互いに関連しあつてみられるようにアレンジすることが

望ましい。

Open Air Museumは Open Air(戸 外)に おける文化史博物館である。現在あるものの

大部分は民族学および民俗学にかかわる博物館である。そして、その中の大部分は伝統的

な農家や農村文化遺産を扱っているが、なかには少数ではあるが町並みを扱っているもの

もある。また、実在物を展示するとなると限界がある。特に先史時代の住居等は科学的に
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承認されれば再建することもできる。これは、その建物が持つ教育的価値をゆがめるもの

ではない。科学的決定によつて高く評価されたものであれば再建、修復、移設等により展

示効果をあげることができる。

上記から、AEOMが 定義するOpen Air Museum、すなわち野外博物館とは、資料を戸外に

展示する文化史博物館であり、野外が展示空間であるものの、自然史系の分野は対象外であり、

人文系の分野に限定される施設であると理解できる。

では、日本ではどのように定義されているのであろうか。落合知子は、博物館学の視点から

木場
一
夫や新井重三らの論を考察し、AEOMの 定義に自然史系分野を加え、以下のような概念

を提示している。(註10)

1.野 外博物館とは野外にある博物館を直戴に指すものではなく、環境景観といった風土

をも移設 。再現した野外展示空間を有するものでなければならない。

2.野 外博物館は自然系と人文系の両者を併せ持つたもので、さらに総合博物館へと昇華

したものでなければならない。

3.野 外博物館は野外展示空間を有すると同時に、核となる博物館を有さなければならな

い 。

4.核 となる博物館の室内展示 と野外展示は関連 したものであり、室内展示は野外展示を

集約 したものでなければならない。

我が国の博物館の分類 として、展示資料ではなく展示場所による分類である野外博物館は未

だ確立しておらず、博物館法他関係諸法令にもその名称は見られない。現状では、唯
一文部科

学省による社会教育調査の分類に加えられているのみである。 し かし、今後も近代遺産や重要

伝統的建造物群等、多彩な種類の文化財が増え続けることを考慮すれば、その保存 ・活用 とし

て野外博物館が、その効力を発揮するであろうことは間違いないと考える。そして野外博物館

が多くの人に親 しまれる場所となるには、バ リアフリーは必須要件であると考えるものである。

それ故、多くの文化財を野外博物館 として分類を行った落合の野外博物館の定義を踏襲する形

で、本稿の論を進める事とする。

野外博物館におけるバ リアフリー先行研究

まず、山本は野外博物館に限らず、博物館におけるバ リアフリー事例 として、主に触察展示

を行っている館を歴史民俗系 ・自然系 ・美術系と大きく 3つ に分類 して述べてお り、その中に

横浜市歴史博物館に隣接する大塚 。歳勝土遺跡公園が列示されている(11ヽ ここでは車椅子使

用者への対応 として、竪穴式住居内に進入できるよう設置されたスロープが取 り上げられてい

る。 しょうがい別の特性を把握すると同時に、前述 した 4つ の障壁からの考察を行つている点

が、博物館学的視点からバ リアフリーを捉えてお り評価出来るものであると考えられる。

バ リアフリーの視′点から野外博物館にまとまった記述がされているのは、野村崇による報告

が初出であると看取される(12)。野村は野外博物館におけるしょうがい者 との関わりについて、

自身の研究課題 として設定している。その問題意識から端を発 した当該報告は、自身の怪我に

よって車いすを
一時使用 した体験をきつかけに執筆 されたものであり、肢体しょうがい者 (車

椅子 ・各種杖使用者)の みに的を絞つた記述がなされているのが特徴である。前 。後の二編か
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ら構成され、前編は自身が勤める北海道開拓の村について、後編では江戸東京たてもの園と、

日本民家集落博物館での調査報告となっている。バリアフリーとしては対象が限定的ではある

ものの、複数の野外博物館を調査し、当時の現状を明らかにしたことは、大きな成果であつた

と評価できる。しかし、スロープやしょうがい者対応 トイレ等の設置を以て、バリアフリ‐が

達成されたといった安直な捉え方がなされているように把握できるのは残念である。この′点は

大いに疑間であり、次章にて詳述することとする。

博物館におけるユニバーサル ・デザイン研究の第一人者である奥野花代子は、2002年 (平成

14)11月 30日 に開館した、青森県三内丸山遺跡のビジターセンター 「縄文時遊館Jの 設計に

あたり実施した事例を、実践報告として発表している(13、奥野は、視覚にしょうがいを持ち

触察に関する研究を行 う半田こずえと共に、様々な提言を行った。主に、誘導用の手すりの太

さや高さ、それに貼付する点字シー トの位置や向き、表記方法、点字ブロックを使用しない誘

導用床材の導入、触知図の的確な表現方法等、施設内の多くの部分を検証している。当該報告

は、利用者としてしょうがい者自身が、設計段階において多くの点を検証し意見を反映させて

おり、ユニバーサル ・デザインの理念に合致している点が評価出来る。今後もこのような取り

組みが継続して行われることが望まれる。

しかし、提言が行われたのは展示室外の所謂エントランスホールや廊下に留まうており、展

示室内にはユニバーサル ・デザインの考え方は反映していないと考えられる。館内での移動と

いう物理的な障壁に対しては有効だが、筆者の考える文化 ・情報への障壁への対応としては、

不十分であると考える。

宮崎県立西都原考古博物館では、特徴的なものとして、両肩にスピーカーが配置されたジャ

ケット型音声ガイ ドと、組み合わせにより空間案内を行 う触察ピクトについての事例報告が、

東憲章によつて発表されている(14、当該施設は、特別史跡西都原古墳群のガイダンス館の役

割を担っていた西都原資料館の老朽化に伴い、新設される際にユニバーサル ・デザインが導入

され、2004年 (平成 16)4月 17日 に開館した。開館から約 8ヶ 月後に、日本ミュージアムマ

ネージメント学会によるユニバーサル ・デザインに関するシンポジウムが開催され、前述した

取り組みに対する評価検討が行われ、更なる改善を行つている。しょうがい者だけでなく幅広

い見学者を対象として計画が行われた点と、人による案内を前提としたことで柔軟性の高い取

り組みであると考えられる。

最近では、落合が著書の中で 「野外博物館のバリアフリー」という節を設けて論じている。

(15)落合は、バリアフリーは建築物の中と野外部に大別されるとし、それぞれの事例を挙げて

いる。屋内部に関して、特に歴史的建築物を活用した施設の場合、建築物の保存とバリアフリ

ーを共存させ、出来る限り違和感の無いように施されるべきであると述べ、秋田県小坂鉱山事

務所の外付けエレベーターを事例として紹介している。これは歴史的建築物の活用事例だが、

建築物そのものを展示資料とする野外博物館に関しても、考えねばならない方策である。また

野外部に関しては、段差の無いルー トの他、車椅子の貸出 ・点字の案内パネ'レ等が挙げられて

いるが、屋内部に必要とされる要件と概ね同様であると述べている。各博物館での個別の取り

組みに関する報告が多い中、客観的な視′点から野外博物館におけるバリアフリ
ーに考察してお
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り、野外部に関する配慮が未だ十分でないことを指摘 している点が高く評価出
来るであろう。

以上数少ないながらも、筆者が読了した先行研究について管見した。結論
としては、全体と

して各博物館における実践報告が多く、野外博物館の特に野外部に関し
ては、未だ理論 として

確立されていないことが明らかとなつた。また、報告は導入当時のも
のが多数を占め、その後

数年を経て、導入された設備やサ
ービスが機能 しているのかどうか不明であり、継続的な報告

が望まれる。

3野 外博物館におけるバリアフリ
ー

野外博物館における必要性 と屋内部
・野外部の比較

全国各地の野外博物館で、様々なバ リアフリ
ー対応が行われているが、果たしてそれらは本

当に必要なものであろうか。バ リアフリ
ー自体が行われるべきであることは、誰もが認める所

ではあるが、主にスロ
ープやエレベーターの設置とい うハ

ー ド面の整備に重点が置かれている

現状も周知の事実であるかと思 う。これは、1994年 (平成 6)に 「高齢者、身体障害者等が円

滑に利用できる特定建築物の建築の促進に関する法律」(通称ハ
ー トビル法)(16)に よつて、法

的拘束力が生まれたことが背景となつている。ハ
ー ド面の整備は、前述 した 4つ の障壁の うち、

主に物理的な障壁を取 り除く為に有効である。これは、野外部を有する野外博物館には特に欠

かせないものであるが、山麓部や丘陵地帯等に建設 された館では、全ての人に対 して安全で快

適な見学を保証するのは困難である。そ うした理由は、抑々野外博物館における展示が、単に

資料を野外に展示するのではなく、その地域の自然や季節感をも体感 し、楽 しむものとい うこ

とに起因するものである。つまり、遊歩道をコンクリ
ー トで完壁に舗装 し、傾斜を全て崩 して

平地にしたものは、もはや野外博物館 とは言えないのである。こうした点から、筆者は野外博

物館におけるバ リアフリ
ーでは、ハー ド面の整備も考慮に入れると同時に、ソフ ト面の充実を

図ることが最も重要であると考える。

では、現在行われているバ リアフリ
ー対応は、

一体どのようなものがあるのであろうか。現

状と今後の望ましいあり方を考えるべく、先行研究を参考として、実施されているバ リアフリ

ーの種類について、屋内部 ・野外部での実施例の比較を試みる。

まず屋内部では、物理的な障壁を取り除くものとして、スロ
ープの設置 。点字ブロックの設

置 ・車椅子等の貸出 。手すりの設置 。多目的 トイレの整備
。エレベーターの設置等が、施設 。

設備面における対応として行われている。文化 ・情報面の障壁に対しては、触察展示
・音声ガ

イ ド・点字解説書等が配置され、数は少ないが手話通訳 ・筆談での応対
・ボランティアによる

案内を実施している館も存在する。その他にも、資料を展示室内で展示する所謂博物館では、

資料を館外に貸し出すことで、来館が困難な利用者へ学習の便を図つており、当該措置は同時

に文化 ・情報面の障壁に対しても有効である。

次に、野外部での物理的な障壁を取り除くものとして、スロ
ープ式のルー ト・点字ブロック

の設置 ・車椅子等の貸出。手すりの設置 。多目的 トイレの整備 。救護室等が挙げられる。文化
・

情報面の障壁に対しても、屋内部と同様に触察展示 ・点字解説パネル等が配置されている。こ

のように見ると野外部でも十分な対応が行われているように思われるが、所謂博物館との決定
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的な相違′点は、野外博物館の資料は館外への貸し出しが困難な′点である。野外博物館において

野外部に展示される資料は、建築物等大型の資料や、遺跡等の基本的に移動が不可能である資
料がほとんどである。勿論、野外博物館の屋内部では、収集された民具や土器等のように移動

可能な資料が展示されているが、それらはその場から離れてしまっては、本来見学者に伝える
べきメッセージを正確に伝える事は出来ないのである。これは野外博物館の展示が、屋内部と

野外部が融合することで機能する為である。

以上のように、野外部のバリアフリーは屋内部と同様の措置に留まっており、野外部の展示

を安全 ・快適に見学するに足るか否かは、大いに疑間が残る。特に、野外部において物理的な

障壁に対するソフト対応は、管見の限りでは記載が見られなかった。また、野外部における施

設 ・設備の整備は、風雨等によって屋内部のものよりも劣化が早く、定期的なメンテナンスが

求められるが、現状では設置を行 うこと自体に重点が置かれ、利用の便や安全性までは、至ら

ない部分が多いように思われる。

野外博物館におけるバリアフリーの必要要件

その上で、野外博物館に必要であると考えられるバリアフリーの要件として、以下の 4項 を

提案する。

①安心して博物館へ足を運べるよう情報を発信すること

②諸感覚を駆使して野外展示を含む資料の観察が可能であること

③雨天時も休憩出来る施設が敷地内に数ヶ所備わつていること

④屋内 。屋外共に、人による案内を受けることが出来ること

これは、野外博物館が他の場所に移動させることが出来ない遺跡や建築物等の大型資料を有

することが主たる要因である。見学者は自らの足で訪れ、資料を取り巻く自然環境や、季節の

移ろいも共に体全体で感じることが、野外博物館の見学に際して重要な要素のひとつであると

考える為である。これら4つ の要件は、前述した 4つ の障壁のうち、③文化 ・情報面の障壁を

越え、しょうがい者に限らず多くの人が野外博物館を見学する際に必要なことであると考える。

以下より提案した必要要件を、順を追って考察を行 う。

まず①安心して博物館へ足を運べるよう情報を発信することについてだが、館内の対応を積

極的に行ったところで、その情報を伝えなければ足を向けることは難しいだろう。情報発信の

手段としては様々な媒体が挙げられるが、特に常設的な情報媒体として、Webサ イ トに注目し

てみたい。これは博物館から発行されるポスター等の情報媒体が、特別展等に際して作成され

るものであることが多く、
一時的なものである為である。総務省の平成 21年 度通信利用動向

調査(17)によると、情報通信機器の普及率は携帯電話 。PHSが 96.3%、パソコンが 87.2%と 高

い割合を示している。更に、インターネットの普及率は 78.0%と なっており、その内パソコン・

携帯電話等のモバイル端末の併用が 69.0%、パソコンからのみ使用が 13.7%、モバイル端末か

らのみが 9.4%と なっている。地方や年齢によつても差はあるかと思うが、Webサ イ トが有効

な手段であることは間違いないであろう。

そして浅井勝利も述べているように、博物館のWebサ イ トは、使用する通信機器や環境に左

右されぬようにし、利用の公共性を守らねばならない(18)。特に携帯電話に関して、高齢者世
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帯では高額のパソコンに比べて普及率が高く、また視覚しょうがい者や聴覚しょうがい者にと

っても、携帯電話は使用頻度の高いコミュニケ
ーションツールであることから、博物館のWeb

サイ トは携帯電話からも利用が可能であることが、今後必要な条件となる
べきである。Webサ

イ トを作成する際には、知りたい情報がすぐに探し出せるような分かり易いデザインを基本と

し、文字の大きさや背景色 。文字色等に配慮すると共に、常に最新の情報を掲載するよう心掛

けるべきである(19)。色覚バリアフリ
ー等に関しては、全国の都道府県庁のWebサ イ トも参考

になる部分があるかと考えられる。

次に、②諸感覚を駆使して野外展示を含む資料の観察が可能であることについては、野外博

物館ではひとつの感覚だけではなく、複数の感覚を組み合わせた資料の観察が可能であると考

える。例えば、江戸東京たてもの園 (東京都小金井市)等 の民家園では、民家の野外展示の内

部において囲炉裏に火をくべる等の情景再現展示を行っている。板張りの床に座って囲炉裏か

ら発する熱を肌で感じ、煙の匂いを嗅ぎながら昔語りを聞けば、囲炉裏が家庭の中でどういつ

た役割を果たしていたのを視覚 。感覚 ・嗅覚等を使って、体全体で観察することが可能なので

ある。また、三内丸山遺跡 (青森県青森市)で は、野外展示の大型掘立柱建物が、縄文時代に

当該遺跡周辺に生えていた栗の木(20)で再現されていることを野外展示によつて学び、ビジタ

ーセンターである時遊館において栗を使用した料理を食べることが出来る。これは野外展示で

視覚 ・触覚等を使つて資料を観察し、味覚によつて縄文の暮らしに考えを巡らせて、経験を再

確認する効果があると考える。これらは本来バリアフリ
ーを意図したものではないが、視覚 。

触覚 。味覚 ・嗅覚等資料に対して様々な感覚から観察を行える体験型展示は、しょうがいの有

無や年齢に関わらず効果的であり、バリアフリ
ーやユニバーサル ・デザインの視点から捉えて

も有効であると考える。

続いて、③雨天時も休憩出来る施設が敷地内に数ヶ所備わっていることについてだが、野外

博物館の見学では、屋内の博物館と比較しても移動距離や、それに伴 う疲労が大きくなること

は疑いの無いことであろう(21)。更に、野外に特有の事象のひとつとして、天候は非常に大き

な事項である。天候条件が悪い中の見学であれば、疲労感はより頻繁に感じられるであろう。

しかし現状では、ビジターセンター内に喫茶スペース等が設けられ、野外部は屋根の無いベン

チの設置等に留まっている。休憩施設は、身体を気遣うだけでなく、諸感覚をリフレッシュさ

せてより良い観察を行う為にも必要なものであることを、今
一度認識を新たにするべきである。

設置の際には、誰もが利用しやすいように、施設内部や出入り国の空間を十分に確保すること

は勿論、内部に設置する椅子等の素材やデザインも安全性に配慮せねばならない。例えば、車

椅子使用者と歩行者が
一緒に休憩できるように、壁面に折り畳むことが可能なベンチの設置や、

内臓機能しょうがい者や小さな子どもを連れた家族が、人目を気にせずに横になつたり世話が

出来たりというスペースの確保も、休憩施設には必要であろう。

最後に、④屋内 ・屋外共に、人による案内を受けることが出来ることについてであるが、前

述したように野外博物館でも施設 。設備等のハー ド面の整備は、各館でそれぞれ進められてい

る。しかし、やはり文化 ・情報面での障壁を越えるには、人と人とのコミュニケーションを通

じたサポー トが望ましいと考える。それは、博物館での経験というものが、「見学者と資料」の
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関係だけでなく、資料を通じた 「人と人」の関係によっても構成されるからである(22、特に、

野外部を持う野外博物館では物理的な障壁に関しても、有効であると考える。野外部において

も、ハー ド面の整備が行われているとはいえ、不測の事態が起こることも考え得る。そうした

事態を未然に防ぐには、人による柔軟性に富んだガイ ドが最も適していると考える。展示解説

がバリアフリーにも応用可能であるとの考え方は、田川泉・藤田真理子。佐藤美由紀による2004

年 「博物館のバリアフリーー 日米比較―」『広島大学 民族社会研究』第 2号 においても、看取

出来るものである。

また、視覚しょうがい者に限定されたデータであるが、博物館を訪れる際に最も重要視する

ことの中に、「角虫って観察 。観賞できる展示があることJと 並んで 「理解あるスタッフの存在」

が挙げられている(23と更に、博物館職員のバリアフリーに対する意識が高いほど、その館で

のバリアフリー対応が進んでいるというアンケー ト結果によって、博物館職員の高齢者やしょ

うがい者に対する志向と、その館におけるバリアフリー対応の進展状況が大きく関係している

事が明らかになっている(24)。これらのことからも、博物館での見学における人を介したバリ

アフリーの重要性が読み取れるであろう。また、人による案内が意味するところは、ハー ド面

のサポー トとして物理的な障壁に対応し安全な見学を担保するものと、展示についての解説等

で五感による観察をサポー トし、文化 ・情報面の障壁に対応するものの 2つ が考えられる。し

かし、それぞれが完全に独立して行われるのではなく、両者が結び付いた案内がより望ましい

と考える。

4つ 目の項目に付随して、しょうがい者や高齢者等と共に訪れた家族 ・友人が、
一
緒に展示

を楽しめるツールを考えることも必要であろう。一例として 2009年 に国立民族学博物館で行

われた企画展 「点天展」では、点字と墨字の両方が印刷されているパンフレットが配布された。

それぞれにどのようなことが書かれているのかを教え合うことで、展覧会を通じたコミュニケ
ーションが生まれると同時に、展示についてもより深い理解が得られるのではないか。更に、

点字使用者と墨字使用者が、お互いの文字文化について触れ合 うことが出来、こうした試みを

通じて意識上の障壁撤廃への効果も大いに期待できるものである。

4 お わりに

ここまで、バリアフリー関係の先行研究を管見し、野外博物館におけるバリアフリーの現状

をまとめると共に、新たに必要要件の定義を行った。そこから、現在行われているバリアフリ

ー対応が、ハー トビル法の施行等の一定の強制力によって推進されてきており、ある意味では

消極的な対応であることが明らかとなった。今後は、従来の障壁があることを前提とし、それ

を取り除くための 「消極的バリアフリー」から、博物館側は展示によつて何を伝えたいのかを

考え、それを伝える為には何が必要なのかを考える 「積極的バリアフリー」へと、バリアフリ
ーに対する意識の転換が必要であると考える。近年では 「ユニバーサル ・ミュージアム」とい

う言葉も広がり、それ自体を主題とした展覧会も各地で開催されており、博物館関係者に留ま

らず、一般の方にも認識が進んでいることと思われる(25、今後も、継続して博物館における

バリアフリーに関する研究が進展することが期待される。
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今後も博物館教育の視座に立ちながら、バ リアフリ
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ミュージアム ・コンサー トに関する
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A consideration of Concert in Museum

松林 有 紀

MATSUBAYASHI Yuki

はじめに

ミュージアム ・コンサー トとは、その名の通り博物館 ・美術館 (ミュ
ージアム)で 行われる

演奏会 (コンサ
ー ト)の ことである。今日、多くの博物館

・美術館で様々なミュ
ージアム ・コ

ンサー トが行われ、博物館が行 う事業の
一つとして定着している。1990年 に出された、社会教

育審議会の社会教育施設分科会の 「博物館の整備
。運営の在り方について」の報告では、「教育

普及活動の多様化と充実Jの 項目において 「(各博物館の資料や特徴を活かした教育普及活動の

充実を図ると共に、)展 示に関連する映画会、ョンサ
ー トなど多彩な活動を工夫する必要があ

る。」ωとされ、展示とリンクしたミュ
ージアム ・コンサー トは教育普及活動の

一つとして位置

付けられている。(下線は筆者)

博物館学においては、藤山
一雄が満州國立中央博物館で展開した、教育普及活動 「博物館エ

キステンションJの一つとして、1939年 にオ
ーケストラの演奏会を行つた、という記述があり、

棚橋源太郎は、ミュ
ージアム・コンサー トとは記載していないが、博物館の活動として 「音柴」

を挙げている。1990年 代後半になると、博物館の現場では、金山喜昭が、野田市郷土歴史博物

館で、地域の童謡作家の特別展開催時に関連のミュ
ージアム ・コンサー トを実践し、その

一方

で、ミュージアム ・コンサ
ー トは新規来館者を増やすための

一つの戦略であるといつた声も出

てきている。

日本の博物館学において、早い時期から博物館でのコンサ
ー トの開催は容認され、近年に近

づくにつれ、博物館教育論等のなかで、「音楽会」、「演奏会」、「コンサ
ー ト」といつた言葉が散

見出来る。しかし、それらは博物館活動の
一例として挙げられているものが殆どで、いずれも

が明確な研究史であるとは言えない。

今日、多くの博物館、美術館においてミュ
ージアム ・コンサー トは開催されているにも関わ

らず、この分野は未踏の研究分野であるといえよう。筆者は、そういつた現状から、教育普及

活動の一つとしてのミュージアム ・コンサ
ー トは、どうあるべきか考えなおす必要性を感じ、

研究テーマとして定めた。

本稿では、その基礎研究として博物館学史においてミュ
ージアム ・コンサー トは、どのよう

に述べられてきたのかを概観し、また現代の博物館におけるミュージアム ・コンサ
ー ト開催の

状況を、年報からの情報をもとに分析することで、博物館学史におけるミュ
ージアム ・コンサ

ー ト論と、実際に行われているミュージアム・コンサー ト双方の問題点を考察するものである。
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第 1章  ミ ュージアム ・コンサー トの位置づけ

1.博物館学研究者による研究史

①藤山一雄のミュージアム・コンサート

1939年に満州国国立中央博物館副館長に就任した藤山一雄は、それまで 「単なるモノの展示

場」という博物館を否定し、欧米に倣い、社会に積極的に働きかける教育・普及活動である 「博

物館エキステンション」を展開し、新しい博物館を目指した。。)

「博物館エキステンション」として行われた活動には、「移動講演会J、「現地入所科学研究生」、

「博物館の夕J、「満州科学同好会」、「科学バイキング」等があった。ミュージアムコンサー ト

は、現代でいう博物館の定期的な公開講演に該当する 「博物館の夕」第 4回 目において開催さ

れた。『國立中央博物館時報』第 3琥 には、以下の通りにミュージアム ・コンサー トの概要と開

催時の状況が報告されている。

第 4同博物館の夕(通俗學術講演會)

康徳 6年 10月 25日午後 7時から、新京特別市西慶場、満鐵倶柴部で、第 4同博物館の夕

を下記の通り開催した。

出演・……新京交響染園

第 1部 音 柴  指 揮……大塚 敦  氏

獨唱……古田牧江 嬢

A.序 曲
"フ
イガロの結婚

"よ
り……モーツアル ト曲

B.第 一幕の序曲
"ア
ルルの女

"よ
り……ビゼー曲

C.管 弦柴附きソプラノ獨唱
"フ
イガロの結婚

"よ
り……・モーツアル ト曲

1.スザンナの詠唱 2.ケ ルビーノの宣叙調と抒情調

D.第 一組曲 歌 濠1"カ ルメン
"よ
り………ビゼー

1.プレリュー ド 2.ア ラゴネーズ 3.イ ンターメツツオ 4.ア ラゴンの龍騎兵

5.トレア ドーレ

第 2部  科 學講演

第 3部  文 化映書

今回の博物館の夕に際して、新京音楽院及び満鐵新京支社の御支援を得て、音架と映豊と

をプログラムの上に組み得た事は、科學講演と相待つて、新京の文化人を非常に喜ばした。

(中略)會は定刻正 7時 、藤山副館長の開會の詳に引き績いてプログラム通り、演奏會に移

つた。1200名の耳は動員され、水を打つたやうな静かな會場に、オークス トラの旋律が流

れだした。 (中略)やがてわれるやうな拍手で第 1部のプログラムが送られると、第 2部 の

科學講演會に移つた。③

終了時刻が午後 11時 との記載があり、長時間に亘る会だったようであるが、好評のうちに無

事終了したことが窺い知れる。藤山は、自身の著書 『新博物館態勢』の中で、「博物館の夕」に

ついて 「講演及び音柴映書によリー般の知的啓嚢、情操涵養に営り、別に科學同好含を組織し、

毎月一同づ 給ゝ々専門的な知的探求に精進するに努め」“)と述べており、ミュージアム ・コン

サー トを教育普及の一つと考えていたと思われる。
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②棚橋源太郎のミュ
ージアム・コンサート

棚橋源太郎は、東京教育博物館 (現在の国立科学博物館)の館長や、博物館事業促進会(現在
の

日本博物館協会)の専務理事を務め、戦前の博物館令制定運動においても中心的な役割を果たし、

現在では 「博物館学の父」、「博物館の育ての親」として知られている。

棚橋がミュージアム ・コンサ
ー トについて述べているのは、郷土博物館の特質について論じ

た 『郷土博物館』の著作内である。郷土博物館について、「郷土博物館は、学校教育の補助機関

であると同時に、また町村及び地方の青年を始め全住民社会教育の中央機関たらしめなければ

ならぬ。(中略)特 に公民としての教養、愛郷土精神の養成に重点を置き、多方面の社会教育に

よって、地方の発展、特に民風の作興産業の発達に貢献せねばならない」
(5)とした上で、棚橋

は、郷土博物館における常時展観、特別展、講演会、講習会、趣味娯楽会などの必要用件につ

いて言及している。ミュージアム ・コンサ
ー トは趣味娯楽会の

一つに含められ、以下のように

述べられている。

各町村各地方には、また特殊の但謡音楽舞踏村芝居その他の民衆芸術を有つて居るとこ

ろも少くあるまいから、兎角乾燥無味の生活に陥り易い農村や地方へ民衆的娯楽を導き入

れて、その単調を破 りこれを美化潤色することもまた頗る必要である。
0(下線は筆者)

また、『博物館綱要』にも、「(郷士博物館は)舞 踏 ・音柴
・映董 ・村芝居等の健全なる娯楽及

び芸能の会を催し、青年男女をして漫然都会に憧れることなく、ここに永住するのを誇りとし、

愉快と感ずるに至らせるのである。」0(下線は筆者)と述べられている事からも、郷土博物館で、

郷土に伝わる固有の音楽を含めた芸能、娯楽の会を催す事は、その土地の者へ楽しみを与える

と共に、郷土への愛着を育むことに繋がるとしている。

③守井典子のミュージアム・コンサート

国立科学博物館の教育部企画課研究員の守井典子は、『博物館学教程』「第 6章博物館教育論」

③を執筆している。

守井は著書内で、博物館で行われている多彩な教育普及活動について、展示がそれらの中心

となるという認識のもとに、展示に対する理解を促す活動を始めとして、資料に関する知識を

深める活動や、日常的な学習を支援する活動について論じている。そして、これらのどの活動

にも新しい利用者を呼び込む要素が含まれているとし、「(博物館内でのコンサ
ー トや演劇の開

催は)ふ だん博物館に興味を示さないような人々が博物館に来るように仕向ける活動と割 り切

って、戦略的に実施する姿勢が望まれる。J⑨ と述べ、ミュ
ージアム ・コンサー トを、より多く

の来館者を呼ぶための
一つの手段として捉えている。

④金山喜昭のミュージアム・コンサート

法政大学教授、金山喜昭は 『博物館学入門―地域博物館学の提唱一』(10で、博物館活動の中

で最も住民と交流する教育普及活動は、これまでの資料の収集、整理保管、調査研究を踏まえ

て、「何をどのようにして住民に普及するのか、またそれは何を目的にするのか」を考えて実践

することにあるとし、「まちづくり」の施策に関連する教育普及のあり方を述べている。

-147-



ミュージアム・コンサートに関する一考察

金山は野田市郷土博物館で、1996年 10月 15日～11月 17日の間、「よみがえる山中直治童謡
の世界」と題し、野田市出身の童謡作家である山中直治に関する調査研究の成果を、特別展と

して発表した。(11)これは、これまで歴史的に埋もれていた中山直治の存在やその業績を評価し、

彼やその作品の普及活動を通じて、市民の地域に対する誇りや愛着の生成につなげる事を目的

としたものであった。

この特別展は、展示によって直治の生涯や業績を紹介し、理解を促す 「見るアプローチ」と、

直治の作品を実際に来館者に聴いてもらう 「聴くアプローチJを 複合させた構成である。

「聴くアプローチ」の詳細は、展示会場に直治の童謡を BGMと して流すことと、コンサー ト

を開催することで、特別展会期中の 10月 26日 に、市内の興風会館大ホールで 「生誕 90年 山中

直治童謡コンサー ト」が実施されている。入場料は無料であり、出演者は、野田市立中央小学

校合唱部の子供たちや、住民サークル 「童謡を歌う会Jの メンバー等、住民ボランティアを採

用。住民ボランティアの活用について、金山は 「市民の出番をつくることは、単に予算の問題

解決策ということではなく、社会参加を促しその後の普及活動につながっていく。地域の童謡

を育成するためには、その地域の人たちが主体者となり参加することが必要であり、ボランテ

ィアとして参加した市民たちはその後に、演奏を継承する機動力になってゆくのである。」(1の

と述べ、住民参加の意義の重要性を説いている。コンサー トは 500名 を越す盛況ぶりであり、

観覧者からは、「現在の世の中ではあまり童謡が聴けないが、久しぶりの昔にかえつたように感

動したJな どの感想が寄せられ、好評のうちに幕を閉じている。(10

特別展終了後も、博物館は展示会とミニコンサー トの二部構成による 「老人ホーム移動博物

館」を実施するなど、童謡の普及を継続して行つた。(1つこの山中直治に関する博物館の一連の

活動を受けて、市教育委員会の社会教育課は、市民を中心とした 「山中直治を歌う会」を結成

し、また市内の小中学校では直治の童謡を音楽の教材や、クラブ活動に取り入れるなど、行政

にも様々な影響を及ぼしている。 l「l

金山の行ったミュージアム ・コンサー トは、中山直治の童謡を 「まちづくり」に生かす、一

連の取り組みのなかで、童謡を普及するという目的を達成するための非常に有用な方策であっ

たと言える。

⑤その他のミュージアム・コンサート

『新版 ・博物館学講座 第 1巻 博物館学概論』(10において、お茶の水女子大学教授鷹野光行

は、博物館における講座 ・教室等の集会活動を、①展示資料に関する研究会 ・講演会②各種講

座 ・講習会 。実技教室など③その他の集会活動の三つに分け、ミュージアム ・コンサートを③

に含んでいる。ミュージアム ・コンサー トの他に、映画会、芸能発表会、昔話を問く会、落語

会があげられており、いずれにせよ、これらの集会活動は単なるイベントではなく、また単な

るひと集めのためではなく、明確な目的を持った企画が立てられなければならないと述べてい

る。

また、『新版博物館学講座 第三巻 現代博物館論一現状と課題―』。つにおいて、丹青研究所の

里見親幸は 「博物館の普及活動として、一般的に講演会、講座、映画会、観察会などが行われ
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ているが、コンサー トや結婚式など多彩なイベン トが行われるようになつて、博物館は地域の

コミュニティセンターの役割、あるいは文化の発信源 とい う存在にもなり、人々の利用の幅を

広げている。J(1°とし、ミュージアム ・コンサ
ー トをイベン トとして捉えている。

2美 術館におけるミュージアム・コンサートの位置付け

①井出洋一郎のミュージアム・コンサート

東京純心女子大学の教授である井出洋一郎の 『美術館学入門』によると、「美術館はあくまで

非日常的な体験空間であり、さらに娯楽の要素を増した知的エンターテイメントの場でもある

べきJと し、「美術館教育はさまざまな情報を利用者の取捨選択出来る形で豊富に提供し、利用

者の自己実現をサポー トすることが可能」(10としている。

井出は美術館における教育活動を展示解説部門と講座 ・行事部門に分け、ミュージアム ・コ

ンサー トは後者に含まれ、舞踏、パフォーマンスと共に以下の3点 を述べている。

・美術館全体の活性化のために(舞踏やパフォーマンスの開催は)あらゆる場所で可能性を試

し、決して聖域を設けないことが望ましい。

。芸術性があればあとはジャンルを問わない柔軟な姿勢が求められる。

。企画があまり突出しないように館の性格や展覧会との連携もときには必要であり、その際

には美術館全体をひとつの祝祭空間とみなして、総合芸術としての事業運営をはかるセン

スが重要となる。

②清水久夫のミュージアム・コンサート

世田谷美術館教育普及課長である清水久夫は、開館以来、世田谷美術館で行われたコンサー

トを含む、バレエなどのパフォーマンスに携わった経験から 「美術館のパフォーマンス」とい

う論文において、「美術館でもつと積極的にパフォーマンスを行 うべきである」のωと述べてい

る。清水は、「日本では無名の新人がコンサー トを開こうとすれば、経済的、心理的な負担が大

きい」という日本の貧しい音楽界の状況を知り、「音楽界がそのような、状況であれば、美術館

に専門職員がいれば、美術館でパフォーマンスをする意味がある」という考えに至っている。

また、企画展の出品作品としての、パフォーマンスを位置づける事例も紹介し、「単なる場所貸

しでパフォーマンスを終わらせないためにも、実施にあたっては企画の段階から、専門職員で

ある学芸員が参加せねばならない」。1)と、言及している。

③松本玲子のミュージアム・コンサート

創造学園准教授である松本玲子は、ただ単に博物館 ・美術館で演奏を行 うのではなく、展示

内容とリンクしたプログラムで、来館者に芸術の新しい楽しみ方を提供できるようなコンサー

トをミュージアム ・コンサー トと位置づけた。自身が手がけた、国立京都近代美術館と山口県

立美術館における 「シエナ展」関連コンサー トを事例に、どのように展示と音楽をリンクさせ

コンサー トのプログラムを組んだのか説明し、ミュージアム・コンサー トの提言をしている。●"

松本のいうミュージアム・コンサー トはあくまでも 「ミュージアム(作品。展示資料)Jと 「コ
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ンサー ト(演奏される音楽)」とが、その異なった表現方法を超越してお互い対等に出会い、融

合することにより、新しいスタイルの確立を目指すものである。このミュージアム ・コンサー

トの期待される効果については、「これをきっかけに美術愛好者にとっては音楽を通して作品に

触れるという新しい鑑賞の形の提案となり、音楽愛好者にとっても、美術館および、美術作品

にコンサー トを通じて芸術鑑賞の幅を広げてゅける機会となる。そして美術館はコンサー トと

いう新しい 「展示方法」を得て、文化の発基地としての館の存在を進化させていく一助となる

であろう。」の と述べている。

3ミ ュージアム・コンサートの位置づけの傾向と課題

以上、博物館学史においてミュージアム ・コンサー トがどのように述べられてきたのかを概

観した。

藤山が 「博物館の夕Jの 一つとして展開したミュージアム ・コンサー トは、日本人が手懸け

たミュージアム ・コンサー トの先駆例の一つとして評価されている。ω→ 「博物館の夕」で行わ

れた講演会等は、一貫して展示や企画展等と関連した内容ではなく、ミュージアム ・コンサー

トも同様である。開催の意図として、演奏団体である 「初めて満州における日本人の専門交響

管弦楽団」としてその前年に設立されていた新京音楽院側の宣伝的意味合いもあつたのではな

いかという見方をされている。eDそれは、副館長であつた藤山が、オーケス トラや混声合唱団、

音楽学校までを内包する国民情操教育機関、「新京音楽協会」の常務理事であったことからも裏

付けられる。。①新京音楽協会は、「碑雑なる廃頒音楽の反乱を防止し高調なる興国音楽を勃興

せしむることJ「首都市民の情操生活の健全なる発達に寄与することJ「音楽を通じて民族協和

の精神を高揚することJの 三点を活動の目的とした国家的な音楽団体であった。時代により、

人々が音楽に求めるものは異なるであろうが、当時は音楽が国威高揚の道具として意識されて

いたようである。故に、「博物館の夕」で行われたこのミュージアム ・コンサー トも政治的意味

合いがあったのではないかと考えられる。

次に、博物館教育論形成期において、棚橋は、郷土博物館の必要要件の
一つとして、ミュー

ジアム ・コンサー トを挙げている。しかし、具体的な開催にあたつての方策等は論じられてお

らず、博物館が行う多種多様な活動の
一つの例として挙げているにとどまっている。

1990年代後半の博物館教育論の中では、鷹野が博物館の教育普及活動の例としてミュージア

ム ・コンサー トを扱っているが、考察はなされていない。また、守井や里見は前述の教育普及

活動ではなく、集客の手段としてや、多様化する博物館活動の
一つのイベントとして、博物館

経営の立場でミュージアム ・コンサー トを捉えてえる。

金山が、野田市郷土歴史博物館において展開した中山直治特別展に関連したミュージアム ・

コンサー トは、童話の普及を通して 「まちおこしJを行つたものであつた。もちろん童話作家、

山中直治という音楽に直結する素材があったからに他ならないが、地域博物館における、地域

文化に根ざしたミュージアム ・コンサー ト実施の好例と言えるであろう。

最後に美術館におけるミュージアム ・コンサー ト論に考を移したい。井出は、美術館におけ

るミュージアム ・コンサー トの開催について、舞踏、パフォーマンスと共に、場所や、ジャン

- 150 -



ミュージアム・コンサートに関する
一考察

ル、■
/1N画内容について言及 している。 しかし、根本的に美術館においてコンサ

ー ト等を行 う意

義や有用性については論 じておらず、ミュ
ージアム ・コンサー トを行 う際の希望的あり方を述

べているに過ぎない。美術館学芸員の清水は、「美術館でのパフォ
ーマンスは企画の段階から学

芸員が携わった上で積極的に行 うべきJと しているがそこにはやはり、明確な教育的意義があ

るべきではないだろうか。 ミュ
ージアム ・コンサー トを含むパフォ

ーマンスの開催が、単に客

寄せ としてではなく、展示 と関連する、もしくは展示への興味を喚起するもの、館の
コンセプ

トを象徴するものでなくてはならないと筆者は考えている。そ ういつた点で、特別展 と音楽の

関連性の持たせ方を具体的に述べた上でミュ
ージアム ・コンサー トを新 しい 「展示表現方法J

へと昇華させている松本のミュ
ージアム ・コンサー ト論は、評価できるであろう。

博物館学史において ミュ
ージアム ・コンサー トの捉え方は、

一
様ではない。 ミュ

ージアム ・

コンサー トを教育普及活動の
一つ として位置付け、例 として挙げている論文は散見するが、そ

の教育的意義や有用性等が論じられておらず、実施にあたつての理念や方策などは現場の判断

に委ねられているといつたのが現状である。

以上の事柄を鑑みるに、やはリミュ
ージアム・コンサー トについての研究は行われておらず、

未踏の研究分野であることが分かる。では実際に、現代の博物館
・美術館でのミュ

ージアム ・

コンサー トはどのように行われているのであろうか。次章では、ミュ
ージアム ・コンサー トの

実態について分析 していく。

第2章 近年におけるミュ
ージアム・コンサートの分類とその傾向

1 ミュージアム・コンサートの分類

先ず初めに、ミュージアム ・コンサ
ー トの実態を掴むために、各博物館 ・美術館の年報から

得られた情報を末尾 【表 1】にまとめた。そして、各館が、ミュ
ージアム ・コンサー トをいか

なる形態や目的で開催しているのかという点に着日し、暫定的ではあるが以下のように分類を

試みた。

① 開催目的による分類

各年報を見る限り、ミュージアム・コンサ
ー トは開催目的により、展示関連型、イベント型、

市民交流型の三つに分類出来る。

展示関連型とは、その名の通り何らかの形で展示と演奏する音楽に繋がりを持たせたもので

ある。美術作品の特別展や企画展に付随するかたちで企画されるものが多く、社会教育施設分

科会の 「博物館の整備 ・運営の在り方についてJ。つに書かれている通り、教育普及活動に位置

付けられている。

イベント型とは、博物館へ足を運んでもらうきつかけ作り等のために行われているコンサ
ー

トで、展示や館の特性とは関係なく多種多様なプログラムで企LA4‐されている。特徴として、演

奏される由に選ばれているのは、誰もが聞いたことのあるクラシック等の名曲用いた、親しみ

やすいものが多い。博物館で
一
番多く行われているミュージアム ・コンサー トは、このタイプ

である事が年報から窺えた。
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市民交流型は演奏会を通し、気軽に集まれる雰囲気を創出し、市民相互のあるいは、異なる
コミュニティの人同士の交流を促進する目的のものである。事例として、野田市郷土歴史博物
館が行っているミュージアム ・ョンサー トは、演奏と演奏の合間に市民同士が談笑出来る時間
を設け、市民交流の機会を提供している。

② 演奏者による分類

演奏者による分類はプロの音楽家によるコンサー トなのか、音大生等のボランティアなのか、
またミュージアム ・コンサー トの開催理念により当該地域出身又は在住の演奏家なのかにより

分類出来る。演奏者により、観覧料が発生するであろうし、ミュージアム ・コンサー トの特色

も打ち出すことが出来うるのである。

③ 場所による分類

最後に、ミュージアム ・コンサー トを行う場所による分類である。演奏場所で分けると、概

ね展示室型、ロビー ・ェントランス型、野外 。中庭型、付属ホール型の四つに分けることが出

来る。

展示室型は、展示室内でミュージアム ・コンサー トを行 うものであり、必然的に①の展示関

連型の内容になるものが多い。ロビー ・ェントランス型は、博物館のロビーやエントランスホ
ールで行 うミュージアム ・コンサー トであり、①のイベント型のものが頻繁に行われている。

開催にあたり、聴衆に立って聴いてもらう場合と、あらかじめ椅子を準備 し座って聴いてもら

う場合がある。付属ホール型は、博物館が所有しているホールで行われるコンサー トであり、

博物館が開催するといった点以外で、普通のコンサー トホールで行われている演奏会との差異

は、あまり見受けられないように感 じる。付属ホールの他に、付属の講堂や、視聴覚室等で行

われるコンサー トも、この型に含むものとする。また、博物館の外で演奏を行う野外 ・中庭型

は、野外博物館や中庭を所有する博物館で行われており、開放的な空間で音楽を楽しむことが

出来るものである。

【分類表】

分類基準 分類名

開催 目的による分類 展示関連型

イベ ン ト型

市民交流型

演奏者による分類 プ ロ

ボランティア

当該地域出身奏者

演奏場所による分類 展示室型

t r  C - .  r 1 >  l 7 > z . 4 .

付属ホール型

野外 。中庭型
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2.館 種別のミュ
ージアム・コンサートの傾向と課題

暫定的ではあるが、現段階において入手できたデ
ータから分類を試みた。プロムナ

ー ドコン

サー ト、フロアコンサ
ー ト、ギャラリ

ーコンサー トなど、様々なタイ トルの演奏会が行われ、

来館者にとつてミュ
ージアム ・コンサー トの開催が博物館に足を運ぶ

一つのきつかけになつて

いるのは事実である。 しかし、各博物館
・美術館において、ミュ

ージアム ・コンサー トの方向

性は
一様ではない。

傾向として、美術館を中心に、頻繁に行われているのが展示関連型のミュ
ージアム ・コンサ

ー トである。展示 と音楽の繋げ方、関連の持たせ方は各館により様々であるが、国立西洋美術

館のように展示されている絵画が描かれた時代 と、同時代を象徴するまた特徴付ける音楽をプ

ログラムに組み込むことが多いようである。 日で絵画を鑑賞 し、耳で絵画が描かれた世界の音

楽に触れることが出来るとい う点において、展示関連型のミュ
ージアム ・コンサー トは、芸術

を多角的に捉えることが出来、充分に教育的意義のあるものと考えられる。

イベン ト型のミュージアム ・コンサ
ー トは、美術館だけではなく、歴史系の博物館において

も開催 されてお り、単に人寄せのためだけではなく、若手演奏家のための演奏場所の施設提供

として開催されている事例も見受けられた。これは、博物館 と演奏者側双方の利害が
一致 した

うえで行われるものであるが、展示や館のコンセプ ト等に、
一切関連のないプログラムのコン

サー トは、ただ演奏場所を博物館に移しただけと捉えることも出来る。果たして本当に、こう

いったイベント型のミュージアム ・コンサー トは博物館が行うべき活動なのだろうか。ミュ
ー

ジアム ・コンサー トの現状として、今
一番多く行われているのがこのイベント型であるが、博

物館が 「貸しコンサー ト会場化」している印象は否めない。

筆者は教育施設としての博物館活動として、こういつたミュ
ージアム ・コンサー トの在り方

を見直すべきではないかと考える。

まとめ

以上、博物館学史と、実際に行われているミュ
ージアム ・コンサー トの問題点を見てきた。

時代の変遷と共に、人々の音楽への価値観や求めるものは
一様ではなく、満州国国立中央博物

館で行われた、ミュージアム ・コンサー トの意味合いは現代とは大きく異なっている。博物館

教育論形期における棚橋の論では、ミュージアム ・コンサ
ー トは郷土愛を育むための

一つの娯

楽として位置づけられている。しかし、1990年代後半になり、多種多様な博物館活動が展開さ

れていくにつれて、ミュージアム ・コンサー トは人集めの手段として捉えられていく傾向が窺

えた。

美術館のミュージアム ・コンサー トについては、音楽と美術とは芸術領域として分かれてい

るが、両者は相互に深く関わりあつている側面を持つことから美術館でのコンサ
ー トは頻繁に

行われ、数々の事例が見受けられた。しかし教育普及活動としての、ミュージアム ・コンサ
ー

トの明確な位置づけや具体的な方策が論じられているのは、松本の論文のみである。

博物館の 「貸しコンサー ト会場化」現象は、今日に至るまで、あまリミュージアム ・コンサ

ー トの教育的意義について論じられてこなかつたことが、原因の
一つとして挙げられるのでは
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ないだろうか。ィベントの一つとして、プロの演奏家を呼び開催するミュージアム ・コンサー

トは、それだけで集客が見込まれるであろうが、社会教育施設である博物館のあり方として本
当に良いか疑間である。

勿論、美しい演奏を聴くのは、来館者にとって一っの癒しとなるであろうし、実際に生の楽
器の音を耳にすることは、cDやテレビ等より、遥かに醍醐味のあるものである。博物館は誰も
が利用することの出来る社会教育施設であることから、ミュージアム ・コンサー トは、ホール

で行われる従来のクラシックのコンサー トより、敷居が低く、来館者にとって、気軽に音楽を

楽しむことの出来るという利点がある。しかし、博物館で行 うならば、音楽ホールでのコンサ
ー トでは出来ない、博物館だからこそ可能なコンサー トを展開してこそ、ミュージアム ・コン

サー トの意義が生まれてくるのではないだろうか。そのためには、理解ある演奏者と、音楽の

専門的知識を有する学芸員の密な連携が、必要不可欠であるのは言うまでもない。

今回は、博物館学史とミュージアム ・コンサー トの現状を概観するに留まった。ミュージア

ム ・コンサー トの分類は、入手出来たデータを基に試みたため、まだまだ再考の余地が多分に

ある。今後、糸区続してミュージアム ・コンサー トの情報を集め、明確な現状の把握と分類を行

いたい。そして、博物館の教育普及活動としてミュージアム ・コンサー トを位置付け、博物館

に求められる社会的意義と使命を全うさせ発展につなげるためには、どうあるべきなのか、現

場の学芸員や、ミュージアム ・コンサー トの聴衆へのアンケー ト調査等を行った上で、考えて

いきたい。
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地域振興と文学館

BUNGAKUI(AN in town Promotion

渡邊 真 衣

WATANABE Mai

l は じめに

個人記念館や地域文学館など、博物館および類似施設に相当する施設は文学館の中でも大き

な割合を占めているが、現在 「文学館」と呼ばれている施設のうちどれが博物館に相当するか

明確に分類することは困難である。博物館
・ミュージアムなどの名称を持つものが必ずしも博

物館に相当するとは限らず、その逆もまたあり得る。

特に現在、博物館の名称を観光施設に用いる例が増加している。1990年 代には行政主導によ

る 「ハコモノ」が全国に造られ、その中に博物館 ・美術館と言つた文化施設も多くあったこと

は周知の如くである。この時期は観光資源としての 「○○ミュ
ージアム」が多く設置された時

期でもあつた。

現代社会においては、史跡名勝はもとより文化財、特産品、はては地域出身の有名人に至る

まで、人の注目を集めるものがあれば観光資源として活用される。特に地域との結びつきが強

く魅力的な資源があれば、それを地域アイデンティティとして地域全体も観光地化するのは必

然と言える。昨今の観光ブーム、地方ブ
ームに伴い、様々な地域でそのアイデンティティとな

り得るものを見つけだす、もしくは作り上げることが盛んになつている。例えば映画
・テレビ

ドラマなどの舞台となつた地域が、「『○○』の地」として大いに宣伝されるのは既に恒例とな

っており、また大河 ドラマの人気が地域の観光客誘致数に影響を与えているといつた実例もあ

る (中村哲 2003)。

博物館のレジャー利用に関する言及が最初に行われたのは棚橋源太郎の 『博物館学綱要』で

あり、以来博物館とレジャーに関する論説も数多く立てられている。ただし近年に見られるこ

ういった観光ミコ、―ジアムの始まりは、博物館額的な意義よりも 「自ら考え自ら行う地域づく

り事業」(通称 「ふるさと創生 1億 円運動」)な どに代表される、地方の呼び物を見つけだそう、

または作ろうといつた風潮によるところが大きい。こういった例の中には、地域全体の総合的

なまちおこしの一環としてミュージアムが造られる例も存在する。

例に挙げる 『源氏物語』ゆかりの 「宇治市源氏物語ミュ
ージアムJと 、『坂の上の雲』ゆかり

の 「坂の上の雲ミュージアム」は、地域とゆかりのある小説をテーマとした文学館の
一種であ

り、ここでは文学に関する地域振興の核とされるこれらの施設を取り上げることで、これらが

どういった意味を持ち、何故地域活性化の核となるのかについて考察する。
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2文 学館と地域振興

文学館の設立を考える上で、地域との関連を除外することはできない。今日文学館と呼ばれ

る、またはその一種と考えられる施設の内容が決して一様でないことは事実であり、全国文学

館協議会の定める文学との関りという一点を除けば 1)、その設立母体、主題、活動内容なども

多岐に渡る。そしてこれらのうちでは、設立地域にゆかりのある文学 (作者 。作品共に)を 主

題とする地域文学館が圧倒的多数を占めるのである。

1967年 設立の東京都近代文学館 (2002年閉館)に 始まる地域ゆかりの文学作家 ・作品を主

題とする博物館としての施設は、非常に一般的な文学館のイメージと言えるだろう。また個人

の文学者を記念 ・顕彰する個人記念館型の施設は文学館という施設が登場する以前から存在し

ているが "、これは明治から昭和初期にかけて増加した、郷土ゆかりの偉人を記念する人物記

念館の一種と考えられる。

その一方、 日本で初めて 「文学館」の名を使った施設である日本近代文学館は、設立地 (東

京都 目黒区)と は無関係に近代文学に関する資料 めを収集し利用に供することを主な役割とし

ている。この他に俳句文学館、日本現代詩歌文学館、日本現代紙碑文学館など、いずれも地域

を限定せず、特定の文学を対象とする資料館 。文学センターとしての機能を有している。

先述の地域文学館においてもゆかりの人物 ・作品のみが取り上げられるわけではなく、特に

特別展などでは、地域の文学的需要を満たす目的から著名な文学者や時事に関する文学が取り

上げられることもある。

「文学Jと いうものが示す範囲は非常に広く従つて文学館の内容も多岐に渡るが、ここでは

仮に、広義の文学館 (文庫 。図書館 ・資料館を含む)の うち、地域文学館、個人記念館、また
一部の専門文学館など博物館機能を有し、また博物館に相当する活動を行つている施設を 「文

学博物館」とし、狭義の文学館と定義する。

広義の文学館と文学博物館の境界は非常に漠然としたものである。図書館の資料室や文庫に

おいて優れた博物館活動が行われる例もあり、また博物館のうちにも展示設備を備えていなが

ら厳密な意味では博物館とは言い難いものがあるように、両者の間に明快な線を引くことは不

可能といえる。

線引きの困難な例として、博物館的な観光施設があげられよう。近年、観光振興の波に伴つ

て様々な試みが行われる中、「○○ミュージアム」「○○博物館Jな どの名称を持つ施設が登場

するようになつた。これらは名称に 「ミュージアム」「博物館」などを用いているだけの商業施

設から、博物館として登録されているものまで様々であり厳密な分類は困難だが、人の集まる

観光地に設置され、博物館を思わせる展示または体験施設を有し、特定の主題に基づく資料を

収集 ・展示する点は共通している。このようなミュージアムは観光客を誘致するために、いか

にも魅力を感じさせるようなテーマを設定するが、その中にはある種の文学館も含まれる。

知名度の高い優れた作品 。作家が、観光客を引きつける顔として使われる例は、単一の観光

施設にとどまらない。作品の舞台 。作者の出身地など、地域と文学の間に何らかのゆかりがあ

る場合、地域全体がそれを観光資源として、地域振興の活動を行 う例がある。

ただしこのような地域振興という目的が大前提として存在する例には、観光客が期待してい
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るであろう作品 。作者のイメ
ージを優先するあまり学術的な考証を疎かにする恐れも

つきまと

う。日本近代文学館の初代館長である中野稔は、著書 『
文学館感傷紀行』め中で自身が訪れた

文学館について語つているが、1997年 に訪問したある全国
的に有名な作家の記念館について、

パネルに引用した文章の出典を明記しないなど展示
の学術性を疎かにしていること、作者を過

Allに美化 ・聖化し、最終的に商業化していることに
ついて苦言を呈する (中村稔 1997)。文学

館とはあくまでも文学研究の場であると位置づけ
「文学館学」を提唱する中野にとつて、学術

的なリアリティよりも観光客へのアピ
ールを重視する施設のあり方が理解し難いものだつたこ

とは、想像に難くない。しかし、このような傾向は人気のある作品
。作者を取り上げる文学館

であれば皆潜在的に持つている危険であろう。

作品は作者によつて生み出されるものであり、その作者
・作品を育んだ土地がある。作者は

どのような人物か、その土地はどのような場所かと考えるとき、我
々は既に作品のイメ

ージな

どから形成された想像図を描いており、実際にもその通りであつてほしいと思
つている。地域

の側がこういつた来訪者の期待する (または期待していると考える)イ メ
ージに忠実に、自ら

を「○○ゆかりの地」としてプロデュ
ースすることもごく

一般的な観光サービスと言えようが、

これを博物館サービスとして評価できるかは別の問題である。

3地 域と文学観光

特定地域の広告塔として、地域とゆかりのある文学が用いられる例は珍しくない。地域との

つながりが明快であり、大抵の人は実際に手に取つたことはなくとも名前を聞けばわかるよう

な、知名度の高い作家 。作品であれば、地域を代表するシンボルとして十分な宣伝効果が期待

できる。読書ばなれ、文学ばなれが叫ばれる今日においても、文学作品の持つメディアとして

の力はいまだ侮れない。

地域ゆかりの文学関連史跡などの保存、それにちなんだ商品の開発、公共物
への名称の使用

といつた例は全国に存在するが、それは単発的な試みの集合であり、自然発生的なものであつ

た。理由としては、そもそも条件に合致するような、地域の顔として取り上げることを周囲に

納得させられるような文学作品は決して多くないこと、また文学作品にそれほどの影響力はな

いと考えられていたことめなどが挙げられよう。

ところが近年、文学をテーマに地域全体を
一つの計画のうちに 「○○ゆかりの地」として整

備 ・観光振興を行 う例が現れた。これが可能となつたのは、「ふるさと倉1生 1億 円運動」に代

表される 1980年 代後半から 90年 代初頭の地方活性化の動き、また観光地化による景観の破

壊 。地域住民の生活に対する被害などいわゆる観光被害などの問題から従来の観光の姿勢に対

して見直しが叫ばれるようにになつたことによつて、全国挙げて
一
律の観光地を造るのではな

く地域ごとの特色を押し出して観光客を誘致しようという方向に、観光の性格が変化したこと

によるものであろう。

地域の特色として用いる場合、文学作品には地域との関わりが明確であるという利,点がある。

特に小説作品について言えば、小説の舞台というアイデンティティは執筆の地や着想を得た(と

思われる)地 よりも作品との関係がわかりやすく、その作品が残る限り失われることはない。
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地域振興と文学館

また訪問者が読書を通 して訪れ る前か らその地域 を疑似体験 し好奇心を抱 くとい う宣伝効果も
期待できよう。

京都府宇治市の 「宇治市源氏物語ミ

アム」は、それぞれ文学による町づく

ジアムである。この二つは設立目的、

る。

ュージアムJと 、愛媛県松山市の 「坂の上の雲ミュージ

リを進める上で、中核施設として設置された観光ミュー

背景、また施設の性質などにいくつかの共通点が見られ

4-1 宇 治市源氏物語ミュージアムと宇治市

宇治市源氏物語ミュージアム (以下 「源氏物語ミュージアムJ)は 、京都府宇治市のふるさと

創生事業である 「『源氏物語』のまちづくり」の中核 ・基地として 1998年 11月に建設された。
平安時代の貴族が生活した寝殿造りをモチーフにした地上 1階 (地下 1階 )の 建物であり、室

内の装飾にも平安および源氏物語から派生した装飾が取り入れられている。館内は展示ゾーン

と情報ゾーンに分かれ、展示ゾーンのみ有料。

施設内では、六条院の再現模型、調度 ・服飾品などの展示、人形による物語の場面再現、ま

た宇治十帖のス トーリを紹介する映画の上映などを行っている。また源氏物語および平安文化

に関する企画展示、講演会、講座、イベントなども行う。

まちづくり計画の始まりは、1989年 「ふるさと創生基金Jの 使途について市民のアイデアを

募集した際、最優秀賞に選ばれた 「紫式部文学賞Jを 契機に源氏物語をテーマにした街づくり

の機運が高まったことによる。1993年 11月には第 1回源氏物語ミュージアム検討委員会J開

催、およそ 1年後の 1995年 3月 に、基本構想が発表された。

源氏物語という作品とこの地を結び付ける取り組みは、現行のまちづくりよりも更に古く、

まちづくり計画が始まる 10年 以上前に刊行された市史には、既に宇治と関りの深いものとし

て源氏物語が紹介されている (『宇治市史 1』)。両者の親密な結びつきには、宇治の地自体の有

する観光地としての性質が関与している。

奈良 。京都間をつなぐ交通の要衝であり、かつ万葉集にも取り_Lげられた歌枕でもある宇治

の地は、古くから貴族の別業 ・遊猟の地として行楽地の特性を有していた。また 17～18世 紀

にかけての人口減少 。衰退のため、その打開策として観光が重要な位置を占めるようになる。

その一端は、宇治十帖古蹟に見ることができよう。宇治十帖の各巻に対応した名を持つこれ

らの古蹟は、王朝末期～鎌倉のころに作られた社寺およびその跡 ・古跡 。石仏等から成つてお

り、もちろん源氏物語と直接の関係はない。成立年代も作られた目的も別であろうこれらの古

蹟が宇治十帖に仮託された理由には、しかるべき古蹟を作品と結びつけることで、『源氏物語』

をしのびながら自然に宇治巡りをさせる為に設定された (『宇治市史 1』)、作品の知名度を借 り

て、聖地 。文化財などを保存しようとした先人の知恵である (『宇治市史 5』)、などの説が存在

する。

少なくとも秋里離島の手による安永 9(1780)年 の 『都名所図絵』には宇治十帖古蹟の
一
部

が紹介されており、源氏物語にこと寄せた由緒解説が行われている (『新修京都叢書第 6巻』)。

改めて指摘するまでもなく源氏物語はフィクションであり、現実の古蹟の由来がこれに由来
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することはありえないがめ、遅くとも 18世紀なかばには宇治十帖の古跡が定着していたようで

ある。この時期に宇治が観光地としての性格を前面に押し出して振興を図る必要があつたこと

は先述の通りだが、安藤徹は、当時の観光戦略として宇治十帖古跡を核とする 「『源氏物語』観

光」の存在を想定している (安藤徹 2005)。

これらの伝統的な観光振興策は、現代のまちおこしと直接つながるものではないが、源氏物

語が伝統的に宇治観光の目玉として存在し、地域と結びついたものとして存在したことは間違

いない。

近代になると、宇治の観光全体について幾つかの問題が現れる。平等院を始めとする多くの

文化財を有していながら、観光資源は個々に点在し、交通の不備によつて分断されていた。ま

た観光客は京都 ・奈良 ・大阪といつた近在の巨大観光地に流れる傾向があり、宇治はあくまで

もその途中で立ち寄る場所と言う通過的観光都市の地位に甘んじていた。これらの事情から、

観光地の再編成し 「観光面Jを 回復することの必要性があったことは、1973年の時点でも指摘

されている (『宇治市史 1』)。

源氏物語のまちおこしは、こういった状況を改善すべく、埋もれていた観光資源を見直し、

観光客の滞留時間の延長と地域活性化を目的として始められた (綜合ユニコム 1999)。

4-2坂 の上の雲ミュージアムと松山市

坂の上の雲ミュージアムは、司馬遼太郎の歴史小説小説 『坂の Lの雲』ゆかりの土地、そこ

に存在する歴史 。文化 。自然等を活かして回遊性、物語性のあるまちづくりを行う 「『坂の Lの

雲』を軸とした 21世 紀のまちづくりJの 中核施設として 2007年 4月 に開館した。上から見る

と三角形の形をしており、利用者は正三角形の吹き抜けの周りを巡るスロープを上っていく。

建築を担当した安藤忠雄は敷地の形状から三角形の平面を構想したというが(安藤忠雄 2007)、

3と 言 う数字に 3人 の主人公を連想する人も多いことだろう。三角形のデザインはフロアのタ

イルなどにも採用されている。

開館以来、小説 『坂の上の雲』、明治という時代、また松山に関する展示を行うほか、それら

に関する学習 ・情報提供の場、市民のイベントの場として利用されている。

フィール ドミュージアム構想は、中村時広 (松山市長)の 就任時の公約として 1999年 より

計画され、選挙公約として提言されたものである。市長の就任後、Hl馬遼太郎記念財団の上村

洋行専務理事等を交えた委員会を組織し基本構想を策定。2002年 には小説をまちづくりのテー

マとすることについて同財団と協定を交わしている。

文学に関する地域振興の取り組みはこれ以前にも存在するが、こちらは松山にゆかりのある

文学を活用する取り組みが複数行われており、現在は主に近年の坂の上の雲のまちづくりと、

それ以前から行われている正岡7-規の顕彰を中心とする俳句を活用した取り組み、夏目漱石の

小説 『坊つちゃん』を用いた取り組みが存在する。

松山市は 1951年 に国際観光温泉文化都市の指定を受けたこともあり、観光振興は道後温泉

と松山城を中心とした整備事業を行 うことが中心であった。高度経済成長期には 100万人を越

える観光客が訪れた松山市は、しかし石油ショックの影響などにより、1970年代なかばの観光
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客数は下降する一方となった。このような事情から観光行政の転換が検討 され、地域の個性を

活かした 「文化観光」が提言され、これ以降の観光振興には文学を利用 した試みも取 り入れ ら

れるようになった (『松山市史第 4巻 』)。

松山市は 1946年 に前年空襲で消失した子規堂を復元し、それ以降子規および弟子の顕彰活

動、また俳句に関連したイベントなどをさかんに行い、俳句革新運動の推進者である正岡子規

の出身地、俳句のメッカ (俳都)と して活動を続けている。1981年 に開設された 「子規記念博

物館」は、展示活動に留まらず子規 。俳句に関する活動全般の中核施設として短詩型文学の振

興に寄与している。

また夏目漱石が自らの教師体験をもとに執筆した小説 『坊っちゃん』も、松山市の地域振興

に盛んに取り入れられている。銘菓 「坊つちゃん団子Jを はじめ、坊っちゃんの名を持つ商品

は数多く、坊っちゃんは松山の地域アイデンティティとしてすっかり定着された感がある。行

政による取り組みにも、1988年の 「坊っちゃん文学賞」制定 (市政 100周年記念事業)、小説

にも登場する小型蒸気機関車 「坊つちゃん列車」の県文化財指定 (2001年に復元され、観光列

車として復活運行されている)、2000年 の松山中央公園野球場こと 「坊つちゃんスタジアム」

の落成など 『坊つちゃん』にちなむものは多い。

これらの運動は時代背景 ・登場人物などに共通点を持つため、現行のまちづくりを行 う上で

も障害にはならず、むしろその一部として相乗効果が期待できるとの声もある (丹羽 2007/山

崎 。十代田2007)。

4-32施 設の共通点

上にあげた 2施 設の大きな特徴は、1つ の作品をテーマとし、物語の舞台に設置されている

ことであろう。宇治は 『源氏物語』の最終章にあたる 「宇治十帖」(橋姫、椎本、総角、早蕨、

宿木、東屋、浮舟、蜻蛉、手習、夢浮橋)の 重要な場面であり、また松山は 『坂の上の雲』に

登場する3人 の主人公 (正岡子規、秋山好古、秋山真之)の 生まれ故郷として、特に序盤では

主要な舞台となる。

このように地域ゆかりの 1作 品を主題とする施設は文学館全体から見て少数であり、多くの

文学館は地域にゆかりのある文学者の記念館、もしくは地域ゆかりの作家 ・作品を総合的に取

り上げる地域文学館であることは、先に述べた通りである ③。理由としては、地域と明らかな

関係性を持ち、かつ幅広い読者層から支持される作品は決して多くないことに加え、あくまで

もフィクションである文学作品は実在する作家本人とは異なり現実の事物とのかかわりを持た

ないことなどが挙げられる。

こういつた点から言えば、双方の地域が伝統的にそのアイデンティティとして同
一もしくは

近似の文学作品を用いて地域振興を行つてきたことは、地域と文学のつながりを強め現実味を

与える力になると考えられる。

両施設の目的は地域全体を作品の地と位置づけるまちづくりの核であつて、作品を想起させ

るモチーフを採用した建築や物語世界を忠実に再現した展示などで来館者に作品世界を体験さ

せる一方、物語やその背景にある歴史 。文化、またまちづくりの活動に関する情報提供を行 う

-162-



地域振興と文学館

情報センタ
ーとしての役害1を持つ。文学世界と地域の結びつきを可視化す

る地域アイデンティ

ティー主張の場と言えるだろう。

5総 括

少なくとも当該例に関する限り、博物館 と類似の機能を持
っていることは否定できない。文

学とい うテ
ーマを通 じて地域のアイデンティテイを展示する行動には、地域博物館

の性格 と似

たところも見て取れるのだが、これらの施設がはたして博物館 と
い う施設に該当するかは疑問

も残る。たとえば松山市は 「フイ
ール ドミュージアム構想」の名の通 り、まち全体を

「屋根の

ない博物館Jに 見立て、「松山ならではの文化性や物語性のある 『坂
の上の雲』の世界が感じ取

れるようなまち」をテ
ーマに景観 。交通の整備を行 うことで、観光客が市内の観光資源を回遊

し物語を発見する「FII遊型観光地とする (神野 2007)。この構想は
エコミュージアムを念頭に置

いたものであろうが つ、地域の継承する歴史
。文化を住民の手で保存 。活用するエコミュ

ージ

アムの理念と、以前には存在しなかつたアイデンティテイを地域に付与するフィ
ール ドミュー

ジアム構想のあり方は異なるのではないか。

最終的な目的が地域振興と観光誘致であるこれらの施設には、
「ミュージアムJで ある必然

性があつたのかという疑問も湧く。地域アイデンティティ
ーの主張、地域情報の発信という性

格は無論博物館 (および博物館類似施設)に も必要なものだが、観光
。地域活性化の核である

以上、テーマパーク的なアミュ
ーズメント施設や複合文化施設などの選択肢も存在したと思わ

れる。

アミューズメント施設の
一種に、いわゆる博物館と似た展示機能を有する 「○○ミュ

ージア

ム」が存在することは先述したが、これらは文化的レジャ
ーとして中高年層の顧客獲得などを

期待される
一方、静的な展示を中心とするためにテ

ーマパーク等のアミューズメント施設の中

では利用者に訴える魅力が弱いと見なされることもある (井出 1995)。

しかし 「ミュージアム」という名称に文化的、または地域における歴史
。文化の記録 ・発信

を行う場所というイメージがあり、これが地域のアイデンティティを構成するにあたり大いに

力になるのは確かであろう。

ただし、これらの例には次のような問題点も考えられる。

すでに触れたが、第
一に挙げられるのは、フィクシヨンである文学作品を地域のアイデンテ

ィティとして採用することは歴史 ・文化的な真正性を損なうことにつながるのではないかとい

う問題である。文学が執筆された時期または舞台となつた時代の歴史
・風俗 。社会情勢といっ

たものとのかかわりが深いことは否定できない。しかし 1000年 以上前の時代を舞台とする源

氏物語はその実態が現代に残つておらず、逆に近代を舞台とする坂の上の雲には歴史認識など

の問題もつきまとうD。

また、文学作品は地域のアイデンティティとして本当に適当なのかという問題もある。この

点はまちづくりが実行される以前の段階で話し合われたことと思われるが、小説を地域のアイ

デンティティとして永続的に採用し続けることは果たして可能なのだろうか。

既に述べたように、両地域には以前から文学を用いた振興活動を行つてきた実績がある。ま
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たテ~マ となった作品はいずれも現在非常に注目を集めていることも間違いない。
たとえば源氏物語は日本を代表する古典と呼ばれ、教科書等で誰もが一度は接する作品であ
り、また 2008年 には源氏物語千年期として京都をはじめ全国的にキャンペーンが行われた。一方坂の_Lの雲が多くの読者に支持されるベス トセラーであることは先述の通りであって、
2009年 にはNHKに よるドラマ第 1期 が放映された (2010年 12月 現在、第 2部 が放映中)。
しかしながら、現在注目を集めている作品が数十年、数百年の後に同じように支持されるか
は疑問だと言わざるを得ない。執筆千年といわれる源氏物語も一般に高い評価を受けるように
なるのは 19oo年 前後のことであり (鈴木 2008)、まして 「産経新聞」紙上で連載が開始され
た 1968年 から数えても50年 に満たない坂の Lの雲は、その危険が大きいといえよぅ。
一過性の振興運動ならば価値の薄くなったテーマを別のものに差し替えることも不可能で
はないが、一度施設が作られてしまっている状況では変更も容易ではない。まして半永久的に
活動していくべきミュージアム ・博物館の立場から言えば、論外である。

最初に述べたように文学館の示す範囲は広く、文学に関する雑多な施設を纏めて 「文学館」
と呼んでいる。為にその中で博物館、ミュージアムと呼ばれる施設があっても、博物館施設の

用を成していない場合もあるのが現状である

これは博物館全体についても言えることであり、我が国における博物館のイメージは未だ
「見世物」「展示会場Jの 意識を脱却し切れていない部分がある。手軽な 「○○ミュージアム」
が作られる背景には設置者側の、展示施設をもち、モノを並べてさえぃれば博物館と称するこ

とができるといった考えがあるのではないだろうか。加藤有次が 「博物館の今日的解釈からす

ると、それらのすべてを博物館と呼ぶには、少なからず抵抗なしとしなぃJと評 した事態は 0日

藤 1996)、未だ是正されていない。

註

1)全 国文学館協議会の会則によれば、文学館 とは 「わが国の文学に関する文献 ・資料の収集 ・

保管、閲覧、展示等の事業を行っている、またはこうした事業を行お うとしている、施設ま

たは組織」である。

2)『 日本博物館沿革要覧』(野間教育研究所紀要別冊 1981)に よれば、文学関係者の個人を

記念 。顕彰する試みとしては、19o6年設立の鈴屋遺跡保存会による本居宣長の住居を保存す

る試みが最も古い。

3)「 日本近代文学館の設立趣意」(1992.07)では、資料 「手稿 。文献 。図書 ・定期不定期刊

行物」および関係所物件 「遺品 。建造物Jな ど。

4)後 述する 「『坂の上の雲』を軸とした 21世 紀のまちづくりJで も、当初は小説でまちおこ

しができるのかどう力V隈疑的な意見が多かったという (中村時広 2008.05)

5)こ れについて北村季吟が 『菟芸泥赴』の中で、

(略)浮 船の明神手ならひの森などいふ事更にうけられずもとより源氏の作物語なれば其

あとあるべきにあらず (略)千 年上林浄雪に比故を一巻にかきあらはして橋住と名付て
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つかはしつるも二十年計のむかしになりぬ (『新修京都叢書第 12巻 』)

また黒川道祐は 『衆州府志』で

(略)今 宇治自り御室至ル田間二十帖ノ跡存ス 或 ハ小社ヲ建テ或
ハ観音石造ヲ安ス然モ

是皆後人之附託ニテ而之ヲ取ルニ足ラ不ル者力乎 (『新修京都叢書第 10巻』)

と述べている。共にフィクションであることを指摘するものだが、逆にこれらの古跡が源

氏物語ゆかりのものとして
一般の認知を得ていたことを示しているとも言えよう。

6)他 に 1作 品を主題とした施設の例には、神奈川県 「TBS星 の王子様ミュ
ージアム」、長

野県 「池波正太郎真田太平記館」などがある。厳密に言えば文学作品ではないが、青森県

「小説 「津軽Jの 像記念館」、香川県 「二十四の瞳映画村」なども挙げられよう。

7)フ ィール ドミュージアム構想では、坂の上の雲ミュ
ージアムがある松山城周辺の市街地

を 「センターゾーン」、松山市立子規記念博物館のある道後温泉をはじめとする 6つ の主

要な地域を 「サブセンターゾーンJ、更に小説ゆかりの地を含む単独の地域資源を 「サテラ

イ トJと 設定するなど、エコミュ
ージアムを意識した用語が使われている。

8)坂 の上の雲ミュージアムは、歴史観および政治イデオロギ
ーについて非常に慎重であり、

特定のそれに肩入れしない姿勢を示している。
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Museum law in Korea

李 文 子

LEE Ⅳ [oonJa

1.韓国の博物館法の流れ

1970年代末、博物館法草案がつくられ、1979年10月国会に提出されたが、10・26事態の勃発で

ll・l会が解散されることによつて 1979年の 「博物館法メま制定ができなかつた。その後 1984年に 『博

物館法感がお1定。公‐Fliされた。また活発な各種の文fヒ活動と施設拡充等でllbl民の文化事受確が向上

されたが、先進国に比べるとまだ改善しなければならないことが多い中 「博物館及び美術館振興法」

|まこのような現状をふまえ博物館及び美篠鑢 の活動を振興させるために設けられた。

1979年 10月に国会に提織された 「博物館法」(以下
“
1目「簿物館法J｀という)と 1984年に制定 ・

公布された 「博物館法」にはあまり差はない。1日博物館法は 19条から構成されており、1984年の

「博物館法」は 20条 から構成されている。1984年 「博物館法Jで は第 6条 で博物館協会に設置、

IIS物館の設置、運営基準、登録及び取消、準博物館施設の指定と解除、博物館に対する指導と助言

:こ関する事項は文化財保護法による文化財委員会の諮問を求めるようにした。この法律l―■ 1991年

11月 「博物館及び美術館振興法Jの 制定|こより廃止されるまで、韓国博物館の中で地方自治l・ll体が

設立した公立博物館と民法による法人又は大統領令で定める法人が設立した私立博物館以外の準博

物館施設に設置、登録と運営、博物館翻 ・の管理等に鸞する法的基準であつた。

両法の熙立つ差は1翔「博物館法」では、第 5条 (学芸職員の配置)の 中で、学芸職人に対する資

格要件を
｀
学士学位を持つ者で、大学で文化公報部令で定める博物館に関する科圏の単位をIFX得し

たもの
"、“
大学で2年以上在学し博物館に関する科目の単位を取得した者で 2年以上学芸職人を補

博4///J館関連法律の変化

制定 廃上

国立博物館職制 1949,12.12、法律第 234号 1961.1.16

国立博物館職制 1961.1.16、法律第 185号

国立民族博物館職制 1949.12.12、法律第 235号 1957.12.23、大統領令第 1324号

圏立中央博物館職制 1972.7.19、法fド, 6ヽ290号・ 1901.2.1、大統領令第 13283号

博47J館法 1984.12.31、法律第 3775号 1991.11.30、法律第 4410号

博物館及び美術館振興法 1991.11.30、法律第 4t10号
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助という職務又ままこれ以上のもと文化公報部長官が指定した職務に従:事した者
"、・
文化公報部長官

が文化公報部令で定めること:こょって同等以上の資格があると認定したもの
'と
限定した。しかし、

1984年 「博物館法」の第 5条 (学芸職員の配lT―)で はただ博物館に置かなければならない学芸職人
の資格と養成に関して必要なi事項は大統領令で定めると規定しただ:すでぁる。

2.博物館及び美術館振興法

博物館及び美術館振興法 (以下
“
振興法
'と
いぅ)は 国家を代表する博物館及び美術館として国

主嗜1央博物館とll‐l立現代美術館,こ関する事項と公立博物館及び公立美術館、私立博物館及び私立美
術館、大学博物館及び大学美術館の登録 管゙理運営 ・指導監督について規定している。1991年制定
され、1999年と2007年の全llii的な改定が行なわれ婁在に至ってぃる。9章 32条から構成されてい
るが、2010年 6月 33条 (圏立博物館文イに財目1の設立)が 新設され 12月施行される」・定である。(1)

博物館及び美術館振興法の変遷

法律 施行

1991. 11. 30、 議ぜ,む 第 4410号 1992, 6. 1

1998.3.6、 絶法改定 第4541号 1993. 3. 6

1994.1.7、 他法改定 第4718号 1991, 7. 8

1994.8.3、 他法改定 第4781号 1994. 8. 3

1996.12.30、 他法改定 第5193号 1997. 1. 1

1997.12.13、 他法改定 翻饉5453号 1998. 1. 1

1997.12.13、 他法改定 第 5454‐号 1998. 1. 1

1999.2.8、 全部改定 負等5928号 2000. 2. 9

2000,1.12、 一部改定 第6130号 2000. 2. 9

2002.12.30、 他法改定 第 6841号 2003. 10. 1

2003. 5. 29、 一・瀬̀郡3さ 第6904号 2001. 1. 1

2004.9.23、 他法改定 第7217号 2004. 9. 23

2005.8、 4、他法改定 fr') 7d7a 
";'

2006. 8. 5

2006.9.27、 他法改定 窮等8014号 2007. 9, 28

2007.4.11、 全部改定 第 8347号 ・ 2007. 4. 11

2007.1.27、 一部改定 自ヽ 8556'シ 2007. 7. 27

2008.2.29、 他法改定 自醇8852'シ 2008. 2. 29

200S.3.21、 他法改定 ffise?6 * 2008. 3. 21

2009,3.5、 一部改定 第9171号 磯009, 鑽: 0

2009.6.9、 他法改定 第9撃SS澪 2報0・3,:鶴

2010.5.31、 他法改定 第 10331号 2010. 12. 1

2010.6.10、 一部改定 第 10367号 2010, 12. 11
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博物館及び美術館振興法

「施行 2010.3.10J「 法律第 9763号 J

第 1章 総 則

第 1条 (目的)

この法は博物館と美術館の設立と運営に関して必要な事項を規定し博物館と美術館を健全に育成す

ることによつて文化 ・芸術 。学問の発展と一般公衆の文化事有増進に寄与することを自的とする。

第 2条 (定義)

この法で使用する用話の意味は次の通りである。(改定 2007.7.27、 2009.3.5)

1.“博物館
"と
は文化 ・芸術 。学FpSの発展と一般公衆の文化事有増進に役立つために歴史・考古。

人類 '民俗 ・芸術 ・lll物・植物 ・鉱物 。科学 ・技術 ・産業等に関する資料を収集 苺管理 ・保存 ・譲

査 ・研究 ・展示 ・教育する施設をいう。

2.“美術館
'と
は文化 。芸術の発展と一般公衆の文化事有のlll進に寄与するために博物館の中で特

に書画 ・彫剣 う工芸 ・建築 ,写真等美術に関する資料を取集 ・管理 ・保存 ・調査 。4jT究・展示 ・教

育する施設をいう。

3.“博物館資料
"と
は博物館が収集 ・管理 ・保存 ・調査 ・研究・展示する歴史・考古 。人類 ・民俗 ・

芸術 ・動物 ・植物 ・鉱物 ・科学 ・技術 ・産業等に関する人間と環境の有形的 ・無形的証拠物として

学問的 ・芸術g.」価値がある資料の中で大統領令で定める基準に符合するものをいう。

4.“美術館資料
"と
:ま美術館がll■集 ・管理 ・保存 。調査 摯研究 ・展示する美術暉 する資料で学問

的 ・芸術峰価値のある資料をいう,

第 3条 (博物館 ・美術館の区分)

①博物館はその設立 ・運営の主体によって次のように区分する。

1.国 立博物館 :国家が設立・運営する博物館

2,公 立博物館 :地方白治団体が設立 ・運営する博物館

3.私 立博物館 :「民法」、「薦法」、その他の特別法によつて設立された法人
・団体又は個人が設立・

運営する博物館

4.大 学博物館 :「高等教育法」によつて設立された学校又は他の法律によつて設立された大学教育

課程の教育機関が設立 ,運営する博物館

②美術館はその設立 =運営の主体によつて国立美術館、公立美術館、私立美術館、大学美術館に区

分し、その設立 `運営の主体に関しては第 1項各号を準用する。

第 4条 (事業)

①博物館は次の各号の事業を遂行する。(改定2007.7.27)

1.博物館資料の収集 `管理・保存・展示
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2.博 物館資料に関する教育及び専門的 ・学術的調査 。研究
3.博 物館資料の保存と展示に関する技術鷲調査 ・研究

4.博 物館資料に関する講演会 ・講習会・映写会 ・展覧会 ・展示会 。発表会 ・鑑賞会 ・探査会 ・踏査
等各種行事の開催

5,博 物館資料に関する複製と各種刊行物の制作と配布

6.圏 内外他の博物館及び美術館との博物館資料 ・美術館資料 ・刊行物 ・プログラムと情報交換、博
物館 ・美術館学芸士交流等の気機的協力

7.そ の他博物館の設立目崎を達成するために必要な事業

②美術館事業に関しては第 1項を準用する。この場合第 1号から第5号までの規定中
“
博物館資料

"

:ま
“
美術館資料

"と
し、第6号及び第7号中

“
簿物館
"|ま “
美術館
"と
する。

第5条 (適用範醸)

この法は資料館、史料館、遺物館、展示場、襲示館、郷土館、教育館、文書館、群念IFi、保存所、
民俗館、民俗村、芸術館、文fヒの家、野外展示公園及びこれに類似した名称と機能を有している文
化施設の中で大統領令で定めることによって文fな体育観光部長官が認定する施設にも適驚する。た
だし、他の法律によって登録した施設は除外する。(改定2008.2.29、 2009.3.5)

第6条 (博物館 ・美術館学芸士)

①l 物ヾ館と美術館は大統領令で定めることによって第4条 にょる博物館 ・美術館事業を担当する博
物館 ・美術館学芸士 (以下

“
学芸士
"と
する)を 置くことができる。

◎学芸士は1級ェ学芸士、2級工学芸■‐、3級ェ学芸士及び準学芸 l―:こlX~分し、その資格籠1度の施行
方法及び節次等に必要な事項1ま大統領で定める。

③学芸士は国際博物館協議会の倫理綱領と国際協約を守らなければならない。

第7条 (運営委員会)

⑪第 16条により登録した国。公立の博物館と美術館 (各地方分館を含む)lF■専門性の提高と公共施
設として効率的運営及び経営合理化のためその博物館又は美術館に運営委員会を置く。

②運営委員会の構成と運営に必要な事項は大統領全で定める。

第S条 戦産の寄付)

「民法J、「商法」、その他の特別法により設立された法人 豪l・ll体及び個人は簿物館又は美術館設置、
博物館資料又は美術館資料の拡充等博物館又は美術館の設立。運営を支援するために金銭又はその

他の財産を博物館叉‡ま美術館に寄付することができる。

第9条 (博物館及び美術館振興施策樹立)

◎文化体育部長官:ま国。公。私立博物館及び美術館の拡充、地域の核心文化施設として支援・育成 ・

学芸士の養成等博物館及び美術館振興のため基本施策を続立・施行しなければならない。〈改定2008.
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2. 29)

②国立博物館と国立美術館を設立・運営するlll央行政機関の長は第 1項による基本施策に従つて所

管博物館と美術館振興計画を樹立・施行しなければならない。

③地方自治団体の長は第 1項による基本施策に従つて該当地方自治l・t体の博物館及び美術館振興計

画を樹立・施行しなければならない。

第2章 国 立博物館と暉立美術館

第 10条 (設立と違営)

①国家を代表する簿物館と美術館として文化体育観光部長富所属に国立中:央博物館と国立現代美術

館を置く。(改定2008.2.29)

②民俗資料の収集 。ArF。展示とこの体系的な調査 ・llll究にために文化体育観光部長官所属に国立

民俗博嬢 を置く。僕彙定2008.2.29〉

③圏立中央博物館は第4条第 1項の事業以外に次の各号0業 務を遂行する。(改定2008.2.29)

1.国 内外文化ltrの保存 管゙理

2.l■・I内外博4//8館資料の体系輸な保存 ・管理

3.圏 内他の博物館に対する指導。支援及び業務協助

4、圏内博物館のlJ2カ経の構成及び運営

5.そ の他国家を代表する博物館としての機能遂行に必要な業務

①文化体育観光部長官は文化遺産の均衡鈴とれた、効率的な収集 l゙■‐存 ・調査 。研究 `展示及び文

化事有の均衡的な増進を図るために必要な所ぐこ国立中・kL博物館、圏立民俗博物館又|ま購立現代美術

館の地方博物館及び地方美術館を置くことができる。(改定2008.2.29)

⑥園立現代美術館は難 条第 1項の事業以外第3項各澪‐の業務を遂行するでこの場合各号の
“
縛物

館
摯
|ま
“
美術館
"と
する。

⑥圏立民俗博物館は民俗に関して第4条第 1項の事業以外第3項各号の業務を遂行する。この場合

冬号の
“
博物館
｀
は
・
民俗博物館

"と
する。

③圏立中‐央博物館と圏立嶽 美ヽ衛館及び圏立民俗博物館の組織と運営等に必要な事項は大統領令で

定める。

③圏立中央博物館には、館長 1名を置き、館長は政務職とする。

第 11条 (設立協議)

①中央行政機関の長は所管業務と関連して圏立簿物館又は国立美術館を設立しようとする時は予め

文化体育観光部長官と協議しな:すればならない。(改定2008.2.29〉

②第 1項の協議|こ必要な事項は大統領令で定める。

第3章 公 立博物館と公立美術館
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第 12条 (設立と運営)

①地方曲治団体は地域社会の博物館資料及び美術館資料の購入 ・管理 ・保存 ・展示及び地域文化発
展と地域住民の文化享有権増進のために大統領令で定める節次と基準に従つて博物館と美術館を設
立することができる。

②第 1項による博物館と美術館運営に必要な事項は地方自治団体の条●ifで定める。

第4章 私 立博物館と私立美術館

第 13条 (設立と育成)

①法人・団体又|ま個人は博物館と美術館を設立することができる (改定2007.7.27)

②圏家:又は地方自治圏体は第 1項に従つて博物館及び美術館の設立を助長し、文化遺産の保存 ・継

承及び暢達と文化享有を増進する基盤施設として支援 ・育成しな|すればならない。

⑥私立博物Fiiと私立美術館は第 1条及び第2条による目的と機能に籍合できるよう設立・運営しな

ければならない。

第5章 大 学博物館と大学美麟

第 14条 (設立と運営)

① 「高等教育法Jに より設立された学校又は他の法律によって設立された大学・.I育課程の教育機関

は教育支援施設として大学博物館と大学美術を設立することができる。

の大学博物館と大学美術館は大学の重要な教育支援施設として評価されなければならない。

③大学博物館と大学美術館は博物館資料と美術館資料を効率的に保存・管理し教育 `学術資料と活

lFlできるよう支援 ・育成されな:すればならない。

第 15条 (業務)

大学博物館と大学美術館は第4条 1項のrl.業以外次の各号の業務を遂行する。

1.教授と学生の研究と教育活動に必要な博物館資料と美術館資料の収集。整理・管理・保存及び展

示

2,博 物館資料又は美術館資料の学術的な調査 ・rjl究

3.教 育課fi_に関する効率的な支援

4.地 域文化活動と社会文化教育に対する支援

5、国 ・公立博物館及び美術館、他の博物館及び美術館との交流 ・協助

6.博 物館及び美術館利用の体系的な指導

7.そ の他教育支援施設として機遂行に必要な業務

第6薫  登 録
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第 16条 (登録等)

①簿物館と美籍館を設立 ,運営しようとするまはその設:立日的を:達成するために必要な学芸士と撻

物館資料又は美術館資料及び施設を揃えて大統領令で定めることζこより、圏立博物館及び美術館は

文化体育観光部長官に、公立。私立 ,大学博物館及び美術饉は特別市長 ・広域市長 ・道知事 ・特別

自治道知事 (以下
`華。道事

'と
いう):こ登録することができる。(改定2009,3.5)

②第 1壕 :こよつて登録した者が登録事項を変更しようとする時は変更登録をしなければならない。

③第 1項によつて学芸士は博物館資料若しくは美術館資料及び施設に関する登録要件と登録及び変

更登録に必要な事項は大統領令で定める。

第 17条 (登録証と登録表示)

①文化体育観光部長奮又|ま市。道魚1事は第 16条第 1項によ撃登録中講を受け付けると中講人:こ博物

館登録証又は美術館登録証 (以
｀
ド
・
登録証
"と
いう)を 交付する (改定 2009.3.5)

②第 1項によって登録証を交付された博物館と美術館は大統領令で定めること|こ従つて鮭外看板、

各種文書、公報物等に登録表示をしなければならない。

第 18条 (私立博物館 。私立美術館の設立計画承認等)

①市 。道知事は私立博物館又は私立美術館を設立しようとする者がl14講をすると大統領令で定める

こいこよつて博物館あるいは美術館設立計画を承認することができる。

②嶽 ぶによっで設立議}画をぶ総きれた書がその設立割́撻囃・夫続鎮苓で七める量要な事項を変更し

ようとするなら市。道知事の変更承認を受(すな:すればならない。

③市 道゙舞1事は第 1項と第E猥みよつて承認、変更承認をしようとする時は予め第20条第 1項各号

該当事項の所管行政機関の長と協議しな:すればならない。

①市・道知事は第 1項によつて設立計画の容認を受けた者の事業推進実績が極めて不良な場合は大

統領令で定めることよってその承認を取り消すことができる。

⑤経 道知事:ま第 1硬 。第2項及び第 4票によって設立副‐lllliを承認あるいは変更承認、承認を取り

濤した場合は遅滞なく第 3項によって協議機関又は利害関係がある者にその事実を知らせな:すれば

なもない。

第 19条 (遊休空間の活用)

①地方自治団体の長はその自治圏体ltrr有の遊体空間を「地方財政法Jで定めることによって博物館、

美術館又は文化の家など地域文化空間に用途変更して活用することができる。

②地方自治圏体の長は博物館、美術館又は文`ヒの家等を設立・運営しようとする者が第 1項:こよつ

て遊体空間を貸与することを要請する時は無償で貸与することができる。

第20条 (他の法律との関係)

①群r・道知事が第 18条第 1項と第2項によつて私立博物館又は私立美衛館設立計画を承認し、変更

承認する場合、同条第3項によって各号の次各号のいずれ力ヽこ該当する事項に関して所管行政機関
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の長と協議した時はそれ:こ該当する.~3‐可・認可 指゙定を得、中告又は協議 (以下この条で
・
許可・

誌可等
)と
いう)を したこと|こする。較定齢o8.3.21、 2009,6.9)

1.「圏圭の計画及び利用に関する法律」第56条第 1項 1号及び第2繁 こよる開発行為の許可、同法
舞86条による都市計直権設事業施嶽なの指定、同法第88条による実施計画の総lll

3.「道路法」第34条による道路ェ事施行又;ま維持の許lur、同法第38条:こよる道路の整容許可
3、「水道法J第 52条による専用上水道の認1可

《.「下本道法」舞16条;こよる公共下水道に関するェ事民は維持の許可
5,「農jtlj法」第34条による農地専jllに許l・J及び協議

6、「曲地管理法J tti雄条及び第 15条にょ魏::地専緊許可と由地専用lll告、「111林資源の達成及び管
理に関する法律J、第36条第 1痰 。第4項による立本、伐採等の許可。lll普及び 「頭J林保護法書第
9条第 1寝及び第2項第 1号 。2号寺こよる1主1林保護区域 (ユI林遺伝子保護区域は除外する)で の行為
に許「41・Ill告と同法第 ll条第 1項第 1号:こよる山林保護区域の指定解除

②第18条第1項:こよる私立博物館又は私立美鑢 立計画の承認を得た者がその承認内容を他の漂
的ll‐用途を変更した場合又|ま第22条によるFII館申告をし、第27条:こより登録が取り消しされた場

合は第 1項各号の許可又:ま隷可は取り消しされたこユこする。

③第 1項による所管行政機関の長が協議に応ずる場合関連法律で規定したその許可・認可等の基準

を違叉して協議に応ずることはできない。

擁7章 管 理運営

第21条 (開館)

第16条第1項により登録した博物館又は美術館は年間文化体育観光部令で定める:]数以上一般公衆

が利用できるよう開放しなければならない。(改定2008.2.29)

第22条 (開館申告)

①登録した博物館又|ま美籍館を運営する・IIが博物館又|ま美術館を開館しようとする時は大統領令で

定めることによつて文化体育観光部長官又:ま戴1・道知事に申告しなければならない。(改正2009.3.

5)

◎文化体育観光部長官又は市。道知事は第 1墳により申告を受:す付をすた場合はとその登録を取り濤

さなければならない。(改定2009.3.5)

第23条 (資料の議与等)

①博物館又は美術館は相互間に博物館資料又は美術館資料を交換 ・譲与あるいは貸与してその資料

の保管を委託することができる。

②国家又は地方自治団体は博物館資料又は美術館資料で活用できる資料を 「国有財産法」。「地舞鷲

政法J又 は 「物品管理法Jに より博物館又は美術館に無償又は有償で譲与 `貸与し、その資料の保

管を委託することができる。
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③博物館又:ま美術館麟 2項により博物館資料又:ま美術館資料を貸与された場合、保管を委託され

た場合には善良な管理者の義務を果たさなければならなv t嚇

③国家又|ま地方自治団体|ま第2項により資料の保管を委託する場合に|ま予算の範囲内でその保存
・

処理及び管理:こ必要な経費を支援することができる。

等21条 (経費補助等)

①圏家又は地方自治団体は第18条第1項によつて私立博物館又は凛立‐美術館設立計画承認を得たお

:こは設立:こ必要な経費を、登録した博物館又は美術館に対
‐
しては運営に必要な経費を十筆の範囲薦

で各各補助することができる.

②政府は国営輸送機関による簿物館資料又|ま美術館資料の輸送に関して運賃又はその他の料金を害1

り|し、減税することができる.

0他 の法律により設立又は運営|こ必要な経費等の支援を受けてしヽる施設に対しては第 1痰又は第 2

項1こよる支援をしないことができる 機設 2009 8.さ )

篠25条 (鍵覧料と利用ない

0博 物館又は美術館は観覧料、その他博物館資料又は美術館資料の利lllに対する対llliを散収するこ

とができる。

②公立博物館又は公立美篠館の観覧料、その他の博物館資料又|ま美術館資料の利用に対するべ憔|ま

地方自治l・ll体藝条例で定める.

第8章 指 導 ・監督

第26条 (是正要求と停館)

①文化体育観光部長官又は市。道知事は博物館又は美術館がその施設と管理 ・運営に関してこの法

又は設立目的を違反した議ミ正することを要求することができる。(改定2009.3.5)

②第 1項により是正要求をされた博物館又:ま美術館は正当な事由がない限りそれに従わな:すればな

らなし、

③l文化体育観光部長官又は市 。道知事は第 1項により是正要求をされた博物館又は美術館が正当な

事由なしで従わない場合 6ヶ ll以内の麟FIllを定め停館を命ずることができる。(改定2009.3.5)

①文化体育観光部長官又は市・道知事は第 1項による是:正要求のために必要だと認定するとその施

設と管理 ・運営に関する資料を提出させることができる。(改定2009.3.5)

第27条 鐙録取消)

①文化体育観光部長官又は市。道知事は登録した博物館又は美術館が次σ)冬号いずれかに該当する

場合その登録を取り消すことができる。ただし、天災地変又はその他不得意な事由で第 3号に該当

するようになった場合6ヶ月以内にその事由が解除された場合はそうしない。(改定20∞.3.5)

1.虚 為又はその他不正な方法で登録した場合
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2.第 16条第2項による変更登録をしなかった場合

3.第 16条 3項による登録要件を維持することができず第4条による事業を遂行することができな
いと認定される場合

4.第 21条を違反して第26条第 1項による是正要求を受:すてもこれに従わない場合
5.第 26条第 3項による停館命令受けたにもかかわらず博物館又:ま美術館を停館しなかった場合
6.その他この法による博物館又は美術館の設立目的を違反し、博物館資料又は美術館資料を取得 ,

斡1/t~・仲介 ・管理した場合

②第 1項により登録が取り消された場合その博物館又は美術館の代表は7漏以内に登録証を文化体

育観光部長官又は市。道知事に返納しなければならない。(改定2009.3.5)

③第 1項により博物館又は美術館の登録が取り消されると取り消された日から2年以内に取り消さ

れた登録事項を再び登録することはできない。

第28条 (報告)

①第 16条により登録した国立博物館と美術館の長又は市・道知事毎年大統領令で定めることによっ

て該当国立博物館と美術館又|ま管轄博物館と美術館の管理 ・運営。観覧料と利用料、指導 ・監督 ・

現状等の運営に現状を翌年 1月 20日 まで文化体育観光部長官に報告しなければならない。(改定

2008. 2. 29、 2009, 3. 5)

②市。道熟事は第 16条により博物館・美術館の登録又|ま第22条第2項又は第27条 1項による登録

取り消しの処分をするとその譴ヽの諄から7日以内に文化体育観光部長官にその事実を報告しなけ

ればならなし、 〈改定2008.2.29〉

第29条 (聴聞)

文化体育観光部長富又は市。道知事は次の各号のいずれかに該当する処分をしようとするなら聴聞

をしなければならない。(改定2009.3.5)

1.第 18条第4項による設立計画の承認の取消

2.第 26条第3項による停館命令

3.第 27条第 1項による登録取消

第9章 諮 F.|・協力等

第30条 (重要事項の諮問)

①文化体育観光部長官は次の各号の事項に関して必要な場合 「文化財保護法」第4条によって設置

された文化財委員会に諮問を求めることができる。(改定2008.2.29〉

1.第 9条第 1項による博物館と美術館振興のための基本施策

2.第 11条による関係中央行政機関との協議に関する事項

3.そ の他博物館又は美術館の振興に関して諮問する必要があると認定される事項

②市・道知事は次の各号の事項に関して 「文化財保護法」第71条第 5項により該当地方自治団体の
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条例により設置された諮問機関又は第32条第 1項により設置された博物館協会又は美術館協会に諮

問を求めることができる。

1.第 9条 第 3項 による博物館及び美術館振興計画

2.博 物館又は美術館の登録とその取消に関する事項

3.第 18条による私立博物館又t漱 立美術館の設立計画承認に関する事項

4、その他に博物館又は美術館の振興に関して諮F「5を求める必要があると認定される事項

第 31条 (博物館 ・美術館協力網)

①文fヒ体育観光部長官:ま博物館又|ま美術館に関する資料の効率的な流通 ・管理及び利用と冬:種博物

館又は美術館の相互協力を|まかるための1/」J力体制として次の各号の機能を遂行する博物館 ・美術館

協力網 (以下
'協
力網
"と
いう)を llti成する。(改定 2008.2.29)

1.電 算情報体系を通じた資料の流通

2.博 物館資料又は美術難資料の整理 ・情報Rjt理及び随設等の標準イヒ

3.統 合データベース構築、相互貸与体系構備等簿物館又は美術館運営の情報化 ,効率化

業.そ の他博物館又は美術館の相Fl‐協力に関する事項

②博物館又は美術館はその設立目的を達成するために 「地方文化振興法J、「関書館法」及び 「文化

芸術振興法」により設立された文化院 。図書館 。文化芸術会館等他の文化施設と協力しなければな

らないさ

③協力網の組織と運営のために必要な事項は大統領令で定める。

第32条 (協会)

①文化体育観光部長官は博物館又は美術館に関する情報資料の交換と業務協助、博物館又は美術館

の管理 ・運営等に関する機究、外圏の博P/J館又は美術館との交流、その他の博物館又は美術館従事

書の資質の向上のため:こ必要な場合博物館協会又は美術館協会 (以下
“
協会
'と
いう)の 法人設立

を各各許可することができる。(改定2007.7.27、 2008.2.29)

②国家は第 1項による協会の運営:こ必要な経費を補助することができる。

③協会に機してはこの法に規定されたこと以外は 「民法」の中で財l・lj法人の規定を準用する。

第33条 (国立博物館文化財団の設立)

①政府は文化遺産の保存・継承及び利用健進と国民め文化事有増進のために国立文化財団 (以下
“
文

化財団
"と
いう)を 設立する。

②文化財圏は法人とする。

③文化財団には定款で定めることによって任員と必要な職員を置く。

①文化財団は次の冬号の事業を行なう。

1.Ftf立博物館公演場運営

2.文化芸術創作品開発 ・普及

3.文1饉 光商品の開発と製作及び普及
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4.文化商品店、食飲料売店、その他便宜施設の運営

5.圏家、地方自治団体及び公共機関等から委託された事業

6.その他文化財団の設立日的に必要な事業

⑥文化財圏に関してこの法で定めたこと意外には 「民法」の中財爾法人に関する規定を準用する。

◎政府は予算の範圏内で文化財団の事業と運営に必要な財政上の支援をすることができるも

⑦政府は文化財国の事業のために必要だと認める場合 「国有財産法に関わらず、国有財産を文化財

団に無償で貸付し、使用・収益させることができる。く新設2010.6.10〉

附良J

第1条 (施行置)

この法|ま公布6ヶ J‐jが経過した日から施行する。

第2条 (国立中央博物館文化財団に関する経過措置)

①lleの法施行当時 「民法J第 32条により気ヒ体育観光部長官の許可を受け設立された財団法人国立

中央博物館文化財団はこの法施行後 lヶ月以内にこの法による定款を作成し文化体育観光部長館の

認llJを受:すな:すればならない。

②財団法人国立中央博物館財団は第 1項による認可を受けた場合はこの法による文化財国の設立登

議をしな|すればならない。

③財団法人国立中央博物館文化財団は第2項により設立登記が済んだ場合は 「民法」中法人の解散

及び溝算の規定にも関わらず解散したことにみな寸ゝ

①この法の施行当時財団法人国立中央博物館文化財圏の理事長を含め任職員はこの法による文化財

国の任職人とみなし、任員の任期は従前の任命の日から越算する。

鍛 定理由〉

国立中央博物鑢文化財圏は文化遺産の保存 ・継承及び利用健進と国民の文化事有機会増進の等博物

館と関連した各種公益事業を遂行しているが、この法ではなく 「民法」により設立された財懸であ

るため公:益事業の円滑な遂行が困難であるのが現状議 る。

そこでこの法に国立博物館文化財団の設立のための法的根拠を設け圏立博物館講演場の運営、文化

芸術創造品の開発 ,普及及び文化観光商品のFrl発・制作・普及等の事業を遂行できるようにし、Fl

滑な事業遂行のために政府の財政支援と国有黙産の無償貸付 ・使用・収益を規定することによって

国民の多様な文化事有要求に効率的に対応じ文化産業の国際競争力確保にも寄与する為である。

附員導く自饉8347ずシ、2007.4.11)

第 1条 (施行日)

この法は公布した日から施行する。ただし、第20条第 1項第4号の改正規定は2007年 9月 28日か

ら施行する。
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第2条 (旅行日に関する経過措置)

lllNI員J第1条の偉書によつて第20条第 1項第4号の改定規定が施行される甫なまではそれに該当する従

前の第20条第 1項第壌号を適用する。

第 3条 (処分等に関する
一般的経過措置)

この法の施行当時従前の規定による他の行政機関の行為又は行政機関に対する行為はそれに該当す

る行政機関に行為又は行政機関に対する行為とする。

第4条 (他の法律の改正)

①社会基盤施設に対する民FFl投資法一部を次のように改定する。

第2条第 1号 ノ圏を次のようにする。

ノ.動 館及び美術館振興法」第2条第 1号‐による博物館と美術館

第2条第 13号ボロを次のようにする。

ボ.「博物館及び美術館振興法」

②鵜続騎汲び与税法一部を次のように改定する。

第74条第 1項第2号中
“
博物館及び美術館振興法

"を
各各
“「簿物館及び美術館法」

う
にする。

③租税特lyll制限法一部を次のように改定する。

第74条第 1項第6号中
“
博物館及び美術館振興法

"を 「`博物館および美術館法」
"に
する。

第5条 (他の法令との関係)

この法の施行当時他の法令で従前の 「博物館及び美術館振興法」又はその規定をじilllした場合、こ

の法の中でそれに該当する規定があるならぱ従前の規定を代替してこの法あるいはその法の該当規

定を弔1用したことにみなす。

lill員ぜ(第8852号、2008.2.29)(政 府組織法)

第 1条 (施行日)

この法は公布した日から施行する。ただし (省略)、附員J第6条により改定される法律の中でこの法

の施行前に公布されたものの施行日が■ll来しなかつた法律を改定した部分は各各該当の施行日から

施行する。

第2条から第5条まで省路

欝6条 (他の法律の改正)

①から (258)まで省略

(259〉博物館及び美術館振興法の一部を次のように改定する。

第5条、第9条第 1項、第 10条第 1項 。第2項 ・第4項L第 11条第 1項、第 28条第 1項 ・第2

項、第30条第 1項、第31条第 1項および第32条第 1項中
“
文化観光部長官

"を
各各
“
文化体育観

光部長官
"に
する。

第21条中
“
文化観光部令

"を “
文化体育観光部令

"に
する。

(260)か ら (760〉まで省略

第7奔攀 lll
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購則く第 8976号、2008.3.2i〉 (道路法)

第 1条 (施行日)こ の法は公布した爾から施行する (41t書省略)

第 2条から第 8条まで省略

第 9条 (他の法律の改定)

①から (34)まで省略

く85)博 物館及び美術館振興法一部を次のように改定する。

第 20条第 1項第 2号 tl・
“
第40条
"を “
鏑38条
"と
する。

(36)からく99〉まで省略

糠 10条省略

潟1艮増く第 9417号、2009.3.5〉

第 1条 (施行日)

この法は公布後 3ヶ月が経過した国から施行する。

舞E条 (法適澪範醸に関する経過措置)

0こ の法は施行当時他の法律により登録した施設として従前の第 16条 によっても登録した博物館

又は美術館に関してはこの法の施行日から6ヶ月までは第5条及び第24条の改定規定にもかかわら

ずこの法による博物館あるいは美術鑢とみなし、従前の第24条による経費補助等の支援をすること

ができる。

●文(ヒ体育観光部長官又は市`道知事|ま従前の第 16条により登録した博物館及び美術館の中この法

の施行日から6ヶ月が経過した露まで他の法律により登録が取り消されていない施設に関してはこ

の法による登録を職権で抹消しなければならない。

駒寸員1く第 9763号、2009.6.9〉

第 1条 (施行日)こ の法は公布後9ヶ月が経過した日から施行する (饉書省略)

第 2条から第6条 まで書略

舞 7条 (他の法律の改定)

①からく19)まで省略

(20)博物館及び美術館振興法の一部を次CPDように改定する。

第 20条第 1項第6号 中
“
第 36条第 1項 ・第 4項及び第 45条第 1項 。第 2項による立本伐採等の許

可 ・Fll告、lF‐l法第 46条第 1項によるlR―安林の指定解除
"を “
第 36条第 1項 ・第 4項による立本 ・

伐採等の許可 ・申告及び 「曲林保護法」筆 9条第 1項及び第 2項第 1号 。第 2号 による曲林保護区

域 (llI林遺伝資源保護区域|ま除外する)で の行為の許可・申告と同法第 11条第 1項第 1号によるlll

林保護区域の指定解除
'と
する。

く21〉からく61〉省略

第8条省ll■
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博物館及び美術館振興法施行令

「施行 2009、6.6」 「大統領令第 21522ヽ 、2009.6.4 -一 部改定」

第 1条 (目的)

この令は 「博物館及び美術館振興法Jで 委任された:事項とその施行に必要な事項を規定することを

目的とする゛

第 1条の2(1奪物館資料の基準)

「博P/J館及び美術館振興法」(以下
“
法
"と
いう)第 2条第 3等 でヽ

“
大統領令で定める基準は

'次
の

各号とll・
~lじ
である。

1.博 物館の設立目的達成と法第1条の事業遂行のために保存又は活用がpr能な証拠物であること

2.無 形的証拠物の場合符号 。文字 ・音声 ・音響 。映像等で表現された資料又は情報であること

第2条 (文化施設の認定)

①文化体育観光部長官がこの法第 5条 によつ法が適lllされる文化施設を認定する時は法第業条第 1

項各号による事業を遂行する目的で設置 。運営される動物園又|ま植物園又は水族館の中で認定しな

:すればならない。(改定 2008.2.29、 2009.6.4)

②文化体育‐観光部長官:ま第 1項により法の適用を受ける文化施設を認定する時は、「文化財保護法」

:こよる文化財委員会の意見を聞くことができる。(改定 200S.E.29)

第 3条 (学芸士資格要件など)

①法第 6.条第 1項による博物館 ・美術館学芸士 (以下
“
学芸士
"と
いう)資 格を取得しようとする

者は学芸士の業務σ)遂行と関連した実務経験等男ll表1の資格要件を備え文化体育観光部lR‐官に資格

要件に審査と資格証発給を申請しな:すればならない。この場合準学芸士資格を取得しようとする者

は文化体育観光部長官が実施する準学芸 l‐試験に合格しなければならない。(改定 2008.2.29)

②文化体育観光部長官は申講人の資格要件を審査した後別表 1の資終要件を備えた者に|ま資格を交

f・l・しな:すオしばならない.

③学芸士資格要件の審査、資格証の発給llI講と発給等に必要な事項は文化体育観光部令で定める。

(改定 2008.2.29)

第 4条 (準学芸士試験)

①第 3条第 1項後段による準学芸士試験|ま年 1園実施することを原獄Jとする。(改定 2008.2.29、

2009. 1. 14)

②第 1項による準学芸士試験の方法は筆記試験によつて共通科目は選択式に、選択科圏は記述式に

施行する。

③準学芸士試験料目は次の各号と同じ。

1.共通科目:博物館学及び外国語 (英語・仏語。独語 。日議。中国語 ・漢文・スベイン語・ロシア
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語及びイタリア語中 1科 目選択)

2.選 択科闘:考古学 ・美術史学 ・芸術学 。lt‐俗学 ・書紙学 ・韓圏史。人類学 。自然史 ・科学史・文
化史 ・保存科学及び展示企画諭中2科 目選択)

①準学芸士試験は毎科目100点満点を基準にして料闘40点以上と金科目平均60点以上を得点した
者を合格者とする。

⑥準学芸士試験に願書提辻|と合格証発給、その他の実施にあた/Dて必要な事項は文化体育観光部令
で定める。(改定 2008.2.29)

第5条 (学芸士運営委員会)

文化体育観光南:長官は第 3条による学芸 l‐資格要件の審査又はその他の学芸士制度の施行に必要な
事項を審議するためにその所属に博物館・美術館学芸士運営委員会を構成することができる。〈改定
200S. 2. 29)

第6条 (博物館 ・美術館運営委員会)

①法第7条第 1ミにより登録した国公立簿物館又は美術館に置く博物館 ・美術館運営委員会 (以下`運
営委員会
'と
する)は 委員長 1名を含め10名以上15名以内の委員で構成する。

②運営委員会の委員長|ま委員の中で互選する=

③運営委員会の委員は該当博物館 ・美術館が所在地域の文化 ・芸術界の人士の中でそα)博物館 ・美
術館の長が委嘱する者とその博物館 美ヽ術館の長になる。

①運営委員会は次の各号ご)事項を審議する,

1.博物館 ・美術館の運営と発展のための基本J/~針に関する事項

2.博 物館 ・美術館の運営改善に関する事項

3.博 物館 ・美術館の後援:こ関する事項

4,他 の博物館 ・美術館と各種文化施設との業務協力に関する事項

第7条 (協議)

①lll央行政機関の長はこの法第11条第2項によりFI_l立博物館又は国立美術館を設立する時は次の各

号の書類を添付し、文化体育観光部長に協議を要請しなければなもない←く改定2008.2.29〉

1.:事業計llti書

2.施 設のFJl細書及び平lJJi図

3.博 物館資料及び美術館資料内訳書

4.組 織及び定員

②地方織治団体の長は法第12条第1項により公立博物館路ま公立美術館を設立しようとする時は第

1項の各号の書類を添付じ文化体育観光部畏官に協議を要議しなζすればならない。〈改定 2008.2.

29)

第 8条 (査録III請等)
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①法第16条第1項により博物館または美術館を登録しようとする者は登録申請書に次の各号の書類

を添付し国立博物館及び美術館は文化体育観光部長官に、公立。私立 。大学博物館及び美術館|ま管

轄特別市長 ・広域市長 ・道無i事又は特別自治道知事 (以下
“
市。道知事

"と
いう)に 提出 (電子文

書による提議1を含む)し なければならない。く改定2007.12.31、 2009.6.4)

1.施 設明細書

2.博 物館資料及び美術館資料の日録

3.学 芸士名簿

4.観 覧料及び資料の利lll料

②文化体育観光部長官又はlll。道知事は第 1項により登録をすると法第 17条第 1項により文化体育

観光部令で定める登録証を発給しなければならない く改定 2008.2.29、 2009.6.1〉

第9条 (変更登録)

①法第 16条第 2項により登録事項を変更しよとする者はその登録事項が変更された日から14日以

内に変更登録申請書に文化体育観光部令で定める呉備書類を添付し文化体育観光部長官 ・市。道知
:事に提出 (電子文書による転l熱を含む)し なければならない。〈改定 2007.12.31、 2008.3.29、

2009、 6. 4)

②文化体奮観光部長官又は市 。道知事は第 1項により変理登録をすると変:更された登録証を発給し

なければなもない。〈改定 2009.6.4>

第 10条 (登録Jll件)

法第 16条第 3項 による博物館又は美術館の登録は博物館X∫ま美術館の所蔵資料、施設規模等:こより

第 1種博物館又は美術館、第 2種 博物館又は美術館に区分し登録するが、各各の登録要件は別表 2

と同じである←

第 11条 (登難 ぶ)

第8条第2項により登録証を交付された博物館又は美術館は法第17条第2項により屋外看板等に
“
文

化体育観光部長官又は○Olil・道登録第○○号P'を表示しなけオ事ざならない。

く改定 2009.6.゛

第 12条 (私立博物館又は私立美術館の設立計画承認申講)

①法第18条第1項により私立博物館又|ま私立‐美術館σ)設立計画の承認を受けようとする者は設立計

lFll承認lll講書:こ次の各号の書類を添付し市。道知1事に提出 (電子文書を含む)しなざまればならない。

く改定 2007.12.31)

1.1事:業副―藤i書

2.■ 1地の調書 (位置。地番 ・地圏・面積 。所有権外σ)権黎1明細、lllr有者グ)姓名 ・住所 ・地_L維 ・地

域圏 ・博貰権 ・抵当権 ・使用貸借 ・土地に関するその他の結 をヽ持つ者の姓名 ・住l・lrを書くこと)

3.建 物の調書 (位i・F―・大地地番・建物構造・床面積 ・延雨横、所有権外の権恭l明細、所Fl者の姓名 ・
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住所、建物に関するその他の権利を持つ者の姓名 ・住所を書くこと)

4.位 置図

5.概 略設計図

6.簿 物館資料 美゙術館資料の目録とl・
INl訳
書

②法第 18条第2項により設立計藤:の変更承認を受けようとする者|ま設立計画変更承認「ll請書に文化

体育観部令で定める書類を添付しTli。道知事に提l鶴(電子文書:こよる提出を含む)し な:すればなら

ない。〈改定2007.12.31、 2008.2.29)

第 13条 鍾 要事項の変更)

法 lS条第 2項 で
｀
大統領令で定める重要な事項

"と
|ま承認された該当設立計llll‐の中で次ぎのいずれ

か:こ該当する事項をいう。

1.博 物館 ・美術館の名称及び別表2に よる種類 ・類型

2.博 物館 ・美術館げ)設立位置及び面積

3.展 示室 ・野外展示場又は収蔵庫施設の位置及び面積

4.展 示室 ・野外展示場又|ま収蔵庫施設を除外した施設の面積 (該当面積の 10分の 1以 上の面積を

変更する場合に限定する)

5,事 業施行期間 (該当事業期間を3)月 以_11延長する義祭 |こ限定する)

第 14条 (設立計llll隊認等の協議)

①市・道知事は法第 18条第 3項により所管行政機関の長に設立計画承認又は変更承認の協議を要請

する時には各各第 12条第 1項又:ま同条第 2項による書類の写しを添付しなければならない。

②第 1項:こより協議の要講を受Iすた所管行政機関は特男Jな事盤〕がない場合協議要講受|すた日から30

日以内に意見を知らせな:すればならない゛

第 15条 (設立計画承認の取消)

法第 18条第 4項 により市 ・道知事は第 12条による設立計lllliの承認又は変更承認を受けた者がその

承認内容を 1年以内に推進しない場合、正当な事由なしで6夕 月ヽ以、L:事業推進を中断した場合是正

を命ずることができ、是正命令に従わない場合はその承認を取り消すことができる。

第 16条 (貸館及び使宜施設)

①登録した博物館又は美術館は必要な場合その設立目的に1支障を及ぼさない範llllないでその施設の

一部を貸館することができる。そt7D場合貸館日数は法第21条による年間開放日数の3分の 1を超過

することはできない。

②登録した博物館又は美術館はその設立目的を達成するため(こ必要な範囲内で売店・記念品販売所、

その他の便宜施設を設置し運営することができる。

第 17.条(閉館申告)
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1登録した博物館又|ま美術館を開館した者|ま法第22条第1項により開館直ちに闘館申告書に登録証を

添餐
‐
し文化体餞観光部長官又:まF)j`道知11事|こ中告しなぎすればならない。敏 定 0009,6.4ト

第 18条 (鮭正要求及び停館)

①文化体育観光部長言Xは 蒔1。道知:事は法第26条第 1項により是IEを要求しようとする時は該当ll■l

物館又は美術館に違反した内容、是Jiする:事項と是正期限等をll」l確にし書面で知らせなければなら

ない。く改定 2009.6.4)

①文化体育観光書:長官又はll,道知事は法搬 6条 3ぶ:こ(員り停館を命じる時はその事項と停館麟問

等を明確にし書面で気1らせなければならない。く改定 8009.6.4)

文化体育観光部長官又ζま市 ,道知:事は次の各摯の事項が発41した場合は 7日以内(こ公告しな|すれば

なもない,く改定 2009.6.4)

1.法第 16条第 1項による博物館又;ま美術館の登録

2、法第 18条第 1項による私立博物館又は私立美術館設立計薄i¢)承認

3.法 第 lS条第 4項 :こよる凛1立博物館又:ま私立美術館の設立計画承認の取消

■.法 第 27条第 1項|こよる博物館又|ま美術館登録のIlit濤

第 rO条 (協ノブ網構成等)

0法 筆 3:条第 1項によ攀博物館 ・美術館協力網|ま博物館協力網と美術館協ブリ纏:こ区分する.

②簿物館協力縮と―美術館協プJ網|ま各各中央館と地域代表館を置くが、博物館協プリ網の中:央館は国立

中央博物館と目立民俗博物館が、美術館協力網の嗜1央館は国立現代美術館になり博物館協力網と美

術館協力網1/D地域代表館は織j。道知事が指定しlt t央館:こ魚1らせな:すればならない。

③l文化体育観光部長官は法第 31条第 1項:こより博物館・美術館協力網の機能を効率的に遂行するた

めに協力網運営計画を樹立し施行することができる。

購輿l〈第 20253語、2007、9,10〉

苺 1条 (施行鶏)こ の令は公布した轟から地行する。

等 E条 (他の法令との関係)こ ・ry令は当時他の令で従前の 「博物館及び美術館施行令」又はその規

定をりlillした場合この令の中でそれに該当する規定がある時は従liilr/D規定を代書してこの令又はこ

の令の該当規定を引用したことl‐みなす゛

附則〈第 20506号、2007.12.31)(電 子的業務処理の活性化のため国喩
‐
財産法施行令等一部改定〉

この令は公Fl‐iした擦から施行する。

1琳則(第20676号、2008.2.29〉 (文化体育観光部とそのllF漏機関職市1)

第 1条 (施行日)こ の令は公布した日から施行する。
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第 2条 から第 1条 まで省略

第 5条 (他の法令の改定)

①からく86)まで省略

く37)博物館及び美術館施行全グ)一部を次のように改定する.

第 2条第 1項 ・第 2項 、第 3条第 1項前段及び後段 ・第2項 、第1条第 1項後段、第5条 、第 7条

第 1項各号以外の部分。第2項 、第 20条第 3項 の中
=文
化観光部長織

・)を
各各
=文
化体育観光書;長

官
｀
こヽする。

第 3条第 3項 、第 1条第 5項、第8条第E項 、第 9条第 1項、第 12条第奎項の中
・
文化観光部令

"

を各各 崚 化体育観光部令
":こ
する。

lilsI員ぼく第 21261号 、2009.1.14)

こi/J令は公布 した日から施行する。

樹寸即く胡写215221ナ、2009.6.4〉

この令は公布したいから施イI‐1~る..
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博物館及び美術館施行規則

「施行 2009.6.6」 「文化体育観光部令第 35号、2009.6.3 哺 `改定J

第 1条 (擦的)

この規則は 「簿物館及び美術館振興法ごと同法施行令で委任された事項とその施行に必要な事項を

規定することを理的とする。

第3条 (学芸士資格要件審査及び資格轟I発給中講書等)

① 「博物館及び美術館振興法:(以 下
・
法
｀
という)筆 6条第 1項と同法施行全 (以下

“
全
'と
いう)

第 3条第 1項 :こよる博物館 ・美術館学芸士 (以下
低
学芸±
・
という)の 等級浄l資ll・を取得しようと

する者は別紙第 1摯の書式の学芸■1資格要件審査及び資格証発給中講書に次の各号の書類の中で該

当書類と証明写真 2紋 を添付じ文化体育観光部長官に提餞しな:すればならないく救定 2008.3.6>

l`該 当機関で発給した在職経歴議1明書及び実務経歴篠誌書

2.学 芸士資格写し

3.最 終学校事業轟Ellll書

4.最 終学校単位証写し

②第 1項第 1号による在職経歴証明書と実務経歴確認書は各各Bll紙第 2号書式と別紙第 3号書式に

従う。

◎令第 3条第 2項 による導ゝ士資格証は/Jll紙第 4号の書式に従う。

第 3条 (願書及び手数料)

①令第 4条第 1項による準学芸士試験に応試しようとする者すま別紙第 5条書式の準学芸士試験応試

顧書を作成し文化体育観光部長官に提出しなけれtr liならない。く改定 2008.3.6、 2008,S.27)

1.肖1移無く2008.8.27〉

2. 肖1膨負(2008. 8. 27〉

②準学芸士試験に応試しよとする者は文化体育観光部長官が定めることに従い応試手数料を出さな

ければならない。く改定 2008.8.27)

第 4条 (博物館 。美術館学芸士運営委員会構成及び運営)

①令第 5条 による博物館 ・美術館学芸士運営委員会は博物館 ・美術館及び学界等の人士の中で文化

体育観光部長官が委嘱する10名以内の委員で構成する。く改定 2008.3.6〉

②第 1項による博物館 ・美術館学芸士運営委員会は次の各号の事項を審議する。

1.準 学芸士試験の基本方向

2.学 芸士資格取得申請者の等級FJll学芸士資格要件の審査

3_令 別表 1による経歴認定対象機関の認定

4.薦嗜除〈2009.6.3〉
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第 5条 (登録llF講等)

①令第 8条 第 1項による簿物館又|ま美術館登録申請書は坤l紙第6号・書式に従い、登録中請書:こ添薇
‐

する書類の書式|ま次の各号の通りである。

1.施 設明細書 :別紙第 7号書式

2.博 r//J館資料又は美術館資料の日録 :黎1紙第 8号書式

3.学 芸士名簿 :別紙第 9号書式

《.観 覧料及び資料の利III料:別紙第 10号書式

②令第8‐条第2項による博物館又まま美術館登録証は別紙第11摯書式に従う

纂6条 (変更登録申請書等)

①令第9条第1項による変更登録中請書は駆紙第6号書式に従うゃ

②令第9条第1項で
“
文化体育観光部令で定める具備書類

"と
は次の各号の書類をいう。〈改定 2008.

3. 6〉

1.登 録証 (博物館 ・美術館鍼 称、所在地、設立者及び代表者の姓名 ・住所が変更になった場合で

定める)

2.登 録事項の変更を証明する書類 1糠 (施設明織書、博物館資料又まま美術館資料の目録、学芸熱

総、観覧料及び資料の利用料が変更になった場合は2部 )

欝 7条 (凛立博物館又は私立美術館設立計ll■i承認中講書)

①令第 12条 による私立博物館又は私立美術館の設立計画承認申請書と設立計画変更申請書は別紙

第 12号撻ヽ難バむこ従う。

②令第 12条第 2項で
“
文化体育観光部令で定める書類

"と
は設立計画承認事項の変更を証明する書

類をいう。(改定 2008.3.6)

第 S条 (開放澤数)

法第 16条第 1項により登録した博物館又は美術館|ま法第 21条 により年間90日以_L開放し、1目覇

放時間は4時間以上でな↓すればならない。

第9条 (聞館申告)

令第 17条による博物館又は美術館の問館中告書|ま芳1紙第 13号書式に従う。

第 10条 (登録勒 館及び登録美術館の運営現状報告書)

法第 28条 による登録博物象浸び登録美術館の運営現状報告書はSll紙第 14号書式に従う。

附則く第 169号、2007.9,19〉

この規則は公布した日から施行する。
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附則〈第 1号、2008.3.S〉 (文:ヒ体育観光部とその所属機関職制施行規則)

第 1条 (施行日)こ の規員1は公布した鋳から施行する。

第2劣等 略

第3条 (他の法令の改定)

0か ら⑬まで省略

⑬博物館及び美術館振興法施行規則
一部を次のように改定する。

第2条第 1項各号の以外の部分、第3条第 1項各澪
・以外の部分、第 4条第 1項のll・

“
文化観光部長

奮
"を
各各
・
文化体育観光部長官

":こ
する。

第6条第2項各号の以外の部分及び第7条露=項の中
“
文化畿光部令

"を
各各
“
文(ヒ体育観光部令

澪

:こず
｀
る。

黎1紙第 1号書式第 1ベージ、男1紙第4号書式、FJll紙5摯書式前の部分、別紙第 11号書式第 1要の中
“
文化観光部長官

"を
各各
“
文化体育観光部長官

"に
する。

⑮からく24)まで省略

附員J〈第 14号、2008.8`27)

この規熱は公布した澤から施行する。

附貝嗜く舞著35手)、 2009. 6.3〉

この規則まま2009年 6奏 6圏 から凝Eイl‐4~る。

(國學院大學大学院後期課程)

ト
ー
ー
Ｉ
Ｄ
ｒ
ｌ
Ｌ
ｒ
Ｅ
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ー
ロ
Ｌ
Ｅ
Ｅ

-189-



渡 金 双 龍 文

表紙 の図案 は、古墳時代 の大刀 の把頭である。

双龍環 よ り取材 して博物館学研究室のシンボルマー ク

として使用す る 目的で、デ フォル メ した ものである。
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